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7 .材木座町屋遺跡 (NO. 2 6 1) 

鎌倉市材木座二丁目217番6外地点
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伺ド 一一一一口

1.本報は鎌倉市材木座二丁目217番 6外に所在す

る遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は鎌倉市教育委員会が実施した。調査

期間は平成 5 年 9 月 10 日 ~10月 16 日である。

3.本報の執筆 ・編集は瀬田哲夫が行った。また、

検出遺構 ・出土造物の実測、トレ ス、拓本に

は吉田桂子の協力を得た。

4.本報に使用した写真は遺構、遺物ともに瀬田が

撮影した。遺構全景写真はリモ コン式高所撮影

装置により木村美代治が撮影した。

5.調査体制

調査 員 瀬田哲夫

調査補助員 根本志保、辻きょ子、八杉陽子、

松原康子、 宮本宣子、吉田桂子

作業 員 西川秋雄、岸名富雄、山口一義、

増田保、川村四志男、石渡辰男

6. 発掘調査、及び、報告書作成にあたり次の諸氏

に御協力、御教示を賜った。記して感謝の意を

表したし、。(順不同 ・敬称11臨)

中野晴久(常滑市民族資料館)、後藤建一 (湖

西市教育委員会)、藤沢良祐(瀬戸市教育委員

会)、井上喜久男(愛知県陶磁資料館入手塚直

樹、河野異知郎、斉木秀雄、大河内勉、菊川英

政、汐見一夫(鎌倉考古学研究所)

7. 本遺跡に関する発掘調査資料は鎌倉市教育委員

会が保管している。
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第一章遺跡の位置と歴史的環境(図 1、2) 

本調査地点は材木座IU}屋遺跡 CNo.261)と|呼称される区域に所在する。地番は鎌倉市材木座二丁目2

17番6他(図 1-1 )である。鎌倉旧市街地の南東部に位置しており 、JR鎌倉駅から南へ1.5Km、材

木座海岸から北へ約750mの距南fI.にある。現在の若宮大路下馬四つ角から逗子へ向かう国道134号線は大

町大路と推定されており 、名越の切通しをぬけ、 三浦へと通じる重要な道筋であっ た。本地点はこ の名

越の切通しを含む、西に大きく関口する谷戸の南部入り口付近、国道134号線の南を東西に走る横須賀

水道路に面し、由比若宮と長勝寺とのほほ、中間に位置している。

名越坂は鎌倉七切通 しの一つであり 、三浦へとぬける重要な道筋である。これは相模の国より海を越

えて安房へ通じる旧東海道と考えられてい る。鎌倉~逗子聞の北東側尾根には、約800mにおよぶ大切

岸が構築されている。鎌倉における他の切通しと同様に、外敵に対する防御施設としての機能が考えら

れている。

由比若宮は康平 6年 (1063)、源頼義が勅定により奥介|の安倍貞任征伐の後に石水八幡宮を勧請し、

瑞離を由比郷に建て鶴岡若宮と称し、永保元年(1081)源義家が修復を加えた。治承四年(1180)源頼

朝が現在地の小林郷北山に遷座するまで、当地でffiBられ、選座後も当地に社壇の祭杷は続けられ、下ノ若

宮とも、元八幡と も称された。

長勝寺は石井山長!路寺と号す。京都本閏寺旧地に日静が貞和元年(1345)に寺を再興し、石井山長勝

寺と名づけたとも、或いは、石井長勝が日蓮に帰依して長勝寺を建立したとも伝える。祖師堂は室町時

代の唐様建築であり、県重要文化財に指定されている。 他に、大壇 ・燭台 ・鰐口が県重要文化財、!怪盤

が市指定文化財となっている。

本遺跡の北側は米町遺跡と称される区域である。『吾妻鏡』建長 3年(1251)と文永 2年(1265) に

町屋免許の地のひとつと して挙け‘られてお り、商業の中心的な地域と考えられる。

また、南方約l.1kmtこは当時の交易港である和賀江島が所在している。和賀江島は往阿弥陀仏が築島

を発心し、執権北条泰時の援助により貞永元年(1232)に完成 した。島の維持 ・管理は忍性以来、極楽

寺の長老があたっており、前浜一帯の権利を極楽寺が掌握していた ことがわかる。

材木座町屋追跡と称される遺跡群内では、 すでに4地点で調査が行われている。いずれも、小規模な

範囲の調査であるが、以下、各調査地点を概観していきたい。

「長勝寺遺跡(材木座二丁目12番17地点)JC図2-2)は、本地点の東方約250mに位置している。 1

4 世紀後半から 15世紀中頃の土墳墓前と 、 1 3 世紀末~14世紀前半の掘立柱建物祉と土問状追構を検出し

ている。土問状士宮構は短期間に造り替えられ、 「簡単な小屋がけ」 の建物と考えられている。 「屋敷内に

営まれた小町屋のものである可能性はかなり強い」と指摘されており、Il町屋として使われていた空間が、

墓域へと変貌していくという調査成果が得られている。

本地点か ら西へ約250mtこ所在する「材木座一丁目144番 3地点JC図2-3)では、路地的な小路に

伴う小規模な‘溝や、fllfr列状の柱穴列、 土墳、井戸などを検出している。狭いトレンチ調査であり 、部分

的な検出であるが、 町屋的な性格を有する遺構群と考えられる。 1 3世紀中頃~14世紀代に営まれた造構

群と考えられている。

「材木座四丁目260番 l外地点J(図 2-4)は、本地点の南方約350mtこ位置 してい る。鎌倉市内で

今までに調査された追跡の中で、最も和賀江島に近接している。狭いトレンチ調査ではあるが、溝、土
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墳、 方形土墳、 そして、 方形竪穴建築祉などの遺構が検出されている。 15世紀末~16世紀代の遺物も出

土しており 、本遺跡群における当該期の遺構の広がりについては、今後の課題である。

材木座町屋遺跡ではないが、本遺跡の約700m西、滑川西岸に所在する「由比ケ浜二丁目 1034番 1外

地点(若宮ハイツ)J(図 2-5)では、7000ばとい う広大な敷地の発掘調査が行われている。中世の遺

構群は I期(14世紀代) ・E期(13世紀代)に区分されており、 I期では道路状遺構と方形竪穴建築祉

を主体とする建物群が、 E期では羽田状遺構と掘立柱建物が検出されている。中世集団墓地遺跡群と称さ

れる区域内の遺跡であり 、埋葬された人骨も多数検出されている。 I期で検出された道路状遺構は、現

在の若宮大路とほぼ同じ位置にあり 、主要道として機能していたものと考えられる。

以上、周辺遺跡の調査結果を概観してきた。材木座町屋遺跡からは、町屋的な性格の強い遺構群が検

出されていると考えられる。

【参考文献】

『鎌倉事典』 白井永二編 東京堂出版 1986年 5月
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『中世鎌倉の発掘』 大三輪龍彦他 (槻有隣堂 1983年9月
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『鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 9J 鎌倉市教育委員会 1993年3月
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第二章 調査の経過と堆積土層

第 1節調査の経過 (図3・4) 

本調査は開発事業に伴う道路の拡幅に係る国庫補助事業緊急調査として平成 5年 9月10日から10月16

日にかけて実施された。調査区は2.4mx26.0mと、1.2mx 13.0mとの 2本の卜レンチがL字形に連なっ

ており 、調査総面積は約80ばである。現地表の海抜レベルは8.0m前後であり 、西に向かい緩やかに傾

斜している。

調査は表土掘削から人力により行った。 40~50cm程堆積する表土層を除去すると中世造物包含層と

なり、一部では風成砂層である灰黄色砂を確認している。この時点で遺構検出を行い、ピット :5口、

土墳 l基、及び、かわらけ一括廃棄遺構を検出した(第 1面)。

次に、調査区内全体を風成砂層の上面まで掘り下げ、ピット :約40口、 土墳 26基、方形土墳:2基、

方形竪穴建築祉 2棟、溝状土墳:8基を検出した(第 2面)。各遺構の配置は方形竪穴建築祉が集中

する場所と、土墳が集中する場所とに分かれるようだが、狭い調査範囲内では判断し難い。

さらに、風成砂層を掘り下げ遺構の確認を行った結果、 6口のピットと炭が集中する範囲を検出した

(第 3面〉。第 2面とは明らかに間層をはさんでおり 、確実に11寺期差を掴むことができた。

また、風成砂層は地下水が湧く深度(海抜6.8m前後)までに 8層ほどに分けることができ、南から

北へ向かい緩やかに傾斜している。調査区南部では明黄色を呈し、道路のように硬く締まっている。今

回の調査では中世以前の遺構は確認されていない。

8129 X -76794.177 
Y-25070.826 

8128 X-76779.772 
Y-25095.597 

角 度 E巨 離

B129 。o 00' 00# 20.063m 

B128 176 0 18' 13# 7. 437m 

B o 0 00' 00# 2.000m 

B C 

7 7 

29
0

28'20 

8 8 

C D 

図 3 グリッ卜軸設定模式図
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調査にあたり 、調査敷地内に4.0mの方眼を設定した。設定の基準には鎌倉市道路管理課が設置 した

鎌倉市 4級基準点を使用した。まず、任意のA点を基準に、鎌倉市4級基準点B1 2 9 (X -76794.177、

Y -25070.826) とB1 2 8 (X -76779.772、Y-25095.597) との距離 ・角度を測定した。測定値は図

3に示 した。次に、 A点と B1 2 9とを結んだ直線を基準とし、 A点から東へ2.0mの場所に B点を設

けた。 B点を中心lこ反時計回りに1000 00' 00"振り、北へ4.0mの地点を B-8グリット ・ポイントと

した。方眼は4.0mとし、東西方向にはアルファベットを、南北方向には算用数字を村し、それぞれの

方眼区画の呼称には北西角の軸線交点を使用した。尚、こ のグリット南北基準軸は磁北に対して29
0

28' 20"東に傾いでいる。

第 2節堆積土層(図 5) 

本地点において検出された堆積土は、以下に挙げる18の土層に大分することが可能である。以下、個々

の土層について説明を加えていきたい。



A.暗褐色粘質土。ガラス、炭粒etc.を含む。(表土)

B. 明褐色粘質土。少量の土丹粒を含む。(以下、中世遺物包含層)

c.暗褐色粘質土。土丹粒、炭粒を含む。

D. 黒褐色粘質土。土丹粒ほか造物多し。

E.暗褐色粘質砂。少量の土丹粒を含む。

F. 暗褐色細砂。有機質腐食土。少量の炭粒を含む。

G.灰黄色中砂。

H.暗灰褐色中砂。

I.明黄色粗~中砂。(やや硬化)

J.暗灰褐色中砂。

K. 黒灰褐色中砂。

L.明黄色粗~中砂。

M.灰白色細砂。

N.灰白色粗砂。

o.明黄色中砂。硬化層。

P.灰黄色中砂。硬化層。

Q.明黄色細砂。硬化層。少量ではあるが炭粒、かわらけ(手づくね)片を含む。

R. 明黄色粗砂。硬化層。貝殻細粒を含む。

図5に示した通り 、上記の土層以外は全て、活発に営まれた遺構の覆土であり 、G層以下の堆積層は

は風成砂層と考えられる。 I層以下は北へ向かい緩やかに傾斜している。

第 l面の遺構は調査区北部で確認されたものであり、方形竪穴建築士止であるイ コウ19、48の覆土を掘

り込んでいる。 6 ~ 8 グリットで検出されたかわらけ群は、 表土直下から出土している。第 1 面の確認

レベノレは海抜7.5m前後で、ある。

第2面の遺構群は風成砂層上面において検出されたものである。方形竪穴建築祉、土墳、ピット 、方

形土墳、溝状土墳など数多くの遺構が検出されている。第 2面の確認レベルは海抜7.4m前後である。

第 3面の遺構は J層上面で確認された柱穴と、 A・B-3・4グリットで検出された炭範囲である。

詳細は後で詳しく触れるが、第 2面とは間層を挟み明らかに時期を画している。第 3面の確認レベルは

海抜6.9m前後であり 、海抜6.7mほどで水が湧き、調査不可能となった。
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第三章 検出された遺構と出土した遺物

今回の調査では第 1~3 面にわた る遺構面を検出することができた。表土掘削時から人力で行い、掘

り下げ時の遺物の取り上げに関しでも、細心の注意を払ってきた。狭いトレンチ調査であるが故に、各

遺構群の帰属する面に関しては、セクショ ン観察に重点を置いた。第 3面に関しては特に平面的な調査

は不可能であり推測の域を免れないが、今後の周辺地域における調査の参考のために提示するものであ

る。本章では各面において検出された遺構 ・造物について説明を加えていくが、L字形を呈する調査区

を便宜上、W トレ ンチ(南北方向) ・Sトレンチ(東西方向)と称していく。また、出土造物の法量は

口径一底径 器高(単位cm)を図版中に掲載した。( )内は復元数値である。

第 1節検出された遺構 (図 5~15) 

本調査で検出された遺構群は第 1~ 3面に区分することができる。以下、各遺構の検出状況について

述べていくが、各遺構の形態、規模、覆土注記、新旧関係等については検出遺構一覧表として提示した

(表 1~ 4)。尚、遺構図版における丸付きの数字は遺構ナンバーを示している。

1.第 1面検出遺構 (図6・7)

第 1 面の遺構は、 40~50cmほど堆積した表土層を除去した段階で検出された。中世造物包含層の上

面において確認されている。調査区の全体から確認されたのではなく 、W卜レ ンチの北部、及び南部に

おいての検出である。確認レベルは海抜7.5m前後であり、検出された遺構はピット 5口、土墳 1

基、そして、かわらけ一括廃棄遺構である。

1. ピッ卜

平面形は隅丸方形、もし くは楕円形を呈しており 、 直径20~40cm、 深さは20~30cm程である。住穴

と考えられるが、狭い範囲からの検出であり、建物を復元することは不可能である。

2.土機

大半を試掘墳により失うが、平面形は楕円を呈するものと考えられる。直径1.2m前後と考えられる。

底面からは鎌倉石(凝灰岩切り石)が検出されているが、本祉に伴うものではない。

3.かわらけ一括廃棄遺構(図7)

W トレンチ南部 (A ・ B-6~8 グリッ卜)において検出された。 17点のかわらけと、砥石、研磨痕

を有する常滑窯護胴部片を出土している。試掘墳により削平を受けており、 B-7グリットの状況は不

詳である。本祉の掘り形は確認されず、また、範囲についても不詳である。遺物は海抜7.4m~7.6m の

レベルから検出されており、緩やかな傾斜面に投棄されたものと考えられる。

出土したかわらけは図 7-3 ~12である 。 3 ~10は大皿、 11 ・ 12は小皿であり、 全て ロ ク ロ成形であ

る。大I皿は口径1 1. 0~12.0cm程で、あり、体部はやや薄くなっている。図 7 -8 は底部に穿孔を有してい

る。穿孔は焼成後に行われている。
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及び、遺構全体図 (第 2面)、
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図 6 調査区北部遺構群 (第 1面)

図 7-1は研磨痕を有する常滑窯護胴部片である。全外周が研磨され、曲面を呈している。

図 7-2は砥石である。仕上げ砥と考えられる。

ll.第 2面検出遺構 (図 5・8~13) 

第 2面は調査区内全体を風成砂層上面まで掘り下げ遺構確認を行った。検出された遺構はピット:約

40口、土墳 :26基、方形土;蹟 :2基、方形竪穴建築担1:: 2棟、溝状土墳 :6基であり 、本調査地点にお

いて最も盛んに遺構群が営まれた時期と考えられる。

1. ピッ ト

約40口のピットを検出している。平面形は隅丸方形 ・ 楕円 ・ 不整円などであり 、 直径20~50cm程、

深さは様々である。柱穴と考えられるが、狭い範囲の検出であり建物を復元することは不可能である。

2.土墳

調査区内において、土墳が集中的に検出されのはA・B-5グリットと A・B-8グリットの 2箇所

-20一
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図 7 A・8-6・7・8かわらけ出土状況 (第 1面)
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A.B-6・7・8遺構図 (第 2面)

である。平面形は楕円 ・不整円 ・隅丸方形などであり、規模 ・深さも多様である。切り合い関係を有す

るものがほとんどであり、頻繁に作り替えが行われたと考えられる。検出された土墳のうち、軸方位と

図10

磁北と の関係を計測できた ものは以下の 4基である。

: N-420-E (B -4グリット)

(B -5グリット〉

-イコウ 75 

N -420
- E -イコウ 65 

-24一

N -290
- E 
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- E 
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(B -8グリッ卜)

-イコウ 39 

-イコウ 35 
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図11 A・B・C-8遺構図 (第 2面)

8.1m 

。 2m 

、

〉 ず m

方形土墳として検出されたものは 2基である。全体規模の解るものはイ コウ80だけであるが、掘り

形底面で検出されているピッ トが本祉に伴うかは不明である。以下、軸方位と磁北と の関係を記す。

・イコウ 27・71 (A. B -4グリット) : N-370-E 

・イコウ 80 (A・B-6・7グリッ卜) : N-420-E 

4. 方形竪穴建築祉

方形竪穴建築祉として検出されたものは、A.B-2・3グリッ 卜で確認されたイ コウ19と48で

ある。両祉は切り合い関係を有し、 19は48に切られている。

4 8では厚さ lcm程の板壁の痕跡が確認された。鎌倉石(凝灰岩切り石)が掘り形底面近くから 1

点だけ出土している。海抜6.8m前後で水が湧き、完掘は不可能であったが、部分的に掘り形底面の海

抜レベルを測定することができた。軸方位と磁北との関係はN-420
- Eである。

1 9は南壁と掘り形底面のみの検出である。底面は平坦であり 、柱穴等は確認されていない。
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Sトレンチ東半部 (D・E-8・9グリッまた、

卜)では、水の湧く深度まで掘削を行ったが、風成

砂層は検出されなかった。調査区壁のセクション観

察からは、方形竪穴建築祉のような大きな掘り形を

有する遺構の存在が推測できる。

5.溝状土墳

今回の調査では 6基の満状土墳を検出している。

しかし、部分的な検出が多く、全体規模の解るもの

はイコウ 77だけである。以下、軸方位と磁北との
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関係を記す。

77:N-390-E -イコウ

50:N-430-W -イコウ

36:N-370-W -イコウ

29:N-500
-W  -イコウ

-イコウ 10 5 : N -440

- E 
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溝状土墳が集中的に検出されているのはB・c-⑧ 

この部分の中世基盤層 (O~R8グリットである。

L 層)を断ち割ると硬く締っており、通路として使わ-6 6-

れていた可能性が高い。また、溝状土;墳と切り合い

関係にある土墳は、 全て土墳の方が新しいことが確

認されている。

lli.第 3面検出遺構 (図 14・15) 
ゃ，f⑧

j⑩ 

f、

第 2面の調査終了後、 71<の湧く海抜6.8m前後ま

で風成砂層を掘り下げ遺構の確認、及び、堆積土層
一7+ 7-

の調査を行った。 W トレンチ (A ・ B - 3 ~ 7 グリ ッ

卜)において、海抜6.9~7.1mで、 6 口のピットと炭

が広がる範囲を検出した。

⑧
 

L
1
ノ「

E
N
.
h
・ヤ

h
h ピット

検出されたピッ トはイコウ 87 ・ 128 ~1 32

の6口である。調査区西壁際で検出された南北に並

ぶ 12 8・129・130は、芯~芯距離で北から

1.25m、5.5mを測る。いずれも I層の堆積以前に掘

2m 。
8-

り込まれたものである。湧水のために完掘は不可能

B-7 であったが、明確な掘り込みを有している。

no 

A.B-3・4・5・6• 7遺構図 (第 3面)図14



1. 暗褐色砂。
2. 炭、灰色粘土混入。

3. 暗褐色砂。小量の炭粒混入。

4. 炭、灰色粘土混入。
5. 暗褐色砂。小量の炭粒混入。

6. 黄色砂。しまり良好。

7. 暗褐色細砂。
8. 暗褐色細砂。
9 暗褐色砂。しまり良好。

10.暗褐色砂。しまり良好。
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A.B-3・4炭範囲 (第 3面)図15

グリットで検出された 87が上記の 3口に関連する可能性もあるが、狭い範囲からの検出であり断定は

できなし1。また、いずれのピットからも遺物は出土していない。

A.B-3・4グリッ卜から検出された 131・132は、次に述べる炭が広がる部分を掘り込んで

この2口からも造物の出土は無い。いる。形態的には 131は土墳というべきかもしれない。

2.炭範四

B-3・4グリットから検出されている。本祉の北部はイコウ 19により削平され、崩落していると

考えられる。確認時には1.5mX 1.0m程の不整円を呈する範囲に炭が集中していた。確認レベルは7.1m

前後である。十字にベルトを設定し堆積状況を観察すると、炭は 2層確認された。南から北へ向かい緩

ベルトに(図 33参照)。尚、遺物の取り上げでは、やかに傾斜しており 、数点の遺物が出土している

より四分割した範囲をA~D と呼称した。調査区西壁のセクション観察から 、 イコウ 1 9の南に遺構が

存在していた可能性があり 、本土ltはその覆土の可能性がある。



目。 ;r; 思 | 長径回深さkm) 61(:とレベル Iml JK而レヘJレIml 慣 土注 目 加rI~ r.1 併

l 試t~'1

2 試抱寝

3 償2iL 140.01' 13.0' 12.0 7.53 1.41 

41桜 L 20.0 . 15.0 1.49 1.34 

5 撹a 30.0 30.0，34.0 1.64 1.30 

6 ピット 20.0' 19.0 7.62 7.43 暗褐色結1_砂.しまり良好. 19を切る.

7 混乱 ( 45.01' 40.0' 24.0 1.54 7.30 11、27を切る.

8 混乱 43.0 30.0・11.0 1.64 1.47 

9 撹iiL 65.0 50.0' 22.0 7.58 1.36 

10 ピット ( 35.01' ( 13.01' 9.0 7.60 1.51 Bff褐色粕質砂.

11 撹乱 ( 42.01，1 40.01' 24.0 7.51 7.33 

12 土靖 54.0 50.0 . 15.0 7.61 7.46 灰褐色粘質砂. 19を切る.

1 3 ピヅ ト 30.0 . ( 18.01' 31.0 1.59 1.28 黒褐色粘質砂.

14 撹言L 140.0 (21.01. 24.0 1.60 1.36 

1 O 48 置土 (109.01，( 10.01' 30.0 1.53 1.23 自由褐色枯質砂.

16 土靖 ( 60.01' ( 31. 01. 17.0 7.55 1.38 灰褐色粘質砂.

J 7 撹言L 45.0 33.0 . 50.0 1.60 1.10 7に切られる.

18 ピット 35.0 .1 30.01' 52.0 7.64 1.12 黒褐色砂. 79を切る.

19 方形竪穴 (540.01' (221.01， 66.0 7.60 6.94 H音灰褐色粘質砂. 91. 92を切る.ι12、48.93に切られる.

20 土靖 (101.01. 92.0' 32.0 1.31 6.99 黒褐色粘質砂. 29.31を切る.

2 1 土靖 1 60.01' ( 50.01' 28.0 6.96 6.68 黒褐色粘質砂.土丹位多し. 32に切られる.

22 =75 黒褐色枯質土。土丹枝含む.

23 土靖 103.0 75.0 21.0 7.45 1.24 暗灰黄色砂.

24 土議 126.0 . ( 57.01' 81.0 7.45 6.58 灰褐色粘貧土.土丹を吉む. 50、51.61を切る.30に切られる.

2o 土靖 93.0 68.0 . 1ι。 1.42 1.24 日昔褐色粘虞砂.

26 ピット 60.0 '140.01' 31.0 7.36 6.99 黒褐色粘;'t.'l砂. 31を切る.

27 方形工iJ1I (132.01.164.01'54.0 7.l2 6.88 黒褐色粘質砂. 7、49に切られる.

28 土靖 95.0 . ( 20.01' 21.0 7.32 1.05 灰褐色砂。白色砂混入. 29を切る.

29 満状土靖 1ll5.01' 38.0' 52.0 7.48 6.96 Bs褐色枯質砂. 96を切る.20、28に切られる。

30 撹乱 145.0 . ( 55.01' 10.0 1.41 6.17 24、61.12を切る.

31 土靖 ( 70.01' ( 50.01' (26.01 7.30 (7.041 灰褐色砂.白色砂混入. 20.21.32に切られる.

32 土靖 (140.01. ( 48.01' 63.0 7.52 6.89 暗褐色砂. 21.33、118を切る。

33 土靖 90.0 80.0 . 45.0 7.25 6.80 暗褐色枯貨砂. 32.35に切られるe

表 1 検出遺構一覧表(1 ) 
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~O fi，思 長!~ ・ ~.ã径 ・深さ Icml 6韮認レベルIml 底面レベルIml 担 土注記 新旧関係

34 土靖 ( 78.01' ( 47 01. 30.0 7.23 6.93 1ft褐色枯質砂.

35 土靖 100.0 . ( 80.01' 36.0 7.25 6.89 日産褐色粘質砂. 33.36.37を切る。

36 溝状土靖 ( 90.01' 44.0' 38.0 7.40 7.02 灰褐色砂.土丹担を吉む. 35に切られる。

371土靖 75.0 . ( 53.0)' 18.0 7.21 7.03 灰褐色砂. 26.35似切られる.

38 ピγ卜 (34.01， 29.0'IU 7.31 7.17 灰褐色砂. 39に切られる.

39 土靖 157.0 74.0 . 51.0 7.24 6.73 灰褐色砂. 38.叫、87.88を切る.

401ピット 58.0' ( 44.0)' 28.0 7.14 6.86 E.褐色砂.

41 土靖 123.0 '(115.0)' 39.0 7.22 6.83 E音褐色砂. 39に切られる

42 ピット (46.0)， 22.0' 38.0 1.42 7.04 8.灰黄色砂. 119を切る.

43 ピット 56.0 . ( 27.0)' 40.0 7.62 7.22 灰黄色砂.黒褐色粘質砂司直入. 119を切る.

44 ピット 34.0 . (30.0) 23.0 7.27 7.04 灰黄色砂.黒褐自在質砂混入。 89を切る.

45 土靖 1125.0)' (41.0)' 66.0 7.50 6.84 lli褐色枯質土. 57‘1261こ切られる.

46 80 置土 40.0 7.40 7.00 黒褐色申占質砂.炭担混入.

47 ピット 135.01，( 30.01' 43.0 7.60 7.17 黒褐色粘質砂.炭粒混入. 59を切る.80に切られる.

48 方形竪穴 (432.01. (170.0)' (83.0) 7.53 6.70 明褐色粘質土.土丹粒混入. 19を切る.93に切られる.

49 1! 積土 明褐色砂.土丹粒混入.

501測位靖 1175.0)' 44.0 16.0 UO  7.24 明褐色砂質土. 63を切る.24に切られる。

51 ピット 34.0 .1 18.01' 14.0 7.35 7.21 灰褐色砂. 24に切られる.

52 ピγト 28.0 . ( 17.01. 30.0 7.43 7.15 lli褐色粘質土.

53 ピッ ト 40.0'( 12.01' 32.0 7.50 7.18 暗褐色粘質土. 80を切る.

54 ピット 45.0 26.0' 6.0 7.35 7.29 灰褐色す占貧土.

55 ピット 64.0 60.0 6.0 7.36 7.28 灰褐色粘質砂.しまり良好.

56 123覆土 灰褐色砂.炭粒混入。

57 ピット ( 61. 01. ( 32日1.50.0 7.46 6.96 暗褐色粘f質砂.土丹粒混入. 45.60、125を切る.124に切られる.

58 80 檀土 灰褐色砂. 叩.61を切る.問、69に切られる.

59 80 班土 黄色砂.灰褐色粘質砂混入. 47に切られる.

60 1車準土層H 暗灰褐色中砂. 57、58.68に切られる.

61 "122 iff褐色粘賀砂.灰白色砂混入. 65を切る058に切られる.

62 ピット 56.5' 48.0 17.0 7.20 7.03 自前色砂. 63に切られる.

63 土城 93.0 . ( 45.01' 11.0 7.18 7.07 E音褐色細砂.炭粒浪人. 62.64、的、 83.120を切る.

64 標準土層H E量灰褐色中砂. 63に切られる.

65 工物 218.0 116.0 40.0 7.50 7.10 短褐賀色砂.炭粒混入. 73を切る.61.122に切られる。

66 ピット 1 25.01' ( 20.0)' 31.0 7.68 7.37 黒褐色粕質主. 70'を切る.

表 2 検出遺構一覧表(2 ) 

-31-



No 形態 長蛇短軸深さ (α，1 確認レベルIml 底面レベルIml 覆 土法 ~c 新 18 関係

61 標準土層 明質色姐~中砂. 24.30.5日、 72に切られる.

68 80 覆土 灰褐色砂.黄色硲混入. 58.60を切る.

69 土靖 80.0 . ( 23.0)' 40.0 7.50 7.10 灰褐色砂.土丹枝混入. 也、83.120を切る。 63に切られる.

10 ピット ( 38.0)' ( 21. 01. 23.0 7.33 7.10 灰黄色砂.白黄色砂混入。 66に切られる.

11 方形土繍 178.01，( 25.01' 54.0 7.51 6.97 黒褐色粘質砂。 78を切る.

12 ピット ('45.01 .1 15.01' 16.0 7.19 7.01 8醐邸調土.灰黄色砂混入. 67を切る.30に切られる.

13 土靖 100.0 98.0 . 22.0 7.26 7.03 明渇色対質土. 65に切られる.

14 ピット 124.0 . ( 15.01' 40.0 ).62 7.14 BIl灰褐色砂.炭粒を吉む.

1o 土靖 94.0 . ( 75.01' 57.0 7.71 7.14 日昔褐色粘質土.土丹抱を多量に吉む.

16 ピット 2日日 19.0 16.0 7.29 7.13 灰褐色砂.

11 構状土繍 93.0 19.0 13.0 7.29 7.16 白色砂.黒褐色粘質土混入.

18 ビット 1 45.01 .1 40.01' 13.0 7.27 7.14 灰鈍色砂.灰褐色粘質砂を吉む。 J2に切られる.

19 ビット 30.0 . ( 20.01 40.0 7.65 7.20 黒褐色粕質砂. 18に切られる。

80 方形土靖 335.0 155.0 &8.0 7.58 6.90 BO褐色砂. 47を切るo 53に切られる.

81 土靖 85.0 54.0 . 13.0 6.87 &.74 Bil灰褐色砂.

82 ピット 33.0 30.0 . 22.0 &.90 &.68 E自灰褐色粘質砂.

83 ピット 23.0 . 1 15.01' 21. 0 7.17 &.9& 日直灰褐色砂.炭粒混入. 63、69.120に切られる。

84 ピット ( 36.01 . ( 15.0)' 18.0 7.18 7.00 灰褐色砂.

8o ピット 51.0 4&.0 . 24.0 7.06 &.82 灰褐色砂.

86 ピット 35.0 22.0 11. 0 6.87 6.76 E自灰褐色粘質砂.

81 ピット 1 30.01，1 17.01' 13.0 7.17 7.04 E音灰褐色中E少。 39に切られる。

88 土場 75.0'( 35.0)' 19.0 7.25 7.06 灰褐色砂。 39に切られる。

89 ビット 25.0 . 1 20.0)' 15.0 7.27 7.12 灰褐色砂。 44に切られる.

90 ピット 1 28.0)，1 10.0)' 3&.0 7.39 7.03 黒褐色粘質砂.土丹粒を吉む.

91 土靖? 120.0'( 52.0)' 2&.0 7.00 &.74 灰褐色砂.炭粒混入. 19に切られる。

92 ピット 24.0 .1 20.0)' 18.0 6.97 &.79 黒褐色粘質砂。炭粒}見入。 19に切られる.

93 土犠つ (110日)• ( 80 0) ，178.0) 7.48 16.701 黒褐色枯質砂.灰賀色砂混入。 19、48を切る。

94 土繍つ ( 9&.0) . ( 34.0) 未堀 &.78 未堀 灰褐色砂.土丹粒混入.

9o 土靖 80.0 .1 &5.0)' 25.0 7.31 7.0& 灰褐色粘質砂.白黄色砂混入。 9&に切られる.

96 土瀦 154.01.1500)' 41.0 7.42 7.01 E自褐色粘'f<t砂.白黄色砂混入. 町、 107を切る。ぬに切られる。

91 土端 106.0 98.0 . 30.0 7.34 7.04 灰縄色砂。黄色砂浪人. 100を切る。

98 ピット 55.0.( 35.0)' 17.0 7.38 7.21 黒縄色枯質砂. 99に切られる。

99 ピット 1 40.0).1 13.0)' 31.0 7.46 7.15 黒褐色粘質砂。黄色砂 ・土丹粒混入。 98を切る。

表 3 検出遺構一覧表(3 ) 
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No 形態 長f呈 短 径 深 さ (crnl 信認レベル同 底凹レベル加) 覆 土法記 新 !日 関係

100 ピット ( 55.01' ( 25.01 60.0 1 7.50 6.90 16醐色粘質砂.黄色砂工丹払臥・ 97に切られる.

101 ピット ~3. 0 18.0 31.0 7.51 7.2日 B&褐色粘質砂.白黄色砂混入。 102.115.116を切る.

102 ピッ p 1 32.01' ( 28.01' 51. 0 7.30 6.79 黄色砂.灰褐色粘質砂混入. 103に切られる.

103 ビット 1 35.01' ( 31.01. 30.0 7.48 7.18 6.褐色枯質砂. 102104.1日5を切る。

104 ピット 1 30.01 (26.01， 27.0 7.30 7.03 E宙褐色申占質砂。白黄色砂混入。 105を切る。 103に切られる。

105 《障状土塙 1 90.01 73.0' 45.0 7.18 6.73 E量褐色砂@灰白色砂混入。 106を切る.103.104に切られる@

106 滞状土繍 ( 87.01' 45.0' 36.0 7.18 6.82 灰貨色砂。灰褐色齢、混入. 105.114に切られる。

107 ピット 35.0 . I 30.01 27.0 1.23 6.96 黒褐色粘質砂.白色砂混入。 96に切られる.

108 土IIIυriM'! (32.01 7.Z2 (UO) 05灰1日色粘1lt砂.灰白色砂炭位混入。

109 土ffJori断 (42.01 7.32 (6.90) 黒褐色粕質土。灰白色砂混入。炭位土丹粒を吉む. 110を切る。

1 10 土摘。r1間勺 (35.01 7.25 (6 90) 灰白色砂。灰褐色粘質砂混入。 109.111.112に切られる。

111 方形竪穴ヲ 133.0) 7.23 16.90) 6~褐色粘質土。褐色砂混入。 110を切る。113に切られる。

1 12 方形竪八ヲ 133.01 7.23 (6.901 E音褐色粘質土。褐色砂混入。 110を切る。113に切られる。

1 13 方形竪穴つ (74.01 7.64 (6.90) 日昔褐色粘託土。土丹粒を含む. 11.112を切る。

114 土域? 1 70.01 .1 68.01' 24.0 7.12 6.88 65褐色粘質砂。白黄色砂混入。 106を切る.

115 ピット 60日 (42.01' 31.0 1.42 7.10 灰褐色砂。黄色砂混入@ 101に切られる.

116 土場 53.0 7.10 6.57 灰褐黄色砂. 101に切られる。

1 17 ピッ トワ 44.0 7.60 7.16 明褐色粘質土。土丹粒を吉む.

118 土靖? 28.0 7.30 7.02 灰黄色砂.6~褐色砂をブロック状に吉む. 32に切られる.

1 19 土端ヲ 22.0 7.44 7.22 灰黄色砂.黒褐色砂をプロック状に吉む。 位、43に切られる。

120 土繍勺 38.0 7.44 7.06 黒褐色細砂. 83を切る.63.69に切られる。

121 ピットワ 17.0 7.58 7.41 灰白色砂。炭租浪人。 的、 123を切る。

122 土域勺 38.0 7.62 7.24 日昔褐色』占質砂。灰白色砂混入。

123 土塙つ 42.0 7.50 7.08 灰褐色砂.炭粒混入。 122に切られる.

124 ピットワ 21.0 1.45 7.18 日自褐色粘質砂。土丹粒を吉む。 57、125を切る。

125 土靖今 30.0 7.30 7.00 灰黄色砂.灰褐色粘質砂混入。 57、124に切られる。

126 ピットワ 23.0 7.50 7.27 自由褐色対質土. 45を切る.

127 ビットワ 28.0 7.50 7.22 稽灰色砂.

128 ピyト? ( 28.01' ( 8.01' (12.0) 6.88 (6.761 明黄色粗~中砂.

129 ピット ( 18.0)' ( 12.0)' (14.0) 6.86 (6.72) 明黄色組~中砂。

130 ピット ( 18.01' ( 18.01' (10.0) 6.86 (6.76) 明前色祖~中砂.

131 ピット (H.O)' 40日 14.0 7.09 6.95 淡灰褐色砂。

132 ピyト 30.0 26.0' 13.0 7.08 6.95 灰黄色砂.

133 ピッ トq 20日 7.08 6.88 灰鈍色中砂.

表 4 検出遺構一覧表 (4) 
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第 2節 出土した造物

本遺跡からはテンパコ約15箱に及ぶ遺物が出土している。本節では出土造物についての説明を加えて

いく。遺構から出土したものは遺構別に記載した。また、 1~5 次にわたる掘り下げ時に出土したもの

は、 Nトレンチ、 Sトレンチに分け、さらに、 Nトレンチは北部 ・中部 ・南部に分けて記載した。

1.イコウ出土遺物 (図 16~22 )

( 1 )イコウ 9出土遺物(図 16) 

1は鉄製品である。断面は長方形を呈する。鎚であろう。

( 2 )イ コウ 11出土遺物(図 16) 

2は常滑窯担鉢の口縁部である。端部は角張り 、内・外に引き出される。胎土は組く 、混入物多し。

( 3 )イ コウ12出土遺物(図 16) 

3はかわらけの小皿である。ロクロ成形。色調は赤樫色を呈する。

(4)イコウ 15出土遺物(図 16) 

4はかわらけ小皿の底部である。内面に銅が溶着 している。トリベとして使用されたものであろう。

5は銅銭。『貨泉」である。

6は鉄製品である。鉄釘である。頭部は平たく叩かれ、折り曲げている。

( 5 )イ コウ 18出土遺物(図 16) 

7 ~12は鉄製品である。錆が激しいが、 全て鉄釘である。断面は方形、 もしくは長方形である。

(6)イコウ 19出土遺物(図 16) 

13は常滑窯護胴部である。外面に押印を有する。胎土は粘性強く精良である。

14は渥美 ・湖西窯山皿である。胎土は灰色を呈 し精良 ・徹密である。

15は瀬戸窯入子の口縁部である。胎土は灰白色を呈 し轍密である。

16は銅銭である。『県寧元賓』である。

17~26はかわ らけである。 17~21 はロクロ成形の小皿、 22 はロク ロ成形の中皿、 23は手づくね成形の

小皿、 24~26は手づくね成形の大皿である。 21 ・ 23には煤が付着 しており、灯明皿と考えられる。

(7)イコウ 21出土遺物(図 16) 

27~30はかわらけである。 27 ・ 28 は ロ クロ成形の大皿、 29 ・ 30 は ロクロ成形の小皿で、ある。

31は瓦質鍔付き手悟りである。器表は灰黒色、胎土は灰白色を呈する。鍔上面には菊花文の連続押印

を有する。鍔部には斜方向の穿孔が見られる。

(8 )イコウ 22出土造物(図 16) 

32は白磁口冗げ、皿底部である。和lは淡青色、胎土は灰白色を呈する。
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33は山茶碗窯系担鉢の口縁部である。口縁内面に浅い窪みを有する。Jj台土は灰白色を呈する。

34・35はロクロ成形のかわらけ小皿である。 34の体部は厚く 、胎土に砂を多く 含む。

(9 )イ コウ 23出土造物(図 17)

1は常滑窯護口縁部である。端部は受け口状である。器表は暗檀色、胎土は灰白色を呈する。

2は山茶碗窯系担鉢の口縁部である。胎土は灰白色を呈する。

3はロク ロ成形のかわらけ小皿である。器表は非常に薄く 、胎土は灰檀色を呈する。

4は動物骨である。端部には切断痕を有している。

(10)イ コウ 24出土造物(図 17) 

5は青磁折腰鉢口縁部である。軸は灰青色、胎土は灰白色を呈する。

6は常滑窯担鉢口縁部である。端部は角張り、外方に引き出される。胎土は灰色を呈 し組雑である。

7は常滑窯護底部である。外底面は砂底である。胎土は灰色を呈し、粘性に富む。

8は備前窯播鉢体部片である。外面は横ナデ、内面には条痕を有する。

9は瓦質香炉底部である。体部下位には菊花文の連続押印を有する。胎土は灰白色を呈し徹密。

10・11はかわらけ小皿で、ある。いずれもロクロ成形である。 11は胎土に砂を多く 含む。

12は砥石である。仕上砥と考えられる。

13は硯である。表面は滑らかであり 、底面は雑に削られている。

(11)イ コウ 25出土造物(図 17) 

14は山茶碗窯系担鉢底部で、ある。 体部外面下位はへラケズリ。外底面には高台が貼り付けられる。

15は鉄製品である。鉄釘である。断面は四角し、。頭部は平たく叩かれ、折り曲げられている。

(12)イコ ウ 27出土遺物(図 17)

16は青磁碗口縁部である。端部は外反する。紬は淡青色、胎土は灰白色を呈する。

17は青白磁梅瓶胴部片である。外面には渦文を有する。粕は水青色、胎土は灰白色を呈する。

18は常滑窯護口縁部である。縁帯l隔は狭い。器表は褐色、胎土は灰白色を呈 し粘性に富む。

19は常滑窯護胴部である。外面に格子の押印を有する。胎土は灰櫨色を呈し粘性に富む。

20は常滑窯護底部である。胎土は灰色を呈し、粘性に富む。外底面は砂底である。

21は研磨痕を有する常滑窯護胴部片である。外周が研磨され、曲面を呈 している。

22・23はロクロ成形のかわらけである。 22は小皿、 23は大Jillである。 いずれも器壁が薄い。

24は鉄製品である。錆が激しいが鉄釘と考えられる。断面は長方形を呈する。

(13)イコウ 28出土遺物(図 17) 

25は常滑窯聾胴部片である。外面に格子の押印を有する。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。

26は鉄製品であるが、錆が激しく用途は不明である。断面は惰円状を呈する。

(14)イ コウ 33出土造物(図 17) 

27は瓦質輪花型手借り底部である。体部外面は縦位のミガキ、外底面は砂底である。
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28はロクロ成形のかわらけ大皿である。底径が大きく 、器高の低いタイプである。

(15)イコウ34出土遺物(図 17) 

29は渥美 ・湖西窯山茶碗口縁部である。器壁は薄く 、胎土は灰色を呈 し徹密である。

30はロク ロ成形のかわらけ小皿である。底径が大きく 、器高の低いタイプである。

(16)イコウ 35出土遺物(図 18) 

lは青磁錆蓮弁文碗底部である。手dJは暗緑色を呈する。胎土は灰白色を呈 じ徹密である。

2は常滑窯護底部である。器表は褐色を呈する。胎土は灰色を呈し、粘性に富む。

3は吉備系土師質土器底部である。胎土は赤味を帯びた白色を呈する。

4 ~ 6 はロクロ成形のかわらけである。 4 は小皿である。 5 ・ 6 は大皿であり、口縁部内 ・ 外に煤が

付着 しており、灯明皿として使われたものである。

(17)イコウ 37出土遺物(図 18) 

7は平瓦である。凸面は縄目の叩きを有し、離れ砂が付着する。凹面の布目痕は明瞭ではない。端面

はへラ調整である。 胎士は灰色を呈し徹密である。厚さは2.4cm前後で、ある。

8は鉄製品である。鉄釘と考えられる。断面は方形を呈する。

(18)イコウ39出土遺物(図 18) 

9は山茶碗窯系担鉢口縁部である。端部は丸し、。胎土は灰色を呈し、粗雑である。

(19)イコウ40出土遺物(図 18) 

10はロ クロ成形のかわらけ小皿である。胎土は淡灰樟色を呈する。

(20)イコウ 41出土遺物(図 18) 

11は土製品である。かわらけ質の小壷であろう。外底部は回転糸切りである。

12・13はロクロ成形のかわらけである。 12は小皿。13は大皿であり 、灯明皿として使われている。

(21)イ コウ45出土遺物(図 18) 

1 4~16は ロ ク ロ成形のかわらけである。 14は大皿、 15 ・ 16 は小皿である。

17は鉄製品である。鉄釘である。断面は方形を呈する。

(22)イコウ46出土遺物(図 18) 

18は常滑窯聾口縁部である。縁帯の|隔は2.0cm程である。 胎土は粘性が強く 、灰色を呈する。

19は常滑窯護胴部である。外面に格子文の押印を有する。器表は暗褐色、胎土は灰色を呈する。

20・21は山茶碗窯系担鉢底部である。胎土は灰色を呈 し組雑である。内面は摩滅している。

22~25はロク ロ成形のかわらけ小皿である。 25が古い様相を呈している。

26~29はロク ロ 成形のかわらけ大皿である。 29が古い様相を呈している。

30は砥石である。仕上砥と考えられる。
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(23)イコウ 48粘土層まで(図 19) 

lは白磁口冗げ皿底部である。紬は淡灰青色、胎土は灰白色を呈す。

2は常滑窯護口縁部である。縁帯の幅は2.0cm程で、ある。器表は褐色、胎土は灰色を呈す。

3は常滑窯護胴部である。外面に格子文の押印を有する。胎土は灰白色を呈し、粘性に富む。

4~7 はロクロ成形のかわらけ小皿である。

8 ~15は鉄釘である。断面はいずれも方形を呈する。

16は刀子である。錆が激しく詳細は不明である。

(24)イコウ 48粘土層(図 19) 

17・18はロクロ成形のかわらけである。17は小皿、 18は大皿である。いずれも薄手のタイプである。

(25)イコウ 48下層(図 19) 

19は青磁劃花文碗口縁部である。手由は灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

20~22はロクロ成形のかわらけ小皿で、ある。所謂、薄手タイプである。

23はロクロ成形のかわらけ大皿である。これも薄手タイプである。

24は砥石である。仕上砥と考えられる。

(26)イコウ 48裏込め(図 19) 

25は青磁碗口縁部である。紬は灰緑色、胎土は灰色を呈する。

26は白磁碗口縁部である。口縁端部は外方へ引き出される。手由は淡灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

27は山茶碗窯系担鉢口縁部である。端部上面には沈線を有する。胎士は粗く、灰白色を呈する。

28は渥美 ・湖西窯山皿口縁部である。胎土は非常に精良であり、灰白色を呈する。

29・30はロクロ成形のかわらけ小皿である。

31・32は手づくね成形のかわらけ小皿である。 32はコースター状を呈するものである。

33・34は鉄釘と考えられる鉄製品である。断面は方形、もしくは長方形を呈する。

(27)イコウ 48周囲(図 19) 

35は青磁劃花文碗体部である。柚は灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

36・37は常滑窯護胴部である。外面には格子文の押印を有している。

38は瓦質鍔付き手倍り口縁部である。内面は縦位のへラミガキ調整である。胎土は白樫色を呈する。

39はロクロ成形のかわらけ小皿である。

40は手づくね成形のかわらけ小皿である

41はロクロ成形のかわらけ大皿である。

42は砥石である。仕上砥と考えられる。

(28)イコウ 49出土造物(図 20) 

1は山茶碗窯系担鉢底部である。 高台の村かないタイプである。胎土は灰白色を呈 し、精良である。

2は鉄釘である。頭部は平たく叩かれ、折り曲げられている。断面は方形を呈する。
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(29)イコウ 50出土遺物(図 20) 

3は常滑窯聾胴部である。外面に格子文の押印を有する。胎土は灰色を呈し粗雑である。

4 ~10 は ロ ク ロ 成形のかわらけ小皿である。 8.0cm前後の口径を有し、 器壁の厚いものである。

11~13はロクロ成形のかわらけ大皿である 。

14は骨製品である。弊の小片である。

(30)イコウ 55出土遺物 (図20) 

15は硯の小片である。

16は鉄釘の小片である。

(31)イコウ 56出土遺物(図 20) 

17・18は手づくね成形のかわらけ小皿である。

(32)イコウ 57出土遺物(図 20) 

19はロクロ成形のかわらけ大皿である。

(33)イコウ 58出土遺物(図 20) 

20は常滑窯護肩部である。外面に格子文の押印を有する。器表は褐色、胎土は灰白色を呈 し精良。

21はロクロ成形のかわらけ小皿である。 口縁の内 ・外には煤が付着し、灯明皿として使われている。

22はL字形に折り曲げ、られた鉄釘ーである。断面は方形を呈している。

(34)イコウ59出土遺物(図 20) 

23・24はロクロ成形のかわらけである。いずれも薄手タイプであり 、23は小皿、24は大皿である。

(35)イコウ 65出土遺物(図 20) 

25は常滑窯担鉢口縁である。端部は外方に引き出される。器表は褐色、J]台土は灰色を呈し精良。

26は常滑窯輩胴部である。外面には車輪状の押印を有する。器表は褐色、胎土は灰樟色を呈する。

27は亀山窯護胴部である。外面には格子叩きを有してい る。胎土は軟質であり、灰白色を呈する。

28は伊勢系土鍋の口縁である。胎土は灰樺色を呈 し、 長石を多く含む。

29~40 は ロ クロ成形のかわらけである。 29~34は小皿、 35 は中皿、 36~40は大皿である。

41は土盤である。かわら けの底部を利用し、外周を擦っている。

42~44は鉄釘である。断面は方形、 もしくは長方形を呈している 。

(36)イコウ 68出土造物(図 21) 

1は常滑窯裡鉢口縁である。端部は角張り、外方へ引き出される。器表は褐色、胎土は灰色を呈す。

2はロクロ成形のかわらけ大皿である。

(37)イコウ 72出土遺物 (区121) 

3・4はかわらけ大皿である。 3はロクロ成形、 4は手づくね成形である。
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(38)イコウ 73出土造物(図 21) 

5はロクロ成形のかわらけ大皿である。

(39) イコウ 80出土遺物(図 21) 

6は須恵器であろうか?胎土は灰色を呈し、非常に精良で、ある。

(40)イコウ 81出土遺物 (図 21) 

7はロクロ成形のかわらけ小皿である。

(41)イ コウ 91出土造物(図 21) 

8は山茶碗窯系埋鉢口縁で、ある。端部には沈線状の窪みを有する。Jj台土は灰白色を呈 し、やや粗い。

9は亀山窯護胴部である。外面には叩きを有する。器表は灰黒色、胎土は軟質で、灰白色を呈する。

(42)イコウ 97出土造物(図 21) 

10はロクロ成形のかわらけ小皿で、ある。

11は鉄釘である。断面は方形を呈する。

(43)イコウ 99出土造物(図 21) 

12は手づくね成形のかわらけ小皿である。胎土は赤樫色を呈し。焼成良好。

13は鉄釘である。断面は長方形を呈する。

(44)イコウ 104出土造物 (1玄121) 

14は常滑窯聾底部である。器表 ・胎土は灰樺色を呈する。外底面は砂底である。

(45)イコウ 105出土造物 (図 21) 

15は常滑窯担鉢口縁である。端部は尖り気味である。器表は褐色、胎土は灰色を呈 し粗雑である。

(46)イコウ 108出土遺物(図 21) 

16は同安窯系青磁皿口縁である。柚は灰緑色、胎土は灰色を呈する。

17は常滑窯山茶碗口縁である。胎土は灰白色を呈 し粗雑である。

18はロクロ成形のかわらけ小皿で、ある。

19は鉄製品である。火箸と考えられる。 断面は円形を呈する。

20は砥石である。仕上砥と考えられる。

(47)イコウ 110出土造物(図 21) 

21は常滑窯壷である。ほほー完形に近く復元できたが、底部片は 1点も出土していない。縁帯は下方に

伸びている。器表は褐色、胎土は灰黒色を呈する。頚部~肩部にはへラによる×印を有している。

22はロク ロ成形のかわらけ小皿で、ある。

23は切断痕を有する動物骨である。
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(48)イコウ 113出土造物(図 22) 

lは瀬戸窯卸し皿口縁である。胎土は灰白色を呈する。 紬は剥離している。

2は常滑窯輩口縁である。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。縁帯の|隔は3.6cmである。

3は常滑窯担鉢口縁である。端部は角張る。器表は暗褐色、胎土は灰色を呈する。

4は瓦質輪花型手培りの口縁部である。器表は灰黒色、胎土は灰白色を呈する。

5 ~ 8 はかわらけの小皿で‘ある。 5 ~ 7 はロクロ成形、 8 は手づくね成形である。

9は骨製品である。上半部は失うがノ井である。

(49)イコウ 115出土造物(図 22) 

10は渥美 ・湖西窯山皿口縁である。胎土は非常に精良であり 、灰白色を呈する。

11は錆が激しいが鉄釘である。断面は方形を呈する。

ll. トレンチ掘り下げ出土遺物 (図 23~ 3 4 )

(1) W卜レンチ北 ・中部 1・2次掘り下げ出土造物(図 23) 

1は青磁劃花文碗口縁である。軸は灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

2は白磁口冗げ皿口縁である。粕は白色透明、胎土は白色を呈する。

3は白磁口冗げ皿底部である。稿Hは灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

4は青白磁栴瓶胴部である。軸は水青色、胎土は白色を呈する。

5は瀬戸窯卸し皿底部である。紬は灰稿u。胎土は灰色を呈する。 外底部は回転糸切りである。

6は常滑窯壷口縁である。器表は褐色、!l台土は灰色を呈し、粘性に富む。

7・8は常滑窯輩底部である。外底面は砂底。胎土は灰色を呈 している。

9は渥美窯護胴部である。外面に格子文の押印を有する。 胎土は灰色を呈し撒密。

10・11は常滑窯担鉢口縁である。10の端部は角張り、11は外周に沈線状の窪みを有する

12は研磨痕を有する常滑窯護胴部片である。外面を研磨している。

13・14は山茶碗窯系担鉢口縁部である。胎土は灰色を呈し、粗雑である。

15~17は ロ クロ成形のかわらけ小皿である。 15は器高の高いタイプである。

18は手づくね成形のかわ らけ小皿、 19はロクロ成形のかわらけ大皿である。

20・21は手づくね成形のかわらけ大皿である。 21の端部は内方へ引き出される。
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22は円筒形を呈する骨製品である。外径2.9cm 、高さ2.8cm。用途不明。

23は切断痕を有する動物骨である。 3箇所に刃物傷が認められる。

24は鉄製品である。断面は方形を呈する。

25~27は砥石である。仕上砥と考えられる。 25は現代の所産であろう。

28は砥石である。荒砥と考えられる。

29は球形を呈する石である。

(2) Wトレンチ北部 3次掘り下げ出土遺物(図 24) 

1 • 2は青白磁梅瓶である。外面に渦文を有する。紬は水青色、胎土は灰白色を呈する。

3は常滑窯埋鉢口縁である。端部は外方へ引き出される。胎土は灰樟色を呈し、粘性に富む。

4は常滑窯聾口縁である。縁帯幅は1.4cm。器表、胎土は灰色を呈 し粘性に富む。

5は常滑窯護胴部である。外面に格子文の押印を有する。器表は褐色、)J台土は灰白色を呈し徹密。

6は研磨痕を有する常滑窯饗胴部片である。外周を研磨しており、曲面を呈する。

7は平瓦である。凸面には縄目の叩きがみられる。凹 ・凸面ともに粗い離れ砂が付ー着する。 側面はへ

ラ調整である。厚さ2.0cm前後。器表 ・胎土は灰色を呈し撤密である。

8は伊勢系土鍋口縁である。胎土は灰櫨色を呈し、長石を多く含む。

9・10はかわらけ大皿である。 9はロクロ成形、 10は手づくね成形である。

11・12はロクロ成形のかわらけ小皿である。

13は手づくね成形のかわらけ小皿lである。

14・15は鉄製品である。いずれも鉄釘と考えられる。断面は方形を呈する。

(3) W卜レンチ北部 4次掘り下げ出土遺物(図 24) 

16は青磁鏑蓮弁文碗口縁である。有11は暗緑色、胎土は灰白色を呈する。

17は白磁口冗げ皿である。紬は白色透明、胎土は灰白色を呈する。

18は青白磁碗体部である。内面に樹l描きの文様を有する。来由は水青色、胎土は灰白色を呈する。

19は瀬戸窯入子である。外底面はへラ切りである。胎土は灰白色を呈 し徹密である。

20はロクロ成形のかわらけ大皿である。 器壁の薄いタイプである。

(4) W卜レンチ北部 5次掘り下げ出土遺物(図 24) 

21は常滑窯壷口縁である。器表は灰褐色、胎土は灰色を呈する。

22は白かわらけ口縁である。胎土は乳白色を呈する。

(5) Wトレンチ中部 3次掘り下げ出土造物(図 25) 

1は瀬戸窯(東濃型)山茶碗である。胎土は灰白色を呈し精良 ・徹密。器壁は非常に薄い。

2は常滑窯山茶碗口縁である。胎土は灰色を呈 し粗雑である。

3は山茶碗窯系担鉢口縁である。胎土は灰色を呈 し、粘性に富む。

4・5は常滑窯担鉢口縁である。端部は角張る。胎土は灰色を呈し粗雑である。

6は常滑窯護肩部である。外面に格子文の押印を有する。器表は褐色、!I台土は灰色を呈する。

7は手培り口縁である。胎土は赤樫色を呈する。
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8 ~11 はロクロ成形のかわらけ小1Jll で・ある。 8 ・ 9 は薄手タイプである 。

12・13は手づくね成形のかわらけ小皿である。

14はロクロ成形のかわらけ中皿である。器壁は非常に薄い。

15は手づくね成形のかわらけ大肌である。器壁は厚い。

16~19はロクロ成形のかわらけ大皿である。 19は底径が大きく、器高の低いタイプである。

20はl民である。

21は切断痕を有する動物骨である。

22は鉄製品である。鉄釘と考えられる。断面は方形を呈する。

(6) Wトレンチ中部 4次掘り下げ出土造物(図 25) 

23は瀬戸窯鉢底部である。 紬は灰袖。外底面は回転糸切りである。 JJ台土は乳白色を呈 し精良。

24・25は常滑窯聾肩部 ・l阿部である。 24は格子文、25は車輪文の押印を有する。胎土は灰色を呈す。

26は山茶碗窯系担鉢口縁で、ある。J]台土は灰色を呈 し粗雑である。

27は山茶碗窯系担鉢底部で‘ある。高台部が剥離している。胎土は灰色を呈 し組雑である。

28は伊勢系土鍋口縁である。胎土は灰撞色を呈 し、芯部は灰黒色を呈す。

29~31 はロク ロ成形のかわらけ小1mである。 29は薄手タイプである。

32~43 は ロ ク ロ成形のかわらけ大皿である。 32 ・ 37 ・ 39 ・ 41 は薄手タイプ、 40 は厚手で粉質のタイプ

である。 32の底部中央には焼成後の穿孔を有している。 33は灯明JlJlとして使われたものである。

(7) Wトレンチ中部 5次掘り下げ出土遺物(図 26) 

1は白磁皿底部である。内面にへラ描きの文様を有する。事J:Jは灰緑色、)J台土は灰白色を呈する。

2は青白磁碗口縁部である。端反り口縁である。紬は水青色、胎土は白色を呈する。

3は瀬戸窯卸し阻口縁である。 和lは灰袖。JJ台土は灰白色を呈し椴密である。

4は渥美 ・湖西窯山茶碗底部である。 断面三角形の高台を有する。胎土は灰色を呈し精良である。

5は渥美 ・湖西窯山皿である。外底面はlfil転糸切りである。胎土は灰色を呈 し精良である。

6は渥美 ・湖西窯系の碗口縁であろうか?端部は内方へ突出する。胎土は灰色を呈 し精良である。

7 ~10は山茶碗窯系担鉢口縁部である。いずれの端部も丸い。胎土は灰色を呈 し 、 組雑である。

11は常滑窯護底部である。外底面は砂底である。器表は褐色、胎土は灰色を呈し精良である。

12は手つくね成形のかわらけ小皿である。

13・14は手づくね成形のかわらけ大皿lである。器壁は厚手である。

15・16はロクロ成形のかわらけ大|皿である。

17~19 は鉄製品である。 17は模、 18は掛け金具、 19は鉄釘と考えられる。

(8) Wトレンチ南部 l次掘り下げ出土遺物(図 26) 

20は白磁口冗げ皿口縁である。利lは灰色透明、胎土は灰白色である。

21は須恵器であろうか?胎土は灰色を呈し徹密である。

22は瀬戸窯折縁鉢口縁である。 和lは灰和l。胎土は灰白色を呈 し精良である。

23は瀬戸窯盤口縁である。紬は鉄粕。胎土は灰白色を呈する。

24は常滑窯護口縁部である。縁帯の|隔は0.8cmで・ある。器表は褐色、jj台土は灰色を呈 し、粘性強し。
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25は常滑窯護胴部である。外面に格子文の押印を有する。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。

26は常滑窯護底部である。外底面は砂底である。器表は褐色、胎土は灰色を呈し粘性に富む。

27は常滑窯担鉢口縁である。端部は角張り、内方に引き出される。器表は褐色、)j台土は灰色を呈す。

28~31 はロクロ成形のかわらけ小皿である。

32はロクロ成形のかわらけ中皿である。器壁は厚く、粉質のタイプである。

33は銅製の鈴である。現代の所産である可能性がある。

(9) Wトレンチ南部 2次掘りドげ出土造物(図 27・28) 

1・2は青磁鏑蓮弁文碗口縁である。柚調は 1が暗緑色、2が灰緑色を呈す。胎土は灰色を呈する。

3は青磁折縁鉢口縁である。稿liは灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

4は青白磁小皿底部である。内面には水青色の紬がかかる。)j台土は灰白色を呈する。

5は瀬戸窯卸し皿口縁である。紬は灰軸。胎土は灰色を呈する。

6は瀬戸窯平鉢底部である。粕は灰柏。外底面は回転糸切りである。胎土は灰白色を呈する。

7は瀬戸窯卸し皿口縁である。 紬は灰紬。胎土は灰白色を呈する。

8は瀬戸窯盤口縁である。和lは鉄軸。胎土は灰白色を呈する。

9は瀬戸窯盤底部である。外底面は砂底である。軸は鉄和l。胎土は灰白色を呈する。

10は瀬戸窯入子口縁である。胎土は灰色を呈 し撤密である。

11は瀬戸窯山茶碗底部である。胎土は樟味がかった灰色を呈する。

12は渥美 ・湖西窯山皿口縁である。胎土は灰色を呈し精良 ・徹密である。

13は常滑窯護口縁である。縁帯の|隔はl.lcm。器表は褐色、胎土は灰色を呈し、粘性に富む。

14~16は常滑窯護胴部である 。 外面に格子文の押印を有している。器表は褐色、 JI台土は灰色を呈す。

17は常滑窯製品底部である。壷であろうか?外底面は回転糸切りである。胎土は灰権色を呈する。

18は常滑窯担鉢口縁である。端部は角張る。器表 ・胎土は灰色を呈し、組雑である。

19~21 は山茶碗窯系担鉢口縁で、ある。端部は丸い。胎土は灰色を呈し組雑である。

22~26は山茶碗窯系担鉢底部である。砂底の底部に高台を張りつけている。胎土は灰色を呈する。

27は手培り口縁である。器表は樟色、胎土は灰色を呈する。

28は羽釜の鍔部である。胎土は11長樺色を呈し精良。焼成良好である。

29は手づくね成形の白かわらけである。胎土は樟昧がかった白色を呈する。

30はロクロ成形のかわらけである。口径5.6cmであり 、非常に小さいものである。

31~43 は ロ クロ成形のかわらけ小Jmで、ある。

44は手づくね成形のかわらけ小皿である。器壁は厚い。

45~49はロクロ成形のかわらけ大皿である。

50・51は手つ‘くね成形のかわ らけ大皿である。器壁は厚く、ボ ッテリとしている。

52~54は滑石鍋の破片である 。 53 は底部。 52 ・ 55 は二次的な加工痕を有する。

55は砥石である。荒砥と考え られる。

56は土製の円板である。ロクロ成形のかわらけ底部を使用している。周囲は研磨されている。

57は骨製品の拝である。

58は切断痕を有する動物骨である。刃物による削痕が認められる。

59~61 は銅銭である。 59 は皇宋通宝、 60は至和元宝、 61 は景徳元宝である。
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62~72 は鉄製品である。 67は掛け金具、 他は鉄釘である。断面は方形、 もしくは長方形を呈する。

(10) Wトレンチ南部 3次掘り下げ出土造物(図 28) 

lは同安窯系青MH抗体音[)である。 外面に櫛描き文を有する。 柚は灰色、Il台土は灰白色を呈する。

2は常滑窯護底部である。外底面は砂底である。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。

3は常滑窯担鉢口縁である。端部は角張る。器表は褐色、胎土は灰色を呈 し、粘性は強い。

4・5は山茶碗窯系担鉢である。 4は口縁、 5は底部である。胎土は灰色を呈し粗雑である。

6 ~13はロクロ成形のかわらけ大皿である。器壁の薄いタイプが主流である。

14・15はロクロ成形のかわらけ小皿である。器壁は厚い。

16・17は手づくね成形のかわらけ小皿で、ある。

18は砥石である。に|コ砥と考えられる。

(11) Wトレンチ南部4次掘り下げ出土遺物(図 29) 

1は青磁碗底部である。軸は青緑色、胎土は灰白色を呈する。

2は青白磁梅瓶底部である。軸は水青色、胎土は灰白色を呈する。

3・4は常滑窯査である。 3は口縁、 4は底部である。縁帯幅は1.2cm。胎土は灰色を呈する。

5・6は常滑窯J里鉢である。 5は口縁、 6は底部である。口縁端部は角張る。胎土は灰色を呈する。

7は山茶碗窯系担鉢口縁である。端部は丸し、。胎土は灰白色を呈する。

8 ~10は手倍りである。 8 は菊花文の押印を有する。 9 の端部は外方に突出する。 10は底部である。

11~16 は ロ クロ成形のかわらけ小皿である。

17・18は手づくね成形の小皿である。

1 9~25 は ロ ク ロ 成形のかわらけ大皿である。

26は手づくね成形の大皿である。器壁の厚いタイプである。

27~29は錆が激しいが、鉄釘と考えられる。断面は長方形を呈するものである。

30は火打ち石である。

(12) Wトレンチ南部 5次掘り下げ出土遺物(図 29) 

31は渥美 ・湖西窯山茶碗底部で、ある。高台の断面は三角形、胎土は灰色を呈 し精良 ・轍密である。

32は常滑窯聾口縁である。外底面は砂底。器表 ・胎土は灰樺色を呈する。焼成不良。

33・34はロクロ成形のかわらけである。 33は大皿。34は小皿である。ともに薄手タイプである。

35は切断痕を有する動物骨である。

(13) Sトレ ンチ 1次掘り下げ出土遺物(図 30) 

lは瀬戸窯折縁鉢口縁である。粕は灰柚。胎土は灰白色を呈する。

2は山茶碗窯系担鉢口縁である。端部は丸い。胎土は灰色を呈する。

3は手倍り底部である。器表は灰黒色、IJ台土は灰撞色を呈 し、軟質である。

4は型造りの泥塔である。胎土は灰撞色を呈する。現代の所産の可能性がある。

5は切断痕を有する動物'胃'である。
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(14) Sトレンチ 2次掘り下げ出土遺物(図 30) 

6は青白磁碗体部である。内面に渦文を有する。制は水青色、胎土は灰白色を呈する。

7・8は瀬戸窯底卸し目11llである。紬は灰利l。胎土は灰色を呈する。

9は瀬戸窯縁折れ鉢口縁である。紬は灰利l。胎土は灰色を呈する。

10は山茶碗窯系担鉢口縁部である。 端部は丸い。胎土は灰色を呈 し組雑であ る。

11は常滑窯護口縁部である。縁帯の幅は4.3cm。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。

12は球形を呈 した石である。

(15) Sトレンチ 3次掘り下げ出土遺物(図 30) 

13は瀬戸窯卸し皿口縁である。紬は灰軸。 jJ台土は灰白色を呈する。

14は瀬戸窯鉢口縁である。制は灰粕。胎土は灰白色を呈する。

15は瀬戸窯鉢底部である。高台は削り出しである。紬は灰紬。胎土は灰色を呈する。

16・17は常滑窯護底部である。外底面は砂底。胎土は精良であり、16は灰色、17は灰樺色を呈する。

18は常滑窯壷底部である。外底面は砂底。胎一土は灰色を呈する。

19は羽釜である。器表は灰樺色、胎芯は灰黒色を呈する。

20は五質手倍り底部である。菊花文の押印と連珠の凸需を有す。器表は灰黒色、胎芯は灰色を呈す。

21はフイゴの羽口である。!J台土は灰檀色を呈し、一部に溶着が認められる。端部'を研磨している。

22・23はロクロ成形のかわらけ小皿である。

24~26はロクロ成形のかわらけ大皿である。いずれも器壁の薄いタイプである。

(16) Sトレンチ 4次掘り下げ出土造物(図 31) 

Iは青磁鏑蓮弁文碗口縁である。稿IIは灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

2は青白磁碗体部である。内閣には文様を有する。柚は水青色、胎土は白色を呈する。

3は白磁口冗げ即日縁である。軸は淡灰色透明、!I台土は灰白色である。

4は瀬戸窯瓶子底部である。紬は灰軸。jJ台土は灰白色を呈する。

5は常滑窯護底部である。外底面は砂底。器表は褐色、胎土は灰色を呈 し組雑である。

6 ~ 9 は常滑窯裡鉢口縁部である。 6 ・ 9 の端部は外方へ引き出される。胎土は灰色を呈する。

10・11は山茶碗窯系担鉢である。 10は口縁、11は底部。口縁端部は丸い。胎土は灰色を呈する。

12は魚住窯担鉢口縁である。胎土は灰色を呈し、断面はザクリとしている。

13は瓦質;Ii命花型手焔り口縁である。外面に菊花の押印を有する。器表は灰黒色、胎芯は灰色を呈す。

1 4~19 は ロ クロ成形のかわらけである。 14~18 は小皿、 19 は大皿である 。

20・21は手づくね成形のかわらけ大皿である。

22は切断痕を有する動物骨である。

23~25は鉄製品である。 23は火箸、 24 は鉄釘、 25 は掛け金具と考えられる。

26は用途不明の石製品である。上層からの混入であろうか?

(17) Sトレンチ 5次掘り下げ出土造物(図 32) 

lは青磁櫛描き文碗口縁である。紬は灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

2は白磁口冗げ、皿底部である。柚は淡青白色、胎土は灰白色を呈する。
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図32 S トレンチ 5次掘り下げ出土遺物

3は瀬戸窯折縁鉢底部である。外底面は回転糸切り。稿[1は灰紬。胎土は灰白色を呈する。

4は常滑窯鉢口縁である。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。

5・6は常滑窯護口縁である。縁帯|幅は 5が1.6cm、6が2.0cm。器表は褐色、胎土は灰色を呈す。

7は常滑窯護胴部である。外面に格子文の押印を有する。器表は褐色、胎土は灰白色を呈する。

8・9は山茶碗窯系裡鉢である。 8は口縁、9は底部。口縁端部は丸し、。胎土は灰色を呈する。

10は吉備系土師質土器口縁である。胎土は樫色味がかった白色、芯部は灰白色を呈する。

11はロクロ成形のかわらけ大皿である。器壁は非常に厚い。

12・13はロクロ成形のかわらけ小皿である。 13は薄手タイプであり、全体に煤が付着 している。灯明

皿として使われたものである。

14は骨製品の芽である。

15・16は砥石である。 15は仕上砥、16は中砥である。

(18) Wトレンチ風成砂層 1次掘り下げ出土造物(図 33) 

1 ~ 3 は手づくね成形のかわらけである。 1 ・ 2 は小皿、 3 は大皿である。

(19) W トレンチ風成砂層 2次掘り下げ出土遺物(図 33) 

4 ~6 は手づくね成形のかわらけ小皿、 7-9は大皿である 。

(20) W卜レンチ北部炭範囲A出土造物(図 33) 

10は渥美 ・湖西窯山茶碗口縁で、ある。 胎土は灰色を呈し精良 ・徹密である。

11は渥美窯護胴部である。外面に押印を有する。胎土は灰色を呈する。

12は手づくね成形のかわらけ小皿である。
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13~16は手づくね成形のかわらけ大皿である。

(21) Wトレンチ北部炭範囲B出土遺物(図 33) 

17は手づくね成形のかわらけの大皿口縁である。

(22) Wトレンチ北部炭範囲C出土造物(図 33) 

18は同安窯系青磁碗である。外面に櫛描き文を有する。者11は灰緑色、胎土は灰白色を呈する。

19は青磁劃花文碗口縁部である。軸は灰青色、胎土は灰白色を呈する。

20・21は手づくね成形のかわらけである。 20は大皿、21は小皿である。

22は鉄釘である。断面は方形を呈する。残長7.0cm。

(23) Wトレンチ北部炭範囲D出土造物(図 33) 

23は青磁劃花文碗口縁部である。紬は灰緑色、胎土は灰色を呈する。

(24) Wトレンチ北部炭範囲出土造物(図 33) 

24・25は渥美 ・湖西窯山茶碗口縁で、ある。胎土は灰色を呈し精良 ・徹密である。

(25) Wトレンチ北部炭上層出土造物(区133) 

26は渥美 ・湖西窯山茶碗口縁で‘ある。胎土は灰色を呈し精良 ・撤密である。

(26) Wトレンチ北部炭中層出土遺物(図 33) 

27は青磁劃花文碗口縁部である。紬は灰緑色、胎土は灰色を呈する。

(27) Wトレンチ北部サブトレンチA出土造物(図 33) 

28は鉄釘である。断面は方形を呈するものである。

(28)標準土層Q出土遺物(図 33) 

29は手づくね成形のかわらけ小皿である。

(29)表採遺物、及び、貝類(図 34) 

1は土師器部の蓋である。外面はへラケズ リ調整。内面は赤彩される。胎土は灰色を呈 し轍密。

2は同安窯系青磁皿口縁である。紬は灰緑色、胎土は灰白色である。

3は青白磁皿底部である。制は水青色、胎土は灰白色を呈する。

4は瀬戸窯底年/]し白血口縁である。利lは灰粕。胎土は灰白色を呈する。

5は渥美窯裡ね鉢口縁である。口縁端部は尖る。胎土は灰白色を呈する。

6は渥美 ・湖西窯山皿口縁である。胎土は灰白色を呈し精良 ・徹密である。

7・8は常滑窯山茶碗口縁で、ある。胎土は灰色を呈し粗雑である。

9・10は常滑窯護口縁である。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。縁帯幅は1.2cmである。

11・12は常滑窯担鉢口縁部である。口縁端部は角張る。器表は褐色、胎土は灰色を呈する。
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図34 表採遺物

13は瓦質ーの小皿である。内面には横位のミガキが行われる。胎土はくすんだ白色を呈する。

14は伊勢系土鍋口縁である。!l台土は灰樟色を呈する。

15~17は手づくね成形のかわらけ小皿である。

18~20はロクロ成形のかわらけ小皿、 21-24は大皿である。

25は砥石である。中砥と考えられる。

26・27は鉄製品である。錆が激しいが鉄釘と考えられる。断面は方形を呈するものである。

28・29は扇平な石である。碁石として使用された可能性もあろう。

本調査からは総数595点に及ぶ貝類を出土している。以下、生息環境別に各種類の出土点数を記載し

ていく。点数は層位別ではなく、調査区内一括の数値である。

[内湾泥底群集]…二枚員類 アカガイ 1、 ミルクイガイ 1。巻き貝類 アカニシ:110、パイ .

9。

[内湾底砂群集]…二枚貝類一アサリ 2、イタヤガイ 1、オキシジミ:2、サルボウガイ 2、

シオフキガイ 1、ハマグリ:3。巻き貝類一イボキサゴ 24、ツメタガイ:9。

[湾外砂底群集]ー・二枚員類ーサ トウガイ 1、チョウセンハマグリ:265、ベンケイガイ 1、マ

ガキ 6、ムラサキ ガイ 1。巻き貝類一イトマキナガニシ l、キサゴ 11、

ダンベイキサゴ:33。

[岩礁群集] ・・・巻き員類 イシダタミガイ:6、イボニシ 4、クロヅケガ、イ:3、クボガイ 3、

サザエ:31、スガイ 24、パテイラ:10、マダカアワビ:29、ミガキボラ 1。
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第四章 まとめと考察

調査面積が狭いことにも拘らず、 本遺跡からは 1~ 3 面にわたる生活面と 、 多種 ・ 多量の造物を検出

することができた。従来、調査例が少なかった材木座町屋遺跡において、新たな資料が得られたことは

意義深いことと考える。本章では調査の成果を踏まえ、若干の考察を加えま とめとしたい。

1.検出遺構と年代

第 1面の検出遺構はピット 、土墳、そして、かわ らけ一括廃棄遺構である。いずれも部分的な検出で

あり、全体の配置や規模等については不明な点が多し、。かわらけ一括廃棄造構か ら出土したかわ らけに

は、 13世紀中頃~14世紀代と考えられるものが混在しており、第 1 面の年代は漠然と 14世紀中頃~15世

紀初頭頃と考えたし、。この年代観は第 2面と一部重複 している。

第2面は風成砂層上面において遺構を確認し、ピ ット、 土墳、方形土域、溝状土墳、そして、方形竪

穴建築祉を検出している。これらの遺構のうち方形竪穴建築祉と方形土墳はほぼ同一の主軸方位を有し

ている。さらに、溝状土墳もこれと直交、あるいは平行の関係にあり 、ある程度の区画が存在していた

と考えられる。 全体をながめると 2か所 (A・B-5、A・B-8グリッ 卜)に不定形の土墳が集中し

ている。これらの土壌のうち溝状土墳と切り合い関係にあるものは、全て土墳の方が新しし、。何らかの

理由で区画がその機能を失い、土墳が掘られたと考えられる。 B-8グリッ卜あたりの中世基盤層は非

常に硬化しており、通路として使われていた可能性は非常に高し、。 「由比ケ浜4-6-9地点Jl)では講

状土墳により区画された道路部分から、多数の土墳が検出されており、本遺跡、もこれに類するものと考

えられる。第 2 面の年代は13世紀末~14世紀代と考えたし、。これは方形竪穴建築祉が出現し 、 衰退する

時期と考えられる。

第3面の遺構は風成砂層を掘り下げた段階で確認された。第 2面とは確実に間層を挟んでおり、方形

竪穴建築祉がこ の地に出現する以前の遺構群と考えられる。検出されたのはピット:6口と炭が集中す

る範囲である。ピッ トは柱穴と考えられるが、狭い範囲の検出であり 、建物を復元することは不可能で

あった。第 2面から第 3面への掘り下げ‘時に出土した造物は、手づくね成形のかわらけと同安窯系青磁

櫛描文碗、龍泉窯系青磁劃花文碗である。そして渥美 ・湖西窯の山皿・山茶碗が出土している。この山

皿・山茶碗は生産地編年では13世紀前半~中頃の年代が与えられており 2)、第 3面の年代をあてること

ができょう。出土した手づくねかわらけは、いずれも薄手の器壁を有し、焼成良好である。

2.遺物構成について

本遺跡からは接合後の破片数で7990点の造物が出土している。圧倒的に多いのはかわらけ6115点であ

り、全体の76%を占める。内訳はロクロ成形4901点、手づくね成形1214点であり、出土かわらけの約20

%が手づくね成形であることは非常に興味深し、。次に多いものは常滑窯製品であり 796点(10%)、そし

て員類が595点(7%)である。

かわらけ ・貝類を除いた遺物の組成をグラフ化 したものが図35である(総数1280点)。国産陶磁器は9

64点出土している。最も多いのは先に述べた常滑窯製品であり 、次いで山茶碗窯系製品93点、瀬戸窯製

品44点、渥美 ・湖西窯製品26点、魚住窯製品 3点、備前窯製品 2点である。常滑窯では護734点、担ね

鉢37点、壷17点、山茶碗4点、研磨痕を有する護胴部片4点が出土しており 、圧倒的に聾の出土点数
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図35 出土遺物構成

が多い。 山茶碗窯系のものは全て担ね鉢である。瀬戸窯製品では壷18点、鉢11点、卸し皿 6点、入れ子

4点、111茶碗2点、天目 ・瓶 ・水注は l点ず‘つ出土している。渥美 ・湖西窯では護 9点、山皿9点、山

茶碗7点、鉢 1点が出土している。魚住窯で・は担ね鉢 3点、備前窯では播り鉢 2点がそれぞれ出土して

いる。

舶載陶磁器は61点出土 している。 青磁33点、白磁15点、青白磁12点、黄紬陶器 1点である。青磁では

同安窯系碗 ・皿 6点、龍泉窯系劃花文碗 7点、龍泉窯系鏑蓮弁文碗15点、無文碗 1点、鉢 2点、壷2点

が出土している。白磁では皿9点、壷 5点、碗 1点が出土している。 皿lは端反りが l点あり、他は口冗

げである。青白磁では栴瓶 5点、碗 3点、皿 3点、合子 1点、黄紬では盤が 1点出土している。

五質製品では手培り44点、香炉 2点が出土している。瓦では平瓦 l点、軒平瓦 l点が出土している。

土器類では伊勢系土鍋 7点、白かわらけ 5点、羽釜 2点、吉備系土師質土器 2点が出土している。土製

品では円板 ・壷 ・泥塔が l点ず、つ出土 している。滑石製品では鍋が 4点出土している。石製品では砥石

14点、硯2点、石丸 2点、軽石 2点、火打ち石 l点、用途不明が 2点出土している。鉄製品では鉄金T83

点、万子 2点、掛け金具 2点、鎚 l点が出土している。銅製品では鈴が l点出土ている。銭は 8点出土

している。鋳造関係造物はス ラグ、 トリベ、フイ ゴの羽口などが出土している。骨製品では拝 4点、円

筒形製品 l点、切断痕を有する動物骨 9点を出土している。

本遺跡か ら出土した造物のうち特徴的なものは、スラグ、トリ ベ、フイ ゴの羽口な どの鋳造に関わる

ものや、砥石や切断痕(加工痕)を有する動物骨のような生産 ・加工等に関わる可能性を有する造物の

出土であろ う。長谷小路周辺の追跡や由比ケ浜中世集団墓地追跡など、 基盤層が砂で方形竪穴建築祉を

主体とする遺構群が展開される遺跡からはこのような造物が出土している。本追跡では狭い調査区から

の出土であり、遺構と の関連についてはこれからの課題と したい。

【註】

1 )斉木秀雄 『由比ケ浜4-6-9地点発掘調査報告書一大蔵省印刷局鎌倉宿泊所建設に伴う埋蔵文化

財発掘調査報告書 』由比ケ浜中世集団墓地追跡発掘調査団 1994年 3月

2 )後藤健一氏 (湖西市教育委員会)から笹Il教示して頂いた。

66 



1/ 

f 
A 

J/ 

-67-

~1.調査区近景。

(北西から)

‘2.第1面スナップ。

A.B-1-3。
(南から)

~3. 向上スナッフ 。

かわらけ出土状況

(南から)



企 2.第2面会景(北から)。
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‘1.第2面全景スナッフ

(北から)

"'3.第2面全景(南から)。



T3. E-9グリ ッ 卜、鎌倉石 (北から)。

"'1. s卜レンチ全景(西から)。

T2. s卜レンチ全景(東から)。
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8. 長谷観音堂周辺遺跡

長谷三丁目39番 4外地点



一一一一口初
v

1 .本報告は、神奈川県鎌倉市長谷三丁目39番 4外

地点に所在する遺跡の埋蔵文化財発掘調査報告

書である。

2.発掘は鎌倉市教育委員会が実施し、宗蓋秀明が

担当した。調査期間は1993年10月18日より同年

12月28日までである。

3.本報告の執筆は、宗蓋秀明、宗蓋富貴子、浜野

洋一、鈴木 茂、吉川島伸が行い、 宗蓋秀明が

編集した。また第三章のまとめは調査員全員の

討議のうえ、宗蓋秀明が責任執筆 した。

4.使用した写真は調査員が撮影したものである。

ただし、仁|二l近世の遺構全景写真は木村美代治に

リモコン式高所撮影装置による撮影を依頼した。

5 第二章第 7、および第 8節の挿図および図版の

番号は、編集の都合上、 他の章および節のそれ

らの番号から独立して与えられている。

6 遺物実視iJ中の 1 1は何らかの範囲を示している。

|一 |は使用痕の、 |一一 |は原

1-・- ・-1は加工もしくは紬が

すなわち、

材加工の、

けの範囲を示す。またやはり実視iJ図中のドット

は煤を、黒塗りは陶磁器の施文ないしは漆の施

された範囲を示している。さらにVは金属板折

曲げ加工のあわせ日の位置を示している。

発掘調査および報告書作成にあたり、次の諸機

関・ 諸氏より ご協力とご教示を賜った。記して、

7 

御礼申し上げる。

清興建設株式会社、大橋康二(佐賀県立九州陶

磁文化館)、藤津良裕 (瀬戸市歴史民俗資料館)、

田尾誠敏(東海大学文学部史学科考古学課程助

手〉。手塚直樹、菊川英政(鎌倉考古学研究所)。

8 本遺跡の発掘調査にかかわる資料は、鎌倉市教

育委員会が保管している。

ワ
ー“口。
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第一章 遺跡、の位置と調査の経緯

追跡の位置と歴史的環境

遺跡地は、神奈川県鎌倉市長谷三丁目39番4に所在する。ここは、鎌倉!択を中心とする海岸平野の西

端、長谷寺門前の参道が国道134号線と交わる交差点の北西角にあたる。調査は、当地における庖舗併

用住宅建設の申請を受けて、 1993年10月18日より同年12月28日までに行われた。調査対象面積は190rrf 

である。

調査は、それまで現存していた木造礎石建物が大正12(1923)年の震災直後の整地面に建てられてい

たことを確認すると同時に、震災のあとかたづけが行われたゴミ穴の発掘から始まり、それ以前の幕末

から明治にかけての建物跡、江戸前期から幕末までの水田跡、それに中世の河川跡を発掘した。

水田埋立の後、遺跡地には三和土をもっ礎石建物が二棟建てられた。建物はいづれも現在の長谷寺参

道に平行して建ち並んでいる。建物裏の井戸付近からは、幕末から明治初期の物と思われる灯明皿が発

見された。また水路もこの時期に埋められ、遺跡地を迂回して、より西を流れる(相模国鎌倉名所及江

ノ嶋全図、明治29年頃)。これらの建物は一度火災に見舞われるが、再度同じような建物が同位置に建

てられたことが土層観察よりわかる。その後、明治の中頃から後半にかけてのある時期に、遺跡内の敷

地利用が変わる。建物の向きはそのままに、それまでの建物の礎石を抜き取ってあらたな建物が少なく

とも一棟建てられる。この建物は大正12(1923)年の震災で倒壊するまで存続し、その後に現存した建

物が再建された。

遺跡の西に位置する浄土宗海光山慈照院長谷寺は、天平八年草創との寺伝があるものの、現存する史

料では、新長谷寺党鐘の文永元(1264)年七月十五日銘が確実な史料としては一番古い1)。鎌倉市史の

まとめるところによれば、長谷寺は、慶長頃までは建長寺系統の人が住寺となる禅宗で、その後徳川家

康が荒廃していた長谷寺を再興し、こ のときより光明寺の末寺の浄土宗となる。こう した長谷寺の変選

と遺跡地に発見された追構の変遷は、長谷寺の盛衰と現在みられる参道の形成とに関係 していよう。絵

図や古写真によれば、明治維新前までには現在の参道はすでに出来上がり、旅館も参道に面して作られ

ている。幕末頃に水田が埋められて、建物が現在の参道に面するように建てられる遺跡地の変遷も、そ

うした門前の参道の賑わいに因るものであろう。

鎌倉は、豊臣秀吉や徳川家康による八幡宮の整備の他、 文化 ・文政の江戸民衆による大山参りの一環

とする江ノ島弁天 ・長谷観音 ・金沢八景(千光寺=千手観音、能見堂、金龍院、称名寺、琵琶島弁天)

の観音めぐりと結び、ついて、訪れる人々も多かったと考えられる。中世と近世で建物の向きの異なるこ

とが判明した今回の調査からは、鎌倉の中で、長谷寺の盛衰と現在の参道がどのように整えられていっ

たのか、貴重な資料を提供している。

調査地測量方眼設定について

調査の開始にあたり 、当遺跡の位置と平面直角座標系との整合を図るため、実測用のメッシュおよび方

眼発生においてトラパース測量による調整が行われた。この方法をとることで、造跡の位置と遺跡内の

遺構を国土座標軸にもとづいた地図上で掌握することが可能になると思われる。

遺跡地周辺には、鎌倉市道路管理課の設置した 「鎌倉史 4級基準点Jが存在する。これは関東地方一

帯をカバーするAREA9平面直角座標値、すなわち国土座標値を有しており 、任意の 2点聞を測量する

ことで、調査区内への国土座標値の振込が可能になる。当調査では、調査区内に国土座標値の明確な基
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1.今回の調査地点

2.長谷観音堂周辺遺跡・長谷三丁目41番イ地点

3.長谷寺境内泣跡

4.桑ヶ谷療病院跡、・長谷三丁目629番20外地点

5.高徳院周辺逃跡・長谷一丁目290番1地点
6.桑ヶ谷療病院跡、・長谷三丁目630番17地点

7.長谷一丁目284番1地点

8.甘純十rll社遺跡・長谷一丁目271番10地点

9.長谷小路周辺造跡・長谷二丁目252番1地点

10.伝安達泰盛邸跡・長谷一丁目227番地点

11.伝安達泰盛邸跡・長谷一丁目236番l地点

12.由比ガ浜南遺跡

13.長谷小路南遺跡

図 1 遺跡の位置
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準杭を設けて方眼の基準点とし、こ れよりAREA9平面直角座標軸に整合するメッシュを発生させ、造

構の実測などをおこな った(したがって当遺跡で記録された遺構などは、簡易な計算を施すだけで、す

べて正確な国土座標値を有すると考えて差しっかえなしつ。トラパース測量作業の細かな記述は省くが、

調査区内の基準杭の観測l成果表と周囲の 4級基準点の成果、ならび、に基準南北lIirll(平面直角座標系Xil[，u)、

真北方向角(北極星への角度)などの関係は図に示した。方眼の東西ラインと現在の長谷寺参道との角

度差はE-l1.50
- Nである。

調査にあたり発生させたメッシュは 2m間隔に設定された。まず、国土座標値を振り込んだ基準杭を

0-0 座標とし、これよりおl[r11方向はNS-O ライン、 Y軸方向はEW-Oラインと呼称する 。 これを基 j~rü

に、 X軸、Y軸に並行なラインを 2mおきに設け、NS-Oラインより東方の南北ライ ンにロ ーマ数字を、

西方にアラビア数字を与え、またEW-Oラインより北方の東西ラインにアルファベットを、南方にギ

リシャ文字を与えた。

F'-

E-

D-

lEち
徳、

c-
院

B-
E争

A-
久《

6
0

20' 

0-11 磁北とのズレ角

α一

2 。 I 一l
l
a

3

β
 

長谷観音参道

図2 調査地の方眼設定図

-89-



-
2
6
8
5
5
 

-
7
6
5
4
0
 

1
 
L

J
J

/
 

-
7
6
5
5
0
 

十

-
7
6
5
6
0
 

r
長
谷
者
ー

-
2
6
8
5
5
 

______， 

-
2
6
8
4
5
 

ヲ々

6寸
(1989

王子

(
 F0
4
8
)
 

@
 

。
013'

---

-
2
6
8
3
5
 

N
S
-
O
 

。。十

N
S
-
O
 

三
τ

日'3
9
審

4
ヲキ

弛
声、

長
谷

J
 

(
 F0
0
4
)
 

⑥
 

-
2
6
8
2
5
 

---
---

ー---

-
7
6
5
4
0
 

事~
 

出刊回..IJ 

~
 

E
 

四回~
 

国
田
「ー山

給
。

語
。

矧日匪{ot/ 
刊皿顕~<ド
附

J
 

⑥
 

(
y
)
 

(
F
0
0
1
)
 

図

-
7
6
5
6
0
 



なお、調査地の西にほぼ隣接する長谷 3丁目41番イ地点が平成 5年度に発掘調査 ・報告されている

(以降、イ地点遺跡、とする)。その中で調査区内基準と周辺の鎌倉市4級基準点との関係が明記されてい

たが、この観測成果から当遺跡との正確な記録(図面)合成が可能になった。ここではその結果を記載

してお く(図3)。

まずイ遺跡内の方眼発生基準となっ た地境AとBの国土座標値は、計算の結果、地境Aは [X-76559 

407 Y-26841.374J、地境Bは [X-76547.448 Y -26843.925J となる 2)。 したがって、 南北軸の方向

角は地境Aを起点に3470 57' 31" となり 、 当遺跡の基準南北紬 (X~lli) より 120 02' 29"西に偏る(な

お磁北に関しては年差および送電施設から受ける影響を考慮し、合成の参考としていない)。位置の関

係はイ地点遺跡のC-4座標点を方眼の基準点とするならば、C-4座標の国土座標値は [X-76554.546 

Y -26847.487Jで、当遺跡の方眼座標基準点である0-0から西へ19.132m、南へ4.546mの位置にあた

る。

調査体制

発掘調査は、鎌倉市教育委員会のもと、調査の依頼を受けた宗蓋秀明が調査主任とな り、以下の人員

でおこなった。

調査主任 宗蓋秀明

調査員 宗蓋富貴子、浜野洋一

調査補助員 小野和代、馬瀬直子、石丸運人、野本賢二

註 1.長谷寺境内に発見されている板碑の奉造記年のうち、最古のものは弘長 2 (1262)年であるが、

板碑の発見状況はそれが当初よりそこにあったとは言えないものであったと記憶している。

服部清道他 1985 r海光山慈照院長谷寺一観音堂新築工事に関わる埋蔵文化財の調査』

2.報告書に掲載されている鎌倉市 4級基準点への値は、誤植による誤った数値が掲載されていると

の教示を調査担当者から得た。ここに掲げた値は正しい数値より導きだした結果である。
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発見された遺構と遺物第二章

それ以前の幕調査は、すでに記したように震災のあとかたづけが行われたゴミ穴の発掘から始まり、

それに中世の河川跡を発掘した。以下、末から明治にかけての建物跡、江戸前期から幕末までの水田跡、

発見した遺構と遺物を、古い時代より JII員に報告する。

中世(第 4面)第 1節

中世に属する遺構は、縄文海進j羽に浅海ないし潮間帯で形成された砂層および黒色腐植土の上から川

と井戸が発見された(図 4)。調査地の北側に、北西から南西にむけて発見されたこの川は、現在調査

の下を流れる皆瀬川の支流であっと思
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地の西に暗渠となって流れ、長谷交差点に残る三橋(橋の名前)
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土層注記

1.茶灰色砂質土。員殻粒子を多 く交じえる

03 
+ 

トレンチ

井戸3

m 

+ 

図5 井戸 3と土層堆積

われる。調査地内河川南側部分は比較的広いが、残

されていた遺構は井戸の枠の最下段を残すのみで、
モヨιイモエヨιゴ

他の遺構はほとんど残っ ていない。ま た河川の北側 図6 井戸 3と出土遺物

地域は調査地内にほんのわずかに残っており 、破砕泥岩による地業が認められたが、建物や護岸施設な

どは発見されていない。発見された遺構は少なかったものの、井戸枠の方位のほか、隣接する長谷三丁

目41番イ 地点の発掘成果を持ち寄るならば、この時期の長谷寺前は西から東の川にむけて傾斜しており

(図 4の土層図)、また河川の流路に従った町並みであったようだ。出土した造物は少なく、青磁の蓮弁

文碗破片などがある。

井戸(井戸 2、井戸 3) 

調査区の西端に 2基発見された。最下段の井戸枠しか残さないが、ともに横桟支柱式と考えられる。

井戸枠最下段と井戸掘り方底面だけであるが、調査できた井戸 2の規模は、掘り万が一辺1.3m、井戸

枠一辺0.8mを測り 、 枠材は幅12 x長 さ 70~90cmが用いられている。井戸 2 、 3 の東西軸方位はそれぞ

れE-230
- N、E-260

- N。

河)11 

調査区の北西端から南東にむけて|隔7mの河)11が発見された。北西から南東へ少しず、つ広がりながら

緩やかに流れ下る。 川底と南西の肩は後の遺構群によっておおかた壊され、発見状況は良くない。河川

北東の肩と川底が調査区北東隅にわずかに残っている。そこでの河川は海抜4.5mから落ち込み、深さ80

cmをlJllJる。 川岸の落ち込みは 2段にな っており、上段の落ち込み底面に護岸の ための杭列とその痕跡

が認められたが、それ以上の護岸施設などは発見されていない。

河の中には、まず山砂と小さな泥岩を多量に含む黒褐色砂質土が河川流下土 として沈殿して堆積して

いる。その上には大型の泥岩が無造作に大量に投げ込まれ、川が埋め られている。さらに砂質士と粘質

土が交互に運び込まれ、最後に破砕された泥岩による版築地業がな されている。この版築地業面からか

つての川の肩を壊している後世の水路が造作される。

調査区中央付近の北東河岸下段際に、土墳状の窪みが二つ確認された。窪みの中には河底面堆積土と

同じ山砂を主成分とする土が堆積していたことから、河に水が流れていた当時にはすでに掘られていた

ものと考えられる。窪みの周囲に、同様のものはなく 、これらの窪みが河の護岸施設を支えるようなも

のでないことは確かであろう。河の底面際にあるこれらの窪みは、河が流れていた当時に、何らかの理

由で湘-ってしまった水のスム ーズな流下を促すためにおこなわれた所作で窪んでしま ったのであろう。

窪みからは獣骨などの祭杷に関わる造物の出土はなかった。
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図 7 河川と土層堆積
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。 IOcm 

以上のような後世の水路等の造作による削平のため、河川および河底土墳は、中世造物をほとんど含

まない。しかし、瀬戸 ・美濃製品および肥前の磁器を見るかぎり、幅の広い生産年代を持つ陶磁器の中

で、 1 7世紀~18世紀の 100年間に生産された古手の陶磁器が主流であることは、河川の埋立が近世の早

い時期になされた証左と言えよう。

図8-9は瀬戸窯の播鉢。内面に施された摺目の形状、また外底部は糸切り痕を残すことから19世紀

にまでは下らないと思われる。 10は志戸呂の灯明JIfl受け皿。本追跡地より出土した灯明皿受け皿には内

部の環状施設(以下、「受け」とする)が口径より高いものと低いものとに大きく分類しえる。 10は口

縁部をM'Z損 しているが、受け径値、器高は出土した灯明凹の中で一番大きい。 17は肥前の蛍手の碗。胎

土は練り込み、体部外面下位に白濁軸による蛍手が施される。現在、鎌倉市内追跡において、大量の近

世以降の造物を出土している追跡は極くわずかだが、筆者が実見した限りでは、この蛍手碗の出土は破

片でも数少ない。

図9-4 ~16は肥前の染付。本遺跡地において出土した肥前磁器の素地は、 おおむね白色~明白灰色

を呈し、混入物少なく 、徹密で、断面は磁肌に光沢がなし、。そのため、素地に大きな違いがある場合を

除いて、あえて素地の記載を行なわない ことをご了承いただきたし、。染付は明青色~灰青色顔料による

手描きあるいはコンニャク 印判を用いて施されている。なお、5と同手法 ・同文の小盃が河底土墳より

出土している(図11-9)0 17~22は煙管。いずれも灰を落す際に灰落しゃ火入れの縁等に打ちつけて

生じる 「ツブレ」 は見られなし、。 23 は真鎗製のかんざし。 I~コ央付近に陰刻の文様飾りが付く。 33は砥石。

産地を特定することはできなかった。波状ノミ痕が原材からの切り出し痕なのか、破損後の再加工痕な

のか、確認しえていないが、おそらくは再加工痕であろう。また、波状ノミ痕を残す他の砥石も砥面は

かなり変形したものが多く 、中世期に出土するものより使い方が雑である。これらの違いが確認されれ

ば、砥石の生産 ・販売 ・使用の変遷が明らかになってくると思われる。

区111-1はかわらけ。黒色微砂と雲母微片を混じえる肌色粉質土。器壁はゆっくり聞きながら立ち上

がる。器壁、底部共にとても薄く 、内底面にロクロ目を残す。 17世紀代の製品か? 3はすり常滑。製

品破損後に周囲を丸く打ち砕いて作られている。 4は瀬戸のおろし皿。仁h世期の製品と思われるが、内

底面に施された卸目に磨滅痕が残る例は、現在までの鎌倉市内の調査では筆者の女[1るかぎりでは確認さ

れていなし、。しかし、河底土墳という追構の性格」二、必ずしも使用による磨滅とは言いきれない。
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その他の遺構

調査区内の南東隅、河の南東岸脇に溝状土墳と土I肢が発見された。土墳13を除く溝と土墳の掘り込み

は非常に浅く 、本来の姿をとどめているとは思われないが、内部に堆積している覆土はともに、黒褐色

の砂質土で、すぐ上面を覆う後世の水田床土とは全く異なる。 これらの追構は水田床土面を作りだす際

に、中世の地表面がある程度削られてしまったために浅くなったと思われる。

また、井戸 2の東には、4口のピットが認められた。ただし内部に堆積する土は黒色の粘質土であり、

またすぐそばにある井戸がその最下段 しか残していないことを考える と、 後世の水田造成時以降のもの

と思われる。図 3にてすでに見たように、今回の調査地点から10mほど西に位置するイ 地点での調査成

果からは、中世の生活面が5.5mほどの海抜高に確認されており 、今回発見された河岸の4.5mとは 1m

の比高差がある。このことから、この付近では、少なくとも中世の時点では長谷観音のある西から河に

むけて傾斜していたことを想定できる。この傾斜地を河川の岸の高さにあわせて後世の水田面が造成さ

れたものと理解でき、今回の調査地点においては河から離れるにしたがって、斜面の削り取りが深く 、

中世期の遺構が残される可能性は低し、。 このため中世Jmの掘り込み遺構としては、深い井戸の最下段と

削り取りの浅かったであろう河に近い地域の土墳13や溝状土墳しか残らなかったのである。

以上の遺構からの出土造物はなかった。

このほか、今回の調査地点での中世期の時期を想定させる造物が、河の北東岸の生活面直上 (4面上〉

とその面上堆積土中(3面下)から出土している。

図12-1~ 2 、 5 ~ 6 、 図13- 1 ~ 3が中世期のものと考えられよう。

図12-1および図13-1~ 2のかわらけは口径が小さく 、器高の高い側面観碗型を呈するもので14世
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するものである。
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第 2節近世(第 3面)

河川を除いて、河の西側にあったであろう遺構のなかで・も深い掘り込みの井戸の底面と川岸の土墳な

どのみを残して、 中世の;遺構を削り取ったのは江戸期の水田経営であった。前節ですでに述べたように、

河川に向かつて西から東に傾斜する遺跡地周辺の土地は、近世に入ってからそれまでの川岸傾斜面を河

岸レヴェルにあわせて削り取り 、水田経営へと改変された。また河川は河岸制御による堤を伴う水路に

作り替えられた(図14)。

水田

水田は調査区の南側、 cjコ|立の河が改変されて作られた水路の南に広がっている。水路の北側は、海砂

と破砕泥岩で地業され、日常生活空間とされている。地業面の仁には、上面の平らな安山岩と凝灰岩の

礎石様の石がいくつか残されているが、建物を構成する様子なはく 、それぞれの石も傾き、また端部は

割れている。敷地の隅に投げ.捨てられたようなものであろう。

水路南側の地域は、調査時における中世遺構が発見されたレヴェルの上面にのる土の感触から、水田

の床土と判断したが、あ る程度の水田面調査後に調査区壁面に残された水凹床土と思われる青黒色土中

の花粉分析とプラント ・オパール(植物珪酸体化石)分析をおこなった。その結果、多量のイネのプラ
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図15 7.k回出土遺物

ント ・オノfールと水田雑草の花粉が検出されて、水田で、あることがほぼ間違いないものと思われる。

水田面からは、 直径にして 5cmほど、の小さな杭痕が多数発見されている。杭痕には、それらが列を

なしている部分も認めることはできるものの、明確な畦畔を確認させるほどには発見できなかった。た

だし、北東か ら南西へ向けて延びる列として認めることのできる二つの杭列の間隔は、ほぼ 2mを測る。

その杭列の方位は、 E-330
- Nである。

この水田経営は近世を通して営まれ、幕末頃に隣接する長谷三丁目41番イ 地点の生活面レヴェルにあ

わせた水田埋立まで続く。水田土中からは次の遺物が出土している。

図15-8は須恵器の杯。胎土に白色粒子や石英粒を多く混じえることから南多摩産と考えうる。破片

のため法量値がはっきりしないが 9世紀初頭~中頃と思われる。

図15-9は須恵器の提瓶の把手部。県内でも出土は珍しく(横浜市 浅間下第 2号古墳、鎌倉市 猫

池横穴、秦野市桜土手11号墳、伊勢原市弥杉・上ノ台追跡、大磯町 滝の沢横穴)、集落遺跡から

はめったに出土しない。本遺跡地より出土したものは胴部の一部とそれに付 く把手だけであった。把手

の形状は時代を経るにしたがって大→小へと変化するが、本遺跡地より出土した ものはちょうど中頃の

タイプであることから 7世紀代のものと考えられる。

水路

中世の河を大型の泥岩で埋立てた後、流路を制御 ・護岸して、水田に水を供給していた水路は、河が

あったのと同じ場所に 5回にわたって作り替えられている。河と同じく、 北西から南西へ流れる。ほと

んと‘の水路は幅を 2m前後lこ狭められ、打ち込み杭と横板による護岸施設が設けられる。水田へ水を引

き込む取水口施設を水田側にも水路側にも発見できなかったが、水路の水団側で、ある南岸は凝灰岩の切

り石や河の埋立で用いられた泥岩を利用する場合が見られ、必ず打ち込み杭が用いられた北岸とは護岸

の方法が異なっている。水田の取水、排水に対する水の管理を行ううえで、水田側の護岸を北岸のもの
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水路5.6
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水路2と堤

図18 近世水路
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と違える何らかの必要があったのであろう。

水路からは、 17世紀から19世紀に至る国内産染付磁器と施利|陶器が多数出土しているため、水田と水

路は近世の江戸期を通じて維持されていたと考えられる。その聞に、水路は何度も竣諜や作り替えがな

されるが、水路 2の時期には水路の南岸に切り石を積み上げて水路の護岸を行う と同時に水路に伴う堤

を持つ最も安定したものが造られた。しかし、次の時期、水田経営の最終期に造られた水路 lは、最も

貧弱なものとなってしまう。護岸の打今ち込み杭も、先行する時期の杭をそのまま利用した り、または水

路の中に残したまま水を流していた。

L二

4 

5 

図19 水路 1 出土遺物(1 ) 
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水路 1

最も新しい時期の水路で-ある。 5つの水路の中で、 最も北側に作られている。この時期、水田面は、

調査区内に確認できたかぎりでは最も拡大している。水路の流れは、ま っすぐでなく 、湾曲しているが、

調査区内に発見された限りにおいて比較的直線をなす南東部での方位は、E-260-Sをなす。|幅は上幅

50~60cm、 下幅30~48センチ、深さは35cm内外を捌IJ る。断面は逆台形をなす。

護岸施設と しては、打.ち込み杭があるものの、調査区内に発見された部分に限っては、その多くは先

行する時期の水路 5や水路 2の打ち込み杭を利用している。ただし、水路 lの北西部は水路 5や水路 2

に比べて大きく北へ向けて湾曲しており 、水路 5と水路 2の護岸に用いられた打ち込み杭を利用できず

に、新たな杭を持ち込んでいる。しかし、調査区内に発見できた限りでは、水路 lの北西部北岸の護岸

に打ち込まれた新たな杭は 2本しか発見されていない。あるいは、水路 1の護岸はかなりおざなりなも

のであっ たかもしれなし1。そうした護岸の組末さは、 先行する時期の杭を利用していることから、 護岸

胞設の裏込めを掘りえず、杭に持たせかける横板などの土留めが発見されなかった ことに現われている。

新たに打ち込まれた北西部の杭の周辺にも、板などを土留めに用いた痕跡を雌認できなかった。また、

水路の中に水路 2の北岸の護岸で用いられた杭を抜かずに、そのまま残してもいる。ここにも、水路 1

の開繋全体における簡便さがみられる。

水路内に堆積していた覆土は、5cm大の泥岩を交える粘質土で、水分は少なく 、硬くしまっていた。

つぎの遺構面を造成するために埋立られたのであろう。底面に砂などの流下物は見られず、水路 lは他

の水路に比べて短期間しか機能していなかったものと考えられる。

図20-3 ~ 5 は志戸田の錆袖灯明皿。 3 はその上皿。 4 ~ 5 は受け皿。 4 面の河より出土した灯明皿

より 「受けJがかなり低くなっている。いずれも体部外面中位から下方は回転へラ調整が行なわれる。

図21-1~ 6 は慣鉢。 1 と 6 は瀬戸美濃系、 2 ~ 4 は備前系、 5 は産地不明である。播鉢の内面に残

された使用磨滅痕は体部下位から内底面にかけてで、これは現在の揺鉢のそれと同じ位置である。 他方、

中世期の播り目を持たない山茶碗窯こね鉢の磨滅痕は、中位から下方にかけて残る。両者の使用法の差
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図21 71<路 1 出土遺物(3 ) 

107 -



が明確に現われている。なお、 1の瀬戸美濃系播鉢は18世紀代。

区122 は施刺陶器。 4 以外は 17世紀後半~18世紀前半の年代を与えうる。 2 は美濃の御深丹ニ紬皿I。見込

みに描かれた鉄利lによる摺絵は、二次焼成により白濁気味。器壁に煤も付着しているため灯明皿の上皿

として使用されたのかもしれなし、。 4は古瀬戸後期の灰紬香炉。体部外面上位に櫛状工具による波文が

巡る。古瀬戸後期の製品は、鎌倉市内の寺院跡の調査ではその性格上、茶道具あるいは仏具などの製品

を中心にわずかに出土しているものの、市街地造跡では日常雑器を中心とした古瀬戸中期製品に比べて

その出土量が激減することが知られている 1)。このことは幕府衰退以降の鎌倉の町の様子を探るひとつ

の手掛かりといえよう。

図23-1~17は肥前の染付製品。いずれも 17世紀後半~18世紀前半にかけての年代を与えうる。染付

は明青色および灰青色顔料による手描きの文禄が描かれるものが主流だが、見込みにコンニャク印判に

よる五弁花文を押印したもの、l底裏に 「大明年製」の文字が残る製品も見られる。また、15のような手

のこんだ高級品である濃筆 (技法〉で描かれた製品も出土している。また、15と同形 ・同文 ・同技法の

製品が後述する水路北地業層仁|コ(図46-7)より出土している。 18~20 は煙管。 19は雁首の腹部に、 20

は吸い口の先端部にツブレが残る。 26は不明木製品。表裏面の周縁部に漆が残る。また、裏面にはノミ

状工具による切込みのような加工痕が残る。

水路 2と堤

水路 2は水路 1に先行する水路で、ある。水路 lの南に位置し、北の岸を水路 lに切られている。規模

は、上IVffi1.6m、下幅90cm、深さ62cmを測る。断面は逆台形を呈する。水路の東西軸方位は、E-290

-8である。

この水路 2は、発見された 5本の水路の中では最も残りの状況がよく 、また作り自体も強固であった

と思われる。護岸には打ち込み杭と横板が基本的に採用され、南の肩の一部は凝灰岩の切り石が積み上

げられて岸が築かれている。底面は、先行する水路 5の埋立の際に投入された大小さまざまな泥岩をそ

のまま残している。そのために、水路の底面に泥岩を敷きつめたように見える。

杭と横板による護岸は、北の肩に見られた。杭は直径 8 ~ 9cmの丸太がもちいられ、 先端を蛇状の

もので尖らせて、打ち込まれている。打ち込みは、外側に向けて 2本づ、つなされ、その聞に横板が差 し

、 C' ~

辺部

言T~ 4 二~ 5 'Q 
。 10cm 

図22 水路 1 出土遺物 (4) 
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図24 水路 1 出土遺物 (6 ) 

込まれている。横板は幅の広いものは見られず、残っていたかぎりでは 9~15cm幅であった。板の長

さもそろってはおらず、 厚さも まちまちであった。規格材の板を水路の護岸用に用意したというよりは、

転用材であろう。そのためか、横板は杭にとどまるのに充分な強度を保持しえなかったようである。杭

が残っているにもかかわらず、横板の見られない部分や、断片的にしか残っていない。横板がはずれて

しまったようである。

横板がはずれてしまい、補修の行われた様子が北岸の中央部に発見された。水路 2の発見された北岸

の東端と西端には杭に挟まれた幅の狭い横板が残っているが、中央部には杭から外れた板が点々と残っ

ている。この横板の外れてしまった部分に、竹であんだ長いアンペラ様のものが水路の壁から底面へ倒

れ込んでいた。アンペラの残っている状況は良いとはいえないが、その西端は杭の聞に差 し込まれ、護

岸のために用いられたことを示している。確認できた限りでのアンペラの最大幅は東端で'55cmを測り、

長さは3.4m'こ及んだ。最大幅を測る東端に、丸太材を粗く面取りした角材が水路に差 し渡すように底

面に落ち込んでいる。こうした角材を水路の底面に差し渡す必要性はないものと考えられる。アンペラ

の東端の断裂と角材の状況から、こ の角材は護岸の横板の代わりにアンペラを水路の壁に押しつけるた

めの支えとして、水路の南北の壁に差し、渡された心張り棒であろう。

水路 2の南岸には打ち込み杭がその西部に残ってはいたが、横板やその補修材も発見されなかった。

また 2本発見された杭も横に並んでいて重なる位置にはなく、板材などを挟み込むようには打ち込まれ
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ていない。水田のある水路の南側には、水路の護岸に杭だけが打ち込まれて横板などの押さえはなかっ

たもの と思われる。ただし、 南岸の東部の護岸は、H寺期差による水路どうしの切りあい関係が影響して

いるため一概には言いきれないが、発見された 5つの水路の護岸施設のなかでも最も丁寧で強固な作り

である。

南岸東部の壁は凝灰岩の切り石を 3段積み上げて、水路の壁の上半分を護岸している。切り石は、長

さが60と30cmの2種類、l隔も32と21cmの2種類で厚さ 12cmのものが用いられ、全長2.4mにわたって

積み上げ、られていた。全長2.4mの中ほどを近代の井戸によって壊されているため、積み石護岸の正確

な積み上げ方とその用途もしくは意図を把握するには、多少の推量を挟まなく てはならない。

石積みは一列 4 ~ 6 個の石の長辺を水路内に向けて並べ、その上に積み上げる列は下段の石列のつな

このずらぎ目を覆うように30cmずらして並べる。いわゆる煉瓦のイギ リス積みと同様の手法であ る。

この切り石して並べるために、 長辺の長さが60cmと30cmの2種類の切り石を必要としたのであろう。

積みの護岸施設が水路の一部にのみ設置された理由を調査時には明雌にできなかったが、水田への取水

もしくは水田からの排水の施設を設けるためではなかったろうか。

水路 2の南にはおそらく突堤状の堤が付設されていた と思われるが、平面的には捉えられなかった。

発掘調査においては、調査区の北半分が現代のゴミ捨て穴にされていたために、水路を確認した面より

しかし、調査区の壁面と調査区内に設定 した土層観察畔に堤の存在を確上のおおかたが壊されていた。

認できた。そのため、平面図には堤が水路 2の南側に一貫 して伴うものとしてあるが、上述の取廃水用

に切れている部分があったかもしれない。ただし、確認はできない。堤は先行する水路 5と6の埋立に

投入された大型泥岩を利用しつつ、泥岩の上に凝灰岩切り石を水路壁面に並べ、泥岩と粘質土を積み上

げて作られた。

図25は堤から出土した造物を図示した。

図25-10、11は五i愉塔。堤を造作あるいは補修する際に利用されたと考えられる五輪塔の空 ・風l愉が

出土している。中世期以来の人々の系譜が途切れ、中世以来の墓を守る意識の衰退が窺われる。

図26~30は水路 2 から出土した造物を図示し た。

4および 5は、その器型と粉っぽい撤密な胎土から近世のかわらけと考え図26-1~ 7はかわらけ。

9は灯8は灯芯立て。中央は穿孔され、その周辺には煤が付着する。外底面は糸切り痕を残す。うる。

明illlの受け皿。両者ともに白色針状物質、黒色砂を混じえるかわらけ質の肌色粉質土であり、灯芯立て

の径と灯明皿l受けの受け径がピッタ リはまるサイズであること こから在地産の受け付き灯明皿であろう。
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図27は施紬陶器。年代は17世紀末~18世紀前半頃までのものが多い。

図27- 1 、 2 は 17~18世紀の瀬戸美濃の播鉢。図示 しえたのはこの口縁部 2 片のみである。 7 は美濃

の御深井紬摺絵壁ダライ 、8、 9は御深井柏木瓜型摺絵皿1019、20は肥前の練り込み碗。

図28は磁器。年代は17世紀後半~18胆紀中葉頃。器種はやはり碗、 皿が中心だが、 小型の製品が多く

なってきていると同時に、染付で描かれる文様もバラエティ ーに富んできている。 3は見込みに 「荒磯

文」が描かれる。これは1660~70年代に生産され、 その多くが東南アジア方面に輸出されている。 17 は

色絵小1腕、26は色絵JlIl。

図29- 1~ 5は煙管。 l、 3、 5にはツブレが残る。 11は硯。頁岩を原材としているため、一見して

砥石のようである。同時に破損しやすかったのではないだろうか。現在のところ、鎌倉市内の中世期造

跡か らは頁岩製の硯は出土していない。

図30は木製品。水路 2 からは最も多くの木製品が出土している。 1~ 6 は椀。漆が塗られる製品には

黒色漆と赤色漆が用い られている。内面と外面を塗り分けするだけで、加飾は一切行なわれない。中世

ぐ l 一一d¥JJ 

G/ 6 
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図28 出土 2 出土遺物 (3 ) 
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図29 水路 2 出土遺物(4 ) 

期の製品よりもかなり高台が高くなり、4あるいは 5のように高台の高さだけで 2cm以上あるものも

ある。 6は未製品と思われる。器壁外面はノミ状工具により面取りしたような削り痕、また外底部は 2

箇所に爪痕が残る。12は曲物の底板を姐板に転用した後、漆を全面に塗ってさらに再利用している。

水路 4

時間的に水路 2に先行する。水路の北岸を水路 2に切られ、また水路 6を切って作られる。 5つの水

路の中では最も南に作られ、中世河川の南岸に沿うような位置にある。上幅1.3~ 1.5m、 下幅68cm 、 深

さ40cmの断面逆台形をなす。調査区内に発見された限りでは、その北西部で北に向かつて大きく湾曲

する。南東部での水路の東西刺l方位は、E-300-8である。

水路の護岸には、とくに意識して作られた強固な施設は見られなかった。護岸用に打ち込まれた杭は

北岸に 2本しか発見されていなし、。水路2と同様に外に向けて斜に打ち込まれた杭は幅それぞれ12cm

と7cmを測る角材が用いられ、他の水路で使われている丸太のものとは異なっている。大きい方の杭

は12x 6 cmの角材の先端に、奥行き 3cmのほぞが切り出されている。このほぞを用いて、中世の市街

地の大溝を護岸する際にみられる箱型の施設と類似した構築物を作るには、水路内に発見される部材が

少なすぎる。水路 4の護岸に使われた杭は、転用品の角材であろう。

この水路北岸の壁面は、大型の泥岩の集積が形成している。この泥岩の集積は、水路4が切る水路 6

の埋立の際に投入された泥岩を掘り残して、水路 4の北の壁面としたためである。角材の杭はこれ らの

掘り残しの泥岩が崩れるのを防止するために打ち込まれたのである。水路 6の埋立泥岩のない水路 4の

南壁面で杭の全く見られないことが、こ のことを指している。

また、水路の底面は中世河川のなかに堆積した山砂と小石からなる。

図31-1~ 2のかわらけ、4の山茶碗窯こね鉢、5の常滑のこね鉢は中世期の製品と考えられる。 2

のかわらけは背が低く器壁もゆっくり聞きながら立ち上がる。近世期のかわらけの形に似てきている。

5は常滑のこね鉢。休部外面中位付近に指頭による押さえ痕が残る。赤羽 ・中野編年では第8型式(14

世紀半ば~15世紀)に分類できょう。 7 は 18世紀代の瀬戸美濃系播鉢。 15 は 1590~ 1630年代の舶載染付。

素地は白色粘質徹密土。染付は淡灰青色顔料で、見込みには手描きによる花文、口縁部外面lこは粗雑な

輪文が 2本巡る。本遺跡地で出土した肥前染付は高台付近に輪文の巡るものは多いが、口縁部に輪文の

巡るものは15だけであった。 16は煙管の雁首。腹部中央にツブレが残る。

水路 5

水路 5は水路 1と2に切られ、後述の水路 6を切っている。すなわち、水路 l、2より古く、水路 6

より新しし、。水路4との関係では直接的に切り合い関係をもたず、と もに水路 6を切る時期関係をもっ。

しかし、水路の掘り込まれた深さを考慮するならば、水路 5と6の深さがほぼ同じであることから、水
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路 5と6は近い時期関係にあり 、掘り込みの浅い水路 4は水路 1、2に近い時期関係にあるとしえよう。

よって、これまでに記してきた水路の切り合い関係をまとめて水路 l、2、4、5、6の時間的変遷を

古いものから新しいものへ順に記すならば、次のように設定できる。水路 6→ 5→ 4→ 2→ 1 (水路 3

は欠番)。

さて、水路 5は水路 1と2の真下に位置している。その規模は上|幅1.5m以上、下幅95cm、深さ 1m

を捌IJる。断面形はやはり逆台形を呈する。底面は中世河川のそれよりさ らに深く掘り込んで、自然堆積

の海成砂の面にまで達している。東西軸方位は、E-20030'-8である。南の岸は水路 2に切られてい

るためか、護岸施設は何ら見られない。 一方、水路 lの北岸とほぼ共有される水路 5の北岸には、 2JIJ 

の丸太杭とそれに挟まれた長い丸太による護岸施設を確認できる。

丸太杭は直径 9cm、長さ 1.2m(まどを測る。先端は詑で尖らされている。 打ち込まれた間隔はまちま

ちで、50cmもあれば20cmの場合もある。杭は外側に傾斜する水路の壁面と、縁とに 2列が垂直に打ち

込まれる。次に北岸の壁面と上l隔の縁の 2列に打ち込まれた丸太杭の上端に、挟み込むように長い丸太

が差 し入れられる。水路の壁面上半分は杭が押さえ、上端の岸際を横に渡された丸太と杭で押さえる構

造になっている。調査では壁面に打ち込まれた杭の上端が腐って、この上端に渡された丸太が少し水路

内に倒れ込むようにして発見された。横にさし渡された丸太の直径は13cm、確認できた長さは1.6mで

ある。

水路 5のなかに堆積している土は、最下層の底面上に水路を流れた山砂があり、その上は作り替えの

時に水路を埋め立てた大型の泥岩であった。この泥岩は後に水路 2の底面となっている。この水路 5か

らは水路の杭や横板に挟まるようにして、播鉢が多く出土している。

図34 水路 5 出土遺物(3 ) 
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図32-6 ~ 18は常滑及びこね鉢の破片の端部を研磨や削り落しの道具に転用した、 所謂すり常滑類。

水路全体で100片近 くが出土 しているが、遺構の性格上、水流による磨滅を考慮にいれて磨滅痕の著し

いものだけを図示した。 9は山茶碗窯こね鉢転用。 19は常滑と思われる壷。口縁部周辺は横方向のナデ、

休部外面上位から下方は指頭によるナデで調整される。 26は常滑と思われる聾か。内底部には ロクロ目

が強く残る。

図33-1~ 3、5、図34-1は18世紀代の瀬戸美濃系播鉢。図33-4は備前系、図34-2 ~ 3は信楽

の播鉢と思われる。

図35-23、24は明代の舶載磁器。 23は見込みの紬ハギされた露胎部を擦って滑らかにされている。ま

た、中央にはスタンプによる花文が押印される。

図36-1~17は肥前の染付。おおむね 18世紀前半~中葉にかけての製品が多く出土している。 6 、 8 、

11の底裏にはかなり崩れた「大明年製」の文字がある。

水路 6

水路 6は水路 2に伴う堤の真下に位置している。発見された水路のなかでは最も古い時期の水路で、あ

るため、水路 1を除く 他のすべての水路に切られている。そのために正確な規模を知ることができない。

把握できたかぎりでの規模と断面形は以下の通りである。上|幅1.1m以上、下|幅50cm、深さ80cmの逆台

形を呈していたと考えられる。また、東西軸方位はE-220-Sである。

水路の上半分の大方が、より新しい水路の造作で壊されてしまっているため、この水路で、は護岸施設

の存在を示すものはほとんど残っていない。ただ、北壁面に 2本の杭がかろうじて残っていただけであっ

た。杭は 6x 4 cmの不整長方形角材が用いられている。

底面は中世河川よりさらに下にまで掘り込まれ、海成砂である。水路内には、最下層に水磨した小さ

な泥岩を交えた山砂が堆積した上に、大型の泥岩が水路を埋立るために投入されている。この大型泥岩

が水路 4の北壁面に、また水路 2に伴う堤の基礎になっている。

図37は水路 6からの出土遺物。また、図38は水路 1~ 6からの湧き水を流すために掘った側溝中より

出土したものを図示 したため、J1E前の染付製品の年代幅は17世紀中頃~明治以降までとかなり広くなっ

ている。14の底裏には崩れた「大明年製」が描かれる。 24の体部外面に擢iかれた線描き文は清朝の影響

を受けたもの。見込みは崩れた 「寄」が描かれる。

水路北地業面

中世河川を埋立た後に、砂質土と破砕泥岩で地業された水路北側の生活面にl明瞭な建物痕や生活活動

の痕跡は残されていないが、作り替えによる水路の移動にともなって、この地業面も拡大したり、縮小

したりした。そのため、各地業面は非常に薄いものの、度重なる地業による地業層が重なり合い、その

都度地業土の中に混入した遺物は数多く 、また広範な時期にわたる姿を見せている

水路の項目で詳しく記したが、河川を制御 ・護岸 し、また水田の給排水を行った水路の造作にあたっ

て、新旧の水路の切り合い関係が影響していると言えども、その護岸は北岸に重きが置かれていた。こ

のことは水路の北側に水路の水で流失されては困る、もしくは頻繁な人の行き来のある地域があったこ

-o~ 

「
窃4

IOcm 

ー、

、
図37 水路 6 出土遺物
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とを示している。地業面の造成はこの地域に家屋などの建物が建っていたことを指し、調査された地業

面はそうした地域の、外れのー画であったと考え られる。

5 は黒砂、 雲母片を混じえるかわ ら け質の土製摺鉢か。内面は播鉢状のti1~目を持つが、図39は土製品。

使用による磨滅はなく、措鉢として使用したものとは思えない。外底面は糸切り痕を残す。

区140~44は国産陶器。

図40-7は産地不明の輩。白色組砂~小石と黒色砂を混じえる粘質灰黄色土。器壁は薄く、体部外面

に粘土接合痕が残るほど調整は荒く、体部内面も中位から上方は指頭によるナデあるいは押さえにより

調整されるが、下方は何の調整も行なわれなし、。器表は、外面は赤茶色、内面は灰黄色を呈する。図40-

8~9 と図41 は措鉢。 瀬戸美濃系描鉢は 18世紀代の年代を与えられる 。 本遺跡地か ら 出土した播鉢の生

産地は出土量の多い順に、瀬戸美濃系、備前系、 信楽系、 産地不明の4箇所になる。瀬戸美濃系は混入

物の多いボソボソな淡黄白色土。鉄粕が薄く掛け られ、外底部は糸切り痕を残す。内面の播目条線は交

差すること なく 、条線 1本一本が細川、。備前系は白色微粒を混じえる赤褐色粘質土。内面の播目条線は

交差し内面全体に播目がつくようになっている。 信楽系は混入物の多い淡茶色粘質土。内面の播目条線

は太い。外底面は砂底。

図42-17~27は志戸日あるいは美濃の灯明Jffi。受け皿はいぜん受け高が高 く、錆紬が施利]されたもの
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図43は美濃の施柚陶器。おおむね18世紀代の製品が中心である。9は御深井紬摺絵香炉。指頭押し込
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である。 一方、上皿は鉄紬が施柏されたものが出現してきている。
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みによる高台装飾がある。また、底裏には墨書で 「十二」が書かれる。施紬陶器の高台畳付が擦られて

いるものが多く見られたが、その器種は碗、皿lだけではなく香炉、鉢などにもおよぶ。これは生産地で、

行なわれたものなのか、消費地で行なわれたものなのか判断しかねる。昭和中頃までの、いわゆる露屈

の陶器屋では、客が商品を買う |擦に高台畳付の部分を滑らかになるように削ってくれていたという。 こ

れがいつ頃まで遡れるか、また他窯製品あるいは染付にも同様の擦り痕が見られるのかを確認しえてい

ないが、消費地遺跡、としては大変興味深く今後の研究課題としたい。

図44は瀬戸、JJ巴前の施-柚陶器。 1~ 3 、 7 は 14~ 15世紀代の製品。1O~16は肥前内野山窯の掛け分け

皿。 1O~ 12のような小型の製品が出現する。 21~22 は三島手Jm。内面の文様は多彩になってくるが、 象

阪は白濁軸の施紬が薄くなり胎土の色がすけはじめる。

図45-5 ~27 と図46-2 ~16は肥前染付。碗類は18世紀中葉前後~後半、 I皿類は 17世紀後半~18世紀

前半頃の製品が主流である。碗の染付文様は次第に簡略化され、底裏の「大明年製」も完全に崩れてし

まっている。 JITl頒では、|玄146-← 1は舶載の|明代の染付皿。見込みには簡略化された党字とアラベスク様

d二二二三三三I J( 
雇11 司
ιι7 ~記長~7

J断言号
、宇ご (司ノ

、三人種参メ

---d主戸川 ¥そ
図44 水路北地業層出土遺物 (6 ) 
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の文様が描かれている。 4は内面に、高級品に使われたという白抜き線を描く技法の「墨弾き」による

捻文が描かれる。 7は水路 lから同型 ・同文の製品が出土している。 11の底裏は「渦福」文か?

1 8~20は煙管。腹部にツブレはなし、。 22は包丁、 17はそ の柄。 25は刃物。木製の柄が残ったままで出

土した。先端部が欠損しているが、あるいは裁縫用の物断万かもしれない。本遺跡地において出土した

柄の握りの端部はすべて工具で切り出したままで、表面の調整は僅かに行なわれただけのひどく雑な作

りであること、また刃物の出土種類も多いことから、包丁をはじめとする刃物類が家庭用品として浸透

している様子を窺える。

26~29は砥石。 26~28は鳴滝産と思われる。中世期の鎌倉市内遺跡において(特に浜地周辺の遺跡に

多しつ出土する砥石の産地は主に上野、鳴滝、 天草の 3箇所が確認されているが、本遺跡地より 出土し

た砥石も同様である。しかし、その使用方法は中世のものと比べてひどく雑であるにもかかわらず、破

損した段階で再加工し再利用している。また、本遺跡出土の砥石の大きさには一定の規格がありそうで

ある。ただ、これらの砥石が本当に近世以降に産出され、使用されたのかはいまだ確認しえていないが、

前述のように刃物類が多く出土するならば、それに伴って砥石の出土があっても全く不思議ではなかろ
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第 3節近代(幕末~明治、第 2面)

近世を通じて営まれた水田は、江戸末期と考えられる時期に、遺跡地に隣接する長谷観音堂周辺造跡

(鎌倉市長谷三丁目41番イ地点〉の近代遺構面の海抜高に合わせて埋立られた。水田埋立の後、遺跡地

には三和土をもっ礎石建物が二棟建てられた。建物はいずれも現在の長谷寺参道に平行して立ち並んで

いる。建物裏の井戸付近からは、幕末から明治初期のものと思われる燈明皿が発見された。また水路も

この時期に埋められ、遺跡地を迂回して、より西を流れる(相模国鎌倉名所及江ノ嶋全図、明治29年)。

これらの建物は一度火災に見針われるが、再度同じような建物が同位置に建てられたことが土層観察よ

りわかる(図 4)。

建物 1

調査区の南東に発見された礎石建物である。砂質土を挟みながら泥岩を交えた粘質土で、水田を埋立

てた造成面に建物が建てられている。確認できた限りでは南北 2間半、東西 2聞をiJliJる。南東の隅にl隔

l問、長さ 2間の三和土が残っているが、南と東の限界は調査区に確認されていないため、三和土と建

物自体も南と東にさらに広がっているものと考えられる。礎石は安山岩と凝灰岩の比較的薄いものが三

-1⑬
i
i
i

戸

不
ーγ

幕末~明治初年

β 2 

。
4m 

図47 近代遺構図 1
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]24m とからも窺える。

さて、建物は北に半聞の張り出しを持つ。この位

置には凝灰岩の薄い礎石と小さく浅い版築根固めが

ある。建物の西の限界、P14の北にも半聞の張り出

3 しがあるかも知れないが、この部分は撹乱によって、

/"r-ーゾ ニ 4m確認できなし、。この張り出しは礎石と根固めの規模

Jl からも屋根を支える柱を受けるものではなく、軒の

y 張り出しと考えられる。建物の北相川三和土の北端

のラインに沿うものであったろう。三和土は建物の

なかの通り抜けであったかも知れない。建物の南北

N 

〈
~
む
じ
十
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駒
内
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@ 
実iHIJ点

。

図49 灯明皿一括出土状況
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和土の周囲に残っており 、他の柱位置には泥岩を破

砕して付き固めた柱の根固め土墳が発見されたのみ

で、礎石自体は残っ ていなかった。そのため、柱間

隔は判然としないが、根固め土墳の中心を測点にし

て測るならば、1.7~ 1.8mを測る。建物北端の半間

部分の間隔は90cmである。ちなみに、調査区の南

陸面に位置 している 2個の礎石は調査区の表土を重

機で掘削する際に、重機がこれらの礎石を引っ掛け

たためにやや南に動いてしまってい ることを記 して

おかねばならない。調査区の東壁面にある礎石が凝

灰岩、その他は安山岩である。

柱位置には礎石が生活面上に直接置かれたものと、

ミ

土墳を掘ってから泥岩の版築が行われた根固めの 2

種類があるのだが、この違いは三和土の周囲の礎石

が建物の構造状それほど重要でなかったためではな

いだろうか。後述の建物 3、4の泥岩版築根固めと

ともに用いられていた礎石の大きさと比べて、建物

lの三和土周囲に残っている礎石はかなり小さいこ

b 
i-4m11111方位は、8-100

- Eである。

三和土の北の張り出し部から外にでた地点に、灯

明皿の一括廃棄跡が発見された。燈明皿は浅い窪み

の中に、下皿と上皿lが一枚ずつ組にな って廃棄され

1m 
ていた。廃棄された状態は、下皿が上になるように

重ねられていたが、出土した灯明皿にの中には土圧

でも壊れずに残っていたものもあり 、廃棄された当
土居住記

I.n音子i灰色料i質二i。
海成砂をきどじえる。

水分多く、較かい。

2 . 時奇灰色料j~'l 二仁。 海成砂のほか、 3cm大Ht. Æ';' Jljと木片を交じえる。

お位二やや強し。 廃棄と考えられる。
~If ì~;'灰色粘質ニL ， 粘性問1 <、やや竪L、 。 5 cm大 i)~~':f 片を多量に交じえる 。

4・時灰褐色:L，i)r:: ~';'f，\ï.。 小石、貝殻粒を交じえる 。 建物のさらに北に、泥岩を井戸枠に用いた丸井戸

図50 井戸 4
が発見されている。井戸の上半分は壊され、また湧

時は完形品も多かったと考えられ、灯明皿の意図的

135 
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図51 建物 1 出土遺物

水も激しく井戸底までを確認できなかったが、井戸下方の一部を調査できた。井戸枠になった泥岩は板

状に切りだされ、形状も丸L、井戸に合わせて湾曲している。泥岩の積み上げは 5段までを確認した。井

戸枠の上方は補修も加えられたのか、上ほど泥岩の積み上げと石の成型が乱雑になっている。掘り方直

径1.6m、井戸枠内直径90cmを測る。

燈明聞は上llIlと受け皿の最低4組セットを確認した。いずれも美濃製品だが、JJ台土はよく水簸された

淡黄白色粘質土にツヤのある鉄粕が施され、上皿も受け皿 も体部外面中位から下方にかけて拭し、取りが

行:なわれる。ま た、受け皿の器型は先行期までと大きく 異なり 、受け径は口径より低くなると同時に法

量値も一定化 してきているのが特徴である。

建物 2

調査区の南西部、建物 lの西側に確認された。建物 1と同時期に同じ土で水田を埋めて生活面が作ら

れている。建物 lとの聞にはいくつかの柱穴が開いているが、柵や塀を形作るようには並んでいない。

建物 lと2の聞に は2mほどの空間地が残っている。

建物は確認で、き たかぎりで、東西 2問、南北 2聞の規模をもっ。東には これ以上大きくならない と考

えられるが、南と西には広がる可能性がある。南東隅にある三和土がP23より南の調査区壁面にまで続

くため、南への広がりは確実であろう。 北には土墳 6のほかに小さな柱穴が数多く位置 しているので、

廊下状の張り 出しが北へ広がるかもしれない。建物 1の敷地が最低でも井戸 4まで北に広がっている こ

とを考えれば、あ りえないことではない。ただし、P7の北に柵状の穴が並ぶため、建物の北東部は こ

こが限界であろう。建物の南北軸方位は、8-12030'-Eである。

柱はやはり根固めを行ってから立てられている。泥岩を破砕して付き固めた上には礎石が一つも残つ

てはいないが、先の建物 1と同様に根固めの仁に礎石を据えてから柱が立てられたものと考えられる。

柱の間隔は1.8mを測る。根固めは、南北には 1間間隔に、東西は 2問の間隔をもって作られている。

東西 2聞の間には小さな柱穴が穿たれているが、根固めのなされた位置に立つ柱より 小さな床束が立っ

たのであろう。このままでは棟持柱が立たないため、やはりより 西へと建物は広がると考え られる。

図52-2は美濃灰和l皿。見込みには直径 7cm程の重ね焼き痕が残る。 3は肥前内野山窯の掛け分け

皿。同時期の製品と比べて口径値が大きく 、口縁部の折り返しもきつい。また、胎土はボソボソでしま

正トイ1 ミ孟五三三

三 T-7
土埼7
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図52 建物 2 出土遺物
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りに欠ける。

その他の追構

土墳 5

建物 2の北に位置している。南北1.7m、東西1.6m、深さ20cmの断面箱型の長方形を呈する。内部に

は砂質土が堆積していた。土墳の西の方には多くの小さな穴が並んで掘られているが、土;墳に伴うもの

でなく 、土墳より古い時期のものである。

5は瀬戸染付。瀬戸窯の

染付が大量生産に成功して盛んに焼かれるようになったのは1820年頃、そして江戸では幕末には瀬戸染

付が肥前染付を凌駕する。第一 4節で後述するように、本遺跡地での出土様相もそれを卜分に裏付けてい

4、図53-3は常滑の輩。中世の製品とは異なっ た口縁部断面形を呈する。

る。 11は肥前志田窯の染付ili命花皿。割れ口断面には焼継による補修痕が残る。江戸後期になると大消費

地には欠け茶碗を継ぐ 「焼継師」が出現し、 重宝がられた。 制破片は未だ確認しえていないが、本遺跡

土

建物 lの南西に位置する、南北 1m、東西1.2m、深さ40cmのやはり断面箱型の方形を呈する。内部

r r~~烹薬ケヘ-'.'-'f'~プ，'、
lf宮古f 、 J J;::'J 
157h笥:

日泰 l 

ii主将 3
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地出土の磁器は焼継による補修より、中世以来からの漆による補修が多いようである。
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図55 生活面下出土遺物 (2 ) 

には一気に埋められた様に樫色の砂質土が堆積している。この土墳は建物 lに伴い、建物内の地下貯蔵

穴であろう。出土遺物なし。

生活面(第 2面)下出土遺物

水田を潰して、上記の建物などの遺構が作られた生活面を造成した土のなかより出土した遺物を、こ

こで取り上げる。すなわち、近世の水田の土より上に乗せた造成土より出土する造物のなかで‘も最も新

しい時期の遺物は近代遺構面の造成H寺期を示していると考えられる。

造成のために、遺物の出土様相は古いものから新しいものまでいっしょくたになっている。

図54-12、13は美濃長石紬皿。鎌倉市内遺跡では、大窯~連房式登り窯初期の製品はきわめて少ない

が、連房III期以降の茶陶生産が減少して日常雑器を生産しはじめた頃からの製品の出土量が急激に増

加している。これは、現在調査報告書作成中の若宮大路周辺遺跡(長沢屋旅館跡地〉でも同様の傾向と

いえる 2) 16は美濃灰軸水注。注ぎ口が破損した後、害IJれ口に鉛をつめこんで再利用している。なお、

注ぎ口部と胴部は同じ図版に貼り込んでいるが、修理した胴部は近代面の建物 3に帰属する遺構中より

出土していることを付け加えておく。 29は肥前の鉄絵附器。見込みには砂目積みのための砂目痕が残る。

30~34は南宋~元代の舶載磁器。 35は明代末の舶載染付。 43は肥前の型打ち染付碗。体部外面は型打ち

成形後、カンナにより調整される。見込みは染付による山水文と 6羽の雁が飛んでいる秋の風景か。内

面は型打ち成形の際に一緒に打たれた松の文様が残る。

図55-1~ 4は砥石。 lは上野産と思われる。左側面だけに磨滅痕を残し、残りの 5面はすべて-波状

工具痕を残す。前述のとおり 、この波状工具痕が原材からの切り出し痕なのか、破損後の再加工痕なの

かは不明である。おそらくは破損後の再生加工痕であろう。 2 ~ 4 は鳴滝産。特に 2 は砥面に黒色斑点

が入り、徹密である。 4は硯製作途中に破損したために砥石に転用したと恩われる。右隅を丁寧に面取

りしており、このことは砥石では全く意味を持たないことから硯→砥石と考えるのが妥当と思われる。

年代を確定できたものの中で最も時代の下る製品は、図54-42と46の肥前染付製品でともに18世紀末

から幕末までの間であることから、近代遺構面の造成時期もその頃と推測される。

口同
d

q
d
 



生活而(第 2而)上出土造物

建物 lと2の存続期間を示すii2物をここで取り上げる。

図56-1は中世期のかわらけ。 全体に熱で吹き上がり、形もはげしく歪み、器表全体が黒色化 してい

2は出塙。器表外面は熱により吹き上がると ころから、「とりべ」 として使用 されていたと思われる。

り、内面は緑色を呈する鉱津片が付着 し、内底面ではそれが溶け込んで溜まっている。 6は瀬戸系播鉢。

外底部はこれまでの糸切り未調整からへ ラ調整へと変化しているが、口縁部が破損しており年代を判断

しにくい。瀬戸系播鉢で外底部を調整しているものは破片を含めてもこれだけであった。 10は明代末期

の自I~I載染付。素地は黒色砂粒をわずかに混じえる淡灰白色粘質堅撤土。染付は灰青色顔料による手描き

文、 透明柚は厚めに施紬され組!貰入が入る。 11 ~12 は幕末~明治の瀬戸美濃染付。 1 3~19肥前染付。 13

これは二重網目文ではなく塗り直 しによるものである。 20は碁石。は網目が一部二重になっているが、

赤色泥岩を加工したもの に黒色漆を塗って黒碁石に仕上げている。 29~31 は 「寛永通費Jo 30は背文に

と思われる。 31「元」 とあり、いわゆる寛保年間(1741年初鋳)に大阪高津新地で鋳られた 「元字銭J

E7 U2 
の背文は「文」。
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第 4節近代(明治~大正、第 1面)

明治の中頃から後半にかけてのある時期に、追跡内の敷地利用が変わる。建物の向きはそのままに、

それまでの建物の礎石を抜き取 ってあらたな建物が少なくとも一棟建て られる。こ の建物は大正12

(1923)年の震災で倒壊しするまで存続し、その後に現存した建物が再建された。長災で倒壊した建物

の創建時期は、震災のあ とかたづけに利用された便所穴から出土した日清戦争戦勝祝い絵皿と瀬戸産の

染付使器がおおま かな年代指標となる。

建物 3

以前建物 1が建っていた付近に少し西へ礎石の位置を移動し、建物 3が建てられた。建物 1の建替え

と考えられる建物 3は、建物 1を取り壊した後にほとんど土盛りをしない、簡単な整地作業だけ行って

建てている。 この建物の柱もやはり泥岩の版築恨固めの上の礎石に建てられているが、版築を取り除い

て根固めの柱穴を観察することで、建物 3が2度にわたって建替えられていたことが判明した。

水田の上に盛り土をして造成された近代追構而はやはり 11次弱であったと考えられる。建物 3を構成す

る根固め柱穴の一つであ るP16の断面図を図59に掲げた。この断面図か らは、こ の位置に立つ柱は当初]

B
 

⑨ 
井戸1

明治~大正震災前

。
l 

。 4m 

2 

図57 近代遺構図 2
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柱穴の中に打ち込んだ赤松の杭の上に据えた安山岩を礎石にしていたが、軟弱な地盤のために杭は斜に

倒れながら沈み込み、礎石は杭から落ちてしまい、柱も礎石から外れたであろうことが観察できる。こ

の後、柱穴は杭と礎石を根固めのために残して大型の泥岩を交えながらの版築の根固めに変更された。

この根固めに立つ柱の建物は次に火災に会い、消失 したことが版築上面に残る焼土より窺われる。 この

後に、再度焼土の上に破砕泥岩の版築を行い、礎石を据えて建物を再建したのである。この 2度にわた

る建替えはすべて同位置に柱を建て直す再建であった。また、建物 1から 3への建替えは、軟弱な地盤

が影響していたのであろうか。

建物 3は以上のよう に柱を安定させるために相当の苦労を しているが、建物の規模は先の建物 1とさ

ほど変わらない。調査区内に確認できた規模は、南北 2問、東西 2間半に廟が西側に取り付く。実際は

東と南の調査区外へ広がる建物と思われる。柱の間隔は1.8mを測り 、東西の柱は 2間間隔に設定され

ている。腐の小さな柱穴だけは半間の90cm間隔に配置される。西の半聞の張り出しは当初のものと再

建時で多少位置を違えてい るが、東西の柱通りの延長線上にある縁であろう。 この張り出しは掘り方を

発見できなかったものの、根固めの杭と礎石が残るだけの柱位置にまで廟と共に建物本体よりさらに半

間北に延びる。ここから西へ900
に曲がる通路が土

墳 3に導いている。土墳 3は、南北lllrIJ長1.1m、東

西軸長 1m、深さ50cmをlJliJる。規模、配置、出土

焼土層

¥ 、、。 50cm 

図59 礎石根固め

ゑ a

己

1.1日i土，;己
l. ~.ç;褐色弱粘質土。

2.1市茶褐色土。

il~岩f鬼を多量に

交じえる。

3.11背茶褐色土。

3-5cm大泥岩g-と

a 

む
、 、

!=ll'&片を多量に炎じえる。

a 

。
図60 井戸 1
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IOcm 

造物から、こ の土墳 3は便所であっと考えている。南北軸方位8-120
30'-Eの建物 3の敷地は、建物

のさらに北に広がっている。この北側部分は先に記したように撹乱されていたために調査区東壁面に残

る土層観察から、建物 3の北に生活面の柔らかい裏庭があったことを確認した。この裏庭に深い掘り込

みの井戸 1が発見された。

井戸は近世今の水路 2を切って掘り込まれ、直径43cmの桶を重ねた井戸枠を設置している。掘り方は、

確認した限りで直径1.1mを測る。深さ55cmの桶は竹のタガでとめられ、広口の方を下にして 3段まで

重ねられている。撹乱の入る以前にはさらに積み重ねられていたと思われる。掘り込みが水路の中であっ

たことも手伝って、底面まで調査できた。井戸の底は中世河川を掘り抜いた海成砂にまで達しているが、

湧水による砂の吹き上がりで桶の井戸側の沈み込みを防ぐように、泥岩を桶の口の下に並べている。

建物 3 が建てられたこの時期、 調査区の西側、 かつて建物 2 の位置していた場所には 、 直径30~40

cmの比較的小さな住穴がみられるものの、それらは明確な建物配置を示してはいない。簡便な小屋掛

けの構築物があったかもしれないが、どちらにしろこの時期には主な建物は、建物 3のみによる敷地利

用に変わっていたと考えられる。

図61は建物 3に帰属する遺物、図62は井戸 lより出土した遺物を図示した。

図61-2は近世かわらけ。胎土は黒色砂、白金|を多量に混じえる黄褐色粉質土。内底面にはロクロ目

が残る。煤が付着していることから灯明皿として使用したものと考えられる。

図62は番号21と23を除いて井戸 lの裏込めから出土しているものの、井戸が水路 2を切っていたため、

出土造物は井戸の掘り込まれた当時の年代を充分に反映していないことを書き添えておく。 lは常滑こ

ね鉢。体部外面のへラ状工具によるかきあげ調整は体部中位にまで及ぶ。体部内面中位付近は指頭によ

る押さえで調整する。内面に使用による磨滅痕は残らず、降灰が残る。 7 ~11 は肥前染付。 7 はうがい

碗。口縁端部に口銃あるいは口紅が施される。 また、 書IJれ口断面には漆による補修痕が残る。 13は舶載

呉須赤絵大皿。生産地は現在の広東省i~1頭地方。素地は黒色微砂を混じえる明灰色強粘質土。内面は暗

朱色を呈する呉須赤絵と深緑色顔料により上絵付けされる。高台端部から底裏にかけては鉄利が施され

るが、 畳付を中心におそ らくは乾燥の最中に付着したと思われる粗砂が付着する。 19~20は赤間石の硯。

中世鎌倉の浜地周辺の追跡では硯石として加工されたものの破片が多く出土するが、製品の多くは黒色

粘板岩製の硯で、赤間石の硯は現在までのところ非常に少なし、。 21は下駄。中世の楕円形のものから現

在のような長方形に変化してきている。 22~23は箸。先端部は細く削られていない。
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図64 土壌 3 出土遺物(2 ) 
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土墳 3出土造物

建物 3に付属した便所と思われる土墳 3からは、大正の震災によって倒壊したと建物の後片付けで捨

てられた遺物が大量に出土した。これらの造物は、建物 3の終末時期と存続時期中の造物群の組み合わ

せを知るうえで良好な資料である。出土 した造物の大方が瀬戸美濃の磁器製品であり、陶器は 2、3点

にすぎないことも興味深い。

図63-10~図的-17は瀬戸美濃と関西、肥前の磁器製品。図63-10は瀬戸美濃染付便器。土墳 3 が建

物 3に付属する便所と考える迫物のひとつである。他にカルシウム塊も共伴する。

図64は瀬戸美濃の染付あるいは色絵碗。碗はそれまでの肥前染付を中心と した出土磁器の様相とまっ

7 

図66 土墳 3 出土遺物(4 ) 
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たく異なっており、瀬戸美濃染付が主流となる。瀬戸美濃製品の器壁はかなり薄く 、器種は筒型湯飲み、

ili命花型碗な ども出現し、 豊富である。染付は灰青色顔料による手描きの細文様が施されるものは極く僅

かで、代わってケパケノイしい明青色顔料による銅版転写あるいは手描きでも手間のかからないラフな絵

柄に変化している。大量生産化が進んでいる様子が理解しえよう。また、底裏には「大明年製」に代わっ

て、「古陶闘製」、「青空tfII汗製」、「口案東111Jなど製造業者名が描かれる。

図65~66は肥前あるいは瀬戸美濃の染付皿。図65- 7 は 1904年から始ま った日蕗戦争戦勝記念の銅版

転写絵皿。外面には「日露交戦記念」、内面は見込みに 「旭日」と鷲、そのまわりを提灯がめぐり 、器

壁内面は数十羽の鶴がそれぞれ苦戦をしいられた日露戦争勝利の記録を記した短附をくわえて飛び回っ

ている、いわゆる準記年銘資料といえる。

区166は1820年代~幕末頃の肥前志田窯の鉢。大皿はl枚だが 2種類の鉢は 3組ず、つ出土して、7枚共

に染付は明治以降の製品には見られない灰青色気味顔料による手描きの同様の山水文が描かれている。

年代が遡るのは日常雑器として用いなかったからなのかもしれない。

大震災で所持していた陶磁器すべてが破損せず、いくつかが手元に残った、あるいは震災以前に破損

してしまったことなどを考慮に入れながらこの家のおおよその陶磁器の食器構成が把握できそうである。

土墳 4

建物 3P13のすぐ北に位置する。南北95cm、東西 1m、深さ29cmを測る、ほぼ円形の土墳である。

断面は北に偏った揺り鉢状を呈する。平面形は建物の柱が立つ根固めの柱穴に似ているが、断面形が異

なり、柱や礎石の沈み込み防止の杭や泥岩の版築は見られなし、。ただし、掘り込まれた位置や規模から、

建物 3に係わる穴であろうが、判然としない。柱穴の掘り間違いか。

造物は新旧い りまじっている。図70-4は常滑の査と思われるが口縁部は受け口状になっている。口

縁部下から体部内面中位までは指頭によるナデ、 仁ド位から下方は押さえによる調整が行なわれる。 8 ~
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10は幕末~明治頃の瀬戸美濃染付。素地は黒色砂を混じえる白色強粘質土。瀬戸美濃染付はおおむね同

様の素地である。 11は肥前端反小杯磁器。江戸仁|こl期にまで遡る。 12も肥前染付か。 岩山に松を配した山

水画。外面にも僅かに染付文様が見られるが、 ~Iólj然、としない。明治以降のものである。

生活而 (第 1而)上出土造物

大正の震災で倒壊した建物 3が建てられていた生活面の直上から発見された造物群をここで取り上げ

る。建物 3の存続した聞に敷地の空間地に捨てられた造物群である。生活面の存続時期をある程度示す

ものと考えられる。

また、建物 3の倒壊後、敷地を整地して現在まで使われ、今回建替えのために壊された建物が造られ

たが、その際の敷地整地土層からの出土遺物は、士墳 3と同様に建物 3の終末時期と存続期間中の遺物

群の組み合わせを知るうえで良好な史料である。

図71は第 1面上から発見された、ある程度建物 3の存続時期を示す遺物群である。 2は瀬戸の宿鉢、

内底面の揺り目が円を描くように作られている。 3 ~ 7 は美濃の陶器。 3 は鉄粕の灯明皿。 4~6 は 18

-~-~ 
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図72 現代整地層出土遺物
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世紀前半代の灰柏皿である。ただし、4は二次焼成で真黒に焼けている。 7も灰利の片口鉢。 17世紀後

半まで遡るであろう。 8~10 は肥前磁器。 18世紀末から幕末にかけての所産である。 8 と 1 0が染付、 9

は赤絵である。 11は寛永通賓。古寛永であろう。

図72は現代整地層出土の遺物群で、ある。なかには中位や現代の遺物も紛れ込んでいる。 lは山茶碗窯

系こね鉢。口径の復元に不安が残る。 2 、 4 ~ 6 は瀬戸美濃陶器。 4 と 5 はあめ利の香炉と小壷。 8 ~

11は肥前系磁器。 17世紀以降の古手の染付が見られる。 9は波佐見窯か。 12は中国製の17世紀前半にま

で遡る染付皿である。 13~15が|明治以降にまで下る染め付け磁器である。



第 5節 その他の出土遺物

ここでは調査開始前の現地表と表土の重機侃削の際に発見された造物群と、近世水田によって壊され

てしまっていた中世生活面の下、自然堆積砂層から出二|こした造物群を取り上げる。いずれも、帰属する

生活面を明確にしえない造物だが、調査地付近の歴史的環境を想定させるものである。

図73は表面採集によって発見された造物群である。 3の美濃灰手aJlll、4と5の内野山窯の陶器、9の

肥前磁器を除いて、製産地を判断できなかった。 lはかわらけである。外面下半に横方向の削りが施さ

れる。近世から近代にかけて、胞衣の埋納時に用いられることが多い。 3は18世紀前半、 4と5は171立

紀末から 18世紀前半、 7 は 18世紀後半から 19位紀前半、 8 は明治以降、 9 は 1640~1660年代にそれぞれ

帰属する。 10は「寛永通費」、新寛永である。

図74と75には近世水田によって土が撹乱されてしまった中世面の Fから出土した造物群を集めた。図

74-1 ~ 7は中世のかわらけ。ぼってりとした器壁がゆっくり と聞く 14世紀後半代のものであろう。 9

と 10は東播磨産と常滑産のこね鉢。 12~15 は播鉢。 1 2 と 13は備前系、 14 と 15 は瀬戸美濃産で、ある。

図75-1は美濃かけ分けせんじ。 2も美濃であろうか。灰利|の皿である。 3は国内産の白磁輪花碗。

型作り成形の内面には菊花文が浮かぶ。 17世紀末から18世紀初頭。 4と5は肥前染付。 4は18世紀前半

からに|二!葉、5は17世紀末から18世紀前半のもの。 6は中国産青磁蓮弁文碗。 14世紀代であろう。

図75-7 ~11 は木製品。 7 ~9 は桶 ・ 樽の底板。半円形の直線面に接合のための目釘が残っている。

11の下駄はー木の連歯下駄であったものが、前の歯がかけてしまった後に、露卯下駄のように差歯にし

た再製品である。

図75-12と13は鉄製品。 12は万子。 13は鉄瓶の蓋。

註 1)第 2巨l中世都市研究討論会 1994 ~鎌倉における生産地年代と消費状態』 レジュメ

2 )筆者実見。
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第 6節 出土動物遺存体

調査地点の発掘調査によって、中世の河川、近世の水田と水路が発見され、調査地点は比較的土中の

水分含有量の多い土地柄であることが判明した。土中の水分含有量が多い場合、木製品や獣骨などの有

機物質は土中にあって空気から遮断されて腐敗を免れる。発掘調査においてもそうした土地では有機物

質造物が多く発見されることが多い。しかしながら、今回の調査では盛り土造成の行われた近代以前の

遺構や生活面からの有機体造物の出土は少なかった。特に、獣骨の動物造存体の出土は少なかった。河

川の中からはもう少し多くの獣骨が出土しでも良さそうなものだが、獣骨の少なさは調査地点の遺跡、の

性格によるものであろう。今回の調査で採集した動物追存体は、発掘調査を進める中で肉眼にて確認で

きたもので、フィルタ 一透過、 浮遊選別 (WaterSepatatiorすなどの装置を用いずに得られたもので

あることをまず断っておく。

動物骨ではウマ (Eqμμscαb叫んs)、ウシ (Bostαμrus)、イヌ (Cα凡isf，αmiliαris)、ヒト (Homo

sαp~ence sαpwηce)、ネズミ (Muridαe)、タコノマクラ 、イルカ (Delp九inidαe)、マダイ (pαgrus

mαjor)、メ ジロザメ (F，αmilyCαrc九αr九inidαe)が河と水路を中心lこして出土 している。ネ ズミはl:tI
土地点が明確でなく、近年の潜り込みの可能性がある。ウマは上腕骨と中足骨、中節骨が 1点ずつ出土

した。ウマの中足骨は、追跡地の東方に位置する長谷小路周辺遺跡では中世の刀装具の材料として頻繁

に加工されるものであるが、今回の出土中足骨には加工された痕跡はなかった。ウシでは焼骨と基節骨

が 1点す.つある。

イヌは水路 5からまとまって F顎のほか四肢骨が出土している。飼われていた犬が死亡して、水路の

中に投げ込まれたのであろう。犬は中世以来、埋葬された他に、しばしば溝の中に投け込まれて骨格が

ぱらぱらになったものが発見される。

ヒトの骨は~i[lifffiが一点だけ出土した。近世水路の中に五輪塔が投げ込まれていたり 、 追跡地付近の葬

送地が何らかの形であらされていたようであり、この人骨も土葬骨を埋葬する墓が壊されて、近代造成

土の中に紛れ込んだために柱穴から出土したのであろう。

イルカはM州;が 3点出土した。イルカは中世の鎌倉にはたびたび回遊してきたことが出土骨からわかっ

ているが、今回出土した骨も鎌倉の湾内もし くわ相模湾の中で捕獲されたものが解体されたのであろう。

員類は出土総点数386点のすべてが水棲種であった。出土した地点 ・造構は中世河川および、近世水路

に多く 、その他に特にまとまって出土した遺構などはなかった。しかし、出土した員種は食用がほとん

どで、食用に捕獲された後に廃棄された貝殻であると考えられる。点数のおおい、目立つ種類はアサリ、

パイ 、カキ (イボカキ、マ ガキ、イワガキ〉、ハマグ リ、 チョウセンハマグリ 、サザエである。なかで

もチョウセンハマグリ 、イワガキ、サザ、エの多さが目立つ。これらは湾外と岩礁に生息する種で、鎌倉

の前海で捕獲されたものではないだろう。また、鎌倉の中世遺跡から出土する貝の中で最も多く 、追跡

によっては出土総点数の半分近 くを占めるアカニシがここでは 2%しかない。浅い海の泥底に棲むアカ

ニシは縄文時代以来中世でも多く食されていたが、近世 ・近代を中心とする今回の調査地点ではこのア

カニシに対するl啓好ほとんど薄れてしまっていると言えるだろう。

一方、ノイイ 、キサゴ類の小型巻き員は近世に至つでもあし、かわらず多く 、これらは鎌倉の前海で捕獲

されて佃煮や酒肴などに用されたと思われる。
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貝類観察表

出土地点 種別 長 f呈 if~ 
2而下 ヵー=ノ ワ 53 幼員、口碑から反対体庖亭'X(

2_j日下 オニサザエ 36+α 54+α ら1喜 'R 
2而下 サザエ 56.5 67 口居手'R<

2而下 rザエ 43.5 54.5 口唇手欠
2面下 サザエ'i.i
2而下 サザエ守:1
2而下 ザザエミ1:1
2而下 サザ工務

2而下 サザエ者

2面下 +ノレボ1 55 46.5 |右

2面下 -tjJレボウ 目P ω 左
2而下 サノレポウ 9 ‘P ワ

2而下 ダンベイキサゴ 21.5 12.5 |口居手欠〈

2而下 グ:ベイキサゴ 24.5 16.5 ]唇を欠
2面下 ーロ センハ7ft' 93 70 |右

2面下 チョウセンハマグ l ワ 68 左
2而下 .、!メ /yガイ 28.5 12 I居手欠

2而下 ノぐイ 34 57 口唇手'X(

2而下 パ壬
。 53.5 |輸のみ

2面下 パイ 19.5+α 40.5 口唇~体届の お宇欠く

2而下 ノぐイ 31.5 55.5 口唇亭欠〈

2而 Jぐイ 22 .， ‘塔t-口宿>J:.欠

2ifri ノ、イガイ 41 35 左
2而 マガキ 70.5 白p 7ち
2而下 マガキ 79 158 左

2面下 マゲヵー ピ 制 +α ‘〉 19 

2而上 チョ ウセ、ハ-;;1/1 71 59 左

2而上 ノぐイ 26 52 口唇宅島々 〈

3而卜 イワガキ 56.5 94.5 右

3而上 サザエ 48+α ワ

3而 t サザエ 40+α 53.5 
3而上 チ司ウセ、ハマノ7'1 ー? 53 右

3而 k ノ〈イ ワ 45+α ー拡t;_.I/( 帥l1Ji

3而ト ノ、 ワ 36.5+α ら塔手ノァ 舶のみ

4面下 イλ ポガキ 101 92.5 右

4而下 イチ ョウシ ート1 34 26+α 左

4而下 イ Pガキ 48 日1 右

4而下 サノレボ円 71 61.5 1r. 
4 [面下 チョウセ・ ハマグ， 39.5 32 |芹

4面下 チコ H センハマ17't ‘3 .， 左

4面下 ポウシュウボラ |ら培杢欠軸のみ

4而下 マガキ 59 153 左

4而下 マガキ 73 115+α |芹

41師下 マガキ 73.5 129 |右

4[1而下 マガキ 47.5 l∞ 右

ピ ト126 サザエ資
t子、 ト13 イチ司ウシう卜 l 却 +α .， |右

t"・ソト13 イワガキ 40.5 53.5 |弁

t人、ト13 コケゴ口モガキ 30 30 |左
ピ、ト13 チョウセンノ、マグ l

.， .， ‘》

ピ、ト143 7サリ .， .， 右

ぜ‘ ト143 λ 、ベイキ サゴ 30 29 口居手欠

ピ、 ト143 ンベイキサゴ 17 27 1唇1::欠

ピ・ト143 ンベイキサゴ 14.5 22 口唇手欠

ピ‘ト143 ンベイキサゴ 132 22 口属事欠

ピ" ト143 ンベイキサゴ 14 22 口容を欠

ピ、ト143 ンベイキザゴ 13 21 1唇杢欠
t子、、 ト143 ンベイキサゴ 13 21 1車キ'x
t子、ト143 グ、ベイキサゴ 12.5 18+α ]居手'R

ぜ、卜143 ダンベイキサゴ 13 20 口唇手欠

ピ、卜143 ゲンベイキサゴ ワ 14 l鞄りを
ピ、 143 ゲ、ベイキサゴ .， 13 |軸¢み

ピット143 チョウセンハマグリ .， ワ 左

ピ・ ト143 ノ〈イ 32++α 58 口唇~体屈のー部".欠く

ピ、 卜145 ダンベイキサゴ 21 13.5 I唇宇欠く

l子 ト145 チョウセンハマ 1"，'1
.， 

t"、 ト148 ノぐイ 52 |的0)み

ピット150 ダンヘイキサゴ 29 18.5 

ピ ト150 マタナガー J
.， 64 市由0)1-.

t子、ト173 サ:笠エ益
ぜ、卜181 アカー‘ 47.5 59 完形割'1l'l

ピぃ卜181 ウチムラサキガイ .， .， 左

ピ、 卜181 サザエ ワ 106.5 粕のみ

ピぃ上181 サザエ ワ 42 輸のみ
ピぃ 卜181 サザエ沓
日、 ト181 サザ工事告

ピぃト181 サザエ爺
ピ、ト181 サザエit'i
ピ・ト181 サザエ諮
t子ぃト181 サザエ者

ピ ト181 サザエ1ft!絞 .， 36 に局私欠 幼目

ピ、卜190 イガキ 94.5 168 右黒色化

ピ‘ト190 サザエ
.， 86 軸のみ

t子、 上190 サザエ蓋

ピ‘ト190 サザエ蓋
巳、、 ト問。 サザエ者
ピ、ト19日 サザエ策
ピ、 ト円。 リメ ヂガイ 39 24.5 口展事代く

払 ト190 "メタガイ 23.5 17.5 I居手欠〈

ピ、 卜190 ノーfイ .， 53 拍のみ

ピぃト190 Jぐイ 27 52 口唇杢'K
ピ、 ト190 マガキ 65 115.5 左

ピ、 ト190 マガキ 64.5 59 左
ピぃ卜19日 マガキ 76 ワ 芹

ぜ、ト190 マガキ 66.5 91 1ヨ

表 4 (1) 
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貝類観察表

出土地点 語J:Jj 長 f圭 il~ 
ピ、 卜193 サザエ策
ピ、 ト193 サザ工事事

ピ 、ト 193 メタプデイ 11.5 立IJI'L []Ji'i>t欠〈
日、 ト193 J チ々f4 ワ 軸ロみ
ピ、 ト193 J、マク h 21 左、幼貝
ピ‘ ト193 マガキ 775 210 l左右完形
t子、 ト1倒 イ Yガキ 76.5 109 1;手
ぜ、 ト195 コケゴロモガキ 30 30 1" 
ピ ト25 £、ベイ キサゴ 18 
ピ、 ト38 ノ〈イ 515 軸0)1;
ピ ト40 ダンベイキザゴ 20.5 13.5 口底P七ぺく
井戸1:挺i人的 アサ B 47 34.5 1e 
#戸 11・ 't/ イワヲザキ 61.5 69 京、 MH~イド
井戸 11tii6め サザエ高
十戸 l、r:、め サザエ策
戸 l、f め ダンベイキサゴ 22 14.5 日開広欠く

、i/， 千百戸セ ‘ハマ 1'/1 日8 69.5左
P声 l:! 'tI f.ゐI-f{".( 21.5 12 属移欠〈
時戸 l 、r 三め "J.J. +々{，ィ 40.5 25 ロE主宰 IXく

井戸 2
イイパワキガサキゴ

78 122.5右
而f 16 11.5 l屍移欠く
戸 4，j，-=-.: 22 33.2 

" イ Fガキ 89 152 

土土士4ド星盆法波絃鉱被盤盆盆盆軌墨星星紫島島色色iii化L L L 

%. イガキ 86 122 
イワガキ 84 122 

‘a イけ +{キ 68 95 
戸 イ円封」レ 且初 112 持叫

" イガキ 72.5 92 |京 片沼拍執里1"イド
戸 4イ2ワ互丙主キ

65.5 且75 右、片殺被熱黒色化
59.8 供15 |右片殺被熱w.色化

7n， 4"ガニ手 69 94 l京片投4庫執黒1".イk
戸 イ Pガキ 66.5 96 l京 ~~i殺被斜黒色化

" d町村キ 54.5 76 1有 )十部t被執~H色化
vャ， イワガキ 39.5 47 |右、片澱被熱黒色化

イ r}ガょと 825 124.5 11干殻1屯揖癌
イガキ 47 ‘P 11e 
イワガキ 53.5 ‘P 1右

札口 イワガキ 81.5 112.5 Iぉ
戸I イワガキ 82 124 右、黒色化

戸J イワガキ 66 82 右、黒色化

“ イワガキ 83 且3+α 右、黒色化

" イ P河キ 74.5 86 |布、リ h

'ロアワ ビ 134 l似 29 

" ゴイサギ 26 21 
ゴイザギ、 52 39 

戸 サザエ 89 102 |被熱槙口居老ι欠
サザェ 98 110 E若手〆~ < 

iP. サザエ 109 122 口唇移欠〈
ロ サザエ 111 145 ]唇>t-欠

サザエ 92 117 口唇宇ケ
i'ii. ザIfエ 95 101 口唇>!'ケ
i'P. サザエ 制 l∞ 口属>t-'.K.

サザェ 72 80 口岩手山
サザエ 58 68 ]騎手ハ

1冨 サザエ 67 79 コ底手'.K.<
i'P. 寸十_Htニι 52 62 口唇>t勺 〈
iP tトザエ 37 405 口属宇佐
戸 サザエ " 61 ]宿f反対休属事欠

サザーにj)'~

戸 ~トjレ d，~ 76 60 
1n. Ij-ノレ"， 37.5 305 左
f.i. チ司ウセンハマ... ，'1 86 60 
(0 チ司 H センハマ/'1'1 97.5 71 

" 乎';:! r~ セ ‘ハマク" 92 71 
l1iir チ l内センハマグ l ヲ1 72 
7" チ司"センハマ Ifl 90 70 

千 τr I ~ セ ンハマ /'/1 85 66 

" チコ 『ι セ‘ハマ/"1'1 93 74 
%. チ ::1 r~).t? ‘/ 、マケ" 供4 73.5 

チ司ドセ 、ハマ /"/1 97.5 73 
胴 チョウセンハマグリ 72 54 
目 チ_.r'-，セ 、ノハマ止" 90.5 61.5 右
7ii. 千 τ 『‘セ、ハミ1''7'1 且1.5 65.5芹

ー::11'セ、ハマノ" " 48.5弁

" 千百 ドセ‘ ハマ /"ll 76.5 58 
(0 ト リ'1<λン 45 52 
(0 ;(-.， d~タンガイ 37.5 34 

'" 
'キガイ 48 105 

u :('~ーす号三= 222.5 54..5 口踊多々 〈

" ツメタガイ 52 31 
lii. 

立'1三4之与iすifdd』
46.8 29.6 

" 40 22 
、、')j.及、+号4 43.5 30 口居移行 〈

|拓T 、、 f..gナf 39 25 口属ふノァ
(0 ノ〈イ 14 31 
iii. "マノ") 70 56 

/、マゲ l 70 56 
1n， ベソメγ4+f4 91且且 59 
|而T ;I~ '~ シマ ウポ弓 82+α 170+α 

;r~、. ，守A ‘h 守 司.1.);・.1':':;:;ーー 90 142+a 
マガキ 63 64 
マガキ 47 69 |右

"' 
マガキ 40 575 I芹

河 マガキ 斗25 60 克

表 4 (2) 
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員類観察表

出土地点 種別 長 l~ rf，む

1'. マダカア ビ 144 115 36 

ミi'.yカアワ ビ 12且 86 30 
陣 ムラサキガイ 96 62 

ムラサキガイ 9-l 565 
ロ ムラザキガイ 85 51 

ムニ サキガイ 90 57 

ロ L、ごサ v子力Fイ 91 61 |本

i'iii北}也業 m イ Fガキ 77.5 108.5 |本

監器塑罷重
イワガキ 61.5 102.5 叫がL

サザエ 87+α 110 口属止反対外崩事欠〈

サザエ " 102 |休届多欠〈

サザエ " " |体 rii，J-拍手ノ， ら主宰0

サザ工務

Ojj削1誌閥 サザエミ詩

河北地業届 チョウセンノ、マグリ 112.5 83右

n北地 E届 チ司行セ・ハマグ1 101 825 |右

"北地3E鴎 ノぐイ 315 52 |字形

同北地3t局 /γマク" " 50 11;: 

ロ北地ー、百 'I(ウシ 司廿オ{.::; " 155+α |ら搭止体届手ケ

深“u ソ二千 '内 ー 81 106 
深煽り、 、 ;:l~ 7 カー 74 97 

深抱句ト ，.ノチ イバキサゴ 215 21 |舶のみ

深路町ト ンチ イパ ーr 215 4 

深抱' トレンーl' イ F ガキ 575 且8.5 lo 
|深侭り 卜 イワガキ 86 117.55 11" 

|深症iη卜 イワガキ 45.5 89.5 |右

深』宮内 サザエヨ

深路l レ・チ サザエ蓋

深掘り トレンチ サノレポド 51 46 左

深煽りトレンチ チョ Hセンハマグ l 91.5 70.5 l右

l深痴1句 ト ンニー 千::!t~ セ 、ハ マ"7' 1 95 72.5 |古プ

j潔蛭i句 卜 チ ::1t~ セ 、 ハマ 1/ 1 " ‘》

i架錦町 卜レンチ 川メタガイ 54 38 忌ヰ'x

深宛りトレンチ "メタガイ 585 35 口唇手欠

深錠iりトレンh 川}.'yガイ 45.5 31 1居老与ウて〈

|深路町 ト ンチ ノぐイ 2且+α 48.5 |口届~休属。ー古手欠〈

宮E鋸旬 、 ノ、ぐす? 46 " |右

水路1-3ベJレ J、マグ t ‘3 ワ l右滋

水路 l チ司 Hセンハマグリ " 49 左

水路 l ポド -"./...ウ，1(ラ 81 136 

lK路 l マガキ 64 99+α 11;' 

日路 2 イ 7ガキ 68 89 |右

Yく路 2 サザエ 106.5 116 口騎手欠く

*~2 サザエ 97+α 143 口属亭欠く

ZJS路 2 サザエ " 109.8 口属，J-反対体層:I;-'K

7J<路2 サザエ
白〉 103+α らi喜 口居 ・反1-1休届多欠

7I<~2 サザエ
白〉 123+α ι』再考ν，<，Il~のみ

y 2 サザエ益

3 2 サザエ'.1:;

*~2 チョ H セ ‘ハマゲ l " 67.5 1;' 

7 2 ;f{ I';~ 吋ウオ~.::; ‘" 108+α ら路宇佐〈 車自の70

7UII4 ア 0-1 ιp 32 明作

7k路4 7-ftl " 31 京

7J<~4 イエー司ド νニト ' 42 35 左

7J<~4 '乎司 計:，;，ト t 415 ワ

7k~ '1 イ千百 r'J:jラト 』 38.5 28.5 

7k~4 イz コウ二 Z 卜t 50.5 32 1;1;干

7J<~ 4 イチ 司ウ h 弓 トl 53 ‘B 1ョ

lj(~4 イポキサゴ 16 14 口容宇欠

水路4 イパキサゴ 16 11 

|水路4 イパキサゴ 16 11 

1*掛4 イワガキ 61 " |京

岐路4 ゴマフタマガイ 22 26 口騎手ぺく

|水路4 ザザエ 36 4血0)1:
|水路4 サザエ 36 1，軌0)70.

7k~'1 サザエ 33 |納のみ

7k~4 サザエ " 101+α ら路 ，J-休百字欠

7I<~ '1 サザエ 75 85 1属キ'K

7J<~ 4 サザエ 47 45+α 日正幸手ケ

7k~4 サザエ 35 39 ]~忌手h

7k~ 4 サザエ
白p 50 |依田ι'Jeど

7J<~4 サザエ 35 " らJ!(:，J- 居多欠

lk~4 サザエ 33 37 コl忌I;-'/(

7J<~4 ザザエ 31 36 ロE主~/R

7k~4 サザエ 26 31 1iSt:..'J! 

7J<~ 4 サザエ蓋

ヌ 4 寸'TJレヰミい 69 575 弁

*~4 サノレ;J(r " 61 1;1'， 

7J<~4 ソオフキ 34 32 1i' 
7J<~4 

.. 唱島-- 、司h 。， 白〉 |芹

*~ 'I グンベイキサゴ 30 185 口砲事'"< 
Yく路4 チョ Hセ、ハマグ1 93 69 l本

Yく路4 千百 『晶セ 、ハマゲl l∞ 76.5 I右
ヌ路4 チロウセンハマグリ 69 54 11" 
Yく昼品4 ヰコ "センハマ 1-;'1 64 49 

バ路4 トョ"センハマグ t " 56 |右

バ路4 ‘'メタガイ 385 25 ::1'"主品'r.<

7K路4 リメタガイ 35 21 ロ磁宰'Je< 
7k~ '1 "メ d ガイ 31 20 lコli寺本，，，

*~4 ‘'メ タガイ
白》 20 !~HIO);. 

7I<~4 ノぐイ 115 29.5 

7J<~4 ノぐイ 31 50 ロ属Jt.X(
7J<~4 ノぐイ " 

白p ら践のみ

水路" ノ、ィ 34 53 口唇宇欠

7J<~品" ノ、テイラ 31 25 ー腐ぞι欠

表 4 (3) 
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貝類観察表

出土地点 干1[)Jリ 長 f呈 iai 
水路4 ハマ f リ 375 30 コ
7k~持 4 /、可， 1]'1 36 30 右

1*銘 4 "マ 1/1 28 24 右

7k協4 /、マゲ。 白》 ') 右

水路4 ノ、て7-7"' 61 46 右

水路4 "マク" 40 32 1r. 
パ路4 "マ 1/1 40 34 主主
門出¥4 ノ、マ 1/1 43 34 1e 
パ路4 ベヶイガイ

白p 65 1ヨ
ヌ路 4 'Ji'/ 'ン ::t.'7;J~ ? ') " ら培のみ

y路 5
イ千-イn-:「えJ之プf之，¥ニ 卜l

50 37 tE 
ヌ路 5 45 66 左
7路 5 イワ式キ 73.5 118 者 被凱

y路 5 dη珂主 78 118 布 被執

y路 5 -(r，ガキ 585 86 右投割以色化

*~5 イr ガキ 415 59.5 右、被 然 :日色化

tk協 5 イ Fガキ 555 92 !IJ白什

水路5 イワアfキ 62 76 右‘ U~色化
7/(路 5 ，イ円河キ 35 44 右‘ M~色化
y路 5 カガミガイ 67.5 67.5 1王
ヌ路 5 サザエ ル15 93 口唇~欠く
7/(路 5 サザエ 69.5 78.5 1岩本11-，

7/(路 5 サザエ 71 76 寝 台4村泊。ー宅手'X<
7j(路 5 IHI!二に ワ 105 納。''"'
れ路5 トザニL 130 125 ロliJtr:x.
水路 5 ザザーι 77 104 口唇宇欠く

7)<路 5 サザエ 。P l凹+α |ら熔口属 反対休局参ハ

yて器15 サザ工務

バ路5 サザJ二j}'~

ヌ路 5 サザエ'i:i
ヌ路 5 サザエヨ註
yて酪 5 サザエミ持

バ路5 サザエミE
Yく路5 サザエ諮
y路 5 It-.I ーに爺
ヌ路 5 H--I !.:c.資

目路5 令島 'エ奇
yく星島5 "-.1 .エミt守
バ路5 .エ三島

Yく路 5 ザザエ事n絞 31 39.5 口J昌手 欠
y路 5 サjレ;g ，~ 48 36 |布

バ路 5 乎 ::1'-'，セ、ハマ 1/1 87 65 |右

水路 5 q- 口 r~ セ、ハマ 1'1' . 90+α 71.5 
水路5 チョウセンノ、マ /J" 且65 66.5左
水路5 チ r什センハマグリ 82.5 66 1r. 
水路5 千::，'‘ センハマr リ 77 かJ 左
71<酪5 '(-司 自A セ、 J、マ，/. 75す α 57 l右

水路5 千匹 ，ー セ ーハ 7?" 87+α 69 |布黒色化
水路5 チョウセンハマ //1 93+α 725 |た

水路5 ザー リボタン 。》 牛4
y路 5 川 メA ガイ 215 1 1.5 口唇を欠く
7/(尉15 ヌノメアサ ' 41 36.5 1王
7J(路5 ノぐイ 34 565 忌キ'x
y く路5 '士 、J何ーパ封-( 86 77 1r 
y路 5 "ンケイガイ

ιp " 1王
1路。 ;f~' シ~ ，ポラ <， ワ 旬熔のみ
7に路5 パウ :_，;.， 1''; ;-J~弓 " " ら絡のみ

Yに路 5 マ Hキ 56.5 87 右

7/(路 5 ιエ叶年刊バ 断+α " t干
ヌ路 5 ムZ ザキガイ ') " 有
y路 6 イ「ガキ 76 135 右

バ路6 イワガキ 92 140 1右
バ路 6 サ1):ニに苦守

パ路6 ザー=，'・6位、J、・マ1'/1 28 65.5 亦
y路 6 チョ いセンハマ 1'1'リ ') 47 左
Yく路6 ムラサキガイ 97+α 59 1右
y 協:f!J 7サt 42 28 |完形
y g.ji'J アサ ' 40 30 
y i基 -(-Irl " 28.5 
ヌ }地 ワ'サt " " 
y i堤 7サ' ‘》 ') 

y i堤 アサ ' 39 28.5 
1 }担 ア サ' " ') |弁
y ;i{i!-_ マ'+t-I ') 白p

|左
ヌに出~j1' アサ ' " " 左
7/(路1早 7サ l 48.5 37 
Yに路i足 アサ l 42 32 
円以Jll 7サ t 40.5 29.5 
水協jJl. イパ ーシ 21 31.5 
水路l是

1》4134 1Pプデ4イ
82 51.5 

水路:iM 白〉 ‘3 
水路JJl. _._...1. I 内，イ ワ つ

7J(路堤 カノ'f~ガイ 31 29 
7/(路担 サザ工務

ヌ路挺
ヰサ立ザ主エ主守EIす7J(路堤

7/(路f~ サザ ι?a
7/(路J:l 'r月エ司自
7/(路担 4H !.:r_苦s
7J(路堤 エ'if.i
7/(路短 ;H に亨守
7)<酪JJJ 2 ドエ司王

*路担 IH ェil:f
水路堤 そ(-::! I~ センハマグ ー ‘》 72 
側溝 サ'fJ二 875 97 

表 4 (4) 
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具類観察表

Jヰ十出設主丑土主準益1地1、茎裳点昼反12 

fillZIJ 長 径 ~叫"( 

イワガキ ワ ') 査盤、県色化
サザエ若
'力ー‘ ワ 75+α ら塔1'-欠輸のみ

ー蹟11，12 アヵー‘ ') 印+α ら塔手欠〈輸のみ

土I111-12 イガキ 51 60 左
土 11-12 イワガキ 35 585 左
十 11-12 サザエ苔

土 11-12 サザエ蓋
ート 11-12 マガキ 島4.5 190 |芹

土 iH1， 12 マガキ 58 115.5左

土 ん 11-12 マガキ 675 108 左

二七 11， 12 マガキ 組 109 |右

|土 11-12 マガキ 555 76 1右
|十 13 イポキサゴ 17 115 口居手欠く

士 13 イボキサゴ 19.5 13.5 口唇壬欠

ゴz 13 イポキサゴ 17.5 13.5 口唇を欠

|土 ゐ 13 イパキサゴ 17 11.5 ]唇宇欠

|十 ゐ 13 イボキサゴ 16 ]麿 ・ら搭手欠〈

|十塘13 キサゴ 19 12 口唇ネウぜ〈

土横13 コシダカガンガラ 265 215 口唇を欠く

土墳13 サザエ 24 30 

|士塘13 サザエ 30 |軸0)み

|十熔13 サザエ諮
|十熔13 サザエ語

土層13 サザエ蓋

ご七駿13 !t.!f.:r.策
|土岐15 マガキ 95.5 155 左
l士陵15 マガキ 405 且5+α tr. 
l十塘16 ノぐティー 22 19 口唇手欠く

土壌4 サザエ蓋

土主主5 サザエ ワ 116.5 自のみ
ー境5 サザエ議
て騎5 サザエ議

+塘5 パゥ t守ウポ弓 58.5 101.5+α ‘銭の一部手欠く

土左官 コケゴ口モガキ 60 69 右

士校7 サザエ蓋
十棺7 ゲ・ベイキサゴ 28 18 口唇宇'x.<

十熔7 え‘ベイ キサゴ ‘3 初 1駐車。 み

土壌7 え‘ベイキサゴ " 16 軸0)み

土壊7 チョ"センハマグリ
.， ') 左

土壌9 イワガキ 69.5 108.5 右

:ft古lト/iii アカガ ワ 54+α 

北吉 l上』 サザエ
.， 39 l届~反対体J苗事欠

明治火《‘而 イチョウ'ラト l
.， 

" |芹

明治火《‘而下 コトブン
.， .， 14 

明治火j《而下 サザエ蓋
明治火fi而下 "イ 31 48.5 底手欠

反対休届 外唇の裏側の体届を示す。

表 4 (5) 
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泣物観察表

:H土地 図):1( 牛 a'u州 府U111 il_:代J 口径 低径l器?，'. 備量幸

|井戸 3 t216-1 |かわらけ 中11ト 6.61 4.6 1.7 I，w!.?はゆ くり l泊者れがら立ち上がる

2 lかわらけ 中世 7.61 5.4 1.8 |休部外面中位に強いZ堂本持ち 器壁は内省気味に立ち上がる

戸川11 関目ー1 |かわ ‘け 中jIf 7.41 3.9 1.4 I~壁薄 く 苗 ~r担味 l こすも 卜が内 側部観台形~皐する
2 |かわらけ 中11I 8.01 5.6 L2I服部厚に比して~:;壁薄い
3 |かわ らけ 中世 11.2 7.71 3.2 |休部外面に強い投手持たず ""壁は直立気味に立ち上が〆

4 |かわらけ 中世 10.9 7.41 3.2 1~，H\fは商社気味にすち 卜がるが 口縁先制は外反する

5 ー卜古-$ 進存長5.2 得1.7|向f白砂本名 〈合計栂16十 砂 )!:t、

6 'W:付T |砲 " 1 1 |口級格付近に降灰かかる

7 |寸均常滑 3.9x3.6X1.4 

8 1:9":り主主潜 5.7x7.3 ^ 1.2 

9 瀬戸 !鉄利l指鉢 ') 9.1 |混入物少「い淡背白色ート ヨ与しい摩滅痕 外成部糸切円

10 室、戸呂 鋭利1:tTIIIJ.nn坦けnn 5.6 2.9 同け待7.5 :t!J;付宜t

11 ;1;.戸呂 灰利1級制小1111 10.2 5.3 1.8灰色弱粘質撤密士 制は灰緑~茶褐色が昨きiはユ調揖

12 美漉 灰粒皿 18CiIIi司土 14.0 8.7 3.11f< Ii!!.脅十 利11;t.=I?，焼成手受け不透明な灰緑色

13 美濃 灰紬蓋 " 15.6 2.6 員長背向1O，~~粉官級手持十 利11孟淡灰緑色i丑II!J

14 量百戸 灰~dlnn 11.8 淡黄白色粉質撤'.f土利11立暗灰録色 政'姉fili:

15 ft ~iìÎï 呉l!*手戚1 17C1J;'斗ζ 4，8 淡茶色粉質織草野十 制1は階賞灰色 貫入

16 』巴!自 京lliJ臥碗 17C末 -18C中，JUQ 4，0 背白10粉信組幣4 剥lはi知事lだが ー次焼成夢声。けやや白濁

171 !巴mi r;1tt4t ':)1・手iYi 1690年--18CiiIi半 10.3 4，0 4.4 赤槌色堅級土 :!l'i手は白濁制i 内而は自費削I巳土 品刷司王自信 内ワ

18 ~ P'， iì甘 京jJ~風ワ 1In orぽ 17α去半--18Cili半 6，0 部茶色弱粘也被栴-¥' ~hは i.'i 1判 官入

19 !~ÎÌtr ワ nnor碗 18C 王寺崎i'o織手持一1 向溜剃，0)屈""，"，佐 内後 半i正日月利1摘制1 J琵誕にゆ持

20 』巴両首 t焼尽皿 17仁後半 4，8 費白色粉質級密士 鉄絵l立手捕者の山水 底;Jl[1孟陰刻の fil市水 l

21 !E前 京焼回皿l 17C末 -18C和的 4，8 w白1"粉皆紐帯1- n昆:ll!に 「消71<1の除草11;-掛書

22 肥而，j J:lWt 打月IJ毛目蛇の目利l'、ギ皿l 17C末 -18C前半 9，2 I~~<忠祉.1ft'堅紐 ート 胃よ入み こ白濁利iによる打見11'1';目

23 目巴iiiI P:tl'邑日陵町瓶 18C T町燈色織密士 白濁軸による刷毛目塗り

241 sEiiIj 内里干11 品tl尚子けnn 17C末 -18C前半 16，9 淡灰色級密オ 紬は i^l ~1 の 二Jlf.施利l、外而は半透明の灰粕

25 肥前内野" 蛙ト'.r"IIトl-r]n 18C自首半 18.5 淡茶色十紬は内而は銅緑利1の二度施制1‘外而は半透明の灰紬

関与1 舶載磁器 í~r磁鎚rift弁立掛i 15，8 明灰色粘皆級楕十 紬は淡1・f味灰緑色

2 医Ij!'(;磁器s 1'1磁蛤4E皿l 17C末 -18Ciiii半 25，5 16日 3，8 ，¥!，{色微砂手1mかに混じえ;t，白負強粘暫紐帯十 紬は日月灰緑坐

3 』巴UIJ 白磁磁 18C前半_ql蛍 8，8 鎚色徹砂'"多 〈混 じ」主品目月目玉向fbJMJf十 勅はご〈 薄〈続料I ~ミれる
4 肥前 染付碗 1690年-18C勺半 9，01 3.4 5，2 染付は明青色顔料に とるコンニ ャデ 印判の.fili物文

5 !F，i日I 染付国l 18C;;有主幹 9.5 染付は灰7k{b，an料によるコ 、ー， ク印判のrr繋文

6 』巴翫 染付碗 18C前半 3，0 _!f，'('II立明背色ffJiHによ if.)手品ほの立横

7 』巴出l 染付ei包 l呂CiiiI斗臼白 4，6 ー マíJ(~i'ò際i料に よ る斡文
8 !E前 食付iYl 18CiiIi蛍~中強 4.4 染付は灰青色飼料 こよZコンニャク 印判の柄物文 9

9 !F，前 自己付獄 18C中輩出 7，0 留E付は日月音和問料 ことる手捕者の文織

10 』巴前 染付~J 18C 8.4 染付はII~音色顔料による手抗告の植物文
11 sEiitr 色絵うがいiYJ 17C末 -18C前半 14.4 色絵は剥落するが朱の線がわずかに残る

12 !F市I ~付皿 17C中w.....来 12，0 染付は淡灰苛色節料にト '!.手撤去の立横

13 目円日計 ~付皿 18C 11.6 且主付は灰背色顔料にとる皇拙iきIJ)文擁
14 肥前 染付盃ワ 18CiiIjミド 3，6 染付は淡灰111色M料による翰文

15 目巴而I 自足付.f-ば務口 17C末 -18Cim半 4，6 染付は日月青色顔料による輪文 民真に文$:

16 !F，前 百E付袖奇 17C笛・単 5，0 ~付は胴部 t- if.~台 ト こ淡灰添色頗料こ土〆蛤文

17 僻管l!i首

18 煙官・ 雁首 逃存長4，8

19 開管吸い口 遺存長2，6

20 鱒管吸い口 令岳5，5

21 煉侵略い口 i貰存 毘4，5

22 煙管吸い口 全長7，2

23 J'!鈴響 令長11.9

24 刀平 |潰存 盟4，5 厚0，6

25 í~ 「最¥6元賓 l 姶邸主〈小きい加工銭"

26 銭 「寛永逝智 1 (新)

27 ~~， 「寛永通警 1 (新)

28 l'lf曲 飾 り金具 主il!.は切 り込ふ慌

29 釘 逃存長8，7

30 (!T 令岳10，3

31 τlf曲針金

32 硯 11.2 x4，8x7，0 :.1.'.色粘板岩

33 E正石 12，5 x 3.4 x 2，3 緑色凝灰岩岡倒而l主治栢jj':J ，市苑且

34 五日(下臼) 最大J豆4.6 多孔質安山岩 上而は使用による磨滅が2・しい 二次焼成

35 曲物登桓 有孔木釘残る

図10 五輪塔 ([e¥蛤) |最大幅初 3正'612.1 山

河成-!--域 関11-1 かわ らけ iliilトワ 10，01 4，91 1.8 若lH世話華〈ゆ く円 ll~ 告なが・ Ù~ 卜がろ

2 す円常滑 4，7x3.5 x 1.2 

3 す 門'i?;滑 5.9 x 6，3κ1.3 般j寸0)閣開ふjt<打丸砕いです灯 '品滑ffl;l;tιff. ていろ

4 髄戸 トk利iお7-， 1，1111 中111 7.4 波背白'(b，>>骨'白錨\~キイ 利1は波音緑色

5 舶純磁m， 同空磁E出 5.6 11月灰ß~~粘色'総伸 一1 剥!は深灰緑色

6 nr~ iI甘 量出付制i 18C前半 9，8 染付は淡背灰色顔料に tる手術舎の文桟

7 ~fU. Îiíi |染付磁i 18C前半 10，6 染付は明藍色M料によ る手術告の文段

且 I巴前 |染付碗 18C前半 3，0 染付は菅灰色顔料による蛤文

9 !Eii日 |染付斎 18C前半 5，8 2.4 3，7 法付l立音灰和問料 こよる コ‘ ーャヲ 印牢1]の紅葉文

10 '!A 全長18，9 径0.5 下先端部は削 門が入る

11 |箸 全長21.0 l!i'0，6 先鋭!都に削円は入ら十い

11 ITii Ic 関12・1 |かわらけ 中1什 7，31 4，2 2，2 背irr，で是正'-lti貰<-rr'[守:気味にすも 卜がる

2 lか h ・け 中tll 12.31 7，3 3，2 郡日.¥1I:t由鐘引マP こすf色 トカ〈品

3 す古汗} 官111' " llii表色l;;暗茶槌色内而中位付近はlliM.1J1残る
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造物観察表

日u地 関!仮 生産地 有f別 J:~i"t 口符 成符 7，;c.tfl 備舟

4 'iiim 聾 赤羽 ・中!H6 1¥'1式 r 昔日内而 Hl'J:付近は指UUIご土;(，)'1'き;ii-ナデ翻特

5 掲戸 灰説法，λUII¥ 中世f 14.1 9.11 4.3 淡賛白色粉'i'I織替士 紬は軽い二次焼成亭受け淡黄緑色

6 瀕戸 灰利!瓶or燭台 15C前半 11.9 1111，"，イ白ヨ 草創立淡縁台I，.i費i羽 目録付近は露胎

7 天1J_ .11:石 5.1 バ7.1x 1.9 |泌釘和産主1百岩 側而に一部)~痕を残すが l三lま全而砥而

8 i~ 「政市li血管 |

9 銭 「政和iili曹 |

3而下 関13-1 也、きで3らtす 中11~ 5.81 3.8 2.01口鶴術/1、古い 背日?器尽I:l.府守気味こ立ち卜が〆

2 |かわらけ 中 JI~ 7.51 5.5 2.d日正取はft'[I'[気味こ I'r;;トが内 世~[I日似合形

3 |かわ ・け 中 II~ 7.71 6.0 Lil制止で器壁はt:ll色町がら立ち上が〆

4 1，・*:;耐火倣 |外[日はご刀キ、内而は償方向のブデ制鐙 内i伺は;tV;がつく

5 |す り常滑 5.2.<7.2.( 1.1 

6 |石鍋転用スタンプ |石鍋の鍔部が残品 自主の花房、宝古 事が膨られる

7 !釘 ii!!存毘4.7 経{J.9

8 |銭 欠矧 「口口通口 l

9 |曲物蓋桓 28.2 x 5.9 x 2.4 |有孔木釘残る

10 |州物 1正板 26.8 x 16.9 x 2.4 |甜f孔

11 |刷物鹿栢or諮粧 l本栓が主主る

12 |下駄ワ

13 11111物 I氏。r訴の転用 1日か

*111 関15-1 l 十師~:; 抑; 7C末~日CiiIi半 11.6 5.11 3.8 );\~色 白帆iiH-i日L:;;U5陪灰色JC ~:;悲はmll1，-紅色器~.til~い

2 l土師器 I平 7C末-8C前半 14.7 ;日色 白色粗砂，c多く混じョ品泌A!W'.:IIl何十 器表は褐色

3 l土師器相続型i不 8C中査以降 13.3 白~灰色砂手混じスる肌色粉皆土器而降減し劉樫痕不明

‘4 十師器僧 7C末-8C前半 14.7 主IlI:J宇 白色砂手混じえる灰色士 目録下はケズリ調脅かゆ

5 十師~" 相 7C末三8'<:前半 18.4 :'!t-/.迂Ji"{を多〈混じ_Aる淡黄色十 *~袋l主主主肌ífJ，-....淡紅色

6 士締~;; ~ 7C末-8C前半 19.0 主2母N 白色砂手混じえるザラザラ LたAILs土 口縁下にハケJJ.i伐と

7 寸t師器武蔵型抱 nC1t 21.9 ;ft1世j十 白色砂誠色砂多多〈混じえるザラザラ Lた薄茶色士

且 須恵岩号 ワ 9C初fifi-中町l 休部下半はmね銚告による酸化焔焼成

9 須恵若品 位瓶 7C1t 白灰s{倣砂-1fl砂手混じえる撒骨H!白山は赤柑ilJ 君主義は以灰ill

凶16-1 かわらけ 中世 4.01 2.2 2.2 

2 かわらけ 中世 6.61 3.4 2.2 

3 かわらけ 中11~ 6.61 4.6 1.9 おおむね口径値小さく 、背23 器壁は八の字状に開く

4 由、合、 ;1す 中11~ 7.41 4.6 2.1 

5 かわらけ 中11十 7.51 4.2 2.3 

6 かわらけ 中jU 8.11 5.6 1.5 

7 かわらけ 中11~ 8.11 5.7 1.5 

8 かわらけ 中j1! 8.01 5.9 1.5 口径値はやや大きめ背低器壁は薄めでゆっくり 聞く

ヲ かわらけ 中11ト 7.31 4.8 1.6 

10 かわらけ 中 II~ 6.8 斗6 1.5 

11 かわらけ 中世 8.21 5.4 1.7 

12 かわらけ 中 II~ 7.21 5.0 1.9 

13 由、才，';17 中 II~ 7.41 5.1 1.8 

14 かわらけ 中世 8.0 4.81 2.0 口径他は大寺め 背高休部中{立に設を持ち、~:;壁は

15 かわらけ 中11~ 7.81 5.5 1.9 やや内省電気味に立ち上がる

16 かわらけ '1'11~ 7.61 5.2 2.0 

17 かわらけ 巾w 7.7 6.11 1.5 

18 |かわらけ 中 I~ 7.6 5.41 1.7 

19 |かわらけ 中世 7.4 5.21 1.7 口径他は大きめ 背低 体昔日中火に離を持ち、 指壁は内司君主L

20 |かわらけ 中111 7.81 4.8 1.8 味に立ち上がる

21 |かわらけ 中jII 7.41 5.5 1.8 

22 |かわらけ 中11~ 7.3 5.61 1.6 

23 |かわらけ 中世 7.2 6.01 1.5 

24 |かわらけ 中 lト 6.7 5.01 1.8 口径値は大きめ 休部に設を持たず、総壁は直線的に立ち

25 |かわらけ 中 JI~ 7.0 5.31 1.9 上がる

26 lかわらけ 中世 7.8 5.41 2.2 

27 |かわらけ 中111 11.5 7.6 3.0 

28 |かわらけ '1"11ト 10.5 6.91 3.1 ~"壁は内省昔、もしくは内省気味に立ち上がる

29 |かわらけ 中日ト 10.4 7.4 3.0 

30 |かわらけ 中.!it 11.0 7.0 3.0 

31 |かわらけ 中11ト 10.4 6.8 3.2 休部中位、も しくは口縁部下に按を持ち内脅する

32 |かわらけ 'I" JI~ 13.6 8.1 3.5 

33 |かわらけ 中'11ト 8.7 5.6 2.6 

34 |かわらけ 中11~ 10.8 6.8 3.1 休部に強し、設を持たず、器壁はゆっくり立ち上がる

35 |かh ・け 'I"II~ 12.0 7.1 3.1 

36 |かむらけ '1"Jlf 13.2 8.0 3.7 

37 |すりかわらけ 3.9 x 3.0 昌J誕百日間側而1-~)こ使用にとろ""滅1iJ残 Z

38 |土鐙 企二~5.4径1.8 銀色雲母片と白血盆全盟主孟 l)~嘩栂f'o.-f 担~mtJ良好

39 |土製小出 t見出L色微粉質土外商に刻文 「門業七袷年 口岡本1古l

40 |瓦器噴火鉢 盤i己・丞組主主ltl自宅与i)li;_;í た 臼~己主主~・l

41 |士総匂火鉢 19.2 1m<、制色十 日縁部が出っ張る新1い時代0)1のであろう

42 |瓦F芭桟鉢~~~J 火鉢 34.3 l石英村 ・*色刷l砂疹多最に混 じスる灰色十 器裂は灰黒色

関17-1 |すけ'，G'tfft 4.8x6.5x 1.2 

z |すり常滑 6.9x8.6xI.4 

3 |す句'i，;1ft 9.7 x8.2.< 1.2 

斗 白匂汁t |鉢 赤羽 ・中野 7別式 白背灰色弱粘匂ーl 口縁鋭部に 可nねjJ~彼のこ品

5 'i:~:付} |警 赤羽 ・中野9再'1式 石英対 ・/1、右手浪 1;ニ品紅色十 総表は鼎茶色

6 ?古計} 哩車五111主主 .， l石亭:，::tl)_-/1、石手混じえる灰色級密土 1*部内而は使用院誠痕

7 来援 |山茶碗 葉海第 7JW! 3.6 |高台貼付後立明暗什雄マ'_.tJJ活1直少「し、

表 5 (2) 
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日iヶト地 関版 ヰ路地 種別

8 義鴻 版刷1ワ鉄絵皿l

9 美濃 灰利l小磁ワ

101 !~而内野 11 掛け分け蛇の目軸ハギ1m

111 sF.市日?剖t? 11m 

12 舶継ワ磁器il "磁硝

13 湖戸奨滋 食付&'l

14 E円前 量出付掛け

15 肥前 染付iifJ

16 !E前 染付!f.江

17 sFJ町 染付Tr-ぱ扮口

18 !f.ii行 割旨付鉢

19 目白r竜・3 砥石

20 f主

21 t主

22 銭

23 銭

24 I~ 
25 |銭

26 I :!~ 
27 I~ 
28 IH 

29 |煙管 /l{i首

30 |釘

31 |釘

32 |釘

33 |釘

34 釘

35 ワ

36 |鹿島ワ

水路 l 関19-1 |かわ・け

2 1，製抱ワ

3 Ia.暦火鉢

4 |銭瓦

5 |丸瓦

関20-1 7昔前 |礎

2 11';庁t? |挺

3 志戸呂ワ 錯取h灯1I1l1J1II-..nn 
4 "1く戸田 銘一i利l灯IIIJnll受け皿

5 志更昌 銘i利liT明nn受け田

11<121-1 瀬戸美濃系 |鉄制}拙鉢

2 備前系 |出鉢

3 備lIII系 |術鉢

4 備古Ii系 |杭鉢

5 ‘ヲ |銘鉢

6 瀕戸美換系 |鉄助長E鉢

関22-1 契機 |背刺鉄絵IJIJ

2 事事漉 |翻]深井利I.ml

3 'f三鴻 |飴恥銑

向4 瀕戸 l阪劫呑t戸

5 潟戸婁海 |灰粕啓炉

6 ft. ~njJ |細川込J京焼風m
図2:U ，mnrr I~!サ倒

z 1巴jjiI |染付碗

3 肥前 |染付属i

4 I巴u甘 |法付属1

5 』巴前 |染付制

6 肥前 |染付碗

7 IE前 |赤絵航

且 I巴前 |染付大事J

9 肥前 |染付帯

10 ~rl， jjÎï l耳E材苓

11 iE前 |染付盃

12 ß~@ |染付型打成形冊

13 IEiiij |染付蛇の目利ノ、ギ.l11l

14 肥前 |絵付nll

15 肥前 |染付蛇の目別lノ、ギ1m

16 n r~íiÎÏ |染付蛇の臼粕ハt'111l

17 ~~íÎÎï |染付揃

18 煙管血E官

19 |煙管雌首

20 |鐸管吸い口

21 l伺.T

22 |鉄鍋

23 lu 

24 |釘

25 |鎧

26 l ùb物庇仮転Hl r~

造物観察表

年代 ロヰ辛 ff{得 浪商 {j!芳

17C後半 36.2 |灰色粘質級密土 軸は合二次焼成夢見け手L灰色

17C 3.2 |灰白色耳切占J首級常十 粘は乳灰緑色

17C末-18C前半 13.2 4.8 4.2 ヱκ#食品恒常十 :Ilhは外而は銅線紬の こl1l'蹴紬外而は半透明な灰利i

14.1 赤l1.\~白地併十 刷ILえ際深l:1f"務皐すろが一吉E二次焼成によ 円白濁

15.3 結色砂を多く混じえる岨F!i.白血土 利はオリープf(j， ~補修訂正あ門
幕末-1明治 7.0 染付は明背色顔料による手揃告の文機

18C前半 8.4 染付は淡町T色顔料による簡略化された雨降り玄

11.5 染付は明音色tIi料にとる手術告の文縫

18C末~幕末 6.0 染付は明背i!'.M料こ土品菊散 ;'LY

18C前半頃 7.91 4.2 5.6 染付は灰i~J色顔料による手鍋きQ2Jüll;X
18α圭半-19C初 Uu 16.1 染付は淡i事i苛色t1i料による手術者の文段

4.9x3.7xO.9 sILfb百去

「品l元通有 |

r li~元通曹 | 居あ円

「天円通管 | 実相凱帯由、

rl~l!fl通管 |

「元始門暫 | 元祐通管か

「紺型元貿j

「紹j聴元瞥 | 誕而に 「四 l

「皐宋通管 |

rn平元暫 |

全長4.9 血E首下にツプレあり

令長6.6 符0.9

|逃存長5.5 袴 0.9

li宜存長6.3 符0.9

辛長5.9 碍0.7

~-re. 6.6 待0.4

全長5.8 厚0.4

|迫存 ヨ26.0&0.9

'1 8.8 6.5 1.61体部外而中位に強iい稜亭持つ 胃仏みは回転ヘラナデ調轄

18.5 |粗い薄肌色士 休部外而下位は軽いこガキ 外底部は未羽主主

24.0 |淡背色粉管十 木状工具によるヨコナデ 日銀下はケズ リ組事者
E 巳事 lトr.I;EI]1{， 翻絡は末日月

|掠裏目応虫科 目而はへラナデ調号車、凹而は布目痕のこる
ワ 20.0 |灰黒色十 休部下位はへう鏑告 hf 外服部L;l砂皮
'1 l斗呂 |休部内商中位は街頭押圧+ナデ下位I;i.ヘヨ盟笠

8.4 3.0 2.01淡茶色士制Iは茶色不透明

9.1 4.2 1.5哩・け待5.6 月け日1.8 波茶f白十 lihは陪赤札HlJ... 不i費 II~

10.5 5.4 1.71受け径7.1 受け尚2.1 淡茶色紙密土利iは茶色不透明

18cit 32.9 11.6 15.6 |淡世白色ゴ 外底部糸切門&，[iね焼疲著しいJ告滅痕

33.3 |茶裕色粘也'十 口総下は指uriナデ

31.8 |赤1M色粘J白卜 口線下はmuJiナデ

33.5 13.6 14.0 |茶祉i¥ifJ，-f 綜い出i首府

15.6 |茶褐色土外底部は丁寧に詞益される 著 しい監滋痕

14.9 |淡黄白色弱粘恒士外底部糸切 り 重ね焼痕熔減痕な L

17α圭半-18C前半 16.0 |淡一昔色弱粘信組常十一 刻lは常世坐 二次焼成骨付にスリ t.iL
18C前半 11.7 6.91 2.6 1"，-苛向f叶占F曾続得十 灯lI!lnnt-して使用

18C前半 17.4 |黄白色弱粘賢絵密土利iは賛茶~茶褐色 二次焼成

古均戸後}悶 14C後三 10.3 |者白色弱粘伯オ 紬は淡緑色道11月休部外而に櫛撒告文
'1 |白灰似十 利iは淡緑色i貢日月

17C後半-18C初 4.8 |賞白色土と灰色止の総 り込み 鉄絵は黒茶色刷l

17Cl&'ド 5.7 染付は灰青色凶料による手術者の文織あ り

18C前半 8.41 3.2 4.5 1染'付 L;l明音色~n料にトろ手桃去の杭物立
18CiIIi半 4.1 | 挺付は日月~和 ~n料によろ手楠告の柿物Y J.江草1 こ崩れ十 「大l明年製 |
18Cu，j半 9.9 |染付は明音色白i料による手抗告による花文

18C前半 14.0 染付は薄背灰~n料による手姑告の簡時化杏れた雨降 句 文

18C 8.4 |染付は灰音色顔料によろの手捕告の宮様

18C前半~中葉頃 9.21 3.8 4.61内而は朱色淡緑色 紫色 外而l孟朱色顔料の総文口紅がめぐる

18C前半 15.4 6.61 8.2 明青色顔料に k る ~li物文 見込みに手描告五弁花 I庄:lIlは 「大明年製 l
17C後半 2.9 | 昔~1t lill!l青i!'.Þn料|こよ;;，蛤t
18C前半 6.6 |残存昔日に染付は見られtH、

18C前半 7.2 |染付は灰青色顔料による手撤去の梢物文

17C末-18C前半 7.6 |染付は灰青色節料による手術者の竹文

17C末-18C前半 12.7 4.21 3.8 |染付は灰青色M料による手鍋告の松護士

18C叶i.$ 12.5 7.61 3.1 |灰背色顔料の王手桃'"布fi物立 胃i入コ、ー ク印判五#花 「大i例年則

18C前半~中:!B. 14.3 6.31 3.7 1;唖ì~灰朗料 eレ茶灰色飼料の瀧径二土;;，梢物Y 外而は手摘さ'Yl晶

18C 12.1 3.81 2.5 |訟を 三回全 の線文露胎部は鉄発色

17C'I'主~末 |染付は藍色顔料にトる手術告の風景文ワ 休部内而はロケ口日残る

全長6.5

辛長4.9 |首都の腹部に川プレあ均

辛長5.2 吸い口部lz:軽いへコミあり

12.6.( 4.0 厚0.4

厚0.4 |鍔部よ り下位には煤が付〈

「円武通門 1 u¥武通瞥

辛長9.7 務0.5

辛*17.1 得0.7

12.1.(4.7xO.9 |表裏i町止もに外周部に漆痕あ 門

表 5 (3) 
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出一1-地 関版 if'_jI{i地 府J!I

関24-1 石内[卜円]

2 赤1111 硯転m.!J:石

3 ~ß ，竜 砥石

関おー1 平E

2 美換 飴~dl香炉

3 美濃 飴利i香炉

4 舶載磁器i 青磁錨~，fI1t官邸

5 !e前 |染付碗

6 !~前 |染付腕

7 目R首ii l茸E付奈

8 |煙管ワ

9 m 耐飾円合具。

10 五輪拡(Z1'給+風輪)

11 五輪路(')!斡H司蛤)

12 |第

13 |箸

14 |答

15 |第

16 l箸

水路2 t::<126-1 lかわらけ

2 lかわ・け

3 かh~ け

4 かわらけ

5 かわらけ

6 かわらけ

7 かわらけ

8 十自国 灯芯u

9 土製灯明m受l:tllll

10 錆口

II 十部:恒火鉢

12 十告A

I3 土鍋

I4 土鍋

関27-1 瀕戸美漉系 鉄紬描鉢

1 昔亀戸萎海系 鉄劫rt.鉢
3 すり常滑

4 ワ 鉄利i灯n.月]11叫 Itllll

5 美濃 御深井利i型打木瓜型nll

6 号車話器 創深井紬司'J打木瓜理'Jnn

7 害事漉 御深井利1嘗グライ

8 美濃 鈴 、 iiXmPI~香炉

9 等準 |鉄紬棒炉

10 尚戸 |英日?&居I

11 瀕戸美濃 |賛柏即

12 !E前 |京焼風可1

13 !EIJOj |京焼風船

14 Be@ |呉器手~J
15 !entr |呉器手倒

16 !~ i町 !京焼風研・

17 !F.前 |京焼風船

18 lBIili |定jJ~凪IDl
19 !E前 I.I/;IJ毛塗り儲

20 I巴前 elJ毛槍門部j

211 ~e前内野i1 |掛け介け磁i

22 間前内野tI |灰~dl蛇0) 同:Id，ハド]11

お !e前内野山 |灰紬蛇の目制!ハギ1111

241 !巴詰H 且ifJt 三g:，手皿l

お E巴前 rm主 二彩手1111

261 !F.自古 !.llm 彩手町l

27 !~ n;ï l月IJ毛目瓶

関25-1 !E前 染付研1

2 府1前 l染付桜j

3 !F.両首 絵付甜i

4 !E翫 染付椀"

5 』巴iiiI 染付E砧

6 肥前 染付~i

7 Jf!jlli 象付磁i

呂 1巴ntr 染付うがい事J

9 肥前 染付~J

10 !E前 染付~J

11 !~前 染付掛I

12 ，1'¥而I 染付~l

I3 目白日I 染付獄I

14 肝~n首 染付樹1

15 !r¥"首 染付f商社

16 !F前 設付属i

17 R円前 |色絵研1

造物観察表

五L'lt 口続|脱税 I ~，m 悩考

29.8 x 15.2 x 10.7 緑色凝灰岩

赤!出石 ~転JH <:.\!.lわれる

7.8x4.1 x 1.2 淡紅色直岩

陶器質っ1;1¥、 "而は純白川! 日l而は布団痕が残ど

'1 背白色粉'jIj般常十 利lは濃灰緑~世味灰緑色

'1 12.7 8.91 5.7 |背味白灰色弱粘'l1級精一| 紬はl時昔+和 0¥;'付にス止thL

明白灰色粘n士 制 lオ草鰻f白 選弁の彫りが深い

17C末-18C前半 10.3 |染付は淡n!li'i色筋料による手揃告の文段あ句

17αit半-18C初郎 4.5 |染付は灰官色刻料 こよ品輸文

18日目i 5.4 小片のため染付文織は見られれL、

全長2.3

i且存長8.0 J耳0.3

ヤ31.2 幅20.0 ltill立安山岩

~l~ _.~ 幅 15.1 |組位安 I1岩

|全長羽6 径0.5

全長20.6 符0.6 |下制31部に>>IJり痕，，，.6

|令長初3 待0.7 | 下>I，~;品部周辺に隣滋íiI残る
|辛岳19.2 待0.7

|逃イ1-1'.:18.0jfO.6 

"1'1If 7.21 4.8 1.61~;H\'I I ;I， 内省気身にすfちトがる

中11f 8.01 5.1 1.7 底部厚はJfl-いが、器壁は薄くゆっくり外反する

中世 7.91 5斗 1.4 

近 l吐ワ 8.21 3.7 1.6 器/.'6は{止め ~ii壁郡〈、 ゆっくり外反する

勾 8.21 6.0 1.4 

中世ト 9.21 i.l 1.7 口径値大きく 、¥1品目2は直立気味に立ち上がり側面観台形を

中世 9.71 8.1 1.9早す〆

4.8 0.9 外!庄ffBは糸日!灼 かわ'けJ目見け1111<:セ"ト '<-.11'.われZ

8.5 2.2 受け符4.9 外底部は糸切り かわらけ質

令長8.3 経8.0

29.8 肌10粉'i'i， 取りIt内而は捕方向。〉ナデ外而はご ガェキ

賞灰色粉pj土休部外而中位から器壁内面にかけては

繍方向のナデ訊}鑑、休部外i釘中位から下方は制調盤 し、ずれも

口級的部地、ら下方は煤が付く

18C代 30.2 淡'IIt白坐ー1 剥1は緑味茶色

18C代 31.8 淡弘、白'Ilo，;ji‘ポ‘ F十 利11え明茶坐

2.8 x 5.5 x 1.1 

5.21 3.1 l受け径7.1 防イ".jM'r紐帯十 制はつやのある茶色 i't付1日

17C末 14.4 5.91 3.3 |精白~肌色弱1占恒徽管ゴ 剥iは告長短灰色 軽い二次焼成

17C末 5.6 |背白~肌ib.l15¥*占的経常十 制11え泌緑灰f" 蜂い二次焼成

18C前半 3.9 |賞味灰白~灰白色弱粘質土 軸 I手L淡緑色不透明

白P IWi'白色粉匂級君津十 紬は背灰緑坦

‘P 7.6 |版向1".'"粘q雪組府十利iはl暗茶紺坐 骨付にスリ(([

啓空挺!VL 17Clt 4.1 |賞味白灰色弱粘質織密土 軸i立問茶色村!と昭~liit品色紬O)~皮施:!ØI
'1 6.0 卜佐白色粉行総稽ーl 紬は賛灰色だが一部二次焼成のため白濁

17C末 8.4 |白背f白粉管級手持! 紬は甜!I.主演l明 細世入多

17C末 10.0 白白s;t0'l1級栴ー| 一部鉄f告が残品 料Iti1ftEfII，i丹明釧下I入多

17(;1去半-18C前半 5.1 11前世灰色弱ll;'l'l微密土 利iは制I色透明 賞入銀ずむ

171汲半-18C前半 |灰白色弱粘'l1徹~， 紬は灰緑色 細首入

17C末 9.7 4ヲ 6.1|背白'10.粉管紐帯十 手姑告の文織は鉄粕 Jj~!liに除草IJ I中村合 1

17C末-18C相l 4.9 |世白色粉官級常十紬は甜{~ぷ IIIJ '1，[入 :月"~~fit

17C末 17.7 7.41 6.0 |黄 I'I~粉'11級\2土 文績は鉄絵手抗告111水 j民裂に除草u，新」

18Cjj;j半 且.9 |す判色堅級オ 白濁利!に kるsIJ毛金円後無色透明利l施利1

18CiIii半 10.0 |時灰色堅績十 白濁利1にリ.I!IJ毛検円後 初色i茸日月利!施利i

'1 |泌締灰10紐府十 利iは内外而!-;こ斜線利i二倍節制i

17αx.=1乏-18C前半 5.8 峨灰白色績¥2土重い利Il立掛け:7I'ljt，L(不透明な灰粕(/).lt-

17(;1去半-18C前半 18.3 5.61 5.8 |淡茶色級草野ゴ 利!は掛け分けなくやや草色 ~~íぴる不透明で:灰利

18C 10.6 |赤槌色感続十 利11 ;1， 内而は白濁利I + ~n.月外而1;1，小青色
17α圭半-18じ前半 39.8 !泌茶10駆組十 利11;l:内而l孟白濁利1+i8'明 外而は斜線利I+W色利1

18C 38.9 l暗茶梢色堅撤土制!は内而は白濁利1(刷毛回状) +透明 外iJ可は透IIIJ

18C1t 淡符色徽平押イ"_ ~rHmは鉄料、下方は白濁利iに よる，ii:IJ毛日 + :~世[茶色利i

1640-1660年代 10.1 染付は灰"fi'色問料によ昌平備会の一市網目文

1650-1670年代 4.7 也，<-オH 応刊 O.fJj料こ土品三手術訟の惇 4主立ワ

1660-1670年代 5.3 染付は灰音色』且料による甜1主玉D躍は

17C後半 染付は階w色顔料による文槌 n線下は彫りによ主連jf-

17C末.....18C@半 10.2 染付は1I111'j色顔料による手揃訟の桁樹文つ 拍L、二次焼成

17CW・司i 9.4 量出付l;.!ll，月官 ~e)j料こよる手掛 t去の.jj古物立

17C末-18C前半 10.5 4.1 6.2 染付は灰l~j色偲i料にト〆斡文のみ

17C末-18C前半 14.5 残存部に染付は見られ犬、い 見込みは利iノ、ギの可能性あ 門

18CíÎÍÎ ~梓 8.8 染付はiザJi'l色節料によ Z)手術去の11m文

18C前半 8.8 !(jJ付1;(灰苛fリ百料によ品手術告の簡略化告れた抑制文

18CiiIJ斗生 9.4 集中十はコ‘ ー ， ~ 印平IJ こ土品曜日E立

18CiiIi斗三 9.6 自己{寸はコ、ー，ク印刷|こ土品聖i務官治、

18C自Ii主幹 3.7 砕什は!明ì!r1bJ~.Jj料こよる松

18CiIIi=t乏 4.6 事~I，十は FJiì'(10.ft1i料こ止品目1 除灼 Y1，、

18C中部前後 4.1 |染付は藍色CJl料による手鍋きの他物文

18C後半 10.3 4.2 5.2 |染付は灰背色顔料による手捕者の紡樹文

18(;1企半町i 8.0 3.0 4.1 |内而に朱おとひ黒色節料の文織あ町

表 5 (4) 
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18 !~.n" 染付斎

19 !m百 染付盃

20 !E翫 染付盃

21 !Eii<i 染付干ば猪口

22 !Eii可 染付仏飯器

23 』巴古甘 染付皿

24 !f，前 染付皿l

25 fl.E翫 染付皿l

26 !E翫 色絵皿

27 !f，市 染付着

図29-1 煙管雁首

2 煙管吸い口

3 煙管吸い口

4 幌管吸い口

5 煙管吸い口

6 室主

7 H 

8 釘

9 釘

10 卜聖子 砥石

11 硯

関30-1 語辞器杭

2 漆器杭

3 漆器杭

4 総m;栢1

5 主主2品約

6 -Il'J 
7 l答

8 答

9 雪巨

10 l第

11 第

12 1il1i物登板転用主な板

13 11111物鹿桓

14 |向指

15 !円根

16 |用途不明

17 連指下駄

18 経字

19 持t門真ワ

20 |用途不明

21 |刀平の制 "

ノk路 4 関31-1 |かhGP

2 |かわらけ

3 |用途不明

4 li'i荏孤ii:l，系こね鉢

5 'iil'丹:1 こね鉢

6 すり常滑

7 瀬戸美濃系 鉄紬揺鉢

8 萎漉 飴利l筒型香炉

9 等協
ム、. リ呑伊

10 瀬P美濃 l灰剥l皿l

II !EtJf 京焼風碗

12 1目前 染付E取っ

13 Ja前 染付磁

14 !EtJf 染付そば猪口

15 舶載磁君主 染付腕

16 煙管雁首

17 包丁

18 銅製飾め合昆

19 結り具つ

20 幽物遊仮

7.1<協 5 民132-1 iJi:¥!':i1il .!坦
z 湖戸内 土器椀

3 l車F瓦

4 :丸瓦

5 l平瓦

6 す句常滑

7 すり常滑

8 す円常f，'1

9 寸一向こね鉢

!o ij'_fJ首滑

11 すり常滑

12 す円 1i1'昨}

13 す円常滑

14 す灼常滑

15 l:<t.fJJ首滑

遺物観察表

年代 口径 底径 器商 備岩

17C後半 7.21 2.8 4.1 染付は灰青色顔料による斡文のZ

17C後半 6.61 3.2 4.7 染付は灰背色顔料によろ手備会の支線

18C 6.6 j背tt1J主主主問責包顔狙Jこよ五手備会の官縫

17C末-18C江半 4.0 染付は明青色顔料による輪文のみ

17C後半-18C初 8.41 4.9 5.6 染付はl死l'l色顔料による手摘きの植物文

17C後半 IL3 染、 ι町子色顔料による手錨告の文犠あり

18C 12，7 ;:g付は灰青緑色顔料による手揃去の文様あ句

18C後半 13，9 染付WiJi苦缶阻まよこ土品手楠去の柑[物立

17C末-18C中葉 12.3 口縁部内而に黒色顔料がわずかに残ど

1690-18CM半 12，5 3，6 染付は1111青色顔料によZ手描声の柄物文

全長5.6 首部の腹部にい/-;1l'品目

全長5，8 吸い口末端にツブレあり

今長5，8 中央部にツブレあり 吸い口末端断面は丸い

辛吾5，5 吸い口末端断面は丸い

全長7，3 吸い口に近い所にツプレあ門 末端断而は丸みを帯びど

「育J来通曹 1 (古)

「寛本通智 1 (古〕

|退存長6.8 径0.4

|泣存長3.4 符0，3

7，9x 3，0 x 2.4 緑色凝灰岩侍用中に破十目 I十七の手 ミでi故調絡している

10.4 x 7.5 x2，1 淡黄色頁岩泥質でかなり軟質砥石用材かもしれない

11.8 6，0 器壁内外而共に赤色漆、仁l縁tft部は黒色楼が己主られる

10，8 君王 レ漆外商は黒色漆

5.4 **".1);舎内外而および外底部は赤色主主、?-e6台骨付は黒色楼

11.0 6，0 7，0 器壁内i町は赤色主主 外而は黒色捺

7，6 器壁内外而は赤色漆高台~内底は黒色捺底裂は赤色漆で 「長元J

11.7 9，0 2，0 漆は塗布されず、木地の成形痕外庇而に爪痕残る 未製品か

|令長21.0 待0，6 先端部は削旬な[ 折れれ[

1 "'-Fr-19.9篠0.5 先端部W)lj内町しよIIhAう白

|逃存長14，1径0.5 先端部は削句なし 折れあ句

|近存岳12.7得0.6 't:ニ掛昔日は削内 tll 折れあ片

|逃1'i'長8.6 径0.5弘治部は削りなし 針れ不明

|有孔 蓋板本まな板に転用した後 全面に黒色漆手塗布して再転Jll

17，7x4.7xI.4 1111，孔 表裏而共に刃物痕が残Z 転用立な桓かワ

10.4x5.4XO，7 必11
9，6x 9.4 x 1.4 l総孔木地は硬い

8.5 x 2.5 x 0，7 今而1こ黒色楼が桧布告れていた什思われZ

22，1 x 8，7 x L3 

|逃存長15，2符1.2 I~m竹 先立品部は軒町 Itllがっている

12.3ベ2.1x 1.2 l中央部l立政蹴痕

15，8 X 1.2 x 0，8 l下，u品部にわずかに切れ込みが入品

23，3 x 3，0メ0，8

中世 7.31 5.2 1.71悠郎外而に援を持たず、器壁はやや外反気味に立ち上がる

中世 8.41 6.1 1.51休部外而に稜本持たず、怨壁はゆっくり開舎ながら立ち ιがる

15，8 

31.6 

赤羽 ・中野8耳'1式 23，1 

5，7x7.lx1.5 

18Cf-t 35.3 
.， 
ワ

.， 13.4 9，11 3，2 

17C後半-18C布] 12，6 

17C中了'ii-...末 3，1 

17じ末-18C前半 10.0 

17C末-18C前半 8，7 

l児-*(1590-1630) 11.9 

令長5，8

8.3x4.1 xO.2 

0，9 x 7，6 x 0， 1 

2I.1x4.4x2，2 

30，OxI2.4xI.9 
.， 17.5 

3.8 

6，6X9，Ox1.3 

4.4x5.1 x 1.4 

4.3x4，8x 1.5 

3，9 x 9，8 x l.l 

7，2 x 6.3 x l.l 

2，6 x 3.5 x l.l 

3，2x3.1 xO.8 

3，9x6.8x 1.5 

5，9x6.5メl.l

6.3 x4，8x 1.4 

表 5 (5) 
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l黄灰色瓦質ゴ 内而は黒色 外I日下位は横方向のナデ調型車

白色およIf黒色微粒手僚かに混じオる灰色弱粘皆十

灰白骨イ 休部位置中1¥'1:均1ら下方はlliilJiによヌナデilIil整

淡背白色粉管気味十 紬は淡茶~茶褐i"
l昔向fo，粉管紐帯十 利iは二次焼成こより白濁-1I]j茶色

l黄白 民tHB，~ 利!は黄土色

黄味白色粉皆士 利iは薄1It-苦味灰緑色 111ね焼痕

白昔色耳~*占盾卜 利iは1IIf色選IIfl 廿入

盤主tl;l.~足音色顔料による輪文がわずかに残る

染付は淡明青色顔料による手描告の杭物文

染付は明背色顔料による手鍋去の三 、、占立

染付は淡灰青色顔料による手描きの植物文

腹部中央にツブレあ門

糸巻かワ

有孔

l赤褐色紙密士 掠表は黒灰色 目録音~c'で ~J{部に櫛踊吾被文が出ヌ

石英ノト石~村手混じスた白i".十 胎f、は灰¥¥，世! 焼成良好

l知l骨:t手IW，I;，，;<，JiJ(黒fo寸 /[11111而f-l、こmiifi-)-デに土Z調特

』古土は白~灰黒色士 山商は朝日白川J;主 凹面は糸切同市政Z

胎一iは主111砂を混じえる灰黒色~灰色土

h茶碗窯系こね鉢転用



H:l士地 図版 生産地 局EU

16 |寸円 1e;1iI

17 |す灼1.tlrt

18 l寸灼 1lt滑

19 常1ft 壷

20 li':1iI 提

21 1;~fff 守望

22 j凶t 3哩
23 常滑 こね鉢

24 常滑 こね鉢

25 常滑 こね鉢

26 ?古丹I'! illior兜

関33-1 世司戸号陸揚系 鉄利I r.~鉢

2 掲戸奨i層系 絵利1m鉢

3 潜戸美濃系 鉄紬揺鉢

4 備前" 長E鉢

5 瀬戸号車話器系 鉄刺It.r.鉢

6 ワ 指鉢

7 " 抑鉢

8 " 計1;鉢

関34-1 ilil戸奨漉系 鉄刷出1:鉢

Z {音楽系 抗E鉢

3 {音楽系 知;鉢

関35-1 志戸呂 結晶h灯明1111哩 1-;1111

2 等量畢 飴利;録制1小]11

3 美濃 灰1事lワ小品?

4 美濃 灰利1'1筒型香炉

5 掬戸 |灰利i平椀 白P

6 苦E戸 |長:石利Inll

7 額戸 |灰粕織部流し菊花即

8 湖戸美濃 |長石利1.1111

9 瀬戸薬糟 |長石刻11m

10 甑E三 |鉄車h片口鉢

11 " |鉄利l苛r

121 !F.前内野Ll |掛け升け樹I

131 !巴前内野山 |掛け分けm

141 !~前内野 1 1 1掛け分け蛇の目~ハギ即
151 J.E前内野1I l灰利1蛇の日制1ハ'f'.ml

161 ~E前内野I I! |掛け分けm

171肥前内野111? |灰紬蛇の目利v、ギ即

18 IE自首ワ 蛇の自制iハギ1111

191 !~ ji肯P.im 豆島手1111

201 Ir'.前日n主 _.彩手1111

211 Ë~日町 mtl.t _;彩手間l

22 舶載磁器 ¥'j磁鋭巡弁文例

23 舶絞磁器 li'f磁見込み恥hハギ硝

24 舶載磁君主 ヂ磁樹I

25 国産磁器 l~Ìt:並灰蕗 L

関36・1 n~ iìtr |染付硝

2 n[U.iiiT |染付掛i

3 !1!ii1 |染付硝

4 』巴前 |染付孤i

5 肥前 自足付碗

6 肥前 I ~足付属l

7 11!iitr 1，住付00
8 !EiiOJ 染付碗

9 E巴前 染付，，'

10 !Eii'I 染付碗

11 1巴ii首 染付碗

12 E巴五百 染付属i

13 酔~j布 百E付尉I

14 _!Eiii 染付掛l

15 !~前 染付1111

16 !~.前 盟主付蛇の目勅ハギ1111

17 !E前 染付皿l

18 t主

19 飼釘(鋲・!)

20 釘

21 幽物登仮

22 石鍋

23 保l出 同形硯

24 赤!日i @. 

25 赤l出 硯石

26 上野 ，IJ;石

27 卜野 ，It石

28 五輪熔(牢 ・坦L蛤)

1*儲 6 関37-1 ';;.;7ft 略

2 銅?~出 J亨

遺物観察表

年代 口径成待|器高 備岩

6.7x7.0x 1.3 

8.8 x 8.7 x 1.1 
8.0x6.4x2.1 とね鉢転用

? |口縁部は横方向のナデ 体育E外而上位虫、ら下方は街頭によるナデ調型車

赤羽 ・中野 6型式 |白色小石移混じえる探色一l

赤羽 田中野 61別式 |灰黒色ごr_iliii&IHA1-Il 線作土門下弁は捕方耐のナデ調帯

赤羽 中野 9~9式 |白色小石杢混じえる灰色土器表はツヤのある赤褐色

|赤羽 ・中野 6喜明ワ 黒色級密士 休郊外而ヒ位から下方は指unによるナデ上げ

14.8 |外而下位はヘラナデ Hず中位は指iifi仰l干 円而は磨滋すろ

14.4 l外而下位はヘラナデ卜げ中位は指iiIijljl序 内而li際滋す且

12.8 石英小石手多く混じえるl列笹色土外底部は砂底 内底はロク口目

18C代 32.8 淡昔白色十 品け臨:/i;.ib

18Ctt 30.0 泌昔向宇aポ、，ポ、r十 車由は茶f空

18C代ワ 37.5 探色微粒宇多く混じえる淡燈茶色 粕は暗茶色

30.3 白色石-t~宇少量混じス品茶色粘'l1十

15.2 主張w向和 利lは茶色で叶ヤr、外股而は糸切町 内而箆滋

11.0 灰色粘質土 外底部は砂底 内而は著しい庖減痕

10.6 l色微粒宇多〈混じ"品期i灰色十 外皮而は砂成 内而は著しい廃滅

15.2 白色微粒移怖かに混 じえる灰柑f空十 内而は若 l 、陪減痕

18Cイセ 33.4 12.6 12.6 設費白色 刷1 1;.t~荘拙 ..... m若年"， 外Jif而糸切均 内而l主主・lし、臨滅市

15.0 白色小石宇多く混じえる淡茶色粘質土外底而は砂底 内面は踏滋痕

15.8 白色小石亭混じえる淡茶色粘質士 外底而は砂底 内I在而ほ陪iliI市

8.21 3.7 1.21'<7け符5.2 をけ11.2.0 配写本，b掛時+ 利iは陪茶色

18C 10.0 6.21 1.9 

18C 

q 10.7 

15C前半 4.6 

17C前半 8.4 

17C後半 13.1 7.31 2.9 

17C代; 6.4 
q 6.5 

17C後毛 14.3 13.8 9.1 

ワ 27.4 

17α*半-18C前半 8.8 

17C末-18C前半 10.9 

17C末-18C前半 12.7 4.8 3.9 

17C末-18C前半 16.8 5.6 4.5 

17q圭半-18C前主 19.6 

ワ 6.5 

17α圭半-18C前半 5.0 

17α*半-18C前半 27.6 11.6 8.6 

17C末-18C中華 12.0 

17C径半-18じ相 32.8 14.0 11.2 

13.9 

明代 5.2 

日月代; 3.4 

17C末-18C前半 5.8 

18C前半 7.8 

18C前半 9.5 

18C市半 9.0 

18C市半 10.3 4.2 6.0 

18Ciiii半 3.6 

18C前半 4.0 

18C中華 Ii{圭 8.9 

18C中葉市後 4.0 

18C中葉頃 9.5 

18C中葉頃 3.8 

18C中葉頃 10.7 4.0 5.3 

18C中弦~後半 9.4 

18C末 -19C相 9.8 

18CtTI 3.8 

1670-18C相関 11.8 5.9 2.9 

17C後半 13.1 4.8 3.6 

18C 11.6 

令長3.8 待0.6

辛岳10.6務0.5

17.4x5.2x 1.2 

31.8 

8.6x5.2x1.5 

6.6x3.5 x 1.5 

8.1 x6.1 x5.8 

10.6 x 3.5 x 2.9 

14.1ペ2.5x 2.8 
|毘30.1 幅 18.2

赤羽中野6型式

2.5 x 2.7 x 0.3 

表 5 (6) 
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背白色弱粘F白総司?十 利}は世十~茶裕和 内鹿部うのふ利iかかる

黄味灰白色枯質地位土 利11孟扇部よ包上位l討 のよ、車曲、下位は灰草m

黄白色弱I占q雪組密土利1は換灰緑色 二次焼成

淡苛白色粉白級~イー 利は二次焼成移管け白濁~淡緑坐

11{白色紛'i'I土 利は1昔味前向~草IJJifb 外庇認の利iははいlI'I均

賛味白色粉白'ーI~ 利1は賞味淡緑色 口縁付近に銅緑紬かかる

灰白~陪灰色十 州は乳白坐 外股[市の利1は俄い取町

IlXfb寸 刺Ili割白fb 外鹿部の利1の拭い取均 l立行たわれr、

|灰白色弱11;質後密土 利1;1院事.，白 書皇l、高台&戸去付 〈

|灰白色弱粘官級吉野士 利lはツヤのある暗茶~明茶色

|灰白色級制 掛け 肉 而 剛B 外而銅線利!の二度施勅 掛け分けが逆

|淡茶色弱粘11徴a土 利11;t内而l;t灰剥1、外而l淡茶-g.)出

|淡灰白色土 利は内 ー ー度施柏、外而は不透明な灰粕

|淡茶色績常十一 利11え掛け升け総〈内外而共に不澄明な灰勅

|淡茶色敬密土 利lえ内而1;1.銅線利!の~1{f_輪対 l百ι 半i克明阪勅

|灰白色敬替えー 利iは内外而止もに不透明な灰紬

|待色級滑十 利1はオ リープ色だが一部二次焼成のため白濁 哲人

1茶褐色粘屑堅級十 利iは白濁利10).1:1こ透明車ih ;;百l;t茶色気味i長日月利1

I ~;>;;:相官z 思錨ー 探J.l?内而lえ被状主 内股而に砂目痕残る

|赤褐色竪鐙土利11え茶ill，JdI 白濁利一部銅縁結砂日愈5筒所

明白灰色弱粘'i'i::i 利!は淡オリープ色 破lli断而に漆による補修痕

日月灰白色弱粘恒十 利iは浴車緑色 見込みに1
'
1
'
印による植物文

l明 向灰ill，SîSi * ~î恒十利!は1ii緑f白 釧11入

|薄灰白色粘質鍬密土別11え灰緑f白

|染付1;;:明青色飼料によるコ・=--1，1，;印牢11の主草花文

|染付lえ鳶色顔料による手鍋告の杭物文句

|染付民i羽-o!ifb凶料iこよろ手鍋去の刷物文

|染付l三明i!I色顔料による手掛告の植物文

|染付1;;:淡灰青色顔料による手掛舎の文織

| 染付I~明青色節料によ Z コ・ー，ゥ 印刷lの杭物文 民裏に「大明年製 |

|佐刷 工1l.'ifb隊、こよる手1/，¥舎の簡略化戸れた梅樹文

|藍色顔料による手錨舎の文織 j正;斑に崩れた「大明年製 l

|染付は淡11月青色顔料に kる手術告の梢物文

l染付I~明背色顔料による輪文のみ残る

|染付は灰青色顔料による手術告の椛樹文 底裂に「大日月年製 |

染付は灰腎"'.M料による手術者の稿樹文

11佐，.tは1111背和郎料によ品手桃告の布li物支

l染付1;!，IIfl廿和朗料にとろ'f~術会 O) 'fI:織

留E付i当日IJll・i-1'i白商料こよ品手備会0).1:.1文 破初断而lこ漆の補修市あ内

世"汁Hr;t;寄与品開制こ土品手摘さの1:官官織

染付は灰青色顔料こよる手鍋きの文儲

「永楽通菅 !

有ft， 表裏商共に一部主症が付く

. u ーサラ状沈総多い 削句複はほ止んJ子無い

。世相徒に再加工手しかけて途中散穫したhのλ恩われる

I産官61首相後こ再認]脅して使用

1m工痕、 聖書り痕などは見らむない

緑色凝灰岩 t側而1;1簡単γノミ却型曹、 τ利iI而i 員後ノミで再調鐙

緑色凝灰岩砥而以外は被絞状の J ~ fu残Z

相粒安11紫

白色微石手混じえる m灰I".t占暫寸 総菜li赤裕和

弟而lえ平滑 用捻不明



出土地 図版 "j，>(;帥 極A
3 |鉄釜

4 

水路 1-6 l限138-1 |かわらけ

2 |かわらけ

3 |かわらけ

4 |瓦暫'k鉢

5 {音楽系 1m:鉢

6 瀬戸奨漉系 |鉄勅椛鉢

7 志戸口 節制l灯明.sfi卜JII1

且 首唱声立さ瀧 11高対瓶掛ワ

9 ワ I~~I壷
10 肥前.f，)i_ill 三島手m

11 肥前 |京焼風ワm

12 n~íitr ~~付碗

13 nfll， iì~ |挺付時I

14 』巴百i 1染付腕

15 』目前 l染付うが、碗

16 nr'.自Ii |曽J付属i

17 !~ û; 染付高l

18 目巴前 |染付腕

19 nr!iiii |染付制 。

20 nr~市 |絵付属i

21 』巴uiT |染付碗

22 E巴前 |染付抗

23 !r!而f |染付甜i

24 !f!fitr I~在位l>'~
25 肥前 |染付碗

26 』円高Ii |染付斎

27 肥前 |色絵1111

28 』巴持Ii |染付蓋

29 |棋

水路北地業庖 灰139-1 1-1師器部

2 |かわーけ

3 liJ'わらけ

4 |かわらけ

5 |十製不明ロ

6 1+)組不明ロ

7 1-1魁不明白

8 !土製不明品

9 |十鋒

10 |宣明北室主

11 |瓦匂火鉢

12 |丸瓦

13 |役瓦ワ

14 |軒平瓦

15 |段瓦

院140・1 ~lP!{器 1不

2 11茶倒~，系こね鉢

3 同首押I 11茶碗

4 常汗I 高o，~哩

5 li¥'rH |縄

6 常1ft |樫

7 .， |柑

8 111前系 |抱鉢

9 111IJIi系 |指鉢

10 備前系 Ir.r.鉢

11 1~li拍系 Ir.r.鉢

関41-1 111前系 |指鉢

Z 尚戸美濃系 |鉄軸撚鉢

3 備ii甘系 ワ 1m鉢

41 111前系ワ |描鉢

5 備前系 1m:鉢

6 備前系 |指鉢

7 .， |鉄紬指鉢

81 i音楽系ワ Ir.cu 
9 瀬戸美濃系? |鉄劫指鉢

10 瀬戸奨揚系 I .:u~，梢鉢

11 瀕戸号車協系 1鉄利!術鉢

院142-1 | 寸均 111; f.1~

z |すり常r.:t

3 |す η常1ft

4 とすり常m

5 |すり常滑

6 |すり 勺付t

7 |す η常滑

且 |寸内常滑

9 |すり常滑

造物観察表

主 ft 旦益 民盗 益1Ii 組主

24.6 

「示楽通管 |

中世 8.21 6.0 1.4 休部外面lこ3郎 、稜を持たず、iIii壁はゆっくり 捌きながら

中世 7.81 6.0 1.4 立ち上がる

中世 9.21 6.8 1.61底部厚に比べ器慢が薄い器壁はゆ くり外反Lながら聞く

21.4 |淡背色粉管十 Bfi芯は誠色 内外而共に横方向のナヂ調整

15.8 恒三盤底盆彊11必 土.l1底盗且盆JIf_ 内而』主主;;:1.い虚滋宿

18C代ワ 32.3 |淡賛白色士柏はツヤの無い茶色極く薄く施私される

11.4 4.41 2.0 拭 t イ'1.砧由 利1は茶色煤付泊

" 28.3 |淡背味白灰色粉信組棺十 品 淡緑色の灰紬t-背茶色の鉄紬

.， 17.4 塑益益盆盤笠土 Ji[，Lえ口綾部付t斤iえ明茶fb. τ柿L;t黒褐i'l

17C後半三18C前半 28.8 |赤鈍色竪飽土 J魁必虹E五色 向濁紬~刷毛告書 的
.， 1J¥i白色紛11徹密士 車耐え抱11-白盗塑 五日宜}:"

1660-1690年代 11.0 4.41 5.5 |染付はIYll'I-色顔料による手抗告の桐業文

17C後半-1里豆担 6.0 |染付は詰曜日月官，fi".閲料こよる手鍋長の布ti物文

17C末-18CIJIFI' 10.8 |絵付 1;1:灰í~H冶削料1=.U;手備会の柿物官

17C末-18C前半 13.6 |染付は}長官色問料にヒる手鍋きの昆虫文ワ

18C箇差"ii 9.9 I染般付的は1!1Fmlitp他i"館凶料料にによよるλ手手拙揃告支のの納厨物而tト柿.，物船文のiJ組断み而合に訟わ廿の補修癌

18C前半 4.4 

18C中葉前後 3.7 |染付は藍色顔料による三同月きの室。輪玄と値物文の組金金色士主

18 C中古~-.，後半 4.1 |染付は灰青色鉛料こ kる純文

18C益三長 9.51 4.0 5.2 医立i!!館 、司山 k営の給宮崎樹立広蓋民組ι左 [告五付盟の主「製川よ橋ー|カ

明治以降 8.21 3.2 4.8 lyl1'I-色顔料のìr:E~由t井読ま~i'lCJj料の地れす旦4込金よ盆企Q2_

明治以降 8.21 3.3 4.6 明i'j色顔料一株f白節料こよる銅版転

明治以降 8.01 3.4 4.8 日月'Cr色顔料.Jt.1h簡単こよる銅版転 皮裏は 「白泉 1

1780-1810益企 3.2 |染付は説明背色鉛科による線挑告文.11.込金i韮必11た 「現 l

18C前半 3.1 |染付は明背色顔料による蛤文

17C末-18C前半 6.5 1苦!H!:警部、 残存部に染付は見 hれ:tJ..l、

盟益且E量 7.2 |桜i'l~耳料介者緑偲i科による手撤去の柿物立 民Z飢え朱で白佐告

明治以降 7.8 2.5 O)l苛i".問料に上λ絵Yt-向位者(/):/巨立

|逃存 11.1t'W.8 |表菓而(-もに木材痕が残る

古地前期 |酒部外而上位Iiハケ調整後 軽いへラミガキが行なわれる

史盆 7.11 4.4 1.9 休部外而に1郎、稜を持たず、器壁は聞きながら立ち上がる

」聖堂 7.61 5.1 1.5 

.， 8.91 5.9 1.71口径値大きめ 盤壁は堕 1く也開きな直〈ら立ち上が長

4.6 

6.9 

24.5 

li畳存 ヨ5.2 待1.9

.， 10.4 

14.5 

赤羽 ・中野5型式
白P

赤羽中野 6!I'J式

赤羽 :...T.笠旦型主主

38.9 

31.7 

33.6 

38.6 

37.2 

18Cft 32.8 

15.6 

15.9 

16.0 

14.8 

10.8 

19.0 

11.4 

13.6 

13.6 

5.2x5.4 x 1.2 

5.6x6.6x 1.3 

7.4x7.2x 1.8 

5.5 x 7.3 x 1.0 

5.3x7.1 x 1.4 

5.7x8.0xO.9 

6.6x5.4x 1.4 

5.2x 5.3 x 1.2 

5.6x 11.4xO.8 

表 5 (7) 
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|かわらけ慣の胎士 内而に借り鉢状の条線あり

|背灰色粉白十 休部外而は地労耐のナヂ底部中安の姉成市の穿孔

|賞灰色初質土....11m里壬と且主胎土企:_1 眉認に焼成前の穿子1

|期 白色砂を多く混じえる橿色士 団子状の脚は4脚かワ

君主母 白色微tl'l 赤褐色i1Et在宅与事〈混じえる栂色十

Ll主紅白血:til質土 J生血盆直弘堅いi互主内而は指図抑汗介ナデ調報

|白色士 休部外而はミガキ 内而は横方向のナデ調整

|知l砂手混じえる灰黒色十 日而はヘラナデ 凹而はヘラ切句痕残る

L!m盆全温1.L払底星島土 "函並立圭日血I孟ヘニ翻特痕のこる

|制砂 白色位杢混じえる灰黒色土 瓦当部に唐草文

I*III~Þ手混じえる灰黒色 1・

|白色I立を混じえる灰色土虫~皇亙
!灰色土 日台貼り付け後の調整は丁車 内商摩減

|灰白色級君子士 内而こ摩滋痕は見られγ 、

|石英小石-:tJ:l砂手混じニる黒色プtiIii!&Ij;;、左足品

時;引日付同〈混じえた灰白色4 A 丞且益金 口録音E内函に降灰

!石矧日砂手混 1;止さ，陪灰1"，+益丞且亙墨金ι

(血色担企ァ小石‘墨 盆盆全盛J.L.;i__QJjI(笠出 血土器惑は赤茶和

i白色細石手混じえる、百

|白色細石手混じえる茶補色粘質土 -ー

l白，"，徴J 宇、こ混じえる赤褐色粘瞥十 1!!!.議5立暗赤褐色

|向和制骨格率引毘1;元旦茶褐1h粘管 室麦I基盤罫鎧 i!;

|白色細石亭混じえる赤縄色粘白土

|沼入物の多並走血血.::t......1i!J.盛 主主

|向仏徴村手名<i宜1;オ:6茶叫i".十 血 血並蓋.L.I.'産量

|白色徹亙を多く混じえる淡控色土 内而は著しい磨滋砂底

||白向色f白微細粒石私私混混じじええるλ茶赤褐裕色宇'.粘粘脅管十ート 外外股鹿揺而ははT調轄E互に内調而報は著磨滅しいな磨し滅

|白色微1立杢混じえる培赤褐色粘'i'I土利は暗茶色 内而磨滋

|混入物の司匹 、淡茶色粘情イ 抱百i 士ι外H和Ez臨外廃而糸股滅癌而切な糸内町し内内而院内滋而正当滅
|浪人物σ釜じ盗主白血LJ車且益鎧盆ι

盤盆盆全血_l;_，;iム盗堂島企土』岨 監益i!;___i1底直丞盟旦

峰笠虫色土皇陛監益i!;___i1虚血盆盟丘..B.lillJ.主産量



出土地 図版 生産地 続~II

10 |す門常滑

11 |寸内常情

12 |すり常滑

13 |す的常滑

14 |す内常滑

15 |すり常滑

16 |す門常滑

17 志戸呂 節制1灯明皿l受け.1111

18 志戸呂 錆鮎灯明肌受け1111

19 志戸呂 錆草rIr灯明即受けnn

20 志戸呂 錆紬灯明皿受け皿l

21 志戸呂 錆粕灯日月nn~.nn 

22 志戸呂 錆粕灯明血上m
23 怠戸呂? 錆軸灯明mト日l

24 志戸呂。 錆粕灯明nnl:1Ill 

25 志豆畠ワ 錆柏灯明皿上皿

26 志戸呂 鉄利i縁利111、1111

27 奨漉 鉄粕灯明1111~. IIII 

関43.1 事与瀧 掛け升け廿ん 1;茶碗

2 義鴻 掛け件け けん 1;茶碗

3 義鴻 fJ(J，，"ll揃

4 美濃 |飴紬筒型香炉

5 美濃 |宣告紬筒型香炉

6 善措邑 |飴紬ワ 香炉

7 美濃 |賞軸結節流し筒型香炉

8 美濃 |灰利香炉')

9 主宰揚 |湘11';1!ト副間体描.1~.V呑伊

10 美濃 |灰粕?水注

11 萎海? |鉄勅小部

12 議潟 1，車軸宮本

13 美濃 !飴利i鉢

14 号車檎 |飴紬鉢

15 'f.!棺 |日E利1鉢

16 三産主量 l賞紬鉢

17 美濃 hnlMtll1l 
18 契濃 |灰粕縁軸小皿l

19 築費畢 |灰紬小m
20 号車操 飴紬縁勅小nll

21 差浪，) |灰紬績はげnll

22 契浪 |灰私自P笠原鉢')

23 奨i1i! |賛瀕戸系線部流L大平鉢

24 誕檎 盟主由ワ笠原鉢

25 瀬戸美濃 灰利1・3鉢

関叫ーl 澱戸 天目茶碗

2 瀬戸 灰利減1

3 濁戸 fiX利平届i

4 瀕戸 l援錆茶碗

5 瀬戸 灰紬nn

6 掲芦 灰紬皿

7 瀕戸 灰勅折縁鉢

8 編戸 灰紬鉢

9 甑戸 姉軸壷')

10 肥前内野山 掛け分け蛇の日制iハギ1Ill

11 肥前内野11 説け分け蛇の日制1ハギ1111

121 !F，前内野I1 掛け介け蛇の目紬ハギ1111

131 ，F.i町内野11 掛け分け蛇0)同州ハ'i".1I1I

141 s1!前向旦ljll 掛け分けm
15 肥IJ' 内野ILJ 掛け分け蛇の日制ハギ"nll

16 肥ぃ 内野11 銅緑利i蛇の目別1ハギ1111

17 肥前府i1tワ .l!11毛日立lil'J

18 !F， 前 給:iE刷毛日文1111ιp

19 sI!!前 刷毛目瓶

20 !I!!翫 京焼風ワ碗

211 !1!jjof J野揖E 三鳥手m
221 !円前際法 豆島手血

231 !I!!前唐津 二彩手m
241 !E前且U1t 二彩手m
25 機内府母E

関45.1 納純磁総 苛磁錨r.u4r-立研l

2 閏跨磁器 一磁火入れリ

3 !1!otr 白磁碗

4 肥前 白磁E由

5 』巴前 染付弓がし、腕

6 !E前 染付獄i

7 肥前 染付概i

8 !Ei計l 染付碗

9 肥前 提付&:t

造物観察表

年代 口絡 |股待|認高

6.7xI0.5XI.6 

5.5x7.7XI.0 

5.1 x5.7 x 1.2 

5.7 x 3.8 x 1.0 

3.5 x 3.9 x 1.1 

3.4 x6.0 x 1.0 

4.8x6.5 x 1.2 

10.2 5.41 1.4 

11.6 6.01 2.0 

11.1 5.51 1.9 

10.2 4.61 1.9 

11.0 5.01 2.0 

10.9 4.61 2.2 

9.51 4.8 1.6 

10.2 5.61 1.7 

7.61 4.3 1.6 

10.9 4.41 2.2 

10.5 4.81 2.0 

') 9.51 4.0 4.9 
，) 4.0 

18C前半 11.3 5.01 7.5 

') 10.4 7.81 6.4 

') 

白， 11.8 

‘》 12.2 

18C 9.0 

18C 7.3 

18C 6.1 

ワ

18C前半

18C前半 15.9 

18C前半 18.0 

18C前半 13.2 

18C前半 20.0 11.6 8.6 

18C自半 11.9 5.91 2.8 

18C 10.5 5.0 1.8 

18C 10.7 

18C 11.0 6.0 2.3 

18C 7.0 

17C後半-18C前 14.9 

18C制的 27.7 10.5 8.5 

18C 31.3 
') 20.4 

中世

14Cft 5.6 

15C第 3四半期 5.6 

18C筑 4四半期 9.7 

18C 8.0 

') 7.8 

14C筑 2四半期 23.4 

') 16.2 

‘P 

17C末-18C前半 11.7 4.8 3.8 

やや新 しめ 11.2 4.5 3.0 

17C末-18C前半ワ 4.3 

17C末-18C前半 15.2 5.1 4.2 

17【主主子一18CIIIi半 15.7 

17C末-18C市半 5.7 

17C末-18C中葉 4.4 

17C末-18C前半 11.6 

') 

17C後半

') 8.9 

18C 9.9 

') 

18C 23.5 

18C 34.0 

18C 

14.4 

17C本-18j，:泊予 6.3 

18C前半~中葉 4.4 

18C百半~中葉 5.0 

1690-18C前半 13.9 5.2 5.9 

17C末-18C前半 8.5 

18C前半 9.7 

18Ci計斗ユ 4.3 

18C前半~中護 3.8 

表 5 (8) 
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{I.岩

量~~1IIi相絡 す句le;r.'tmに適度な大告書に打ち欠いていろ

!受け径6.7 受け日2.0 ~白土は硬く焼き L まる
|受け径6.9 受け日2.4 白色粒多混じえる淡得茶色十

管け得7.3 月けnZ.5 白 fù，~1'r手混 1; " o泌茶fb.十

号け俸制坦け/.~2.8 白血E立金~混1;;える茶色土媒付着

|白色粒手少量混じえ る 淡 茶 色 土 焼付着

|白骨対多混 1;"る淡栂茶色十 焼付着

l混入物の多い暗茶色土外庖揺は鋸Jm

淡茶褐色士 休部外而中位から外底部まで無私煤付着

淡茶色士休部外而中位から外底部主で無軸外底部糸切句

昔味白灰色弱*1;省総棺士 制は泉純色+茶褐色半i畳明

主査昔白fu)精十 見込みに市ね士出会復 札昨割，、副 い取均

向 1耳fb.~?' *~暫組常イ 応Idll~ 淡緑 h 鉄剥11:11喜裕和不i芳明

白灰色弱粘質土 版刷は泌1存続fu盤剥iは明茶色

費味白灰~灰色弱粘'EI徹密土利1は淡灰緑色盛付スリな L

者白色粉質十 利iは背味灰緑坐 外而二次焼成

昔白色粉暫級曾士 制1は背十和， 外商二次焼成

昔向fb.粉情緒時十刻11 f専い盤独自21而-次焼成

者白色粉質縁密土利lは賛灰緑色 内外商強い二次焼成

背白色弱粘'白士出，，"淡緑色i茸明 内*而媒付〈 符付にスりた l

淡賞味白色~~い酎品世 a 剥lは淡緑色 民事 lこ侵害に止~ r+一 1

持# 缶杜府描由 利は淡黄色外函二次焼成畳付スリな L

白灰iD.

白E <'l!+ 剃11走瀧fiX緩和

背白色弱粉匂イー 利iはi珂苛士色賛瀬戸っぽい

|昔白色弱粘'[~級帯十 利iは背十色 内外I而二次焼成によ内白濁

|向応f泊料fjlf紐帯十 'Ih は漉灰緑f型

|黄白色弱;!耐叫 ー 剥iは淡黄色

|灰白色弱粘笹縁密士一 制iは淡緑色透明 見込みの円錐ピン痕手調整

|昔白~灰色 利1は潟灰緑色灯明nnrして使用ワ

|背B坐』占哲総司時十 利1は苛味灰緑色ili明 ζ 〈簿〈腕劫

|昔向 fb.~?'粘智組手持十 利1は世土色外1直面はヘラ調帯

|黄白色粉質織密土軸l立jI{白色斡はげ部分?里ずわ

同月i'!~+ 副争原』陸帯晶 畳付にスリ痕れ L

1昔Él fb.~?'*占何総帯十刺iは淡背色 トチ痕は4筒所 内外而二次焼成

iヰ品 ïiïi *~瞥婚時寸 刻II:!阻~泌昔和 内外而H こ強い三枚蛾~

|白灰色弱粘信士制は1II味白色

|昔味B匝品 ..~ 

科jは明茶色r暗茶褐色の，こj亙施紬 補修痕

|向灰iD弱粘管結構十 利11:t淡緑色外股而糸切均 二次焼成

|白灰イ }伺結構-1- J"は泌緑fo.i持日月 伴付には糸切痕残る

|淡黄白色粉~土 灰粕は自主資色 鉄粕は茶摘色

|昔白色粉皆気味十

|向骨粉管紐帯十 E 泌灰緑fb，i尭明

|灰白色粉質撤密土 'd， 淡緑色 fがこ次焼成にヒり半失透

|白背争J粉皆十 利lは背味淡緑色 口縁部周辺は薄い賛十色

|淡黄白色弱枯'i'l飽壁土 Jdll:!a+明茶io

|淡1II色士 llhは内而は銅線利の二度施柏、外而は半透明な灰粕

日月灰白色総需十 紬は :j; ー度施利1 外而は半透明な灰車由

|淡茶色級密士 内而はi正明制Ir釘緑紘の:，ま摘紬 札而i立半i茸明灰草rIr

|員長茶骨組第十 紬は内而は飼緑粕の:ro'筒結、外而は半i茸目月な灰紬

|淡黄色土 軸は内而は銅線利10)=陪拍車晶、外而は半i畏日月な灰車'"

|淡茶色織密土利iは内而は銅線利!の二度施柏、外商は墾透堕Zt販制

|淡灰白色級曾十一制iは 百』銅給対外而は露』台

|淡栂1"総需十 利lは白濁Jdlによる尉I毛B 哲人

|薄茶f'l十 内而は白濁+背茶色色の屈1I毛目 外而は波茶帆刺市柿紬

.t-1.U 同日土 利1はl喧茶色!OLC(温H垂直と背基盤草色利1手施利I

|官官白色 鉄絵は手抗告の植物文

利は内而は白濁色+透明車由、外而は明茶色

i赤紹iD駆繕+ 刺11え若草l、白濁紬+ili日月紬 t百I:!茶褐fbス'1芳明草由

l赤褐色堅級土利は内而はi奇い白濁紬+透明紬

陪茶褐色堅証 制は白濁粕は見られず透明粕のみ
&守F，、

明向灰iD粘管十 車ruは淡背色

里缶2ま 村軍 1;"o明灰向和+ 草加え泌晋緩和

目品?f粒宇多く混じえる白色弱粘質土

国品微粒宇多〈混 じえる白色弱粘'l'l土

染付は明青色顔料による手術告の管葉文 見込みに柿物文「昆虫文

染付は i羽干rfb，~n料による手捕告の .1:\文ワ

者E付I:!日月青色顔料によるコ、ーャク印判。〉梢物士+手術者の松葉支

食材l式日月背骨AD料によ品手描舎の士織あ均

金付1;崎町持品開叫lこよ品輸立かみ殺o



遺物観察表

~H 十Jtþ. ti<JI阻 牛産地 特>J! 王手代i ロヰ事 民経|器問 {萄老

10 !~前 |染i付晶i 18C中寝前後 9.4 |染付は藍色顔料lこ土右手術告の机物文

11 !~lìîi |染付伍i 18C中華前後 9.5 |染付は笹色顔料に kる手術者の簡略化された指樹文

12 !~古Îj |染付碗 18C中葉前後 9.3 |染付は桜色顔料によろ手術告の植物文

13 目r~iiii |染付碗 18C中葉iiIJ後 日5 染付iま'2i.色顔料 l~ 上品手術会の簡略化言れた栴樹文

14 』巴前 ~付岨i 18C中号室前後 9.7 |染付は盟主色M料に kる手術者の簡略化された他物X

15 !~市 染付lj'j 18C中業前後 10.6 絵付lえ淡官灰イq創料による手揃告の椛物文

16 nr¥前 |染付剖i 18じ中葉前後 4.0 t;:，j.tl:l泌日月腎i"朗料 こよる蛤文 民:lIrには文字残るが事Ui売不可

17 目円前 |染付獄 18CI:ll~τ~後半 3.9 |染付は灰青色顔料によ る斡文、底:lIrにも文時あり

18 !~前 |染付磁i 18C中部~末 10.5 4.5 4.8 |染付1;l:1I.月背色飼料による級文様

19 I~百 |染付蛇の目利iハギ掛j 18C中葉~後半 5.1 |宜主付は灰官f白ff.Ij料こよろ手描主的柿物文か ワ

20 』巴ぃ |染付椀 18C後半 4.2 日制寸1:!1判官色顔料の手術者文段 皮裏は簡略化きれた 「大明年製 l

21 sfD.iIIi |染付脱ワ 18C後半 5.3 染付は明苛色顔料の手品tき玄』華 院3飢え簡略イr.;主れ士 「大i明年劉 |

22 肥前 |染付1f1 18C 4.1 染付はl別背色顔料による手術きの1117./<文ワ

23 E1!ii' 染付属i 18Ct'!i 8.7 染付はIIJJi1色顔料による手織告の銀杏議文

24 !~iî' 染付碗 18C前宅 7.7 染付は灰味薄音色顔料による手描主の文織

25 1~jj1 染付否 18cm半頃 6.51 3.0 2.7 染付は灰味d音色箆狙Jこよ且羊梢主の動物or.ffti物1立

26 sfD.m 染付荷 18【汲半-19C初頭 3.1 染付はIIIJ青色顔料による手鍋舎の文繕

27 !e前 .， 哲~.f;t布 18CIlii半~中悲 2.2 I1、片のため染付は見られない

ti<146-1 舶載 染付nn 11月代 9.6 淡背色M料による外而1;1:輪文 開抗みは路管宰 i-アラベス h 文ワ

2 !~iîí 染付nn 1640-165011oft 18.4 染付は灰1';-色顔料にとる手抗告の芙蓉手

3 ~r~iìiî 染付nn 1660-18C初回 7.6 染付はIIIJl'J金額料による梢物文底裳に 「製 |

4 !~iî' 量tttlln 17_C:末-18C相 12.3 7.31 3.6 染付は内而は灰l~f色創料の船弾告 外而は灰緑色tJl料の文線

5 !~iÎÎ 染t-tITll 1690-18C前半 6.8 染付はl児苛色顔料 I~ よ 五品m\ !ミ リ 外而には手術者。〉立段

6 g~前 染付llIT 18CflIi半 8.2 灰w色ffiJl料 内而は4益事許春 コ 、ーャ ケ 印字1]の五òlf~E 外而は植物文

7 l~日i 韮詮上空白(})自制1ハギ川l 18C前半~中悲 14.1 6.81 3.1 骨灰色館i料1-茶灰色顔料による濡筆の納物文外而は手術告文織

8 』巴IJI 染付m 18C中葉~末 13.3 染付は灰白色顔料による手i曲き0)'9:.様 柿物立つ

9 !~iÎÎ 染付蛇の 目.~ハギ 1111 18α圭半~幕末 7.0 染付は淡灰~f色顔料による手術告の文横

10 !~前 染付そぱ猪口。 17q主半-18C前半 4.7 染付は灰音色顔料に t"斡文台手描去の文段

11 肥前 染付干ば猪口 18C前半 4.4 染付は灰音色顔料に kる手術舎の文繕 旋3飢え渦絹'9:.ワ

12 肥前 染付ぞば猪口 18C前半則 8.3 染付は灰1'，色鎚料こ kる手織告の文段

13 ~ f1l，ÎÎÎi 染付若干 18l五量半-19C初iifi 盟主付はl明frfl'，飼料による手桃会 ワの文横

14 !r.首If 食材瓶 17C{;t.半 6.6 染付lえ灰1'iio.ff.百料に t"手拙さまの立横 :11:焼成

15 肥前 染付瓶 17C末-18C初 染付は群1'J色顔料による手術告。 苛海沿立か つ

16 E巴前 染付瓶 18CiiiFr 染付は暗藍色顔i料こ ヒる牡丹唐草文ワ

17 木製品鞘ワ 10.2 x 3.0 x 1.9 内側の糟はノミ状工具に とり膨 門窪められ主

18 煙管 I!i，首 令長6.0 ツプレな l

19 揮管吸い口 ~~6.4 、プしれ l

20 煙内政い口 全長4.5 ツプレな L

21 煩管吸い口 令長5.6 ツブした[

22 。'J.T 26.2 x 4.2 x 0.4 

23 包丁ワ +鐸 り l刃部9.4バ2.8メ0.3 鞘部7.1)(2.1 X 1.0 

24 |銭 「官，71<通曹 1 (新)

25 釘 |辛在'10.7 待0.7

26 ~(l i世 E正石 5.9ス3.9xO.9 |泌Wfi6首去令市7l<挺しτい旦士めE正而本確定で'i!<t，i. 、

27 鳴滝 砥石 6.4)(4.1 X1.0 |描l1世色頁岩 表而に使用にとる漕 左側而はノコギリ状線り痕残る

28 日息地 E正石 6.5x2.9)(0.8 淡緑色直岩堅飽

29 .， 砥石 9.7 X 3.5 x 1.3 絡 Wili.ili去

30 五輪塔 (空斡) |長12.6 幅14.4 I:{E尚岩

建物 l亨タキ 図51-1 瀕戸 天目茶碗 大窯lV)倒 16C* 10.7 |苫白色粉白'気味十 利II:lIIII茶色軍歯止暗茶錨色料の二!主純利1

除"~，ii宮 町 2 美濃 鉄利1灯日月皿l受1-tITll 9.71 4.1 2.1 月け待6.6 "':}けtfJ1.7 淡背灰-fbJ占智十 車;11:l':ヤ0ある茶16

3 善指呈 鉄利1灯11月nn_]:-.JIII 9.61 4.6 2.0 l泌灰イけrG1j1+ 1dlは叶ヤのあ"茶f也

4 萎海 鉄利1灯11月間l月け1111 9.81 4.9 2.3 バ iナ桜6.8 '"In'b1.6 淡背灰色粘Q1-J-. 刺iは叶ヤ0)あ〆茶7fJ

5 三，'f!，糠 盤車h灯明1111上 1111 10.2 4.4 2.2 淡賞、灰色粘'tr土利lはツヤのあξ茶色

6 重量~ 鉄剥!灯IIJ1JIII哩け1111 9.91 5.2 1.9同け経7.4 受 It~'~ 1. 7 ~費低灰色粘'f11土利iはツヤのある茶色

7 美濃 鉄総灯IIJJJIIIト1111 10.0 4.3 1.91淡'IIf灰iu，*占管十 利11:l'ソヤのあろ茶坐

8 萎穆 l鉄利!灯明JIII]-_jlll 10.0 4.4 2.1 |淡賞灰色村I質土軸はツヤのある茶色

9 美自重 主主剥i灯IIJlllII上llll 10.0 4.6 2.5 |淡世灰色粘'l'U 紬はツヤのある茶色

10 美濃・3 鉄利i灯時'JJIII受けITll 8.51 4.2 1.6戸・け待5.8 且けlIJ1.5 ;.t-Rキ品l:1Wo 利1はツヤ0)あろ茶色

11 害車海 鉄利i灯明朗!~け 1111 10.1 4.3 2.2 4 け緋6.6 受け高1.8 淡灰色粘質土利iはツヤのある茶色

12 美盗 鉄利l灯明1111上JIII 10.1 4.4 2.0 |淡茶色村1白土 利は Yヤのある茶色

13 肥前 染付神酒徳利 19C相~幕末 1.9 |染i付I;!.EJ(青色飼料 lこ 止，， ~i摘草宜
m物 2 1'7 院152・1 i也、h?け 7.11 4.8 1.71体部外而中位に設4堅持ち、 器壁はやや内管気味に立ち上がY

2 美議 |灰l;hllll 18C市半 12.5 6.91 2.5 |灰白色開占信敏密十一劫は灰緑色 口縁部には害み工具痕 二次t完成

1'75 31 !巴前内野山 |併け分けnll 17C末-18C前半 21.2 明灰白色績格十 'Ilbは内而は釘録制1の二度節料i 外而は半透111]な灰利i

-UirI 斗 !I'¥前 ~付碗 1640-1660J1:.代 4.2 |染付は灰緑~灰録音色顔料1こ土品手楠会0)1!F..z・3

5 同形回 6.9X4.5xO.9 話{色料ii&岩製品破+日後 zl<盤する

6 釘 |巡存 ~8. 4 径0.9
一卜』由5 限153-1 主E瓦 |灰色~淡紅色 ，1:. ，rt而はヘラナヂ調聖書 凹I日は離れ砂痕残Z

2 ーT丸瓦
|灰給色lL何十

3 'ìl~滑 f坦 .， 43.2 |白色砂引l砂宇多 く混 じえる紅色寸 :lH.:.:J，H-1m叫イh

4 瀕戸美濃 染付碗 幕末-1明治 3.6 |染付は明青色顔料による手術去の文綴

5 瀕戸美漉 染付型打成形水滴 19C |染付はIIJli1色顔料で陰刻後こ行γわれる

6 』巴翫 染付者 1780年代-19C前半 5.9 1.41染付l;l.llIJi'J色顔料による手抗議の文段

7 目巴前 染付否 18C 7.01 2.2 2.8 盟企I立注盟i't色顔料に とる手術きの文線

8 !~市 染付石田i? 明治以降 12.4 |染付は1I)]i'f色顔料による斜l仮転写の羊歯文民

9 !F.前 染付詑 日百五台.f-l;!'猪口 19C初~幕末 7.11 5.5 6.0 |染付は明管色顔料による能什雲 見込みにも文段

10 』巴前 染付I冊 1690-18C前半 6.8 |染付は1If:J"Cl色顔料の漉筆による立綴

表 5 (9) 
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出十地 関版 11二'"地 廊>;11

111 IP'.;町 z.R1 |染付斡花1111

12 』巴前 染付斡花1111ワ

13 |釘

14 銅製事事

15 大釘

"l'.荷而下 関54-1 ート師岩i号 晴立i耳、

z 会、才、「け

3 かわらけ

4 かわらけ

5 1Jeわ色1土

6 かわらけ

7 かわ「け

8 穿引Jr.むら11

9 常滑 小宮量

10 lr，'滑 iW 

11 義潟 長石利IHll

12 美模 長石粕皿

13 美濃 灰紬輸はIflll1

14 三降格 鉄紬灯1I1]11l1卜IIl1

15 美濃 鉄利1鉢

16 美濃 灰紬水柱

17 義漉 御深井~lhJl'lil'全信グラ イ

18 苦百戸 天目茶碗

19 瀕E 天日茶碗

20 瀬戸 天白茶碗

21 瀕戸 灰-"h瓶子

22 瀕戸 鉄車由徳荊!

23 瀕戸 T百ー粕鉄絵Dll

24 湖戸薬潟 |量生-"h'? Hll 

25 瀕戸美濃 |鉄紬磁

26 肝!前防法 二彩手皿

271 E巴前内野IIIワ|磁ワ

28 fi，E市I 鉄絵砂日梢み』砧

29 ~pl. iìii |鉄絵砂日精み碗

301 MI戟磁器 |青磁鋪蓮弁文革

31 納純磁総 |青磁磁l

32 納謎~?1~ |白磁口冗IJllll

33 納絞磁器 |白磁口冗げHll

341 AIi絞磁総 |白磁口冗げ即

35 納純磁部 |染付斎

36 11'.前 |絵付属1

37 !E自白 |染付碗

38 !~占首 |染付碗

39 1巴前 |染付碗

40 !~前 |染付碗

41 !1¥n古 |染付湯飲み割i

4? 』巴菌 |絵付制

43 肥前 |型打成形染付高i

斗4 !E而f |染付否

45 !~ÎJÍi |染付者

46 』巴前 |染付身.，

関55-1 1:里子 砥石

2 n.sti竜 E正石

3 n品f世 砥石

4 日也「竜か。 |転用砥石

5 |四

6 li.iil付き鉄鈴

7 i釘 ?

8 |釘鴎lワ

9 |π平 or訓升

10 真鎗製火答。

11 鉄按

12 鉄製

13 i鉄棋

14 !釘

15 [釘

16 |銭

17 |銭

18 |銭

19 |銭

20 |銭

21 |銭

22 l銭
23 l銭
24 i銭

"l'.活而 上 |関56-1 |かわらけ

2 |十製 品つほ .，

造物観察表

年代 日経既得 I~~th {jj岩

1~20-186QJ1'代 26.01 14.41 3.7 染付は明青色gJj料による手摘さ去の山水文つ 破Hl断ff百に焼告縦事f痕

18C末~幕末 |染付は 11月í~色顔料によど 内而は羊前文、外而は抑止文

.!i' j~ 6.9 t辛35

令長12.7 待0.4

|辛毘38.4 1$1.4 

8C第 1-2四半期 14.2 In/lf6J骨管紐撚イ 内fmは務〈ミガキ調移言れ品

中世 7.71 5.0 1.7 器壁は内書官気味に立ち上がる

中世 7.81 5.0 1.8 

中世 9.01 7.1 2.21日経仰やや大主〈 鴇貯はゆ 〈円 Il日告なが;， ~rち 卜が品

中世 8.71 7.0 2.1 I l*睦は前M~~* こ立宅 トーが門倒而観台形手皐す品
8.61 5.8 2.0 i休部外而中位の凹みにより ~:;!\îは大台〈 外反する

中iIf 10.9 ι01 3.5 ，!llは外皮気味にす1;:卜がる

4.0X3.0x 1.9 

./ 5.7 石英粗粒宇混じえる灰色徹密士 口録音百周辺は降灰かか〆

./ 9.5 J斤円曲げただけのよ弓行口線断而-t-!i!_す7.，

17C 5.1 '1/;'向'".~~~占qq組撚4 料は昔味乳白'" 外j民而I;J:試l、取 町

17C後半 11.8 7.41 2.5 黄白~薄肌色弱粘11土副 j;J<'忍~乳白色 主4底部氏l'取り

18C前半 17.0 7.51 2.8 匝品目杜開i:t'lRH 利iは二次焼成に とり乳灰色 灯明田lワ

10.7 5.61 2.0 淡灰色粘11オ 利1はツヤのある茶f空

1sCii江主 13.7 淡黄白色』由貿鼠J.f土 利1は階茶llJ-茶色で I'J'鮪利l

18C後半 4.51 7.0 10.2 1it白色弱tli'l1縁密土利iは灰緑色 注ぎ口に鉛塊~t!iめ転用

18C前半 12.1 12.8 4.0 H月灰白色弱粘皆紙幣ーl 防刻1 淡緑味道明 鉄利iはII!]茶色

大il，jgj 昔味白色粉1(tjト 利11立茶掲色刷1の二1ま拘利l 楼による梢修lJ.r

島i9i!問 17C~t. 背向'"粉何気味寸 刻lは茶褐色粕の :1苦腕紬

登~J羽 17C代 12.0 黄白色紛.'i1土刷 ゐ帥一:i:llHlI

中世 9.8 灰色弱粘伯徹密土 fSIは灰味談緑色透岨

ワ 135 淡黄白色粉官級密土 利1は暗茶色 外底而はナデ調皇室

17C中 12.3 8.0 2.8 苛白色弱粉J百十 勅は1it色だがこ次焼成により一部白濁、鉄絵は茶色

ワ 6.3 胎+ 1ぇ:孜jl~成に t 灼 且，~灰i6 刈は陪茶椙1"

17CW:半 5.2 黄白色弱粉白土利lは茶悩色で厚めに施粕

17α圭半-18C中葉 34.3 赤祖和AIi'l+内而は波状文に白濁利1疏利1後 透明利}

。〉 5.2 茶褐色竪盤土利lはtb台周辺は階茶褐色半i丑1I11o<利1 卜1，1;(銅線利

17cm主ド 13.1 栂色堅級土 二次焼成により鉄絵は白濁

17C前半 13.5 4.4 3.6 球出品GN.~ --I - 鉄絵は手術告による縞物文ワ 二次焼成

1L3 "Jj灰白色鈷質土利11え淡灰緑色

4.0 灰色弱粘白土 利1は11/1淡水色

5.8 白f空 ~~1占管十 到1け油針睦乳白色 外底部l孟拭い取 り

5.8 務Oii"十対は草l向16 札昨割1;;'試い取門

6.6 白色弱粘11土 利iは淡w味乳白色 外使部lえ拭い取均

1111来1590-1630年代 5.5 白色t~q1樫級一l 染付は灰味淡水色顔料による手鍋告の植物文 ワ

17C中華~末 8.1 提付lえ[腎I吏-r'Hカ飽i料による斡文

!I<~去三ドー18C相ün 10.4 染付は昨j)，H".Ml料 こよる手術告の梢物文

16ω-1670年代 4.3 染付は11mザ色E目別 こよ〆一市到回目立 見込みは王手錨告の立段

17C後半 9.8 染付は灰fj色顔料による手鍋きgr)(銭

18C前半 3.7 品 、 崎町干ri".Ml料による手織きの植物文破m断而に漆錨修痕

1780-1810年代 7.8 染付は明音色顔料による手始去の矢羽根文

18C末~幕末 5.1 染付はIIIJ)立色顔料による手拙主の11水文か?

1650-1670年代 13.8 4.3 5.0 松は型打 II!J音色盟狙jこよろ三手術主の I水文 破摘而に楼の補修

17C後半 2.8 残存部に染付は見られない

1630-1640年代 11.0 2.6 自足付は灰官，，"，gn料による手術告の梢物文か .，

18C末~幕末 1L7 染付l孟 ~!j査色盟組 こよろ手術会 破沼断而に下手な焼告縦告'痕

11.4パ3.7)く 2，6 左側而は磨滅痕他而は波状.Li痘手残す

6.5 x 35 xO，9 |淡昔色百岩で器占が入る

5，3.<3.4xO，9 |肌和百岩

3，1パ2.4バ1.0 よ地帯缶百円 li!];石Jll組主盛壬製盆皇Jこ破f自のためE正石1こ転附した ;，0

4，8 x 3，8 x 0，8 |波紅色直岩

I 
全長2，6 径0.4

符3，8 i宜存厚0，2

舵I1.2 :i宜存原0.4

全長fl2.4 径旦5

出存拝5，1

全長9，2 厚0，3

i且存長10，1厚0，3

逃イf長4，1 毎日8

i宜存 ~5 ， 3 千辛口7

「阜宋通1出:1

「皐宋通啓 l

「元笠通亨:~ I 

「政和通菅 |

「政和門官 | 政和~Tll曹

「可熊元官 |

「永楽迎賓 l

「寛永通宵 1 (古)

「寛永逝官:J (新)

中jlf 6，21 4，3 1.6執にとる苓旦 黒色化が著 しい 「止りベ lかワ

4，0 

表 5 (10) 
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4，0 |外商は馳苅1iJ 内ifiiは緑色鉱砕片が付着



造物観察表

出ート地 関 版 牛藤地 1軍別 年代 口径 底径|器高 備考

3 |土器質ほうろく 22.7 |黒fb.:f止が白色砂手埋じえた栂色粉智ート 外商は煤付着

4 |須磁器 1不登 7C代 9.4 3.61白色砂を少量混じえるamJifb.+ 熔成島好

5 備前 系 |楠鉢 36.4 ミ椙4 ド由 条級は太い

6 漏戸美濃系 |量生別11m鉢 19C以降 13.4 |ボソボソした淡背白色十 外底部はヘラ調報 軸は茶色

7 美濃 |鉄利1灯明皿受け皿 9.51 5.1 J.7受け符6.8 且け/!!i1.4 員長灰fb"*占管十 紬はツヤのある茶色

且 瀬戸 |灰勅広口小壷 ワ 8.71 5.9 8.01黄味白色粉質土 flhは賞味灰緑色 口緑書E周到は蜂いス リ宿

9 瀬戸美濃 |白磁ワ務 。 7.8 1.61淡黄味白色粉質級密土 ~lは透明
10 拍載磁器 1焼付税 日月末16C後半-17C相 10.7 |波灰白色粘哲堅総十 染付は灰音色顔料による文機

11 瀬戸美濃 |染付硫 幕末~明治 7.7 |染付は明青色顔料による材[物立?

12 横戸美濃 |染付盃01小説i 幕末~明治 2.7 |染付は明青色顔料 見込みには 「染吉 | 底裳には渦福文

13 眼前 |事E付腕 1630-1640年代 8.6 |染付は灰青色顔料による一軍網目文

14 IF'.市 |絵付期 1630-1640年代 4.7 |染付は泌灰晋fb.~li料 l こよろー訴剣日立

15 !E自1 |染付碗 18C前半頃 4.1 |器壁は極く薄い染付は砂'm色顔料による輪文

16 !~出 |染付湯飲み磁I 1780-1810年代 8.4 |器壁は極く薄い 染付は明脅色顔料による手錨舎の矢羽彼文

17 !~百 |染付ワノl、腕 18C前半 2.8 |残存部に染付は見られない

18 駅前 |染付蛇ノ日高台ぞぱ猪口 18C末 19C初~Jl 7.51 5.4 5.91染付t;t灰青色顔料による手摘さ去の:1;'.毘!虫 芽形連続文tJr

19 lo@ |韮皇位そば猪口 19C前半 6.0 |染 付 出Z費色m坦Jこ土且手織主の泌すり 高台が高< 1上げ底|状

20 |碁石 径2.2 厚0.4 |赤色泥岩の表而に紫色漆が塗られる

21 |鉄環 4辛0.5 つり手かワ

22 |銅製繕 1 ""，~J3口座0.2 |間却の絡が十塘5よ門出十 して、ろ

23 |かみ平内? 1，;き長6.3 幅3.8

24 |真鍬製刃物の握り |全長9.0 厚0.5

25 |釘 |令長5日経0.4

26 |釘 |辛長4.8 倒 6

27 |釘 lili存.f，:9.2 幅1.2

28 |銭 「景徳元宮 |

29 hl主 「寛示通曹 1(事日

30 !銭 「寛氷通曹 1 (新) 背而「元|

31 |銭 「寛示通曹 1 首而 「立}(銭

lru物 3 1'811苅61.1 |桟E 近世以降 |細砂、 褐fb.村夢想 ¥";il1 B.符ート 凸而はへ弓十ヂ 凹面は指E百十ヂ

z |かわ・け 近世 " 7.91 7.0 1.7 背低で器壁は直立する 焼付着

3 lEJit |鉄1せl磁 17C 10.1 'て也、町叫

P11 4 I~前 |染付れh壷 18C末~幕末 |染付は灰藍色顔料による手揃告の蛸唐草文

1'15 5 |釘 |令長4.4符 3

P37 6 |かわらけ 中世 7.0 5.1 1.4 回 t開会ながら守色 卜がる

P65 7 6予 |鉄紬鉢 ワ 17.5 向fb砂-/1¥:11，ι浪 1';"ろ向I'Jifb'+ 量点l北海a骨 『世師1..J.C，h.白

P83 8 !~.前 |染付皿 1640-1650年代 18.6 応寄 L顔料による手捕者の芙蓉手文

PI37 9 |かわらけ 中1廿? 7.0 4.7 1.3 .!liliゆ く円開告ながら寸も卜がろ

|井戸 l 関62-1 常滑 こね鉢 ワ 26.6 15.2 10.6 一部片口が稽旦 外住吉飢え砂旋 盤滋痕なく降灰が残る

2 也て包括滑 7.1 x8.4 x 1.4 

3 |すり常滑 7.5x 8.2 x 1.4 

4 薬治 |灰紬川、奈 17C 7.4 E皇三笠墜血圧~~1t..己資政~土利は強い二次焼成により賞灰色
5 善治 |灰制鉢 17C後半 21.8 11.6 4.8 賞灰白色弱粘質級密土利lは黄緑灰色 口縁部は飴軸が巡る

6 瀬戸美濃 |灰剥i斡はげ皿 ‘》 6.4 昔味白色粉管十 利1は昔乳白f空 輸はげ部は錆軍由が施紬される

7 肥前 |染付うがL、碗 17C末-18C初め 14.7 4.9 6.0 染付は著作顔料こよる手鍋告の航物文 開抗みは守主 口層部は目録

8 !E前 |染付国i 17C末-18C前半 10.3 4.4 6.0 s 剖'Ì'lこよ五三壬錨きの l~文

9 !~市 |絵付航 18C前半 9.5 染付は灰青色顔料による手錨告の植物文

10 IE匝 l染付磁 18C前半 8.2 染付は明嘗色顔料にとろコ、戸 ..ク 印半11の菊花立

11 肥前 l染付碗 18C前半 9.8 3閉山こよ五箇盛生主孟立直隆り文

12 !F甫 |白磁脱 18C前半~中葉 8.5 

J3 中間仙顕地方 。須赤絵皿 1590-1630年代 日~1'Ji世論鮎管r 容十: トー絵付は暗朱色t-深緑顔料による手描主の文繊

14 煙管雁首 i宜存長6.4

15 銭 「在永ilil曹 1 (新) 背而 「文 |

16 銭 「寛永i血管 1 (新1 宜而 「元J
17 包丁ワ 8.7x4.1厚0.3

18 銅却針合ワ 径0.3

19 赤間 硯 3.5 x 7.4 xO.8 らま貝ロ

20 赤悶 硯 12.1 x 7.8 x 1.8 

21 下位 19.4 x 9.6 x 2.7 

22 箸 令長20.6 符0.6 先鋭に削川討、い祈れれ l

23 箸 i貴存司16.4l'i'0.6 先蛸に削旬はr、 肝tlt.i1 

士塘3 関63・1 十E世話 10.0 白色砂を少量混じえる赤褐色堅級土

2 +各 21.8 石英粒~小石宇混じえる栂色ァト 内面から錆部主では黒色の鉄利1腕勅

3 ワ 不明陶器 9.1 |白色砂多混じえる赤縮性+ 錦繍紬 度事は「清和堂 |の押印

4 備前系 指鉢 30.6 | 陪茶褐色強粘質感紐十盤ID孟~(細い
5 美雄 灰紬大皿 19C前半 30.0 19.3 4.9 泌昔向fbJ占有指南+ 粕は透明な灰緑色だが二次焼i成で白濁

6 勺 71<注? つ 9.6 |陸応缶田同州， 制1は:次焼成で内面li!.l!品 外面は白濁する

7 ワ Ir.c彊ols!<i吋品五A刷 明治以降 7.2 3.81 4.6 |昔1市 鉄絵は茶褐色 ~17I蛾成

且 。 |灰粕鉄絵湯呑み碗 明治以降 7.2 3.81 4.9 |昔白fb.~~粉智紐帯十 鉄絵は茶裕色 ~17I焼成
日 |真鍬製棉の引量平 得7.8 庫0.2

10 |耳鎗即碗 14.2 6.01 5.4 |歪みが著しい

11 間j{f;磁器 |青磁火入れつ 17.2 |素地は明灰色堅級 制は淡オ リープ色

12 溺戸 |絵付foi器 明治~大正 |染付は明青色顔料による手鍋売の織物文、雷文

関64-1 樋戸空車海 |絵付属i 近代以降 10.3 5.71 5.2 |染付は漉明音色顔料による手錨衰の梢物、鳥支 度裏に 「肯陶閑却 |

2 語戸善治 |染付属i 近代以降 10.4 5.01 5.0 |染付は海明青色顔料に トる手術去の楠物、鳥文 底裏に 1;1;陶国製 1

3 尚戸薬漉 |染付申J 近代以降 9.9 3.61 4.4 |染付は淡明音色顔料による手織告の楠物文ワ 二次焼成

4 額戸美濃 |染付碗 近代以降 10.4 4.01 4.7 |染付は纏明音fb.顔料こよる手術去の柿物}(tJ戸 二次熔成
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出一十地 図版 生産地 漏別

15 ワ |白磁皿

16 ワ |白磁斡花大皿

17 。 1白磁大即

18 ワ |白磁蓋

十塘4 |関70-1 |喫斗瓦

Z |緒瓦

3 儲市系 1m鉢

4 常滑。 |提

5 美濃 |鉄紬灯明皿受け皿

6 湖戸薬潟 |長石紬皿

7 瀕戸 |灰紬鉢

8 湖戸美濃 |染付碗

9 瀬戸萎漉 |染付碗

10 漏戸薬瀧 |染付碗

11 目円前 |食付帯

12 Æ~li1 陸血m
4活而上 関71-1 素丸瓦

2 稲戸美濃 |鉄結綿鉢

3 等量昆 鉄馳灯明皿卜皿l

4 華鳩 阪紬?皿

5 美濃 灰紬皿

6 萎講 灰紬皿

7 三喜揚 灰紬鉢

8 肥前 染付筒型湯呑み磁

9 !E前 染付f-I;(猪口

10 IP'.而i 赤絵帝

11 銭

現代将地届 関72-1 山茶碗窯こね鉢

2 満戸萎糠 鉄利1撚鉢

3 ワ 苓飯oヨ吾

4 美海 飴利i香炉

5 美濃 飴紬小illi
6 ワ ワ

71 !F，市 内野山 掛け升け皿

8 IF.1耐 7.k注ワ

9 sE前 染付磁

101 !E前波佐見 染付蛇の目軸ハギss

11 !~前 染付蛇の日高台ss

12 館設磁器 染付皿ワ

13 肥前 染付皿

14 !Eiii 染付鉢ワ

15 目R前 染付帯物

表而採集 図1J.-J iJ'.むらけ

2 すり 常滑

3 義雄 灰紬皿

4 州市内野リ 働け升け蛇の伺刺lノ、ギ1111

51 sE前内野山 香炉

6 !E前。 染付蛇の日高台sIl

7 !F.iii 染付角皿

8 A前 主主付皿

9 !E前 染付蛇の目粕ハギ斡花1111

10 銭

4而下 関74・1 かわ・け

2 かわらけ

3 I!'わらけ

4 かわらけ

5 かわらけ

6 由、会)';1す

7 かわらけ

且 筏瓦

9 魚件 |鉢

10 常滑 こね鉢

11 |す り常滑

12 備前玄 |嬬鉢

13 i(富市系 |概鉢

14 額戸美漉系 |鉄粕f富鉢

15 瀬戸美漉系 |鉄紬揺鉢

関75-1 義瀧 |掛け升け廿ん 1;茶碗

Z 猶戸薬鳩 |灰紬皿

3 鮪艶磁器 河'磁錨主主#立碗

4 同産磁器 |白磁型打成形蛤:ri皿
5 目円前 |金付属I

6 目円前 |砕付油奇

7 |幽物蓋叡

8 |幽物蓋桓

9 |世l物底板

10 杵

造物観察表

茸，tt 口千辛 成符 器商 俄考

近世以降 135 9.2 25 混入物手混じ:7.t.l、強粘管白色十 時代的にかなり下る

近世以降 22.7 12.8 2.6 l混入物手浪1:云r 、強粘管白'fb.+ 時代的にかな句下る ー次焼成 | 
i丘1lf以降 22.7 11.7 2.9 |混入物手混じえない紛質白色土 時代的lこ下る 外陵部は押印の r3 J 
i斤1lf以降 10.8 9.1 |ー歪制け埠、物手混じえない19i粘白白色土 時代的にかなり下る色2

|細砂手混じえる灰黒色十 11而はミガキ翻将か

11百m-陪灰世+ rlt而はクシ状工具 凹而はヘラに とる調帯

32.9 14.2 12.0 |白色微位争事 く混 じえた灰~燈灰色土 l自却J 'Iif. 
28.8 |灰黒色組手持十 、・己1;1.繍方向のナデ調整で降灰かかる

10.2 5.0 2.1 号け径7.2 再け高1.7 泌昔白f色調粘智十 剥Ji;I.ツヤのあろ茶坐

17Cit 6.7 |暗灰色弱粘官級密土 ~1は階事L灰色
18C ，，'~rj 21.5 9.8 5.3 |白灰色粉暫十 勅は:次焼成によ句やや白濁 した灰緑色

幕末~明治 7.6 |適正王部lこ染付は胃』λれr 、 口収賄1部に口銭めく・品

幕末~明治 3.0 |染付は明青色顔料による手抗き.a2Jl::段

幕末-1明治 3.2 |染付は明音色顔料による手抗告の文段

1680-17∞年代 7.41 3.5 4.8 |染付は明青色~灰背色顔料による手術者の山水文

1640-1660年代 16.1 |染付は腎色顔料による手術告の11水文

11日砂細砂、向f泊1す多ffi¥1:元旦灰思'fb.十 凹而はヘラ調帯

10.3 |樫茶~累灰色弱粘質土軸は益鈍色外腹部l主糸切均痕残品

9.71 4.1 1.81淡灰色粘皆土器壁厚 〈重い紬はツヤのある茶色

18C前半 12.4 6.21 25 1灰~里応骨 << 利1は二次焼成年~ ".2"'け暗灰緑色

18C前半 12.8 6.21 2.7 1"克 H- 利11立灰味淡緑色

18C前半 14.0 |灰色弱粘'i'i綾管土利iはこ'く軽い二次焼成杢受け淡灰録色

17Cl!;.・半 14.6 |灰l
，干F手，

18C末~幕末 4.1 | 絵付は日月音'fb.~Ji料 l こ よる支様
1780-19C相 5.7 |染付は明青色顔料による手鍋舎の文縫

19C中旬自 5.8 |器取は!-でh薄い 赤絵は朱色顔料によさ 辿絞文

「寛永通宵 1(肯'!)

"'1lf 38.5 |白色小石~粗位手混じえる灰白色弱粘11土

‘P 13.7 |淡茶色弱粘缶'十 外股部は糸切句痕利!は茶世
。P 1.31梢川駅得飯弁当の者

" 10.0 |黄白色弱粘質徹密土 経い二次焼成に kり賞味灰緑色

18C 7.7 |黄白色弱粘皆土軽い二次焼成によ り黄土色
ワ 5.1 |暗紅灰色弱粘質徹密士 利lは外而は赤褐色 内而は灰緑色

17C後半-18C前半 12.7 ， ・ー 結は内而は斜線利}の :1藍腕利l 外部は半透明灰粕

17C後半-18C中部 19.3 |赤栂骨組第十 勅は副司王槍均の 白濁Jm !-不i芹明茶ib~紬 !-銅緑軍由
17C後半-18C前半 9.81 4.0 5.7 |染付は淡明音色顔料による手鍋きの組物文

18C後半 13.3 7.11 2.9 Ir.t'拝缶甜魁こよ る手鍋吾刷物文 見込みにコ、ーャク印判の五弁花文

? 9.4 |染付は明青色顔料による型紙刷りの杭物文

17C前半 17.2 |墨企盆壬良心える白色強鈷質土佐付は明腎iu釘車 、耳世占有物立

明治以降 17.0 |染付は藍色顔料による手術者の文織

明治以降 165 9.01 6.0 |染付は明音色顔料による手錨告の文段

明治以降 10.2 10.2 65 |染付は明青色顔料による手術舎の柿物士

近世以降 17.9 8.3 4.8 |会主主母片手名 〈混 1';オi'.明橋和 十 内而中位 こmね健全痕

3.2 x 5.3 x 1.1 

18C前半 5.8 |背味灰白色 利1は蜂い ー次焼成手壱けて淡灰緑色

17α圭半-18C前半 165 |淡茶色級事骨十 粕は内而は銅級制1の 貯怖利l外而は不i尭日月t.i灰利

17CW半-18C前半 10.7 1;炎茶色紙密土 1111は銅線利iだが目iい二次焼成宇受け白濁

" l染付は日月昔色顔料によ品和紙刷灼の布li物文

18α圭半-ljlC前半 |砕付は日月晋'fb顔料lご土7.，手描告の梢物 幾何学文 :汝焼成

明治以降 5.0 |染付は明背色顔料による手掛舎の風長文

1640-1660年代 21.7 7.31 4.9 |染付は藍色顔料による手術告の楠物文 Jmハギ部は黒ずh
「寛永通曹 1(新 )

中世 7.11 5.4 1.5 

9'世 7.81 5.0 1.6 背低で器壁はゆっくり 聞きながら立ち上がる

中世 7.91 6.1 1.8 

中世 11.8 8.61 3.2 

中世 11.7 5.81 3.4 

中ttt 13.1 7.2 3.3 

中世 12.7 7.6 3.7 

20.1 
。 31.5 

3.3 X4.8 X 1.2 

30.3 

31.2 
') 27.1 
') 12.3 
') 日71 4.4 5.0 

‘》 75 

17.1 

17C末-18C初頭 13.8 7.11 4.7 

18C前半~中業 4.6 

17C末-18C前半

19.8x8.6X1.9 

20.0 x 1l.8x 1.9 

25.6 X 10.2 x 3.1 

21.7x5.9ヰ辛6.2

表 5 (13) 
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|器壁はゆ勺 くり!羽告ながら町ち kがる

口唇はやや尖 り、 ~壁はゆっくり 聞きながら立ち上がる

i灰色十 凸面は指図によFナヂ 凹而はへ弓+lfruJlナデ調格

|口線格lこは降灰かかる 口段下はm拍悼会前

|体部外面上位から下方はナデ網豊

Iffi¥入物多多 〈混 1;元旦製版'fb潤1粘智恵紐+

l白色11、石を混じえる茶補色粘質土 休部内而中位から下方は磨滋痕

|混入物手僅かに混じえる淡賛白色土 利iはl暗茶色不透明

|淡背白色十外皮昔Eは糸切内痕利1は階茶管 内面は著しい磨誠痕

| 背味灰白f泊'.~~粘哲十 版刷11え泌緩和、鉄軸は11月茶'fb

| 服;'fb.ïl~ J ト出払由 利1は淡灰緑色透明

|白色微佐多く混じえる灰色堅級土軸は灰緑色

|黒色微I立杢混じえる白色19i1占信士 見込みに押印菊花文 二次焼成

|晶 ま灰青色顔料によるコ、 ーャク 印判の菊花文

|酷4・ 悼碑匝缶開叫 こよる手鍋告の植物文

|有孔木釘が残る 袈而は ー部煤ける

|有孔 l畜 ~ ""L 袈而は媒ける 閤紙昔日は削 1-)痕残i'.

|能孔

中安lえ切れ込みが入門 「栂 均lにI.Tい五 下宵は芸 しいIf>減
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第7節長谷観音堂周辺遺跡の花粉化石

鈴木茂 (パレオ ・ラボ)

長谷観音堂周辺遺跡群の、平成 5年度の発掘調査地、 長谷三丁目39番 4外において住居層の下位に江

戸時代後半の水田とみられる堆積層が検出された。ここでは、この堆積物について花粉分析を行い、検出

される花粉化石から水田稲作の検討を試みた。また、井戸内堆積物の花粉分析結果をあわせて、当時の遺

跡周辺の古植生についても検討した。

1.試料

花粉分析用試料は調査区南壁の地点 lと、東壁の地点 2および調査区内中央部の地点 3(井戸 4)の3

地点より柱状 (地点 1)やスポット(地点 2、3)で採取した。これらの位置を図 lに、また各地点の断

面および花粉分析層準を区12 (地点 1)、図3(地点 2)、図 4(地点 3)に示すが、これらに用いた層位

番号は便宜的につけたものである。以下に試料を採取した土層を中心に記載を示す。

1 )地点 1(図 2)

l層は黒灰色のシルトで、泥岩小片

(し、わゆる土丹で、最大径55mm)が散在

している。その他、 炭片やかわらけ片

も認められる。本層は客土であり 、そ

の上位には明治期の火災層が認められ

る。 2層は暗青灰色のシルトで、やや

粘土質となっており 、土丹小片やかわ

らけ片が点在している。また、2層と

下位の 3層との境界付近に土丹片がや

や多く認められる c この 2層は水田層

ではないかとみられており 、花粉分析

試料は本層より採取した。 3層は黒灰

色の細砂層で、シルト分もいくらか認

められる。またこの 3層は水田の床士

ではないかとみられており 、これら 2、

3層の時代は江戸時代後半~末頃と考

えられている。 4層は暗灰色の貝片混

じり (多くは稚貝や有孔虫など〕の砂

層で、ラミナの発達部や重鉱物の濃集

部、やや大きめの貝片が多い部分な ど

が認められる。なおこの砂層について

は粒度分析が行われており、詳しくは

そちらの報告書を参照して頂きたい。
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図2 地点1付近の断面図 (南壁)と試料採取層準

図3 地点2付近の断面図 (東壁) と試料採取層準
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2)地点 2 (図 3)

l層は黒灰褐色の砂質シルトで、最大径170mmの土丹が散在し、かわらけ片や炭片も認められる。本層

は客土層であり 、その上位には明治期の火災層や関東大震災時の焼土などが認めらる。 2層は黒灰色の

砂質シルト~粘土で、土丹片、かわらけ片、炭片、緑色凝灰岩(玉じやり〉が点在している。本層も地点

l同様水困層と考えられており 、時代は江戸時代後半~末頃とみられている。3}習は土丹層で、基質は黒

灰褐色の砂質シルトである。 4層は黒灰褐色のやや粘土質の砂質シルトで、土丹小片やかわらけ片が点

在している。5層は黒灰色のシルト質砂で、貝の小片が多量に認められ、土丹小片やかわらけ片も認めら

れる。この 5層は中世の河川にともなう堆積物の可能性もあるが、遺物も検出されておらず、現時点にお

いて 5層の時代は特定されていない。6層は青灰白色の砂層で、貝の小片 (多くは稚貝や有孔虫など)が

多く認められる。これらのうち、花粉分析試料は 2層 (3点)を中心に、6層を除く各層 l点の計 7点を

採取した。

3 )地点 3 (図 4) 

本地点は井戸 4の堆積層で、時代は江戸時代末から明治時代初期と考えられている。A層は黒灰色の

砂質シルトで、 貝殻の微小片が多く認められる。B}曹は青色を帯びた黒灰色の砂質シルトで、貝殻片が認

められる。また土丹片が含まれ (20，，--，30mm主体)、特に F部は多く 、大形 (最大径100mm)となっている。

C層は黒灰色の砂質シル ト~粘土で、竹片が認め られ、50mm前後の土丹片が点在している。また、D層は

陪青灰色の粘質土となっている。このうち、花粉分析試料はA"--'C層より 5点採取した。

2.分析方法

上記した 3地点、計17試料について、次のよ うな手順に したがって花粉分析を行った。

試料 (湿重約 4g)を遠沈管にとり 、10%水酸化カリウ ム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後、0.5mm

目の飾にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46%フッ 化水素酸溶液

を加え20分間放置する。水洗後、重液分離 〔比重2.Hこ調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離)を行い、

浮遊物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続いてアセトリシス処理 (無水酢酸 9: 1濃硫酸

の割合の混酸を加え 3分間湯煎)を行う 。水洗後、残造にグリセ リンを加え保存用とする。検鏡はこの残

濫より 適宜フ。レパラ ートを作成して行い、その際サフラ ニンにて染色を施した。

3.分析結果

検出された花粉 ・胞子の分類群数は 3地点を合わせて、樹木花粉43、草木花粉29、形態分類を含むシダ

植物胞子 3の計75である。これら花粉 .シダ

の分布を図 5(地点 lυ〕、図 6(地点 2)、図 7(地点 3)に示した。なお、これらの分布図における樹木

花粉は樹木花粉総数を基数に、草本花粉、シダ植物胞子は全花粉 ・胞子総数を基数として百分率で示し

てある。表および区|においてハイフンで結んだ分類群はそれら分類群聞の区別が困難なものを示し、ク

ワ科 ・パラ科 ・マメ科の花粉は樹木起源と草木起源のものとがあるがそれぞれに分けることが困難なた

め便宜的に草本花粉に一括して入れてある。また花粉化石の単体標本 (花粉化石を一個体抽出して作成

したプレパ ラート )を作成し、各々にPLC.SS番号を付し、形態観察用および保存用と した。
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1 )地点l

検鏡の結果、マツ属複維管東亜属 (ア カマツやクロマツなどのいわゆるニヨウマツ類)が最も多く検出

されており 、20%前後の出現率を示している。ハンノキ属も全試料10%を越えており 、コ ナラ属アカガシ

亜属は10%前後得られている。その他、 モミ属、ツガ属、スギ属、クマシデ属 アサダ属、コナラ属コナ

ラ亜属、シイノキ属 マテパシイ属、ニレ属ーケヤキ属などが5目前後検出されている。草本類では、イネ

科が試料 1-4で出現率36%を示すな ど下部で多く検出されているが、上部では12'"'-'13%とそれほど多

くはない。 これとは反対に、タンポポ亜科は上部で多く検出されており、単条型胞子も同様の傾向を示

し、また、カヤツリグ、サ科も上部に向かし、次第に増加している。その他、 アカザ、科ーヒユ科、アブラナ

科、ヨモギ属が 5%前後得られ、水生シダ植物のアカウキクサ属が試料 1-4より上位で連続して検出

されている。

2 )地点 2

本地点は他の 2地点に比べて花粉の検出数が少なく 、特に樹木花粉は少なく 、試料 2-1、 5、-6

については分布図として示すことができなかった。また、他の試料についても分布図の信頼度は低いこ

とを記しておく 。ニヨウマツ類は最 F部で 6%と低いが、上部では試料 2-3で20%を越えるなど多く

検出されている。その他、 スギ属やハンノキ属が10%前後、クマシデ属ーアサダ、属やコナラ亜属、アカガ

シ亜属などが5児前後産出している。革本類では、イネ科とタンポポ亜科が10'"'-'20%の出現率を示し、カヤ

ツリグサ科は10%前後、アカザ、科 ーヒユ科、アブラナ科が5児前後得られている。また、ヨモギ属は最 F部

において20%近く検出されている。

3)地点 3 (井戸 4) 

ニヨウマツ類が70%前後の高率出現を示し特徴的である。スギ属は最下部では10%を越えるが他は5%

前後と低率であり、その他、コナラ亜属、アカガシ亜属、シイノキ属ーマテノミシイ属、ニレ属ーケヤキ属

などの樹木花粉はいずれも 5%以下と低率である。草木類では、イネ科が下部において30%を越える出

現率を示しているが、上部では減少している。反対にアカザ科 ヒユ科は最下部で出現率は10%以下で

あるが、その上位では20%以上を示している。その他はし、ずれも低率出現であるが、カヤツリグサ科、ア

ブラナ科、ヨモギ、属、タンポポ亜科が連続して検出されている。

4 )誘導化石

上記していない分類群ので、トウヒ属やブナ属などが比較的多く検出されている。また、ペカン属やフ

ウ属も各地点から検出されているが、こ のペカン属やフウ属は第三紀後半に栄えた植物である。木地域

周辺丘陵部には第三紀の前期鮮新世の逗子層が分布しており (見上 ・江藤 1986)、各地点にみられる土

丹 (泥岩)はこの逗子層からの砕屑物と予想される。今回分析を行った試料中には土丹のよ うな非常に古

い堆積物が含まれており、これらからベカン属やフウ属といった現在日本にはみられない分類群が抽出

されたものとみられる。これらを誘導化石と呼ぶが、今回の分析結果においては、このベカン属やフウ属

の他にトウヒ属やブナ属の多くが誘導化石とみられ、モミ属やツガ属、ハンノキ属、ジンチョウゲ科、グ

ミ属などの一部にもその検出状況から誘導化石が含まれている可能性がある。
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表1 長谷観音堂周辺遺跡の産出花粉化石一覧表
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4 .水田稲作について

地点 l、2におけるイネ科花粉の産出状況は、地点 1の下部において比較的高い出現率を示すが、それ

以外では20%以下と稲作地を考えるうえでは少ないように思われる。 しかしながら、検出されたイネ科

花粉にはイネ属の表面形態を有する化石が多く含まれている。イネ科以外についてみると、現在の水田

において普通にみられるコナギ (ミズアオイ属〉やオモダ、カ (オモダ、カ属〉などの水田雑草類は、試料 2

-7で l点オモダカ属が検出されたのみである。一方、水田にもみられる水生シダ植物のアカウキクサ

属が地点 lにおいて連続して検出されている。このように、本地点における水田稲作について花粉分析

結果からは、その可能性はあると思われるが、さ らに別方面からの検討が必要と判断される。

こうした状況から、稲作の検討に用い られているプラント ・オノξール分析を試み、その結果を表 2に

示した。このプラント ・オノξールは根より取り込まれ葉などの細胞内に蓄積された珪酸 (植物珪酸体)

が、植物が枯れるかなどして土壌中に埋積されたもので、イネについてはその形態分類の研究が進んで

いる (藤原 1976など入 試料は地点 lの lおよび 6 (3層 :床土?)と、地点 2の2、 6、 7の 5試料

である。その結果、試料 1-6を除く他の 4試料よりイネのプラント・オパールが検出され、水困層とみ

られている試料 1-1および 2-2では試料 1g当り約12，000個得られた。また、最 も多く得られたの

は試料 2-6の約22，000個、最も少ないのは試料 2-7の8，000個である。検出個数の目安として、イネ

のプラン卜 ・オパールが試料 1g当り 5，000個以上検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性

が高いと判断されている (古環境研究所 1989)。これにしたがえば、各試料において稲作の可能性は高

いと推測され、花粉分析結果を合わせ、両地点の 2層は水困層と判断される。

また地点 2の下部についても、多量のイネのプラント ・オノ号ールが検出されている。しかしながら、堆

積状況は河川堆積物の様相を示 し、花粉分析結果も水田とは考えにくい。こうしたことから、地点 2の下

部については、遺跡周辺における下部層の堆積当時のイネの存在は認められるものの、地点 2における

稲作の可能性は低いと考える。

5 .遺跡周辺の古植生変遷

先にも記したが、地点 l、2が江戸時代後半~江戸時代末頃、地点 3は江戸時代末~明治時代初期と考

えられている。

江戸時代後半~江戸時代末頃の遺跡周辺はアカマツやクロマツなどのニヨウマツ類が優勢であった。

また、スギ属も遺跡周辺に分布しており 、アカガシ亜属やシイノキ属ーマテパシイ属類を主体とした照

葉樹林も普通にみられた。これらスギ林や照葉樹林は中世以前において鎌倉周辺に広く分布していたが、

鎌倉幕府の開府以来の土地改変やスギ材の利用によりこれらの樹木は減少し(鈴木 1993)、その跡地に

ニヨウマツ類が侵入・分布拡大がなされたものと予想される。また、発掘調査により河川跡 も検出され

ており、こうした河川周辺にはハンノキ属がみられたであろう 。その他、 クマシデ属ーアサダ属やコナラ

亜属、ニレ属 ケヤキ属などの落葉広葉樹類も生育していた。

地点 l、 2はこの頃水田であった可能性が高く、水田あるいはその周辺の|睦などにはタンポポ亜科を

はじめとしてカヤツリグサ科、アカザ、科ーヒユ科、アブラナ科、オオバコ属などの雑草類も多くみられた

と推測される。

江戸時代末~明治時代初期は、さらにニヨウマツ類が生育地を広げ、たとみられるが、 J栓積地が井戸 と

いう閉ざされた狭い空間であることからニヨウマツ類は過大に表現されている可能性も考えられる。す

なわち、ニヨウマツ類、は風媒花であり、大量に生産された花粉は風によ って広範囲に散布される。一方、
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表 2 試料 1g当りのプラン卜・オパール個数

試 料 イネ ネザサ節型 ク7 ザ サ 属型{也 のタケ亙科 ヨシ 属 シパ属 キ ピ 族 ウシク サ族 ジ ュ ズダマ属 不明

1 - 1 12， 600 93，800 53，800 3， 400 1， 100 2， 300 1， 100 21，700 。~~， 600 

1 - 6 。 6， 300 3， 800 ! 1， 300 。 。 3， 800 5， 000 

2 - 2 12， 200 83， 100 41，500 6， 100 。1，200 1， 200 。30，500 

2 - 6 22，600 55，200 13， 800 2， 500 。 。 。 27，600 。33，900 

2- 7 1 8，000 33，300 17， 200 2， 300 。1， 100 。 11， 500 l. 100 1 1， 500 

アカガシ亜属やシイノキ属などは虫媒花であり 、散布される範囲はニヨウマツ類に比べかなり狭く 、ま

して井戸内には堆積 しにくい状況である。こうしたことから、遺跡周辺では前の時期同様にスギ林や照

葉樹林は分布しており 、コナラ亜属などの落葉広葉樹類も一部にみられたと推測される。

この井戸堆積物からソパ属花粉が比較的多く得られ、こ の頃遺跡周辺においてソパも栽培されていた

と予想される。その他、イ ネ科やアカザ、科ーヒユ科、アブラナ科、タンポポ亜科なども多く検出されてい

るが、これは当時井戸周辺にこれらが生育していたことによると予想される。また、ゴミ捨て場的な存在

となった廃棄後の升二戸に、除草などによりそれらが捨てられたことも推測され、そうしたことににより

これらの花粉が供給されたことも考えられる。このように、当時の遺跡周辺ではイネ科やアカサ、科ーヒ

ユ科、ア ブラナ科、タンポポ亜科などの雑草類も多く生育 していた。

引用文献

j篠原宏志(1976)プラント ・オパール分析法の基礎的研究 (1 )一数種イ ネ科植物の珪酸体標本と定量分析法一ー考

古学と自然科学， 9， p. 15-28 

見上敬三 ・江藤哲人(1986)鎌倉市地質図.鎌倉市教育委員会.

鈴木 茂(1993)鎌倉市佐助ヶ谷遺跡の花粉化石.佐助 ヶ谷遺跡 (鎌倉税務署用地〕発掘調査報告書一第 l分冊一，

佐助ヶ谷遺跡発掘調査団， p.407-430. 



第 8節 長谷観音堂周辺遺跡の粒度分析

1.概 要

由比ヶ浜の背後に位置する長谷観音堂周辺遺跡では、江戸時代の包含層の下位に貝殻片を多量に含ん

吉川昌伸 (パレオ ・ラボ〉

だ砂層が発達する。この砂層は、長谷観音堂周辺遺跡が縄文海進期に湾口部に位置することから、大半は

しかし、砂層を不整合に江戸時代の堆積層が直接履う縄文海進期に堆積した海成の砂層と推定された。

ことや下位より組粒な堆積物が上部層を形成することなどから、上部層については再堆積の貝殻片を含

んだ河成層の可能性が指摘された。こう した状況から砂層の堆積環境を解明することを目 的として粒度

謝の意、を表します。

組成的検討を行った。なお、一部試料については関本勝久氏に有孔虫を同定して頂いた。ここに記して感

粒度組成の検討は、調査区の南壁と北壁東端の 2地点で行った。分析は、南壁のSl"'S6の6層準と北壁

東端のN1 "'N5の5層準である。以下に各地点の概要を示す。

南壁の砂層を、6層に細分され、下位よりS6，S5，S4，S3，S2，Slと仮称する (図 1)。 堆積層は、

いては全般に円摩された貝殻片を多く含み、特に S1、S3では著しい。また、基本的には概ね 1mmより

S 4を除

貝殻片や有孔虫及び介形虫、

粗粒な成分では貝殻片が卓越する。最下部の S6では、黄灰色紺l粒砂から構成される。この細粒の粒子は

まウニの骨量|ーなどの生物遺骸を主体とし、外来の砂をほとんど含まない。

た、S2では輝石類などの重鉱物が濃集する砂層からなる。一方、S1とS5層の上部では平行ラミナが

発達する。
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北壁東端の砂層は、 5層に細分され、下位よりN5，N4，N3，N2，N1と仮称する (区12)。堆積層は基本的に

は南壁と同様で円摩された貝殻片を多く含む。北壁では、特にN5とN2で多量に含まれる。 このうちN5で

は、粗粒な貝殻片やサザエのふたとともに円摩された10-----20mm程度の礁を含む。また、全試料で中粒砂よ

り組粒成分で貝殻片が卓越する。一方、N4では平行ラミナが発達し、 最上部で粗粒な貝殻片が層状に堆積

する。

処理は、試料80-----250gを取り、恒温乾燥器で110度で乾燥し、標準フルイを 1/2ゆ間隔で4.5qS (44μ 

m)まで重ねて振とうした。なお4.5ゆ以下の細粒成分は0.2%以下と極めて少ないことから細粒成分の

分析は行わなかった。また、普通、粒度分析は貝殻片などの炭酸塩粒子は取り除いて行うが、前述のよう

に生物遺骸を主体とする堆積層や貝殻片を多量に含むことから、ここでは貝殻片も堆積物も構成する物

質とみなした。

2 .粒度分析結果の記載

表 Hこ粒度分析結果を、図3に粒度分布のヒストグラムを示した。また、Friendman(1961， 1967)の

積率法により 平均粒径、淘汰度、歪度、尖度を算出した (表 2)。計算式は、以下の通りである。

平均粒径 x qS = ( ~fixi ) /100 

淘汰 度 σゆ=v ( ~ (f i (x i -xゆ)2/100))

歪度 αゆ=( ~f i (x i-xゆ)3)/100(σゆ)3 

尖度 sqS = ( ~ f i (x i -xゆ)4)/100(σゆ)4 

fi :各粒度階の重量% xi:各粒度階の中央粒径値 (ファイ尺度)

表1 長谷観音堂周辺遺跡の粒度介析結果(単位:g) 
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粒度分析結果は、すべてファイ(ゆ)尺度で表示している。ファイ尺度では、 oCT C 1 mm)を基準に、

負ほど粗粒で正は細粒になる。ファイ尺度は、ゆ =一 IOg2(ミ リメートル単位の粒度/1mm)で示される。

逆に、ファイ尺度をミリメートルにするには、mm値 2-P h iで換算される。また、各種の統計指標の数値

的特性は以下の通りである。まず、平均

粒径は粒度分布全体を代表する値を示す。

淘汰度は、粒子の大きさのそろい方を示

し、数値が Oに近いほど粒径が良く揃っ

ていることを示す。歪度は、粒径分布の

片寄りを示し、 0を対称に正ほどモード

が平均より粗い方に片寄り、逆に負は細|

粒の法に偏していることを示す。尖度は、

粒径分布曲線の山の尖り方を示し、係数

の大きいものは突出した曲線を、逆に小

さいのはへん平な曲線を示す。

北壁と南壁の粒度分析結果は、大きく

tまS3・N2・N5、Sl'S2、S4・S5'S6・N1.N3.N4

の3群に区分される。それぞれA群、 B

群、 C群 (C1 群と C2群からなる〉と

60 

50 

40 

30 

20 

10 

0 

40 

仮称する。各群の代表的な確率積算曲線 30 

を図 4に示す。

A群 (S3.N2.N5)は、粒度分布が細粒

な方に偏した多I[嘩性(polymodal)を示

し、正規確率紙上では 4つの線分 (セグ

メント)から構成され、組粒側の線分が

発達している。この群は、淘汰度が1.655

~ 2 . 247と極めて悪く 、さ らに尖度が

1. 971 ~3 .144と低いことにより特

20 
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10 

S 4 

南壁 北壁
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N 1 
40 
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30 

図3 粒度分布のヒストグラム

徴づけられる。一方、平均粒径は 表2 長谷観音堂周辺遺跡の堆積物の各種の統計指標 (phiスケ ル)

O. 302~ 1. 170 ゆ C O .811~ 0.444

mm)とこの遺跡では最も組粒であ

る。

B群 (Sl.S2)は、粒度分布は概

ね正規分布を 示し 、 単!峰性

(unimodal)からなる。正規確率

紙上では 4つの線分から構成され、

中粒域の線分の発達が著しい。B

群は、 A群と C群の中間的な特性

を示し、各種の統計指標も中間的

な値を示す。すなわち、平均粒径

N 0 

S 1 

S2 

S3 

S4 

S5 

S6 

Nl 

N2 

N3 

N4 

N5 

平均粒径(mm ) 

1.408 (0.376) 

1.515 (0.350) 

1.170 (0.444) 

2.808 (0.143) 

2.156 (0.224) 

2.523 (0.174) 

2.515 (0.175) 

1. 036 (0.488) 

2.482 (0.179) 

2.290 (0.204) 

0.302 (0.811) 
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淘汰度 歪 度 尖 度

0.895 -0.778 5.766 

0.766 1 .418 8.640 

1 . 655 0.955 3 . 144 

0.347 一1. 593 16 . 979 

0.958 ー 1.424 4.689 

0.528 -0.587 6 . 106 

0.608 -2.088 1 1 . 274 

1 . 957 -1.046 3.439 

0.792 -2.390 10 .452 

0.802 1 . 9 2 0 9.508 

2.247 -0.400 1 . 9 7 1 



は1.408------1.515ゆ (0.376------0.350mm)、

淘汰度は0.766ないし0.895である。

C群 (S4'S5.S6'N1'N3'N4)は、粒度分

布が粗粒な方に偏した単|峰性を示し、正

規確率紙上では 4つの線分から構成され

る。この群は、平均粒径が2.156------2.808

ct (0.224------0. 143mm)細粒で、淘汰が

0.347------0.958と比較的よい ことに より特

徴づけられる。なお、この群は淘汰度や

組粒成分の発達の程度からさらに 2つに

細分される。すなわち、淘汰の良いS4'S6

ハ川 (N2) 
C 1 r.l (S 5) 

sW(，(SI) C2j昨 (S'1 ) 

。l

0.01 

. N1 (C 2群〉といくぶん悪いS5.N3・N4(C 1群)である。

図4 A・B・C1・C2各群の確率積算曲線

3 .堆積環境に関する若干の考察

一般に砕屑性堆積物の粒度組成を規制する要因としては、流体の密度、流速、流量、水深や河床勾配な

どがあり 、さらに周囲の地質が異なれば供給砕屑物の粒度や形状及び砂粒子の密度が関係することは言

を持たない。一方、海浜堆積物では特に波浪の強さ、風向、風速、沿岸流などが関係する。粒度組成は、

これら要因の複合の状態や作用の状態、つまり堆積過程と堆積の場の環境により規制される。 このよう

に粒度分布は堆積環境によって特有の粒度組成を示す可能性が想定されることから、統計指標を用いて

環境区分を一般化 しようとした研究も多い (Friedman，1961 ;上杉， 1972)。一方、松本(1983)は海成

と風成堆積物の粒度の違いが個々の地域のみに成り立つ関係であるとし、一般化出来ないとする見解も

ないわけで、はない。

長谷観音堂周辺遺跡では、前述のようにあえて貝類などの炭酸塩か らなる粒子も含めた粒度分析を

行った。したがって、同じ粒度階でも比重の ことなる貝片はより小さな営力で移動する ことは容易に想

像できる。このことは、一般化された区分が摘要できない可能性を示唆させる。この様な問題点はある

が、 以下に堆積環境について若干の検討を示す。

ここでの主 目的である河川砂と海岸砂の区分については、Friedman(1967)は平均粒径と淘汰度に

よって比較的明瞭に区分されることを示した。しかし、ヒ杉(1972)は平均粒径と淘汰度による区分の可

能性については、 浅海砂の淘汰度が全般に大きく河川砂と大差のないものである ことなどから否定的で

ある。ちなみに、図示していないがFriedman(1967)の分散図にプロットした場合、C2群は明らかに海

岸砂の領域にプロットされ、他の試料は淘汰度が悪い ことからいずれも河川砂の領域にプロットされる。

なお、上杉 (1972)の平均粒径と歪度を用いた風成砂と海成砂の区分では、歪度が著 しい負を示すことか

らいづれの試料も明らかに海成砂の領域にプロットされ、少なくとも風成砂とは明確に区分される。一

方、上杉(1972)は堆積環境ごとに特有な確率積算曲線のタイプを示 したが、それに基づくと A群は浅海

砂の、 B群は前浜砂の示すタイフ。に比較される。C群は、どちらかと言うと河川の下流部に多くみられる

パタ ーンに似るが、これは粗粒成分に貝殻片を含むことによる可能性が高い。したがって、貝殻片を除い

た場合、概ね前浜砂に似たタイプを示すものと推定される。なお、試料は実態顕微鏡で観察したところい

づれの試料も有孔虫化石が多く含まれていた。このうち S6とN1の2試料について有孔虫化石の予察

的な検討を行 った。有孔虫化石群は、いづれの試料も概ね同様な組成を示し 、Cibicideslobatulus， 

Q
υ
 

n
H
U
 

1
E
i
 



Elphidium crispum， Cibicides aknerianus， Quinqueloculina seminulum Pararotalia mppmca， 

Cymbaloporetta spp.，Pseudononion japomcumなど湾口部付近の岩礁や砂底、あるいは海藻に付着した分

類群を主体とする。

このような長谷観音堂周辺遺跡の砂層は、確率積算曲線や有孔虫化石群及び浅海砂の淘汰度が河川|砂

と大差のないことなどに基づ くとすべて海成砂と見なせる。なお、統計指標や粒度パタ ーンが明瞭に海

成層を示さないのは、 貝殻片を多量に含んだデータであることも要因のーっと考え られる。 したがって、

長谷観音堂周辺遺跡の下位に分布する砂層は、縄文海進期に浅海ないし潮間帯で形成された海成の砂層

と推定される。
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図版1 長谷観音堂周辺遺跡の花粉化石

1 :マツ属複維管束亙属 PLC.SS 1408 試料1-4
2:スギ属 PLC.SS 1412 試料2-5
3:コナラ属 コナラE属 PLC.SS 1414 試料1-3
4:コナラ属アカガシE属 PLC.SS 1416 試料1-3

nu
 

nd
 



図版2 長谷観音堂周辺遺跡の花粉化石

5:イネ干ヰ PLC.SS 1415 ~i\.キヰ 1- 3
6:カヤツ リグサ未十 PLC.SS 1411 ~i\.車ヰ2 - 4

7:アカザ科 ヒユ科 PLC.SS1417試料3-1
8:アカザ科 ヒユ科 PLC.SS1418 試料3-1
9:ナデシ コ科 PLC.SS 1410 試キヰ2-4

-202 
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図版3 長谷観音堂周辺遺跡の花粉化石

10 :アブラナ科 PLC.SS 1406 ~式車引 -4

11 :ヨモギ属 PLC.SS 1404 試料1-4

10"-'12 

12 :タンポポE科 PLC.SS 1405 試料1-4

13:アカウキクサ属 PLC.SS 1407 試料1-4

203 -

1 3 

1 3 



第三章 まとめ

今回の調査では、鎌倉幕府の所在地として栄えた中l!t期の遺構と遺物が近出の水田経営によって壊さ

れ、そうした時期の遺構 ・遺物をほとんど発見できなかったが、南北朝、室町、戦国期を経た近世以降

の鎌倉の姿を長谷観音の興隆の歴史と共に解明する資料を多少なりとも提供できたと考える。以下では、

まとめとして新たに付け加えることはなく、すでに記してきた事柄を再度まとめて、結びとしたし、。

調査は、現存していた木造礎石建物が大正12(1923)年の震災直後の整地面に建てられていたことを

確認すると同時に、震災のあとかたづけが行われたゴミ穴の発掘から始まり、それ以前の幕末から明治

にかけての建物跡、江戸前期から幕末までの水田跡、それに中世の河川跡を発掘した。

中世に属する遺構は、縄文海進期に浅海ないし潮間帯で形成された砂層、および黒色腐植土の上から

川と井戸が 2基と、それに土墳と溝がそれぞれ 1基発見された。井戸はその井戸枠の最下段を残すのみ

であった。隣接する長谷三丁目41番地点の発掘成果を鑑み、また中世期の両遺跡の遺構図を合成すれば、

この時期の長谷寺前は西から東の川にむけて傾斜しており 、そこに建てられた建物などの遺構は河川の

流路と地勢に従ったものであったようだ。

井戸底のみを残して、中世の造構を削り取った江戸期の水田は、河岸傾斜面を河岸レヴェルにあわせ

て削り取り 、河川は河岸制御による堤を伴う水路へと改変された。水田床土と思われた青黒色土中の花

粉分析とプラント ・オノfール(植物珪酸体化石)分析は多量のイネと水田雑草を検出している。水田経

営は江戸期を通して営まれ、幕末頃に隣接する長谷三丁目41番地点の生活面(の高さ)にあわせた水田

埋立まで続く。水路からは、17世紀から19世紀に至る圏内産染付磁器と施軸陶器が多数出土している。

水路や河川の埋立土の中からは、中世の五輪塔が数多く出土しているが、こ れらの出土は中世と近世に

遺跡地周辺に暮らした人々の聞に中世墓に対する意識の差、すなわち居住民の間に断絶があったことを

示していると思われる。また、古墳や横穴といった古代の葬地から発見されることの多い須恵器の提瓶

が近世の水田より発見されたが、現在長谷寺と光則寺のある遺跡地の西方の山麓は五輪塔が造立される

中世以前から葬地と認識されていたのではないか、と考えさせる。

水田埋立の後、遺跡地には三和土をもっ礎石建物が二棟建てられた。建物はいづれも中世期の遺構が

河川の流路方向に規制されていたのとは替わって、現在の長谷寺参道に並行して立ち並んでいる。近世

の水田水路の方向が中世河川と ほぼ同方向であるここから、現在ある長谷寺参道はこの建物が建てられ

た時期までには定まっていたと考えられる。建物裏の井戸付近からは、幕末から明治初期の物と思われ

る燈明皿が上皿と下皿が逆さまに重ねられて、まとめて発見された。また水路もこの時期に埋められ、

遺跡地を迂回して、より西を流れる(相模国鎌倉名所及江ノ ，1烏全図、明治29年)。これらの建物は一度

火災に見舞われるが、再度同じような建物が同位置に建てられた。その後、明治の中頃の時期に、遺跡

内の敷地利用が変わる。建物の向きはそのままに、それまでの建物の礎石を抜き取ってあらたな建物が

少なくとも一棟建てられる。この建物は再度火災にあいながらも、大正12(923)年の震災で倒壊しす

るまで存続し、その後に現存した建物が再建された。 震災で倒壊 した建物の創建時期は、震災のあとか

たづけに利用された便所穴からは日清戦争戦勝祝い絵皿と瀬戸産の染付便器が年代指標となる。また、

近代の建物敷地から出土する多量の陶磁器には多くの器種が数個体で組をなす揃いであ った ことは注意

されてよいだろう。長谷寺門前の追跡地に建つ建物は単なる一般家屋ではなかったと考えられる。

さて、遺跡の西に位置する浄土宗海光山慈照院長谷寺は、天平八年草創との寺伝があるものの、現存
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する史料では、 新長谷寺1~鐘の文永元(1264) 年七月十五日銘が一番古い。鎌倉市史のまとめるところ

によれば、長谷寺は、慶長頃までは建長寺系統の人が住寺となる禅宗で、その後徳川家康が荒廃してい

た長谷寺を再興し、こ のときより光明寺の末寺の浄土宗となる。こうした長谷寺の変遷と遺跡地に発見

された遺構の変遷は、長谷寺の盛衰と現在みられる参道の形成と関係していよう。絵図や古写真によれ

ば、明治維新前までには現在の参道はすでに出来上がり 、旅館も参道に面して作られている。幕末頃に

水田が埋められて、 建物が現在の参道に面するように建てられる遺跡地の変遷も、そうした門前の参道

の賑わいに因るものであろう。

鎌倉は、豊臣秀吉や徳川家康による八幡宮の整備の他、文化・文政の江戸民衆の大山参りの一環とし

た江ノ島弁天 ・長谷観音 ・金沢八景(千光寺=千手観音、能見堂、金龍院、称名寺、琵琶島弁天)の観

音めぐりと結ひ.ついて、訪れる人々も多かったと考えられる。中世と近世で建物の向き の異なることが

判明した今回の調査からは、鎌倉の中で、長谷寺の盛衰と現在の参道がどのようにどのように整えられ

ていったのか貴重な資料を提供している。

ただし、遺跡地でフk回経営が行宇われている当時から現在のような参道がすでにあったのか、またはや

や異なる位置に参道が位置していたのかの答えを得るには今後も調査を積み重ねなければならない。

参考文献

多治見市教育委員会編 1993 r美濃窯の焼きもの』

平凡社 1988 r古伊万里』 別冊太陽NO.63

古泉弘 1988 r江戸を掘る』 柏書房

小泉和子 1989 r道具が語る生活史』 朝日新聞社

中橋掬泉 1930 r古銭大観J 1973年複刻 大文館書j苫

大橋康二 1994 r古伊万里の文様 一初期肥前磁器を中心に一』 理工学社

瀬戸市史編纂委員会 1988 r瀬戸市史 陶磁史篇三』 新訂三版

白神典之 1992 I堺播鉢考Jr東洋陶磁J Vol. 13 

桜木晋ー 1993 I席回青木造跡の六道銭Jr席回青木遺跡、 I 福岡市教育委員会福岡市埋蔵文化財調

査報告書第356集』

東京大学遺跡調査会編 1989 r東京大学本郷構内の追跡 理学部 7号館地点東京大学遺跡調査室発

掘調査報告書 1J 

東京大学造跡調査会編 1990 r東京大学本郷構内の遺跡 法学部4号館 ・文学部3号館建設地遺跡

東京大学遺跡調査室発掘調査報告書 2J

東京大学遺跡調査会編 1990 r東京大学本郷構内の遺跡 医学部附属病院地点 東京大学遺跡調査室

発掘調査報告書 3J

日本福祉大学知多半島総合研究所編 1994 rl中世常滑焼きをおって」資料集』 レジュメ

中世都市同人会編 1994 r鎌倉における生産地年代と消費状態』第 2田中世都市研究討論会レジュメ

-206-



司、

2.遺跡地から

長谷観音参道を

のぞむ

-207一

1. 遺跡地から

長谷の交差点、をのぞむ

中近世遺構全景

(南から)



4. 水路2 ~4
(東力、ら)

4 

‘，'¥i 

5. 

6.水路1(東から)

-208-



';1' 

叫6PJ.六
，、

" 

7.近代 (幕末一明治初)

全景 (北から)

8.井戸4(東から)

9.井戸4近景 (東から)

口
同
υ

ハU



10. 2面下出土の

瀬戸・美濃製品

11. 建物1北側出土灯明皿

出土状況 (南から)

12.近代(明治一大正)

全景(北から)

円

u
n
L
 



7
u
 

(句、阿仁)盟宣言五五 (，笛l.:i#'vl 

_.L 

んdye
-

件目星ω掛ご:，L1..fC.j(i石にll.:i土手 'Sl 

』ー

旬

、
白戸 句 ι 

R・~一‘
ー司 、一"_ _. 

-ー‘~-.ー‘
一%、~e'

，-巴町 一ー一'
“命‘ 

、白

. 一噌. 
~~.t毎守

，_ー.::'_"

. . 、、

=、

Tl 



N
 

N
 

日たkds記長

時以川

Mm中川阿部.∞

闘い公固山容阿部ヤ
~

る
も，
 

随刊

訂司回附仲間惣. ω



幸日 正七
a::t 書抄 録

ふ り が な かまくらしまいぞうぶんかざいきんきゅうちょうさほう こくし ょ

書 名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

高IJ 警 名

巻 次 第 2分冊

シリ ー ズ名 鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書

シリ ー ズ番 号 11 

編 集 者 名 室蓋，秀明

編 集 機 |羽 鎌倉市教育委員会

所 在 i也 干248神奈川県鎌倉市御成町18番10号

発行年月日 西麿1995年 3月

」、 り が な しょ ざい ち コ ド 北京意 東経 調査面積

調査期間 調査原因

所 収 退 跡、 所 在 i也 市町村i遺跡番号 o ， " 。，" 町l'

はせかんのんどうしゅ

うへんいせき 204 296 19931018~ 190 自己用庖舗併用

長谷観音堂周辺遺跡 神奈川県鎌倉市長谷 19931228 住宅

三丁目

所収遺跡名 種 l:liJ 主な時代 主 な 進 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

長谷観音堂周沼 中世都市造 中世 河川跡 l条 土師器 ・須恵器 ・近世 [1コ世逃構は近世に削平

遺跡 跡 井戸 2基 磁器 ・近世陶器・低石 ・ 水旧開発により 削平。

土繍 l基 銭 ・五輪塔 ・曲げ物 ・ 幕末から長谷観音堂の

満 l条 下駄 ・漆器 ・硯・ 石臼 ・ 門前町に変遷。

キセル等

テンパコ52箱
近目 河川跡 ・水田

( 17~19 世紀)

←一一一 一 一一一一一一一一ーー

幕末~明治 礎石建物 2棟
19世紀

ηぺ
u

n
L
 



9. 上杉氏憲邸跡 (NO. 2 5 8) 

浄明寺一丁目699番外地点

R
U
 



伊 一一一一口

1. 本報は鎌倉市浄明寺一丁目699番他地点におけ

る埋蔵文化財発掘調査のうち、 国庫補助事業に

かかる住宅部分の報告である。

2.調査は集合住宅建設にともなう原因者負担事業

分と平行しておこなわれた。遺跡理解をそこな

わないために、本報にはできるかぎりその成果

も取り入れてい る。

3.調査体制は次のとおり

担 当 者 馬淵和雄

調査員 太田美知子 ・渡部律子(内業)

及川加代子(同前〉
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佐枝(内業)・坂倉美恵子(内業)

調査協力者 福本寿夫 ・萱野五郎 ・松崎靖弘 ・

成田初枝 ・川名由子 ・河盛ミサエ ・

石井ちず子

4. 本報作成分担は次のとおり

遺構図整理 森本 ・太田他

遺物実視11 渡部 ・及川・ 山上 ・兼行 ・坂倉 ・

折茂 ・丹

同墨入れ 向 上

表 作成 折茂 ・山上

造物写真撮影 太田

原稿執筆 馬淵(第一章前半 ・第二 ・三 ・四
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馬淵編集

5.出土遺物等、本発掘調査にかかわる資料は鎌倉

市教育委員会が保管している。
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第一章 調査地点概観

立地

滑川の本流は朝比奈峠に源を発し、十二所から浄明寺(地名)、杉本辺の狭い谷あいを西に流れ、大

倉付近で二 ・三の支流と合流して市内中心部の平野を開析する。浄明寺や杉本付近では、小さな支-流に

よって聞かれた南北の谷が、川の南岸にいくつも並ぶ。それらには西から大御堂ガ谷、釈迦堂ガ谷、犬

懸ガ谷、宅間ガ谷などの名が付けられているが、調査地点はこのうち西から三つ目の犬懸ガ谷の中にあ

る。谷前面を東西に通る道(中世の「田楽辻子」か)から30~40m入った、 谷口近くに位置する。入口

を拒す場所に当たるといってもよい。この地点から谷最奥部までは250~300m程度ある。現在の地番は

鎌倉市浄明寺一丁目699番外。

谷は全体にかなりの傾斜で南に上っていくが、実際には五つ前後の平坦面が段状に繋がったものであ

る。ここで犬懸ガ谷の概略と、 その中での調査地点の位置をみてみよう。なおここには表面観察から五

段の平坦面が認められるが、記述の都合上、入口(北端〉から奥に向け、 lから 5までの番号を村して

おく。調査区のある平坦面は 2である。

平坦面 2は東西、南北とも約50mほどの広さがある。この平坦面は数字のとおり、下から数えて大体

2段目(3段目の可能性もある)になる。むろん、前面の北側 (，平坦面 1J)は一段低く 、背後のl布地

(，平坦面 3J) は一段高し1。いずれも 2m程度の比高差を持つ急11度な崖で、明らかに人為的に削 り出さ

れている。背後の平坦面 3は東の山懐に大きく開け、全体で東西100mと、 lの倍ほどの広さが確保さ

れている。かなり有力な人物の居住区であった可能性があろう。平坦面 4は3よりもやはり 2mほと‘扇

く、2と同じぐらいの規模がある。谷最奥部の 5は人工的に切り聞かれたとみられ、ここも 3同様東側

に膨らんでいる。東西、南北とも100mほどある広い平場である。周囲の山裾にはやぐらもいくつか関

口している。広さや立地からみであるいはここが、後述する犬!怪ガ谷上杉氏の居館本体の所在地かもし

れない。

谷の中を通る道は犬懸坂といい、後述するように、遅くとも平安末期には存在していた幹線道路であ

る。犬!接坂は調査区と東側の山裾との聞を抜けている。

また滑川は杉本寺前面で、南に大きく 蛇行し、現在運動広場となっている広い平坦地を形成するが、調

査地点はこの南側にも当たる。

(馬淵)

歴史的環境

当遺跡周辺の地が古代に何と呼ばれていたか正確には不明だが、平安時代の『倭名類緊紗』の記載で

いえば荏草(えかや)郷に属していた可能性がある。 この一帯にそれ以前から人々が居住していたこと

は、周辺の向荏柄追跡や大倉幕府周辺追跡から検出された古墳時代~奈良時代の竪穴住居(馬淵1985・

1993)や、南御門周辺で検出された弥生時代の集落遺跡 (及川1990)などからも知ることができる。

当遺跡の北を滑川に沿って東西に走る六浦道(現在の県道金沢一鎌倉線)は、石井進らの指摘にもあ

る通り(石井1986・野口1993ほか〉、鎌倉市域の南を通る旧東海道(奈良時代)とともに、中世以前か

ら存在した主要道路であった。 この六浦道が早くに存在したことは、窟堂 ・荏柄天神社 ・杉本寺など少

なくとも平安時代末期にはあったと思われる寺社が、寿福寺(源義朝の「鎌倉之楯J) から当遺跡周辺

にかけて道沿いに並ぶことからも明らかで、あろう。最初の幕府もこの道沿いの大倉に置かれた。以後政
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図 1地点名

平坦面4 il伝言ミ二
図 2 調査地点位置図

'- 調査地点 2 報国寺やぐら群 3 公方屋敷跡 4 浄明寺稲荷小路:il1跡、 5.浄妙寺旧境内泣跡、 6.田楽辻子周辺巡

跡(浄明寺字宅間562:f香33地点) 7.浄妙寺旧境内追跡(浄明寺字向小路90番 l地点) 8.杉本寺周辺追跡群(二階堂字杉

本912番 l外地点) 9 向荏柄逃跡 10.浄明寺釈迦堂田楽辻子追跡、 11. 浄IIJ'j寺釈迦堂治跡 12 横小路周辺遺跡、(二階堂

字社:術9番 1地点) 13.大倉幕府周辺辿跡群(雪ノ下字大倉耕地565番4地点) 14.大倉幕府周辺遺跡群(二階堂字荏柄38

番 l地点) 15 大倉幕府周辺追跡群(雪ノ下字大倉耕地569番 1地点) 16.大倉南御門遺跡、 (A地点) 17 大倉南御門追

跡 (8地点) 18.大倉南御門遺跡、 (C地点) 19.東勝寺追跡、

※番号のついていないものはその他の調査地点



治情勢にかかわりなく 、この道は中 ・近世から現代にいたるまで幹線として存続する。

六浦道沿いには、義朝の「楯」を中心として源氏累代の家人である三浦一族の居館も置かれていた。

各居館の聞を繋いだ居館網ともいうべき人 ・情報 ・ものの交流の網の目は、義朝らの動きからみても、

六浦を越えて対岸の房総半島にまで続いていたのは明らかで、ある。当遺跡、付近では六浦道沿いの杉本寺

前運動広場から大型の堀を有する掘立柱建物群が検出されたが(清水1991)、こ れも遺構年代とそのあ

り方から三浦氏関係の居館である可能性が高い。ここからは六浦道に交差する道路状追構も検出され、

本地点の面した犬懸坂がその延長線上に乗るところか ら、同ーの道路であった可能性もある。

犬懸坂は本地点、の南に{EI~び、 衣張山に登る。この道路は近世では巡礼道とされているが、 道筋自体

『源平盛衰記』 で和田小次郎義茂が小坪合戦の時にと った犬懸坂の北 (つまり杉本)から小坪へと向かっ

た道筋とほぼ重なると思われる。つまり 、当遺跡は六浦道に近接した位置にあったのみならず、六浦道

から小坪方面へと抜ける道路沿いにも位置する。

後に鎌倉に源頼朝が入ると、父義朝の菩提を弔うための寺院である勝長寿院(南御堂)が当遺跡西隣

の谷(大御堂ガ谷)に建立されたりした。また、当遺跡の北側を通る道は、 『吾妻鏡」にいう「田楽辻

子」ではなし、かといわれている。

嘉禄元年(1225)の幕府移転により 、都市鎌倉の基本ililsが若宮大路を中心とする南北軸に移動するた

め、『吾妻鏡』 における当追跡周辺の記述は減少する。しか し、六浦道が依然として鎌倉とその外港ハ

浦津とを結ぶ主要道路である こと にかわりはなかった。遺跡北方の杉本寺前面の六浦道はちょうど微高

地となるが、こうした立地条件のためか、平安末期あるいは鎌倉末期、杉本寺の裏山には杉本城という

城郭が構えられている。鎌倉幕府滅亡後の建武四年(1337) 8月の北畠顕家による鎌倉侵入の際には当

地付近においても合戦が行われ (24日・25日)、足利尊氏方の武将斯波家長が戦死している。

南北朝 ・室町期に入ると、鎌倉時代に較べ当遺跡周辺の文献資料の数は少なく 、発掘調査の事例も充

分とはいえないが、東国 トカ国(卜一カ固または八カ国とも〉の首府として、こ の付近は再び政治の中

心舞台に登場する。

六浦道に面する現在の浄妙寺の東には公方屋敷という地名が存在する。この地に足利基氏以来鎌倉公

方の屋敷があったという。これを信じるならば、南北朝 ・室町期における鎌倉の中心は六浦道周辺であ

り、鎌倉の基本軸も再度東西軸に変化したといえる。鎌倉公方を補佐する関東管領上杉氏の一族も、こ

の東西!Ii由沿いの地である宅間 ・犬懸をはじめ、山内 ・扇谷の各地を名字とした。上杉の祖の重房は建長

四年(1252)、第六代将軍宗尊親王とともに関東に下向し、以来将軍の側近として武家となった。上杉

氏は足利家と姻戚関係を結ぶなどして関東に勢力を広げ、正平十八年(貞治二年 1363)上杉憲顕が関

東管領職に補任されて以後、これを独占する。室町時代には、上杉家は上記の四家に分かれているが、

そのうちで当遺跡の位置する谷の名を名乗るのが犬懸上杉氏である。

応永初年(1394)以来、管領職には山内家と犬懸家が交代でつくようになり、その家が鎌倉府内部に

影響力をもったと思われる。しかし、犬懸家は応永年聞に管領職についた氏憲(禅秀， ? ~1417) の代

に勢力を失う。彼が応永二十三年(1416)に起きた 「禅秀の乱Jの主因者となったからである。

乱前年の応永二十二年 4月、氏憲は足利持氏によ り管領職を解かれ、111内家の憲基がそれに代わる。

また、同年 7月には犬j臣、111内両派の軍勢が鎌倉に集まるなどの事件が起きた。これら一連の事件の背

後には、持氏と氏憲、山内家と犬懸家の対立があったと考えられる。

禅秀の乱はこうした状況下で起こった。この時氏:昔、側に付いた人々のなかには持氏に反発する叔父満

隆や、京都にいて将軍足利義持に不満を持つ義嗣(義満の庶子〉など足利氏内部の不平分子の姿も見ら
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れた。 このように義持 ・持氏 ・憲基に対する不満派の人々や、姻戚関係にある関東の有力武士達を糾合

した氏憲は応永二十三年10月2日の夜、浄妙寺東の持氏の御所を襲う。

この御所攻撃を皮切りに憲基邸を初め とする鎌倉の各地で戦闘が行われ、持氏は駿河国lこ、憲基は越

後国にそれぞれ敗走する。 氏憲側は幕府の対応の遅れもあり 、鎌倉を占領する。 しかし、京都での義嗣

の挙兵は失敗し、翌二 卜四年正月 10日、氏憲は幕府の切り崩しによる味方の相次ぐ寝返りのなかで幕府

の軍勢を北と西か ら迎えて、鎌倉の雪ノ下で自害し、この乱は終結した cr鎌倉大草紙j)。

氏憲の屋敷がこの谷のどの場所にあっ たかは定かではない。最奥部が広さと立地の点においてもっと

も相応しいが、それほど広い谷ではないので、全体を春属の屋敷地と していた可能性はある。

やがて康正元年(1455)以降、鎌倉公方である足利成氏が下総古河に移るに至って鎌倉は東国の府と

しての役割を終えることとなる。それに伴なって都市鎌倉の姿も相当の変化があったと思われる。

戦国時代の鎌倉を支配した小田原北条氏は、天文13年(1544)、六浦道の大倉辻に荏柄天神社造営の

ための関銭法度を定め、通行する人馬から関銭を徴収した。この関所は現在の関取橋の地名の由来とさ

れ、近辺の発掘調査でもそれらしき礎石建物が検出されている(馬淵他1990)。江戸時代には、六浦道

は相模湾の魚介類を江戸に運ぶための道路として賑わったが、当遺跡付近の消息は伝わらない。

(岡)

引用文献

『鎌倉大草紙JIc r群主HJ~従』 巻第三百八一|一 二 ・ 合戦音!什ー四)

石井進1986 I中世六浦の歴史Jr三浦古文化」第40号 三浦古文化研究会

石井進1988 I中世都市 ・鎌倉一一歴史の原風景を求めて一一Jr歴史の読み方 2 都市と景観の読み方JIcr週刊朝日百科 目

本の歴史』別冊)朝日新聞社

及川良彦1990 I大倉南御門追跡 cc地点)出土の弥生土器Jr大倉幕府周辺逃跡群 雪ノ下字大倉耕地569番l地点発掘調査報

告書』大倉幕府周辺逃跡群発掘調査団

清水菜穂1991 I杉本寺周辺追跡群の調査Jr鎌倉市追跡調査 ・研究発表会資料』

野口実1993I頼朝以前の鎌倉Jr古代文化 J145 財団法人古代学協会

馬iJlH和雄他1985 r向荏柄追跡発掘調査報告書』 鎌倉市教育委員会

馬淵和雄他1990 r大倉幕府周辺土色跡群 雪ノ下字大倉耕地569番 l地点発掘調査報告書』大倉幕府周辺遺跡群発掘調査団

馬淵和雄1993 I 2 大倉幕府周辺遺跡悦 二階堂字荏柄38番1J r鎌倉市樫蔵文化財緊急調査報告書 9J1鎌倉市教育委員会

参考文献

百瀬今朝雄他1981 I第三章 鎌倉府Jr神奈川県史通史編JI2 

永原慶二1974 rT克上の時代』中央公論社(文庫版)

永原慶二1988 r内乱と民衆の世紀jcr大系日本の歴史JI6)小学館
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第二章 調査の概要

調査にいたる経緯

この点に関しては、下の文献を参照されたい。

「平成5年度調査の概観Jr鎌倉市埋蔵文化財緊急調査報告書 10J鎌倉市教育委員会 1994 

また原因者負担分に関しては、国庫補助事業分の調査後に引き続いて行われ、 1994年 1月17日に終了

しfこ。

調査方法

住宅は二棟が東西に長く平行して建てられる。そこでその部分に幅 2mの調査区を設定し、北から l

区 ・2区と名付けた。 1区は長さ27mで、 東南に12mx 5 m拡張した。 2区は長さ22mである。総調査

面積は約160rrfで、うち国庫補助事業分は30rrfであるが、発掘調査という作業の性格上、原因者負担分

と厳密な地区割りを設けているわけではない。

また杭を深く入れない工法で設計されているので、建物基礎の強度を維持するために、ここでは掘削

11 12 13 14 15 16 17 

A ¥ ¥ A 

B ¥ ¥ ¥ B 
1 区

C C 

D D 

E E 

2 区

。 10m 

図 3 方眼設定図

A
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深度に規制が設けられた。その深度は現地表面が南から北に傾斜してい るため場所によって異なるが、

最大で約135cmほどである。 ただしいくつかの造構の底面では、結果的に規制深度よりも深くなったも

のもある。 また 1区の東西両端では土層確認のために深掘りを した。

調査にあたっては、初めに重機によっ て厚さ30cmほどの表土を排除した。層位の詳細については図34

~36を参照されたい。

方眼設定は、次のようにおこなった。

まず調査区外西北の一点から東と南に 5m間隔で'!liill線を派生させ、これにそれぞれ算用数字とアルファ

ベットの名称を冠した。その際、測量の便宜をはかつ て車IIJ線は調査区主軸方位にあわせた。各方眼区画

の名称は北西角の車IU線交点によ って示される。

調査経過

国庫補助事業の調査は、1993年11月25日から同月30日までおこなわれた。その聞の経過を調査日誌の

引用によって示す。また、引 き続いてお こなわれた原因者負担分の調査についても、一連の作業として

切り離すことはできないため、あわせて経過を報告しておく。

11月25日 重機による表土掘削と機材搬入

11月29日 測量方|限設定

12月 1日 2区 I面全景写真撮影と平面実洲、 1区 I町西半部写真撮影

12月 3日 1区に拡張区設定

12月10日 2区E面平田実測、掘削

12月24日 1区遺構畑削

1月10日 l区東壁際 ・西端を深掘り

1月13日 l区東半部全景写真撮影

1月14日 1区東 ・南 ・北壁 ・2区南壁土層断而実視IJ

1月17日機材撤収
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第三章 調査結果

調査区はほぼ全面に後世の削平を受けているとみられ、近 ・現代の整地層を除くと、直下に中世末も

しくは近世とおぼしい面が存在する。これ以下、規制深度までほぼ 3枚の生活面を確認した。 l区と 2

区の間隔は13mほどあり 、層位の同一性を確認するのは困難をともなうが、後述するような面のありか

たの類似性、道状遺構などの連続性から判断した。以下、順次説明を加える。

1. I面

現地表面は谷尻(南〉からなだらかに、前面の滑J11 (北〉に向かつて傾斜してい るが、それを剥がし

た遺構面は、実際にはそれほど傾いているわけではない。標高は 1区で21.3m前後、 2区で21.4m前後

である。つまり 、近 ・現代の整地層が南(2区〉で厚く 、北 (1区)で薄いということになる。 この

面での確認遺構は次のとおり。

l区……切石列 1・土t1lH ・小穴約30

2区……溝 1・土墳 2・小穴約50

また両地区ともほぼ全面に、破砕されたシル卜 岩が厚く敷かれている。

a 1区

切石列

調査区東側の北壁に沿って粗くシル卜岩が敷かれており 、その南側に東西方向に一列、その途中から

南へ派生するかたちでさらに一列確認された。全体としてT字形をなす。長さは東西列が8.25m、南北

列が2.07m。石材のほとんどは凝灰質砂岩(し、わゆる「かまくら石J)で、大きさは不揃いであるが、

東西方向列は北面が揃えられており、こちらのほうが外に向いていたことが分かる。おそらく建物の基

礎だと考えられるが、ほかに関連するような遺構がなく、詳細は不明である。

出土造物が之しく年代の推定に根拠を欠くが、 層位的には最も上位にあり、また近くに近世伊万里焼

が出土しているところから、江戸時代以降ではなかろうか。

土墳 1

拡張区南西角に検出された。南半は調査区外に出ているが、現況で長径214cm、深さ 77crnとかなり大

きし、。出土造物に乏しく、性格 ・年代共に不明だが、 おそらく中世後半だろう。

土域 2

拡張区南壁で確認された、長径84cm、深さ51cm以上の楕円形土墳。これも性格不明である。

その他の遺構

l区 I面にはこ のほか、土墳 4基、小穴約30口などがあるが、前者は性格不明で、後者も建物となる

ような連続性は認められないので、詳細は 11唱す。

1区I而出土造物

土師器 ・同白色系 ・瓦質手培り ・土風炉 ・常滑こね鉢 ・瀬戸 ・肥前 ・青白磁 ・鉄釘などがある。年代

的にやや混乱しているが、近世期のものや異例に古いものを除けば、常滑や瀬戸などは大体15世紀前半

代の様相を持っている。
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1. 表土

¥、 ノ、 ム
、，

破砕シル卜岩敷 '-イ

2 

3 

2. 暗茶褐色土、土師器片を含む。

(図34土層図注記10と同一)。

b. 2区

土;蹟15

。n.."，̂ 

b-G-bt二

i 
2 2 

3 3 

3. 茶褐色土、中、小シルト岩塊を多量に含む。o
(図34土層図注記14と同一)。

4. n音茶褐色土(図34土層図注記27と同一)。

図6 切石91J

A南2m

a 

2 a 

2m 

中央部の南壁にかかつて検出された円形土墳。深めの皿形の断面をもち、長径93cm以上、深さ33cmの

規模がある。底面に茶色の粘質土がH占り付いたように堆積している。このような様相の土墳は、この付

近の下層からもいくつか重複して検出されている。性格不明。

土墳16

東側のシルト 岩の面を切り込むO 北側は調査区外にある。断面は浅い血状で、深さは26cmほどしかな

いが、|隔は160cmを越える。性格不明。

土境17

東端で検出された。これもシル卜 岩の面を切り込む。断面は皿状で、深さ43cm。中に常滑護片が何点

か入っていたが、護を据えていたにしては大きす ぎる。性格不明。

講 1

西端近くで検出された逆台形の断面を持つ溝。|幅82cm前後、深さ32cm。西南~東北に向かつて走行し

ており 、どの検出遺構とも主軸が合わない。出土土師器の年代は15世紀代とみられる。

その他の遺構

小穴が多数検出されており 、中に は礎石 らしい石の置かれたものもあるが、相互に関連して建物をな

すようなものはみられない。

2区I面出土遺物

土師器 ・砥石 ・瀬戸縁紬小皿l・鉄製掛け金 ・銭などがある。 15世紀代に属すると思われる。 瀬戸や砥

石など、基本的に搬入品である品々が多く含まれていることは注意を要す る。
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1 

図 7 切石

2 

o 10cm 
」ーーー喧ーーーー」

法量長さ73.2cm 幅21.0cm 厚さ 19.0cm

法量長さ37.4cm 幅20.6cm 厚さ 16.2cm

石材凝灰質砂岩

石材凝灰質砂岩 備考 /ミ痕有り

ulff考 ノミ痕，ホゾ様の四角い穴有り

表 1 切り石観察表
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楠円形?

皿形 ?

214cm以上

84cm以上

77cm 
不明

位置

平面形状

断面形状
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主車lh方位
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5-B 
楕円形

U字形

84cm 
61cm 
51cm以上
N-63

0 -w 

位置

平而形状

断面形状

長径

短径

深さ

主ililh方位

5東1m

a -;::_ζコ)-'a' 

スア

しJ

a 

2m 。
土墳 2

土境 1・2図8

H面2. 

これを除I 面を構成するシルト岩は調査区の全面にわたって敷かれており 、 20~30cmの厚みがある。

いて現れるのがE面である。面構成土は非常に組|かいシルト岩粒子の入った地業層による。標高は l区

2区が21~2 1.2m である。土墳が多いことが特徴として挙げられ、特に 1 区の拡張区が2 1.2~2 1. 3m 、

この一帯のものは底面に西域には10基前後が群集する。また 2区東域の壁際にもいくつかみられるが、

赤褐~茶褐色の粘質土が堆積している。

この面の確認追構は次のとおり。

l区……土墳14・溝 l・小穴41・土師器溜まり l・埋納造構 I

2区・・・…土墳 7・小穴38・溝 2・道状遺構 1

l区a 

土域 3

拡張区の西端にかかつて検出された。全容は不明だが、現況で南北141cm、深さ 66cmの規模がある。

そのうち瀬戸などは15世紀前半代のもの断面は逆台形。出土造物には土師器 ・瀬戸 ・銭などがあるが、

η
d
 

と考えられる。
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i 土問i器 法量口径7.6cm 底径4.0cm 器高2.4cm 成形 ロクロ 外l底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

灯明m 胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調燈色スス付着 焼成良好

2 土師器 法量口径7.6cm 底径4.1cm 器高2.0cm 成形 ロク口 内底部ナデ
胎土砂粒，針状物質含むやや粗い 色調灰燈色 焼成良好

3 土師器 法量口径8.6cm 底径6.7cm 器高2.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土砂粒，壷|状物質，雲母含む 色調淡灰燈色 焼成普通

4 土問l器 法量口径7.4cm 底径3.7cm 器高2.25cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎 土 砂 粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

5 土師器 法量口径7.35cm 底径4.1cm 器高2.3cm 成形 ロクロ 外底部板状圧痕有り

胎土砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒，小石含む 色調灰燈色 焼成良好

6 土問l器 法量口径8.15cm 底径5.5cm 器高2.6cm 成形 ロクロ 内底部ナデ無し

胎土砂粒，針状物質，雲母含む 色 調 灰 燈 色 微 量 の ス ス付着 焼成良好

7 土師器 法盆 口径14.0cm 底径7.8cm 器高4.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎 土 砂 粒，針状物質，雲母，赤色小粒，小石含む微気孔有り 色調淡燈色 焼成良好一 備考完形

8 土師器 法量口径16.9cm 器高 (2.4cm) 成形手つ‘くね 口縁部ナデ

白色系 胎土 砂粒，針状物質， 雲母含む 色 調 白 褐 色 焼成良好

9 燭台 法 量器高 (5.3cm) 成形車IHに粘土を巻いて成形外面へラ削り 胎土砂粒， 雲母含む

色調白褐色 焼 成 良 好

10 瓦質 法量口径 (33.9cm) 器高 (8.6cm) 成形輪積内面ナデ 口縁部，外面へラ磨き
火鉢 文様 外面上位沈線の下に連珠文貼り付け 下位:i!l!珠文l泊り付けの下に沈線 Jj台土白褐色砂粒，小石，赤色

小粒含む気孔有り 色調白褐色~灰燈色 焼成やや不良

11 土肥l炉 法量口径(40.8cm) 器高 (5.3cm) 成形輪積口縁部，外面へラ磨き 文様外面望Ij1部菊花唐草文押印

胎土赤灰色砂粒， 小石含む粗い 色調黒褐色 焼成良好 備考 口縁部内側が摩耗している

12 常滑 法量口径29.8cm 底径11.Ocm 器高8.8cm 成形輪積口縁部ナテ外面指頭痕有り
こね鉢 胎土暗燈色小石，砂粒，長石含む 色調暗燈色~茶色 焼成普通 二次焼成を受け る

13 瀬 戸 法量 口径14.0cm 底径6.8cm 器高3.95cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土淡灰褐色きめ細かい

1架血 手由薬 灰緑色透明 口縁部に付け掛け 焼成良好

14 瀬戸 法量口径16.2cm 器高 (2.6cm) 成形ロ クロ 胎土灰褐色粗い

おろし血 手由薬 灰緑色半透明 日縁部につけ掛け m.成良好

15 )j巴 前 法量類部径1.8cm )j岡部径6.6cm 底径4.7cm 器高(108cm) 成形ロクロ高台削り出 し

徳 平Ij 素地象牙色きめ*1日カ〉い 文 線蛸唐草文 呉須筆描き 粕薬透明 畳付露胎 焼成普通

16 鉄製品釘 法量長さ4.5cm 幅0.3cm 厚さ0.25cm

17 鉄製品船釘 法量長さ (5.5cm) 幅0.9cm 厚さO.'icm

18 鉄製品不明 法最長さ 16.0cm 幅0.5cm 厚さO.4cm

表 2 1区|面出土遺物観察表
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土域 4・5・6

拡張区の土墳群中に、南北に細長い土墳が 3基並んでいる。西から 4・5・6の番号を付したが、い

ずれも同規模で、堆積土も似ているため、まとめて扱う。

4は長さ265cm、|幅106cm、深さ45cm、5は長さ不明だが、|幅93cm、深さ37cm、6は長さ274cm、幅131

cm、深さ42cmで、ある。断面はし、ずれも逆台形で、 5と6に切合い関係があるようにみえるが、堆積土は

細かいシルト岩を大量に含む点で共通するので、三つが同時に存在していた可能性がある。出土遺物に

は4に土師器、5・6に土師器 ・陶磁器 ・瓦質製品などがある。このうち 4出土造物はおおむね15世紀

として大過なかろう。 5・6は当初一つの遺構として認定したため、遺物を一緒に取り上げてしまった。

年代的には13世紀後半から15世紀まで含まれるが、主体は、瀬戸や五質の燭台などか らみて、15恒紀前

半代ではなかろうか。

土峨 7

拡張区の土墳群の中にある円形土墳。長径125cm、短径117cm、深さ57cm、断面は{由形。 黄灰色のシル

卜岩粒子を大量に含む土が堆積している。

土墳 8

土墳群の北東部にある円形土墳。長径113cm、短径103cm、深さ51cm、断面は碗形で、規模、形状とも

7によく似ている。

土墳 9

8 の南60~70cmにある楕円形土墳。長径117cm以上、 短径91cm 、 深さ 37cm 、 断面は逆台形を呈する。

出土遺物には土師器があるが、おおむねこれも15世紀前半のものであろう。

土fJj.HO. 11・12

拡張区の西南域に 3基がかたまって存在する。 10・11はほほ、円形だが、12の全容は不明。前 2基を12

が切る。 10は長径153cm以上あり 、11もほぼ同規模とみられるが、12は規模不明。10・11はすり鉢状の

断面だが、12は箱形を示す。これらの堆積士も細かいシルト岩の大量に混じ った土である。

土境13

土墳 6の南にあり 、後述の土;蹟14と切合うが本祉が古い。おそらく直径90cmほどになる円形土墳で、

断面はすり鉢状を呈する。深さ56cm。

土墳14

10・11と13の間にある楕円、もしくは隅丸長方形土墳。 213cmx 170cmで深さ42cm、断面は逆台形を示

す。底部には他の土域同様、細かいシルト岩層が認められる。出土造物には、土師器 ・瀬戸三足鉢他が

あり 、やはり 、15世紀前半ごろであると思われる。

構 7

西端を深掘りした際に土層断面で確認した、南北に走る溝(図26・34)。幅など不明。

土師器溜り

拡張区中央部南壁際に、 4・5点かそれ以上の土師器皿がまとまって出土した。年代は共伴遺物がな

いので確定しづらいが、大きくみて15世紀代であろう。

埋納遺構

東壁近くで検出された。土師器 7枚と万子、砥石が土;墳中に納められていた。刃物を使う、例えば料

理人のような職能民のまじない儀礼だろうか。年代は、土師器が薄手で前代の様相を引きずっているか

に見えることから、 15世紀前半の可能性がある。
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位置 4-E
平面形状 円形 ?
断面形状 皿形
長 径 93cm以上
短 径 46cm以上
深さ 33cm
主中111方位不明

6東4m

位 置 6-D.E 

平面形状不整惰円形?

断面形状皿形?
長 径 158cm以上

短 径 152cm以上

深 さ 26cm 
¥主車111方位不明よ

1. 1_町茶褐色粘質土、小 シル ト岩塊、粒を多fliに含む。
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位置 7-D
平面形状楠円形 7

断面形状皿形?

長 径 157cm以上
短 径 127cm以上

深さ 43cm

主中111方位不明
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位 置 2・3-D0 E 
概 要南西から北東方面に走る。断面逆台形
Illlli 82cm 
深さ 32cm
主1倒的位 N-300 -E 

;: 臨2122 午 ~:さ♂
3. 明褐色粘質土、 小シルト岩塊、 粒を多量に含む。 。 (i白書)-(遺物) 10cm 

2m 

溝 4 。

図11 2区 |面土嬢15・16・17 溝上岡出土遺物

法量 口径12.7cm 底径8.2cm 器高3.'1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底吉日ナデ
lj台土砂粒，針状物質，芸母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

表 3 溝 1 出土遺物観察表
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1 土師器 法量口径7.3cm 底径3.8cm 器高2.1cm 成形 ロクロ 外底部板状圧痕有り 内底部ナテ

胎土，砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

2 土師器 法盛口径6.8cm 底径3.8cm 器高1.8cm 成形 ロクロ 内底部ナデ

胎土，砂粒，量|状物質，雲母，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

3 土師器 法量口径7.1cm 底径4.3cm 器高2.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
胎土，砂粒，針状物質，赤色小粒， シJレト岩粒含む 色調燈色 焼成良好

4 土師器 法量口径7.25cm 底径4.5cm 器高2.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎土，砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む 色調淡撞色 焼成良好

5 土師器 法量口径11.9cm 底径7.0cm 器高3.3cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
Jl台土，砂粒，針状物質，赤色小粒，雲母>/ノレ卜岩粒含む やや粗い 色調櫨色 焼成良好

6 土師器 法量口径1l.5cm 底径6.6cm 器高3.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
胎土，砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒，シノレト岩粒含む 色調燈色 焼成良好

7 土師器 法量口径14.2cm 底径8.0cm 器高3.7cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎土，砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好 備考完形

8 土日ji器 法量 口径13.75cm 底径7.5cm 器高3.8cm 成形ロクロ 内底部ナデ
胎土，1砂粒，針状物質，雲母，赤色小位含む 色調 i淡燈色 焼成良好

9 瓦質製品 法盤径4.6cm 厚さ0.3cm 成形粘土板を削って成形つまみ，裏面突起部貼り付け つまみ穿孔有り
蓋つ 胎土灰色砂粒含むきめ細かい 色調灰黒色 焼成良好

10 瀬戸 法量口径10.6cm 底径5.0cm 器高1.85cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り痕
皿 Jl古土質灰色小石含む気孔有り 手由楽灰緑色不透明縁部漬け掛け 焼成良好

11 鉄製品掛金具 法最 長さ (6.5cm) 径0.65cm

12 銭 元祐通宝 北 宋 初 鋳1086 行書

13 銭 元符通宝 北 宋 初 鋳1098 ~裏書

14 銭 嘉泰通宝 南宋 初鋳1201 指誓

15 砥石 法盤長さ (7.5cm) 幅6.1cm 厚さ4.2cm 産地天草 色調黄茶色
備考中fl1l 4面が低面焼けている

16 砥 石 法量長さ (5.4cm) 幅3.0cm 厚さ1.4cm 産地不明 色調灰色 備考中砥 4面が{瓜面

17 砥石 法量長さ (8.2cm) 幅2.35-3.4cm 厚さ 2.lcm-3.1cm 色調 灰褐色 産地上野
備 考 中 砥 4面が砥面

18 転用滑石 法量長さ5.1cm 最大幅4.0cm 厚さ1.4cm 色調灰色外函黒褐色 備考鍋の破片再加工の途中

19 瀬戸 法 量器高 (36cm) 成形ロク口 Jl台土淡灰褐色 紬薬灰緑色半透明内外面施粕
碗 焼成良好 二次焼成を受ける

20 土師器 法量 口径7.5cm 底径3.9cm 器高2.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
胎土砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む やや粗い 色 調 灰 燈 色 焼成良好

21 土師器 法畳口径7.0cm 底径3.6cm 器高2.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ
胎土砂粒，量!状物質，雲母，赤色小粒含む やや粗い 色調燈色 焼成良好

22 土師器 法量 口径7.0cm 底径4.2cm 器高2.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ

胎土砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む 色調櫨色 焼成良好

23 土師器 法量口径11.0cm 底径6.7cm 器高3.65cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナテ
胎土砂粒，金|状物質，雲母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

表 4 2区 l面出土造物観察表
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小穴その他

柱穴らしい穴や礎石の入った落込みな ど40口余りが検出された。拡張区南壁に沿うかたちでいくつか

規則性もうかがえるかにみえるが、深さに統一性がなく 、一連のものとはしなかった。

1区E面出土遺物

土師器 ・瀬戸 ・瓦質製品 ・砥石 ・銭な どがあるが、15世紀前半~中葉にかけてのものであろう。

b. 2区

土域18

調査区中央寄りにある。 103cmx 70cm、深さ24.5cmの楕円形土墳。断面は逆台形で、堆積土中にいく

つかの15世紀前半代の土師器片を含む。

1二:tJ1U9

調査区東寄りに北壁にかかつて検出された。長さは現況で184cmほどあり、浅い逆台形の断面を呈す

る。堆積土中には大量の半人頭大シノレ ト岩塊とと もに、土師器皿 9枚が重なって廃棄もしくは埋置され

ていた。土師器皿の年代は15世紀前半ごろと思われる。

土域20・21・22

東寄りの南壁に 3基が連なって存在する。大きさは20が127cm以上である以外不明だが、いずれも逆

台形の断面を持つ。注目されるのは、どれ も底面に粘性の強い赤褐色土が貼られたように堆積している

ことである。被熱痕跡や鉱津がないので鋳造などに関わるものではなく 、むしろ水分を遮断したり 、惨

出を防ぐためのものかも知れなし ¥0 15世紀前半ごろの瀬戸が出土している。

土境23・24

土墳22などの東側に連なり 、こ れらも先の 3基と同様の様相を持つ。 23は170cm以上、 24は183cm以上

あり 、ともに逆台形の断面を示す。これらも底面に赤~茶褐色粘質土が貼り付いている。

溝 2・3・道状遺構 1

溝 2・3は約3.5mの間隔を置いて平行し、その聞は道のように残るので、全体を道とその側溝と解

釈した。満幅はそれぞれ64cmと75cmで、ある。南北方向に走るが、 l区に延長は出ていないので、途中で

曲折するか、あるいは道ではない可能性もある。

2区E而出土遺物

土自ili器 ・瓦質製品 ・瀬戸 ・常滑 ・銭な どがあ る。年代は大体15世紀ごろであろう。
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楕円形?

不整逆台形

141cm 以上

82cm以上

66cm 
不明

位 置

平面形状

断面形状

長 径

短 径

深さ

主軸方位
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4・5-A.B
円形

椀型

125cm 
117cm 
57cm 
N-O。

位置

平面形状
断面形状
長径

短径
深さ

主!I!IIげJ位

℃三ユE ヲ6

土墳 8

5-A'B 
不整楕円形

逆台形

117cm以上

91cm 
37cm 
N-35S-E 

位置

平面形状

断面形状

長径

短 径

深さ

主ilillJ方位

土墳 7

\ '~- ~ 

:(日与
三二正Zグ7

~ 

a. 

2m (遺槍)。
土墳 9

10cm (遺物)。
土嬢 3・7・8・9、同出土遺物
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5-A.B 
長楕円形

逆台形

274cm 
131cm以上
42cm 
N-16S-E 

土横6
位 置

平面形状

断面形状

長径

短径
深さ

主軸方位

4' 5-A' B 
長楕円形

逆台形

153cm以上
93cm 
37cm 
N-16S-E 

土域5
位置
平面形状

断面形状

長径

短径
深さ

主iPUI方位

4-A'B 
長楕円形

台形

265cm以上
106cm以上
45cm 
N-10

0 

-E 

土墳4

位 置
平面形状

断面形状

長径

短径
深さ

主軸方位

土壌 4・5・6

l 土師器 法量口径7.2cm 底径4.8cm 器高1.6cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ
胎土砂粒，量i状物質，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

2 土師器 法量口径l2.4cm 底径7.4cm 器高3.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
胎 土 砂 粒，金|状物質， 雲母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

3 瀬 戸 法量口径 (l5.9cm) 器高 (37cm) 成形ロ クロ 胎土灰色砂粒含む や やきめ細かい
平碗 粕薬灰緑色半透明内外面施秘 二次焼成で失透 焼成良好 二次焼成を受ける

4 瀬 戸 法量底径5.3cm 器高 (2.1cm) 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土淡燈色砂粒含む気孔有
宣古E り 粕薬灰緑色半透明外面に付け掛け下位，外底部露JI古内面に粕垂れ 焼成良好

5 銭 皇宋通宝 北宋初鋳1039 築書

6 土師器 法量 口径8.0cm 1.底径5.2cm 器高1.65cm 成形 ロク口 外底部回転糸切 り 内底部ナテ
灯明皿転用か 胎土砂粒，小石，赤色小粒含む ややきめ細かい 色調灰燈色 焼成良好

7 土師器 法鐙口径12.7cm 底径8.5cm 器高3.0cm 成)1'3 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内l底部ナテ
胎土砂粒，小石，剣状物質，赤色小粒含む 色調淡燈色 焼成良好

図16

土域 3・9出土遺物観察表
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土 土問1器 法量口径7.4cm 底径4.5cm 器高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り

墳 )j台土砂粒，針状物質含む 色調灰樫色スス付着 焼成良好

4 

2 土師器 法量口径11.0cm 底径5.0cm 器高3.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナ デ

胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

3 土師器 法量口径12.4cm 底径7.6cm il~高2.8cm 成形 ロクロ 外l底部回転糸切り 内底部ナデ

胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調縫色 焼成良好

4 瀬 戸 法量口径12.4cm 器高 (1.9cm) 成形ロ クロ 胎土灰褐色ややきめ納かい

皿 手由薬 灰緑色不透明 白濁する 内面ハケ塗り のうえ口縁部付け掛け 焼成良好

土 5 土日目i器 法盛口径6.3cm 底径3.9cm 器高2.25cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ

品目 )j台土砂粒，壷|状物質含む 色調淡燈色 焼成良好

5 

6 土問i器 法盛口径7.6cm 底径4.4cm 器高1.8cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナテ

胎土砂粒，針状物質，雲母含む 色調灰怨色 焼成良好 二次焼成を受ける

7 土日市il~ 法盛口径7.9cm 底径4.0cm 器高2.25cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

)j台土 砂粒，針状物質，雲母含む 色調淡燈色 焼成良好

8 土師器 法皇口径13.1m 底径7.6cm 器高3.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナ デ

胎土砂粒， 雲母，針状物質，赤色小粒含む 色調淡燈色 焼成良好

9 土師器 法量口径14.0cm 底径7.6cm 器高3.6cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土 砂粒，雲母，針状物質，赤色小粒含む きめ納かい 色調淡燈色 焼成良好

10 瓦質 法量口径 (34.0cm) 器高 (5.2cm) 成形内面ナデ 口縁部，外面へラ磨き 文様外面上位沈線 と

火鉢 連珠文貼り付け 胎土灰白色 砂粒，小石含む 色調灰色 焼成良好 二次焼成を受ける

11 備前 i法盛 口径 (14.8cm) 器高 (5.9cm) 成形輪積 口縁部ナデ 胎土灰褐色小石，長石，黒色小位

壷 含む微気孔有り ややきめ細かい 色調灰色口縁と肩部に降灰 焼成普通 二次焼成を受ける

12 瀬 戸 法髭器高 (3Ocm) 成形ロ クロ 胎土茶灰色砂粒含む気孔有り

四耳壷 粕薬灰緑色半透明ハケ塗り m成良好軽い二次焼成を受ける

13 瀬 戸 法量口径7.4cm 器高 (2.4cm) 成形ロ クロ 胎土淡灰褐色砂粒含む微気孔有り

不明 手由楽 灰緑色透明 口縁部，外面に付け掛け 焼成良好軽い二次焼成を受ける

14 瀬 戸 法i丞 器高 (3Ocm) 成形 ロクロ 耳部l泊り付け外面に 4重の条線が 2段耳部にも条線有り

四耳壷 胎土淡灰褐色砂粒，小石含む 気孔有り 秘書E灰緑色半透明外面に施粕内面に紬垂れ

焼成良好 二次;焼成を受ける

15 瀬 戸 法量 胴部径7.9cm 器高 (2.1cm) 成形ロ クロ 胎土淡灰褐色砂粒含む微気孔有 り ややき

筆 瓶 め細かい 粕薬灰緑色透明外面に施秘 焼成良好軽い二次焼成を受ける

16 瀬 戸 法量胴部径13.0ω 器高 (7Ocm) 成形 ロクロ 耳部貼り付け外面に 4重の条線が 2段

四耳壷 胎土淡灰褐色砂粒，小石含む 微気孔有り ややきめ納かい 粕薬灰緑褐色透明外面に施粕 二次

焼成で失透 焼成良好 二次;焼成を受ける

17 瀬 戸 法量口径11.0cm 底径5.0cm 器高2.6cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土 問色小石 l
皿 砂粒含む微気孔有り 手由~ 灰緑色半透明 日縁から中位にかけ付け掛け

m成良好 二次焼成を受ける 保i考スス付着

18 瀬 戸 法量 口径13.0cm 器高 (3.5cm) 成形ロ クロ 胎土淡灰褐色砂粒含む微気孔有り

皿l 手由薬 灰緑色不透明 内面ハケ塗りのうえ口縁部付け掛け 二次焼成で失透

焼成良好 二次焼成を受ける

19 瀬 戸 法盛口径11.8cm 器高 (3.3cm) 成形ロクロ )j台土淡灰褐色砂粒含む微気孔有り きめ車IHかい

1m 利l薬灰緑色透明 口縁から I~]位にかけ付け掛け 焼成良好

20 瀬 戸 法益底径4.9cm 器高(1.5cm) 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土灰褐色砂粒含む気孔有 l

おろし血 り きめ細かい 焼成良好 二次焼成を受ける 備考内外面露胎紬垂れ有り

21 瀬 戸 法量底径5.5cm 器高(l.6cm) 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部に目跡、有り

肌 )j台土灰褐色砂粒含む気孔有り 手由薬灰緑色半透明 内面にハケ塗り 焼成良好

22 瀬 戸 法量口径14.6cm 器高 (3.0cm) 成形ロ クロ 胎土 淡灰褐色砂粒含む微気孔有り

華瓶 秘書E灰緑色不透明内外面施紬 二次焼成で失透 焼成良好 二次焼成を受ける

23 青 磁 法量底径4.lcm 器高 (3.0cm) 成形 ロクロ 高台削り出し 文様外面複立E弁
古巨泉窯 碗 素地灰色砂粒含む気孔有り 秘薬灰青色半透明高台内露胎 焼成良好

表 6 土域 4・5・6出土遺物観察表 (1 ) 



24 碁石 法量長径1.95cm 短径1.35cm 厚さO.5cm

25 砥石 法量長さ6.1cm 最大幅2.35cm 厚さ 1.8cm 産地不明 備考中砥 4面が砥面上函の使用痕が著し
い 軽い二次焼成を受ける

26 素焼き 法量口径13.95cm 器高 C2.8cm) 成形ロクロ 胎土砂粒，長石含む 色調淡灰燈色
軟質陶器 焼成良好

27 燭台 法量上段受け皿口径9.8cm 中段受け皿口径(l2.6cm) 底径12.5cm 器高不明 成形 ロクロ引きい) 後
外全面へラ磨き 中段の内面はナデ痕を残す 納部縦方向へラ磨き 納部内面横ナデ内面下端部へラ磨き
文様 上段受け皿外面と納部外面下位は沈線 2本の問に連続菊花文押印 中段受け皿外面は沈線と四つ菱文押印
胎土砂粒，小石，赤色小粒含む微気孔有り 色調灰燈色 焼成良好

表 7 土境 5 出土遺物観察表(2 ) 

l 土師器 法豊口径7.0cm 底径4.0cm 器高1.65cm 成形ロクロ

胎土砂粒，針状物質， 雲母，赤色小粒含む 色調機色 焼成良好

2 土師器 法量口径1l.5cm 底径5.2cm 器高2.8cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ
胎土 砂粒，壷|状物質，シノレ卜岩粒，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

3 土師器 法 量口径12.0cm 底径7.5cm 器高2.8cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ
胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調灰槍色 焼成良好

4 備前 法 量器高 C4 .5cm) 成形輪積口縁部ナデ 日台土 H音援色 砂粒，小石，長石含む
こね鉢 色調暗燈色口縁部暗茶色 焼成良好

5 転用常滑 法量長さ5.1cm 最大幅4.0cm 厚さ 1.0cm 胎土灰黒色砂粒，小石，長石含む
色調暗茶褐色片面 (内面)に降灰 焼成良好 備考割れ口に擦り痕有り

6 瀬戸 法量口径32.6cm 底径14.4cm 器高8.5cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 脚部貼り付け
三足付大平鉢 素地灰褐色小石， 黒色小粒含むややきめ細かい微気孔有り 粕薬灰緑色不透明 内面，口縁部から外

面中位にかけハケ塗り 焼成良 好

7 銭 元豊通宝 北 宋 初 鋳1078 行書

表 8 土壌14 出土遺物観察表

土 l 土師器 法量口径7.0cm 底径4.4cm 器高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナ デ

~~ 灯明皿 胎土砂粒，針状物質， 雲母，赤色小粒，小石含む やや組い 色調灰褐色 焼成良好
溜

ま 2 土師器 法量 口径13.4cm 1底径8.6cm 器高3.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
り 胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調灰筏色 焼成良好
1 

3 土師器 法量口径13.6cm 底径8.5cm 器高3.2cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 内底部ナテ
胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調淡灰燈色 焼成良好

4 土師器 法最 口径15.05cm 底径8.5cm 器高4.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
胎 土 砂 粒，金|状物質， 雲母，赤色小粒含む気孔有り 色調灰援色 焼成良好

埋 5 土師器 法量口径7.15cm 底径4.4叩器高2.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
納 胎土砂粒，壷|状物質， 雲母，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好
治

構 6 土師器 法量口径7.0cm 底径4.6cm 器高1.95cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
胎土砂粒，針状物質，小石，雲母含む ややきめ細かい 色調灰燈色 焼成良好

7 土師器 法量口径7.9cm 底径5.4cm 器高2.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
胎 土 砂 粒，壷|状物質， 雲母，小石含む 色調暗燈色 品'E成 良 好 備考 完形

8 土師器 法量口径7.8cm 底径5.0cm 器高2.2cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
胎土砂粒，壷|状物質， 雲母含む 色調燈色 焼成良好 備考完形

9 土師器 法量口径7.9cm 底径5.0cm 器高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
胎土砂粒，量|状物質，小石含む 色調暗燈色 焼成良好 備考完形

表 9 土師器;留り1・埋納遺構出土遺物観察表 C1 ) 
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j二WOO
位置 4-B
平面形状椅円形?

断而形状逆台形

長 径 153cm以上

短 径 110cm以上

深さ 73cm
主iliill方位不明

重複関係土11・12と切り合う

j二級12
1. n音灰褐色粘質二仁、炭化物、

シルト岩、粒を多量に含む。

2. ~二褐色シルト岩層

土蹟11
3. }i1t灰色シルト岩間

土成11
位↑~I 4・5-B
平而形状絡円形?

断面形状 U字形

長 径 97cm以上

短 径不明

深 さ 66cm以上

主ilillJ方位不明

重複関係土10・12と
切り合う

土成12
位置 4・5-B
平商形状椅円形?

断面形状箱)1ヲ
長 径 232cm以上

短 径 58cm以上

深さ 30cm
主軸方位不明

4 土墳10・11・12
4. "音灰褐色粘質土 重複|刻係土10・ 11を

切る

5東1m

一.a

位置 5-B
平面形状 円形 ?

断面形状 U字形
長径

短径

深さ 56cm
主ilillJ方位不明

重複関係土14とP64に切られる

土壌 13

{立 世 4・5-B
平面形状応円形

断面il~状不整1m形
長 f{t 213cm 
短 径 170cm
i策 さ 42cm
主中IIJ方位 N-68'-W  

1. 灰茶褐色弱粘質土、凝灰質砂岩片を

含む。

ミ二L01

℃二子d

モ三ヨーィ

もぞ
2. 炭化物層

3. 灰茶褐色弱~\~i 'l"(土、土削l器片を含む。
4. 灰茶褐色弱~\~i質土、シjレト岩塊粒を

多量に含む。
オ¥JU5

土墳 14 J 

図18 土壊10~ 14、 同出土遺物
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10 土師器 i法髭口径12.5cm 底径7.6cm 器高3.1cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

JJ台土砂粒，針状物質， 小石，赤色小粒含む 色 調 灰 燈 色 焼成良好 備考完形

11 土問I器 法量口径13.2cm 底径7.6cm 器高3.4cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

JJ台土砂粒，壷|状物質，雲母含む 色 調 灰 燈 色 品'，¥成良好 vtli考完形

12 鉄製品刀子 法量長さ (27.8cm) 最大幅3.2cm 厚さ0.3cm 備考柄の繊維が付着

13 砥石 法最長さ(l9.0cm) 中国4.5cm 厚さ3.2ω 産地上野系つ 色調灰色
備考中砥 4面が砥面焼けている

表10 埋納遺構出土遺物観察表 (2 ) 

l 土師器 法盛口径6.8cm 底径3.9cm 器高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

JJ台土 砂粒，量|状物質，雲母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

2 土師器 法量口径10.7cm 底径5.0cm 器高2.9cm 成形 ロクロ 外底部板状圧痕有り 内底部ナデ

JJ台土砂粒，小石，針状物質，雲母，赤色小粒含む やや粗い 色調 灰燈色 焼成良好

3 土師器 法皇口径7.1cm 底径4.8cm 7li5高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土砂粒，針状物質，小石，雲母含む 色調灰燈色 焼成 良好

4 土師器 法量口径8.2cm 底径3.5cm 器高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土砂粒，壷!状物質，雲母，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

5 土日市器 法盈口径12.1cm 底径6.9cm 器高3.25cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土砂粒，量i状物質，雲母，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

6 土削l器 法ill 口径14.0cm 底径7.0cm 器高3.65cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ

胎土砂粒，針状物質， 雲母含む 色 調 灰 燈 色 がL成良好

7 転用常滑 法量長さ13.1cm 幅6.7cm 厚さl.lcm 胎土灰色小石，長石，黒色小粒含む
色調灰茶色 焼成良好 備考輪積成形の裂の破片外面に叩き白 書IJれ口に綴り痕有り

日 瓦質 法量器高 (2.9cm) 成形内面ナデ 口縁部，外面へラ磨き 文様 外面2本の沈線の聞に菱繋ぎ文押印

香炉 胎土淡灰褐色砂粒含む 色調灰褐色~灰色 焼成良好

9 瀬戸 法量口径11.0cm 器高 (3.0cm) 成形 ロクロ高台削り出しか 胎土灰燈色砂粒含む

皿 粕~ 灰緑色半透明 内面にハケ塗りのうえ口縁部付け掛け 焼成良好

10 瀬戸 法量口径3.2cm 底径2.6cm 器高0.9cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 胎土灰色砂粒含む

入れ子 利薬 ~粕 焼成良好 備考内面に微量の|燦灰

11 瀬戸 法量器高 (24cm) 成形ロクロ 胎土灰褐色微気孔有り 利楽灰緑色半透明ハケ塗りかっ

折縁深皿 焼 成 良 好

12 瀬戸 法量器高 (3.3cm) 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土灰褐色気孔有り

大平鉢 粕薬灰緑色半透明内面にハケ塗り 焼成良好

13 瀬戸 法量底径6.5cm 器高 (4.5cm) 成形 ロク口 外底部回転糸切り 胎土灰褐色きめ細かい
宝古E 秘薬灰緑色透明ハケ塗り 焼成良好

14 白磁 法 皇 底 径4.2cm 器高(1.5cm) 成形 ロクロ高台削り出し 素地白色きめ細かい

皿 粕薬灰色透明高台内露胎貫入有り 焼成良好

15 銭 祥符元宝 北宋初鋳1008 楢筈

16 銭 紹聖元宝 北宋 初鋳1094 行書

17 砥石 i法最長さ (9.0cm) 幅2.0cm-3.6cm 厚さ1.9cm-3.1cm 産地上野 色調灰緑色

備考 中砥 4面が砥面

表11 1区 11面出土遺物観察表
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図20 1区 11面出土遺物

土 l 土師器 法 量 口 径12.9cm 底径6.7cm 器高3.3cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 内底部ナデ
18 胎土 砂粒，壷|状物質，雲母，赤色小粒，シノレト岩粒含む やや粗い 色調燈色 焼成良好

土境
2 土師器 法量口径12.6cm 底径7.7cm 器高3.5cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎土砂粒，金|状物質含む 色調灰鐙色 焼成良好
19 

3 土師器 法量口径13.0cm 底径7.4cm 器高3.6cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎 土 砂 粒，小石，針状物質，赤色小粒，雲母含む 色 調 淡 燈 色 焼成良好 備考完形

4 土師器 法量口径12.5cm 底径7.0cm 器高3.35cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎 土 砂 粒，針状物質，赤色小粒， 雲母含む 色 調 淡 桜 色 焼成良好 備考完形

5 土師器 法量 口径12.9cm 底径7.2cm 器高3.5cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎土砂粒，告|状物質，赤色小粒， 雲母含む 色調淡燈色 焼成良好

土 6 瀬 戸 法量口径23.1cm 底径1l.Ocm 器高5.5cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 胎土灰褐色砂粒，
20 折緑鉢 小石含 む 微 気孔有り 粕薬灰緑色半透明 内面，口縁部から外面下位までハケ塗り

表12 2区 11面土壊18・19・20出土遺物観察表

l 土師器 法量口径7.0cm 底径3.6cm 器高2.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り

胎 土 砂 粒，壷|状物質，雲母含む 色調燈色 焼成良好

2 土師器 法豊口径8.3cm 底径4.4cm 器高2.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ

灯明皿 胎 土 砂 粒，針状物質，赤色小粒含む 色調灰燈色スス付着 焼成良好 備考完形

3 土師器 法量口径10.7cm 底径6.0cm 器高2.6cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

給土砂粒，針状物質，雲母含む 色調淡灰燈色 焼成良好

4 土師器 法量口径13.5cm 底径6.2cm 器高3.8cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナテ

胎土砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む ややきめ細かい 色調灰燈色 焼成良好

5 土師器 j法量口径14.5cm 底径8.8cm 器高3.45cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土 砂粒，壷|状物質，雲母，赤色小申立，小石含む 色調俊色 焼成良好

表13 2区 11面小穴出土遺物観察表 (1) 
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概 要底音1IIこ小石、土師昔日が散乱

位置 5-E
平面形状不整楕円形

l新商形状 1111形

長径 103cm
短 径 70cm
深さ 24.5cm
主軸方位 N-48

0

-W  ダノ

ヘ/¥… 
aヘ土竺ケ a

土墳 18

2 

15東3m

a .- 一一.a 概要

位置
平面形状
断面形状

長径

短径
深さ
主軸方位

9t文重ねの土(:ni昔日i盟納
5-E 
焔|工JJ[手?

1111形
184cm以上
66cm以 lニ
37cm以上
不明

ヅ-
片
々
¥

よ
ノ

，
 ，
 

，
 ，，

 
〆

a .-
4 

午主~
て三二三

て三イ 。
法笠
(遺物)

1m 

土旗 印 。 10cm 

土成21
l 位置 5-E 箇 5・6-E

土 20 土21 土22 平田形状桁円形 ? 平前形状焔円形?

E南1m 万六ヌ弓お- 胴形状逆台形 断而形状逆台11ヲ
li-- 一・aアー 長 径 127cm以上 長 径 88cm以上

| 短 径 37cm以上 短 径 38cm以上

6 深さ 42cm 深 さ 34cm

21.70m 主制"11位不可I 主車1"方位不明

a .- 4 ， 車線|長|係土蛾21を切る 重抜|長i係土成20・22に切られる-'a 

6 

8 (反転図)

6-E 
m円)1ヲ?
Illlif~ 
66cm以上
26cm以上

20cm 
不明
土城21を切る

2 

茶褐色Ni質土

黒褐色粘質土、炭化物を多量に含む。

赤褐色粘質土、品!i'性強い燐土ブロ yク含む。

茶褐色弱粘質土、 小シルト岩塊を多量に含む。

赤茶褐色~\!i質土、焼土を多量に含む。
茶褐色粘質土、凝灰質砂岩片含む。

茶褐色粘質土、 6より小シル ト岩塊を多く含む。

赤褐色粘質土

土填20・21・22
。 2m 

。 10cm 

図22 2 区 11 面土境 1 8~22、 同出土遺物
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6 三足付 法量 口径10.lcm 胴部径10.3cm 器高5.05cm 成形輪積後ロクロ 脚部貼り付け 口縁部，外面，脚部へラ磨き
香炉 文様外面上位沈線 l本の下に菱繋ぎ文押印 胎土瓦質赤灰色砂粒，小石含む微気孔有り

色 調 黒 色 焼成良好 備考断面を再加工

7 燭台 法盤底径13.0cm 総高 (65cm) 成形車i首脳内面ナデ外商縦方向へラ削り後へラl袋き
胎土灰色瓦質砂粒含む 色調黒色 焼成良好

8 常滑 法量 )底径15.9cm 器商 (6.8cm) 成 形 輪 私 外面f旨E血痕有り 胎土，暗燈色小石，砂粒含む
こね鉢 色調 ~褐色 焼成良好二次焼成を受ける

9 転用常滑 法量 長さ9.2cm i込ー大幅7.2cm 厚さ 1.3cm 胎土灰黒色小石，長石含む
色調外面暗茶色降灰有り 内面茶色 焼成普通 備考割れ口に擦り痕有り

10 瀬戸 法塁口径14.0cm 器市 (3.0cm) 成形ロクロ 胎土灰褐色気孔有り
おろし皿 手由薬 灰緑色半透明 口縁と内面と外面下位までハケ塗り 焼成良好

11 自自載品 法量口径11.95cm 底径4.5cm 器高6.4cm 成形 ロクロ 高台浅く 削り出し 胎土灰褐色微気孔有り
天白茶碗 手由薬 黒褐色不透明 内面と外面下位まで付け掛け 焼成良好 二次焼成を受ける

12 銭 照寧元宝 北宋者]鋳1068 ~ま書

13 不 明 法量 l民径5.6cm 器高 (33cm) 成形 ロク口 外底部回転糸切り /1古土気孔有り ややきめ細かい
こね鉢 色調灰燈色 スス付着 焼 成不良 二次焼成を受ける

14 火鉢 法量器高 (3.4cm) 成形 口縁部横ナデ外面上位に沈線 l本と連続菊花文押印
胎土赤灰色砂粒，小石，雲母含む 色調灰黒色 焼成良好

表14 2区 11面小穴出土遺物観察表(2 ) 

6東3m

E南1m
a -

一.a

a .- 4 

土靖24
1 21.70m 

x 
6 

土燐23
位置
平面形状

断面形状
長 径

短径
深さ

主il'111方位
重復関係

6-E 
桁円)1ヲ?
逆台JIヲ?

170cm以上
51cm以上
57cm 
不 1~~

土級24に切られる

土櫛24
位置 6-E
平而形状不3妥結円JIヲ?
断面形状逆台JI手?

長 径 183cm以上
短 径 56cm以上
深さ 57cm
主il'llげf位 不 明

重複関係土成23を切る
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M
出

W

M
岨

土

土

袴j色~\!i質土、凝灰質1沙岩片、粒、焼土含む。
茶褐色弱粘質土、 1=1=1シルト岩塊を含む。
赤茶褐色粘質土
茶褐色粘質土

茶初色粘質土、 4よりシ)L--卜岩粒多い。

茶色れ!i質土、焼土粒含む。

一'a
j蕎3 21.60m 

a 

溝2 道状遺構1

，〆

3 
4 

E 

a .-

a .一一

道状遺構 1
{立;直 3・4-0'E

溝 2
概 嬰雨凶から北東へ滅6と共に

道状iiH品に沿って走る。
l析而不猿逆台形。

位置 3・4-0'E 
Ipffi 64cm 
深さ 43cm
主ilillJ方位 N-18.20-E 

満 3
概 要南西から北京へ満5と共に

道状i岩村iに沿って走る。
断面逆台)1手。

位世 4-0'E 
l幅 75cm
深さ 45cll1
主il'llJ方位 N-16.3

0 

-E 
n (1 ml褐色粘質土、小シルト岩塊、粒を多量に含む0

・'(f2 1 l 2. 茶褐色粘質土、r:I'小シjレト場塊を多量、玉砂利、小凝灰質1沙岩塊、焼シルト岩粒を含む。
( 3 茶褐色粘質土、玉砂利を小量含む。

出 31 l4. 赤茶褐色粘質土、 小凝灰質砂岩峡lを含む。 。
図23 2区日面土境 ・道状遺構 1
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図24 2区11面・小穴出土遺物

l 瀬戸 法豊口径 (21.5cm) 器高 (3.4cm) 成形ロクロ 胎土灰褐色小石含むややきめ細かい
折縁深皿 粕楽灰緑褐色半透明外面上位までやIけ掛け 焼成良好

2 瀬戸 法盤底径lO.9cm 器高 C2.7cm) 成形 ロクロ 外底部回転へラ削り 高台貼り付け 胎土灰褐色
四耳牽 砂粒，長石含む きめ細かい微気孔有り 紬薬灰緑色半透明内外面ハケ塗り 焼成良好

3 瀬 戸 法盛口径12.6cm 器高(l.9cm) 成形ロクロ H台土 淡灰褐色微気孔有り
皿 事1I楽灰緑色半透明 日縁部に付け掛け 焼成良好 二次焼成を受ける

4 石製品茶臼 法盈器高 (5.4cm) 石材安山岩 色調灰黒色 備考下臼

表15 1区111面溝 7・井戸 1出土遺物観察表
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3. 111面

E 面を構成するのは、シル卜 岩を細かく砕いた地業土である 。 これは30~40cmの厚みがあり 、それを

除くと、 l区 ・2区とも炭化物がいちめんに散った層が現れる。もしかするとこれこそが「禅秀の乱」

の火災痕跡であるかも知れな い。しか し2区は全面掘削したが、 l区の方は この層まで下げる と掘削規

制深度を越えるため、東側拡張区壁際と西端部の深掘りにとどめざるをえなかっ た。E面は この炭化層

の下にある。

皿面の確認遺構は次のとおり。

l区……講 2・道状遺構 l・井戸 2・小穴12

2区一・・・・土墳 l・溝 3・道状遺構 1・小穴22

a 1区

溝 8

調査区東側、 ほぼ 6~iJlLl:::. を南北に走る。 |幅120 ~80cm、深 さ 40cm ほどの V字溝。溝 9 とともに道状遺

構 3の側溝をなす。

端 9

東壁沿いにあり 、東岸は調査区外にある。幅 ・深さともに不明。溝 8とともに道路側溝をなす。

道状追構 3

溝 8と9の聞に土を版築状に盛り上げたかまぼこ状の遺構があり 、道 と考えた。 土塁あるいは築地の

下部である可能性 も消えないが、 道であればおそらくこれが往時の犬懸坂であろう。幅約2.9m。

井戸 1・2

1は拡張区南壁、 2は西端深掘り区で検出されたが、深度規制のため平面の確認のみにとどまる。 l

は径2.52m以上、 2も確実に 2mを越えるが、全容はつかめない。 lから茶臼の下臼片が出土 した。

b. 2区

土塘25

調査区西域の南壁際で検出された。長径は現況で130cmJ孔上、断面は逆台形。底部から土師器が出土

しており 、年代は15世紀初めごろと思われる。

?梓 4

中央を南北に走る。|宿i60cm、深さ40cm前後、 U字形断面で、満 5とともに道状遺構 2の側溝をなす。

構 5

溝 4の東約2.5mを南北に走行する浅い V字構。道状遺構の側溝と思われる。幅105cm、深さ27cm。

道状追構 2

溝 4と5の聞はかまほ、こ状に土が盛りヒげ、られている。両側lこ講を持つ ことから判断す ると、土塁や

築地というよ りも 、 道である可能性が高し 、。幅2 .5m前後だが、 溝 4 ・ 5 まで含めると 4.1~4.2 m ほどに

なる。 l区検出の道状遺構 3とは方向が完全にずれている。

直面i上炭化層出土造物

土師器 ・瀬戸 ・舶載磁器 ・石製品 ・鉄釘 ・銭な どがある。年代的には15世紀初め頃が主体をなすと思

われる。土師器 (47)もこれまで見たような外反器形ではな く、内湾する器壁を持つ。

-255 
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溝7出土H面

2m (遺構)。
10cm 

)!ι上-~

(遺物)。

B 

キ三士干ごZZ
井戸1出土

。
16溝8

井戸1

1区 11面平面図・ 出土遺物

土 l 土師器 法 量 口 径13.5cm 底径8.4cm 器高3.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
25 胎 土 砂 粒，針状物質，雲母含む 色調樫色 焼成良好

土 2 土師器 法量口径8.lcm 底径4.4cm 器高2.3叩 成形 ロクロ 外底部回転糸切り
26 灯明血 Jj台土砂位，壷|状物質，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

3 常滑 法量 口径 (32.9cm) 器高 (53cm) 成形輪積口縁部ナデ 胎土暗燈色砂粒，小石含む
こね鉢 色調茶色~暗茶色 焼 成良好 二次焼成を受ける

4 青磁 法量器高 (2.9cm) 成形ロクロ 素地 灰白色微気孔有り 紬薬灰緑色半透明内外面施粕
天日型碗 焼 成 良 好

5 青磁 法盤底径4.0cm 器高 (O.5cm) 成形 ロクロ 高台削り出し 文様外商単蓮弁
小 皿 素地灰白色きめ細かい 利薬灰緑色透明高台内露胎 焼成良好

図26

2区111面土嬢25・26出土遺物観察表
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E南1m
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二二二ご¥ 一一一 一
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(反転図)

位 置

平面形状

断面形状

長 径

短 径

深さ

主軸方位

3-E 

楕円形?

皿型

130cm以上

48cm以上

20cm 

不明

y~- j:-;J， 

1. 暗茶褐色粘質土大小シルト岩粒子
炭化物を多量に含む。。

里
一一

10cm 

2m 

土墳 25

位 置 5-E

平面形状不整楕円形?

断面形状 逆台形

長 径 139cm以上
径 66cm以上

深 さ 50cm

主事1"方位不明

。

ヘ~質砂岩

てて二g2ヨ
立ー」ーζニコ 5

一一一一一一一一/γ工一戸一一ー メγJ.-ノ 1// γ/  

九V 3 

三三豆互Z777/一一
λ/  

土墳 26

図28 2区111面土壊25・26、同出土遺物

l 瓦質 法量器高 (82cm) 成形 輪積 口縁部，外面へラ踏き 鍔官官に穿干しlヵ所
火鉢 文様 口縁直下沈線 l本とその下に連珠文貼り付け 鍔部上面外縁から連続S字文押印 連続菊花文抑印連続長方

形内渦状文押印迎続菊花文押印 外面上から連続四つ丸愛文重ねTil印 連続菊花文押印

胎土灰色砂粒，小石含む 色調灰黒色 焼成良好 備考隅丸形かつ

2 鉄製品 法 量 長 さ ( 156cm) 最大幅2.1cm 厚さO.3cm 備 考 諸 刃 弟IJ刀かつ

3 土師器 法量 口径7.7cm 底径4知 n 器高1.85cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ
灯明皿 胎土砂粒，壷|状物質， 雲母含む 色 調 灰 燈 色 ス ス 付 着 焼成良好

4 土師器 法 量 口 径8.0cm 底径4.9cm 器高2.2cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナデ
灯日月皿か つ 胎土砂粒，量|状物質含む 色調淡 燈 色 ス ス 付 着 焼成良好 備考完形

5 土師器 法量口径7.75cm 底径4.7cm 器高2.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切 り 内底部軽いナテ

灯明皿 胎土砂粒，針状物質， 雲母赤色小粒含む 色調灰機色スス付着 焼成良好

6 土問i器 法量口径8.5cm 底径6.1cm 器高2.0cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土砂粒， 雲母，赤色小粒，壷|状物質含む粗い 色調灰燈色 焼成非常に良好 侃l考完形

7 土問i器 法量口径8.4cm 底径4.2cm 器高2.3cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

灯明皿 胎土砂粒，針状物質， 雲母含む 色調灰燈色スス付着 焼成良好

8 土日市器 法豊 口径9.0cm 底径4.9cm 器高2.5cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ

胎土砂粒，壷|状物質， 雲母，赤色小粒含む ややきめ細かい 色調燈色 焼成良好 備考完形

9 土日市器 法 量 口 径11.2cm 底径6.0cm 器高2.95cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 内底部ナテ

胎 土 砂 粒，金|状物質， 雲母，赤色小粒含む 色調燈色 焼成良好

10 土師器 法量口径12.6cm 底径8.0cm 器高2.85cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

胎土砂粒，世|状物質，赤色小粒含む 色調桜色 焼成良好 備考完形

11 土師器 法量口径13.7cm 底径8.0cm 器高3.1cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナテ
胎 土 砂 粒，雲母，赤色小粒，金|状物質含む粗い 色調淡灰燈色 焼成非常に良好 備考完形

12 土師器 法量口径5.0cm 底径3.6cm 器高1.1cm 成形 ロクロ 外l良部回転糸切り 内底部ナテ

ミニチュア l胎土 砂粒，針状物質含む 色調燈色 焼成良好

表17 2区111面炭化層出土遺物観察表 (1 ) 
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図29 2区111面溝 2・3・道状遺構 2

13 土師器 成形 ロクロ成形か つ 板状圧痕有り 穿孔 lヵ所 胎土砂粒，赤色小粒含むやや粗い 色調淡灰権色|

穿孔底部 焼成非常に良好

14 瓦質 法量器高 (62cm) 成形輪積口縁部，外面へラl砦き 始土灰色砂粒含む 色調灰黒色

火鉢 焼成良好

15 瓦質 法盛口径26.9cm 胴部径31.6cm 器高(l1.3cm) 成jf~ 輪積 口縁部，外面へラ踏き 内面ナデ指頭痕有り

火鉢 胎土灰白色砂粒含む 色調内面灰色外面灰黒色~灰褐色 焼成良好

16 瓦質 法量口径35.8cm 底径25.4cm 器高14.5cm 成形輪t~ 胸l部日出り付け 内面ナデ 口縁部，外面へラ磨き

脚付き火鉢 胸部外商へラ磨き 文様外面上位 2本の沈線の間に:iili続菊花文押印 その下に連珠文貼り付け 下位連珠文貼

り付けの下に沈線 1:本 胎土灰樫色砂粒，小石含む 色調灰黒色~灰燈色 焼成良好

17 常 滑 法量器高 (83cm) 成形輪積

主E

18 瀬戸 法量口径11.1cm 底径4.5cm 器高2.75cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り )j台土淡灰褐色砂粒含む

皿 微気孔有り 粕楽灰緑色半透明 内面ハケ塗りのうえ口縁部付け掛け 二次焼成で一部失透

焼成良好 二次焼成を受ける 保i考内底部に目跡有り

19 瀬戸 法盛口径12.5cm J底径5.5cm 器高2.6cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土淡灰褐色砂粒含む

m ややきめ細かい 紬3E 灰緑色半透明 内面ハケ塗りのう え口縁部付け掛け 焼成良好

備考内底部に目跡有り 外底部にスス付着

20 瀬戸 法量 口径11.6cm 底径5.5cm 器高2.65cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り

皿 胎土灰褐色砂粒含む 紬薬灰緑色半透明 内面ハケ塗りのうえ口縁部付け掛け 二次焼成で一部失透

焼成良好 二次焼成を受ける 備考内l底部に目跡有り スス付着

21 瀬 戸 法量口径10.0cm 底径6.0cm 器高2.45cm 成形ロク口 外底部回転糸切り 胎土灰褐色微気孔有り

s[[ 利主主 灰緑色透明 内面と外面上位に付け掛け 焼成良好 備考内J底面に重ね痕有り

22 瀬戸 法量 口径12.0cm 底径6.0cm 器高3.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土灰色微気孔有り

おろし皿 紬楽灰緑色透明 日縁部から側面に付け掛け 焼成良好 備考 スス付着

23 瀬戸 法:!:tl: 口径 (25.9cm) 総高 (6.1cm) 成形ロクロ 胎土灰褐色 1州立含む微気孔有り

大平鉢 秘薬灰緑褐色半透明内外面施紬 焼成良好

表18 2区11100炭化層出土遺物観察表 (2 ) 
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24 瀬戸 法盈口径7.75cm 底径3.9cm 器高3.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 胎土淡灰褐色小石含む

小碗 紬楽灰緑褐色透明 内面と外面下位まで付け樹け 二次焼成で一部失透 焼成良好軽い二次焼成を受ける

25 瀬戸 法量口径3.4cm J阿部径6.9cm 底径4.4cm 器高4.0cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り

無ll!Ji小壷 JJ台土灰緑色半透明 日縁部から外商中位に施利i 焼成良好 備考スス付着

26 瀬戸 法量口径9.1cm 底径4.6cm 器高4.1cm 成形ロクロ脚部l泊り付け Jl台土灰色砂粒含む

三足付香炉 粕薬黒褐色不透明 日縁部から外面中位に施粕 焼成良好 二次焼成を受ける

27 瀬戸 法量口径15.3cm 器高 (8.9cm) 成形 ロクロ 把手，注口部姑り付け 胎土灰色砂粒，小石含む

行平 粕薬灰緑色半透明 内面ハケ塗りのうえ口縁から外面中位に付け掛け 焼成良好 二次焼成を受ける

28 瀬戸 法量口径16.5cm 底径4.7cm 器高6.8cm 成形 ロクロ 高台i浅く削り出し 胎土灰褐色砂粒，小石

碗 含む微気孔有り 粕薬灰緑褐色半透明 内面と外面中位まで付け掛け 焼成良好 二次焼成を受ける

29 瀬 戸 法量口径11.2cm 器高 (5.5cm) 成形 ロクロ 高台削り出しか? 胎土淡灰褐色砂粒含む

天目茶碗 手由薬黒褐色不透明 内面と外面中位まで付け掛け 焼成良好二次焼成を受ける

30 瀬戸 法量底径4.6cm 器高 (3.0cm) 成形 ロクロ 外底部浅く削り出し JJ台土灰褐色砂粒含む

天目茶碗 粕楽黒褐色不透明 内面と外面下位まで付け掛け 焼成良好二次焼成を受ける 備考外底部に花抑

31 青磁 法皇口径14.9cm 器高 (4.1cm) 成形 ロクロ 口縁部やや外反 文様内面画花文

龍泉窯碗 素地灰色砂粒含む微気孔有り 秘薬灰緑褐色半透明気泡，貫入有り 焼成良好

32 青磁 法量底径15.8cm 器高 (4.1cm) 成形ロ クロ高台削り出し 文様内底面双龍文貼り付け 内面画花文

鉢 外面 2重線刻蓮弁 素地灰白色砂粒含む 気孔有り 粕薬灰緑色半透明笠付き露目台 焼成良好

33 鉄製品火箸 法量長さ(l2.0cm) 径0.35cm

34 鉄製品 釘 法皇長さ5.5cm 幅0.7cm 厚さO.4cm

35 鉄製品釘 法量長さ (53cm) 幅0.5cm 厚さ0.35cm

36 鉄製品釘 法霊長さ (58cm) 中高0.45cm 厚さ0.3cm

37 鉄製品釘 法量長さ (7.1cm) 幅0.7cm 厚さ0.5cm

38 銭 開元通宝 唐 初鋳621 措書

39 銭 祥符通宝 北 宋 初 鋳1008 楢筈

40 銭 天聖元宝 北 宋 初 鋳1023 ~ま書

41 銭 熊寧元宝 北宋初鋳1068 ~草書

42 銭 皇宋通宝 北宋 初鋳1039 惜書

43 銭 熊寧元宝 北宋初鋳1068 楢書

44 銭 元豊通宝 北 宋 初 鋳1078 築書

'15 銭 皇宋通宝 北 宋 初 鋳1039 ~裏書

46 砥石 法量長さ7.5cm 最大幅3.0cm 厚さl.0-2.0cm 産地不明 色調灰褐色 備考中砥 4面が

砥面

47 土師器 法量口径7.6cm 底径5.2cm 器高2.2cm 成形 ロク口 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ

JJ古土砂粒，針状物質，雲母，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

48 硯 法量長さ (6.5cm) 幅6.6cm 厚さl.9cm 石材粘板岩 色調灰黒色 備考切り出し痕，ノミ痕

有り

49 砥石 法量長さ 13.3cm 幅3.5cm 厚さl.4cm 石材京都系 色調赤灰褐色~茶色 備考仕上げ砥切

り出し痕有り 焼けている

50 温石 法量長さ C7.2cm) 幅9.0cm 厚さ1.7cm 成形穿孔 lヵ所 石材滑石 色調赤灰色

表19 2区111面炭化層出土遺物観察表 (3 ) 
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4. 111'面

2区の道状遺構 2の盛り上がりを除いたところ、その下に土墳 2基と小穴 12を確認した。

土墳26

南壁にかかつて検出された。長径139cm以上のすり鉢状土壌。深さ50cmで、中段に砂岩が置かれてい

る。出土遺物には土師器 ・常滑こね鉢 ・舶載磁器などがあり 、年代的にいくらか混乱がみられるが、お

おむね14世紀前半ではなかろうか。
一

ぞーιフイ ¥ ス

1 土師器

2 常滑
こね鉢

3 青磁

無文碗

4 青磁
碗

5 銭

6 鉄製品釘

7 温石

E 

① 
ピ三二

EEP7 
ーヨ174

口
o 10cm 

図32 1区111'面出土遺物

法 量口径13.2cm 底径7.1cm 器高3.5cm 成形 ロクロ 外底部回転糸切り 板状圧痕有り 内底部ナデ
胎土砂粒，針状物質，赤色小粒含む 色調灰燈色 焼成良好

法貨器高 (6lcm) 成形輪積口 縁 部 ナ テ 胎土燈色砂粒，小石含む
焼成良好二次焼成を受ける

法量口径(l8.0cm) 器高 (3.3cm) 成形ロ クロ 素地灰色やや粗い

粕薬灰緑色半透明少量の貫入有り 内外面施粕 焼成良好

法 量口径12.6cm 器高 (3.9cm) 成形ロクロ 文様外面上位に 2重の沈線
粕薬灰緑色半透明少量の貫入有り 内外面施粕 焼成良好

元農通宝 北宋初鋳1078 築警

法量長さ (6.4cm) 幅O.8cm 厚さO.65cm

法量長さ (8.7cm) 幅 (4.5cm) 厚さ2.7cm 成形穿干しlヵ所上面に傷有り
色調赤灰色

表20 1区111'面出土遺物観察表

5東2m

土墳26I 0 

5東2m

図33 2区111'面平面図
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色調燈色~茶色

素 地 灰 白 色

石材滑石
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第四章 まとめ

本調査には深度規制があり 、年代的に も南北朝期以前の層に達することはできなかった。また、調査

区の範囲が狭いうえ二つに分かれていたため、満足でき る資料が得られたと は言いがたし、。しかし室町

時代初期の資料として、炭化層の広がりや道路遺構な どを確認することができた。ここではいくつか気

付いた点を指摘して、まとめとしたい。なお調査 した層の年代はいずれも15世紀に属している。

炭化層について

l区 2区両方にわたって炭化層が確認さ れた。おそ らく これは火災の痕跡であり、だとすれば全面に

広がっている可能性がある。残念ながら、こ れ以下は規制値を越えるため掘削できず、その前後におけ

る追構の性格差などの検討はできなかった。問題はその炭化層の年代である。

図30をみてみよう。まず土師器だが(3~11)、小型品の主体をなすとみられる 4 ・ 5 • 7・8は、

やや器肉が厚く 、口径/底径/器高の平均はそれぞれ8.3/4.7/2.2cmとなる。 7・8で特徴的なことは

ロクロ糸切部分の径が小さ く、体部下半の屈曲部からかなり窄まっ た形になることである。全体的には

南北朝期頃までに普遍的にみられる、内湾する器形を引きずっているといえる。ここには口径llcmの中

型品もあるが (9)、これも器形的には鎌倉後期~南北朝期のものに共通する。大型品(10・11) の器

壁はわずかに外反気味になるもののその程度は炭化層より上で出土 したものほどではな く、また、 上層

で一般的であ ったものに比べると器高が低し、。 以上を要する に、これらは15世紀に主体をなす一群よ り

も一段階古式の様相を持つということにな る。一方瀬戸を見ると、生産地編年からいって14世紀代に遡

らせるのは無理ではないか。とすると、いささか強引な言い方になるが、こ の一群の造物は15世紀初頭

ごろに主体があると考えるのが妥当であろう。そしてさらに言えば、 15世紀初頭にこの谷でお きた火事

とは、まず応永二十三年(1416)の「上杉禅秀の乱」である とみてよいのではないか。当然、こ の炭化

層出土遺物にはきわめて良好な一括性が認められることになる。今後はこれらの遺物が、編年の有力な

手掛かり となりう るだろう。また土師器のなかに、灯明皿に使われた らしい油煤の付着したものの多い

ことは注目 しておきたし、。使用形態の変化がそこに示されているかも知れなし、からである。

道路について

E面で検出された道状遺構を取り上げておきたい。 1区と2区双方にあるが直線的にはつながらず、

互いの延長が来るべき場所にそれ らしきものがないので、両者間の未調査区のどこかで屈曲するか、あ

るいは虎口のように食い違っている可能性もある。注意しなければいけないのは、2区検出の道を谷奥

の平坦面 3に向かつて延長すると、西側の山裾近くを通る ことである。つまり本調査区の平坦面 2にお

いては東寄りを通り、次には西寄りに主軸をす、らしていることになる。これがもし事実ならば、谷戸占

地のあり方として、 興味深い例が示されたことになる。
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金属製品
I:I~ 国産陶磁器瓦

国産陶磁部
二|二部 ・ 二|二 ~~ I~~I

その他
川
丸
山土

。 50 100% 

表21 調査区全体遺物構成

T種 (子づくね)

R租j(ロクロ) 0-ω 

。 50 100% 

表22 土師器技法別構成

;前十月

美渥

l
l
『川比

瀬戸

。 50 100% 

表23 国産陶磁器器種構成

青磁 臼i滋 青白磁 巾
。 50 100% 

表24 中国産陶磁器器種構成
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図版 1

3調査地点近景(北西から)

1犬懸ヶ谷遠望(杉本寺周辺遺跡から)

2犬懸坂(前方カーブ右側lが調査地点)

4
向
上
(
南
西
か
ら
)
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図版2
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図版3

1区 |面全景(拡張前束力、ら)

2向上(西から)

3同東半部(西から)
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図版4
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図版5

2向上(西から)

1
2
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I
面
全
景
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32区 I面下土土産
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下
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図版6

1区II面土壌群(西から)
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図版7

1 2区II面全景(西から)

32区東辺部II面下遺跡出土状況
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2向上西辺部

図版8

1 2区III面全景(東から)

3同東辺部
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図版9

1
2
区

m面
道
状
遺
構

1
(北
か
ら
)
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3 1区II面土師器埋納遺構

図版10

1 1区西端深掘部(東から)

2 1区凹面下(北から)
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図版11

1 2区III面土塙

22区III面道状遺構土層断面

。。
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図版12
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図版13

ー
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• 
土壌 5(図17)

土壌 4(図17)

土塙14(図18)
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/ 

土里納遺構

(図19)

図版14

『ヲ

土師器溜まり 1(図19)

1区II菌(図20)
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)
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図版15

溝

7
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出
)

2区II面(図24)

土壌25(図28)

2区日i面上炭化層
III面小穴

(図30・31)
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図版16

/ 

2区III面上炭化層・III面小穴(図30・31)
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図版17

2区1Il面上炭化層・II面小穴(図30、31)
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